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旧
陸
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だいがくのたから

東
京
農
業
大
学
の
門
標･

門
柱

　

毎
年
、
入
学
式
や
卒
業
式
の
日
、
東
京
農
業
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き

る
。
学
生
や
保
護
者
が
「
東
京
農
業
大
学
」
と
彫
ら
れ
た
門
標
と
共
に
記
念
撮
影
を
す
る
た
め
だ
。
そ
の

中
に
は
、
こ
の
門
標
が
、
戦
後
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
文
化
勲
章
を
受

章
し
た
版
画
家
棟
方
志
功
の
揮
毫
で
あ
り
、
本
学
の
〝
宝
〞
で
あ
る
こ
と
を
知
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
の
門
柱
の
歴
史
的
な
価
値
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
学

は
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
、
東
京
市
麹
町
区
飯
田
河
岸
（
現･

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
）
に
前
身
で

あ
る
徳
川
育
英
会
私
立
育
英
黌
農
業
科
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
歴
史
が
始
ま
る
。
１
９
４
６
（
昭

和
21
）
年
、
終
戦
直
後
の
混
乱
の
中
で
、
か
ね
て
実
習
に
利
用
し
て
い
た
用
賀
農
場
に
ほ
ど
近
い
陸
軍
機

甲
整
備
学
校
（
世
田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
、
現･

桜
丘
一
丁
目
）
の
校
地
に
転
移
し
た
。

　

実
は
こ
の
門
柱
は
、
か
つ
て
の
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
が
正
門
と
し
て
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
建
立

し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
本
学
の
門
柱
と
し
て
残
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う
道
路
拡
張
計
画
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
関
係
者
が
協
議
し
、

少
し
位
置
を
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

花
崗
岩
と
砂
石
で
で
き
た
２
６
０
×
１
３
０
×
１
３
０
セ
ン
チ
の
門
柱
は
、
重
量
感
あ
ふ
れ
る
佇
ま
い

で
あ
る
。
本
学
の
長
い
歴
史
を
象
徴
す
る
宝
で
も
あ
り
、
日
本
の
戦
中
戦
後
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
今
な
お

残
る
史
跡
と
も
い
え
よ
う
。

東京農業大学
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　「独立自
じ

彊
きょう

・ 社会有為」の教育理念に基づき、「選
抜型」入試から「育成型」入試への転換をコンセプ
トに開発された「アサーティブプログラム ・ アサー
ティブ入試」は、高校生を求める受験生像に育てる
だけでなく、SD（Staff Development）の効果もあり
ます。現在、アサーティブ面談職員数は62名となり、
高校生一人一人の「気持ち」を受け止めて対話をし
ています。
　高校生に、大学進学の意義を考え、学ぶことへの
期待感を育ててほしい。そうすれば、自ずと主体的
に学ぶ姿勢が生まれるのではないかと考えました。
高校生も大学職員も成長できる場所、それが「アサー
ティブプログラム」です。
 ※この写真は本誌掲載の許可を得て撮影しています

〈表紙写真〉

大学職員も教育者であれ。
（追手門学院大学 アサーティブプログラム）



大学点描

　追手門学院大学は、1966 年に大阪府茨木市に開学し、今年で 50 周年を迎えました。
その起源は、1888 年に大阪城旧三の丸に開校した大阪偕行社附属小学校で、以来、社会
の変化に対応した改革を重ね、現在はこども園から大学・大学院を擁する総合学園へと
発展しました。近年、改革はさらに加速し、2013 年には教授会を学長の諮問機関とする
ガバナンス改革を実施、その後は新学部「地域創造学部」の開設、アサーティブプログラム・
アサーティブ入試に代表される入試改革、新たな学問分野を開拓すべく成熟社会研究所、
スポーツ研究センター、笑学研究所の設立など多くの施策を実施しています。また、社
会に貢献できる自立した人材の育成を表す「独立自彊・社会有為」の教育理念の下、学
生の成長支援を約束する UI スローガン「想像もしなかった自分史がはじまる」を打ち出
し、教育力の向上に努めています。これらの成果は、４年連続の入試志願者の増加、
2015 年度一般入試における志願者伸び率日本一（注）となって表れています。
　そして、2019 年 4 月開学を目指し、広さ約 64,000 ㎡の新キャンパス地取得を決定し
ました。新キャンパスは現キャンパスとも近く、連携が可能であり、2018 年開業予定の
JR 新駅から徒歩圏内にあります。新キャンパス取得を機に新たな高大接続と教育内容の
充実に取り組んでまいります。以下、４つの主要な改革である「アサーティブプログラム・
アサーティブ入試」、「成長実感プログラム」、「スポーツを活用した正課外教育の充実」、
「キャリア・就職支援」を紹介します。

※2015 年度主要私立大学一般入試（大学通信 2015 年 3月 19 日発表）

笑学研究所名誉所長に、大阪が誇るラッキーゴッド「ビリケン」が就任しました。

2016 年度開学 50周年を機に、さらなる改革に挑む



　将来の目標に合わせて専門的に学
べる、全学部生対象のキャリアコー
ス、キャリアプログラムを設置して
います。「グローバルキャリアコー
ス」では、海外留学を通じて、実践
的な英語力とグローバルな視野を育
成します。また、英語圏出身のネイ
ティブ教員による各種英語学習プロ
グラムを実施するイングリッシュカ
フェをキャンパス内に開設し、連携
しています。「スポーツキャリアコー
ス」では、スポーツに対する多角的
な取り組みを正課教育プログラムと

　本学は、スポーツに励む学生が、
より学生生活を向上・充実させ、大
学を挙げて応援できる環境を整える
ため、各種競技の体育会団体をバッ
クアップしています。中でも二つの
特定強化クラブ、八つの強化クラブ
を指定し、重点的に強化を図ってい
ます。特定強化クラブの一つ、創部
4 年目の女子ラグビー部は、社会人
も含む大会で優勝するなど躍進が著
しく、8 月のリオデジャネイロオリ
ンピックから 7 人制の女子ラグビー
が正式種目となることもあり、学内
外から大きな期待を集めています。

して提供し、自らのスポーツ体験と合わせて将来のキャリア形成に生かすために、理論
や実践を含めて総合的にスポーツを学びます。「リーダー養成コース」では、リーダーシッ
プを効果的に発揮するために必要な知識・技能・態度を育成し、他大学との交流やサバ
イバル型のプログラムを通じて日本一多様なリーダーシップを実践します。

スポーツを活用した正課外教育の充実

女子ラグビー部

リーダー養成コース

成長実感プログラム
　「アサーティブプログラム」は、進路を考え始めた高校生に、なぜ大学に進学したいのか、
何を学び、どのような将来を描くのかなど、大学の学びに対する期待や意欲を育てる「教
育プログラム」として位置付けています。受験のためのプログラムではないので、高校
1 年生から参加可能です。主な特徴は、①本学職員との「個別面談」（本号表紙および説
明文参照）②本学独自の学習システム「MANABOSS」③自己成長を促す「アサーティブノー
ト」の三つです。プログラムを活用して、自らの意思で大学進学を希望し、主体的に学
ぶ姿勢とアサーティブな態度（注）をもって、①シラバスの活用（何を学ぶのか、どう学ぶか
を調べる）②授業への参加意思の向上（受身ではなく主体的な学び）③各種活動への積極
的参加（とりあえず「やってみよう」の気持ち）ができる大学生になってもらうことを
期待しています。そして、このプログラムの成果を発揮できる場として「アサーティブ
入試」を実施しています。
　この取り組みは、平成 26 年（2014）度大学教育再生加速プログラム テーマⅢ（入試改革）
に、私立大学では本学のみが採択されました。文字どおり「加速」をしており、2016 年
度のアサーティブ入試入学者数は、初年（2015）時の 52 名から 128 名へと大幅に増加
しました。
　2015 年 6 月には、この実践を理論的に検証する「アサーティブ研究センター」も設立
されました。2016 年 4 月には、「学生の学びと成長のプロセス」を明らかにすることを
目的に、ベネッセ教育総合研究所と共同研究を開始しました。
※「アサーティブ」とは、相手の意見に耳を傾けながら、自分の意見や考えを主張できる態度のことであり、そ
のために、自分を知り表現することが大切になるという意味で使っています。
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　将来の目標に合わせて専門的に学
べる、全学部生対象のキャリアコー
ス、キャリアプログラムを設置して
います。「グローバルキャリアコー
ス」では、海外留学を通じて、実践
的な英語力とグローバルな視野を育
成します。また、英語圏出身のネイ
ティブ教員による各種英語学習プロ
グラムを実施するイングリッシュカ
フェをキャンパス内に開設し、連携
しています。「スポーツキャリアコー
ス」では、スポーツに対する多角的
な取り組みを正課教育プログラムと

　本学は、スポーツに励む学生が、
より学生生活を向上・充実させ、大
学を挙げて応援できる環境を整える
ため、各種競技の体育会団体をバッ
クアップしています。中でも二つの
特定強化クラブ、八つの強化クラブ
を指定し、重点的に強化を図ってい
ます。特定強化クラブの一つ、創部
4 年目の女子ラグビー部は、社会人
も含む大会で優勝するなど躍進が著
しく、8 月のリオデジャネイロオリ
ンピックから 7 人制の女子ラグビー
が正式種目となることもあり、学内
外から大きな期待を集めています。

して提供し、自らのスポーツ体験と合わせて将来のキャリア形成に生かすために、理論
や実践を含めて総合的にスポーツを学びます。「リーダー養成コース」では、リーダーシッ
プを効果的に発揮するために必要な知識・技能・態度を育成し、他大学との交流やサバ
イバル型のプログラムを通じて日本一多様なリーダーシップを実践します。

スポーツを活用した正課外教育の充実
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リーダー養成コース

成長実感プログラム



ガンバ大阪とＪ１チーム最大級のインターンシップを開始（2016年2月撮影）

　入学時からキャリア形成支援に注力し、1 年次から積極的にインターンシップへの参
加を促し、社会との接点を持たせます。例えば、ガンバ大阪とは、延べ 100 人を超え
る学生がシーズンを通して活動できるインターンシッププログラムを展開していきま
す。最後まで一人ひとりの就職活動をサポートする体制を構築しました。

　学校法人追手門学院は、株式会社東芝が茨木市の東芝大阪工場跡地において進めて
いる「茨木スマートコミュニティプロジェクト」に参画することになり、跡地の 6 万
4400 ㎡（約 2万坪）を新キャンパス予定地として取得することを決定しました。新キャ
ンパス予定地は 2018 年春開業予定の JR 京都線総持寺駅（仮称）から徒歩圏内にあり、
大学および追手門学院中・高等学校のある現キャンパスからも 2km 余りしか離れてい
ません。二つのキャンパスを連携させ、新たな教育展開に取り組み、利便性ある立地
を生かしてスマートコミュニティ外からも人を吸収して、多様性のある教育・研究の
実践の場として地域創造にも取り組んでいきます。

キャリア・就職支援

〒567-0008　大阪府茨木市西安威 2-1-15

新キャンパスに移転



　

商
都
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
通
天
閣
に
は
、
足
の
裏

を
撫
で
る
と
願
い
が
か
な
う
と
い
わ
れ
る
ビ
リ
ケ
ン
さ
ん

と
い
う
幸
福
の
神
様
が
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
で
、

顔
立
ち
は
東
洋
人
、
座
り
方
は
ア
フ
リ
カ
人
、
国
際
派
の

神
様
で
す
。

　

追
手
門
学
院
大
学
は
開
学
50
周
年
を
機
に
、
こ
の
ビ
リ

ケ
ン
さ
ん
を
笑
学
研
究
所
名
誉
所
長
と
し
て
迎
え
い
れ
ま

し
た
。
ビ
リ
ケ
ン
さ
ん
の
ラ
ッ
キ
ー
パ
ワ
ー
を
追
い
風
に
、

国
際
社
会
で
優
に
伍
し
て
ゆ
け
る
大
阪
人
の
め
で
た
い
個

性
を
大
学
の
個
性
に
取
り
こ
み
、
国
内
外
に
雄
飛
す
る
気

概
あ
る
人
材
を
育
成
で
き
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

大
阪
に
幸
あ
れ
笑
い
あ
れ
、

ず
っ
と
大
阪
50
年

坂
井 

東
洋
男
●
追
手
門
学
院
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

拓
殖
大
学
は
西
暦
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
、
後
の
総
理

大
臣
桂
太
郎
公
爵
に
よ
り
、
台
湾
の
開
発
に
貢
献
し
う
る
人

材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
台
湾
協
会
学
校
」
と
し
て
創
設

さ
れ
た
。
同
時
代
、
後
の
大
学
令
に
よ
り
大
学
と
な
っ
た
教

育
機
関
が
多
数
設
立
さ
れ
た
が
、
海
外
で
働
く
人
材
の
養
成

に
的
を
絞
っ
た
拓
殖
大
学
の
淵
源
で
あ
る
「
台
湾
協
会
学
校
」

は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
建
学
の
精
神
は
「
積

極
進
取
の
気
概
と
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
か
ら
敬
慕
さ
れ
る
に
値

す
る
教
養
と
品
格
を
具
え
た
、
有
為
な
人
材
の
育
成
」
で
あ

り
、〝
国
際
大
学
〟
を
標
榜
す
る
本
学
の
使
命
と
し
て
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
と
言
わ
れ
る
今
日
、
多
く
の
大
学
に

於
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
際
化
が
叫
ば
れ
多
く
の
改
革
が

進
め
ら
れ
、
本
学
の
持
つ
伝
統
的
な
〝
国
際
大
学
〟
と
し
て

の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
影
が
薄
く
な
っ
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
の
〝
国
際
大
学
〟
と
し
て
の
歴
史
と
伝
統
は

本
学
の
宝
で
あ
り
、
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
大
き
く
叫

ば
れ
る
今
日
こ
そ
未
来
に
向
け
た
〝
国
際
大
学
〟
へ
生
ま
れ

変
わ
る
好
機
で
あ
る
と
捉
え
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
の
目
覚
ま
し
い
技
術
の
進
歩
の
中
で
の
、
大
学
改

革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

１　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
大
学
改
革

　

筆
者
は
本
学
着
任
以
前
、
企
業
に
お
い
て
情
報
通
信
分
野

の
研
究
開
発
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、

近
年
の
技
術
の
進
展
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
１
９

４
６
年
に
開
発
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
進
展
と
通
信

川
名 

明
夫
●
拓
殖
大
学
学
長

大
学
改
革
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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技
術
の
融
合
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
時
間
、
空
間
の
壁
が
乗
り
越
え
ら
れ
、
世
界
中
の
ど

こ
で
あ
ろ
う
と
も
容
易
に
情
報
の
送
受
信
が
可
能
と
な
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
を
一
段
と
加
速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
経
済
、
金
融
、
医
療
、
教
育
の
分
野
等
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
こ
の
技
術
が
応
用
さ
れ
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
」
と
ま
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
〝
も
の
〟
と
〝
も

の
〟
を
つ
な
い
で
、直
接
、情
報
の
や
り
取
り
を
行
う
Ｉ
ｏ
Ｔ

と
呼
ば
れ
る
技
術
の
登
場
に
よ
り
製
造
業
、
物
流
、
農
業
と

い
っ
た
分
野
に
ま
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
」
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
最
近
大
き
な
話
題
を
呼
ん
で
い
る
の
が
Ａ
Ｉ
す
な

わ
ち
人
工
知
能
の
研
究
で
あ
る
。
人
工
知
能
は
こ
れ
ま
で
何

回
か
注
目
を
浴
び
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
去
ら
れ
る
と
い
っ

た
分
野
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
Ａ
Ｉ
は
大
量
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
作
成
し
、
要
求
に
あ
っ
た
デ
ー
タ
を
取
り
出
す
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
医
療
診
断
シ
ス
テ
ム
や
銀
行
の
案
内
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
導
入
さ
れ
、
実
際
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
チ
ェ

ス
、
将
棋
と
い
っ
た
世
界
で
も
、
プ
ロ
を
打
ち
負
か
す
ま
で

に
な
り
、
最
近
で
は
、
よ
り
複
雑
な
ゲ
ー
ム
で
あ
る
囲
碁
の

世
界
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
破
っ
た
と

い
う
事
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

　

囲
碁
は
、
チ
ェ
ス
や
将
棋
と
比
較
し
て
も
格
段
に
ゲ
ー
ム

の
ル
ー
ル
や
組
み
合
わ
せ
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
勝
つ
に
は
あ
と
10
年
は

必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
Ａ
Ｉ
は
以
前
と
は
異
な
り
、
深
層
学
習

と
い
う
学
習
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
脳
と
同

じ
よ
う
な
機
能
を
実
現
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

昔
、
人
間
の
脳
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
つ
ブ
レ
イ
ン
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
可
能
性
に
つ
い
て
討
論
を
し
て
い
た
時
に
、

「
人
間
の
脳
は
生
き
て
い
る
時
間
だ
け
学
習
し
、
知
識
を
深
め

て
い
る
。
た
と
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
人
間
の
脳
と
同
じ
よ

う
な
機
能
を
持
つ
よ
う
に
設
計
し
て
も
、
学
習
に
時
間
が
か

か
り
人
間
の
脳
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
よ
う
な
議
論
を
し
た
覚

え
が
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
格
段
の
進
歩

に
よ
っ
て
大
量
の
デ
ー
タ
を
短
時
間
に
処
理
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
脳
の
機
能
の
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
Ａ
Ｉ
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
無
人
化

さ
れ
た
工
場
や
農
場
、
ま
た
自
動
車
の
自
動
運
転
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
り
、
さ
ら
に
大
き
く
社
会
構

造
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
構
造
の
変
化
の
速
度
が
ま
す
ま
す
加

速
さ
れ
て
い
く
中
で
、
未
来
を
背
負
う
若
者
を
ど
の
よ
う
に

し
て
教
育
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
色
々
な
と
こ
ろ

で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
集
大
成
が
、
本
年
３
月
に
出
さ

れ
た
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の
最
終
報
告
で
あ
ろ
う
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
ま
で
〝
も
の
〟
を
基
盤
と

し
て
い
た
社
会
が
、
情
報
を
基
盤
と
し
た
社
会
へ
と
大
き
く

変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

変
動
す
る
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
学

力
の
三
要
素
」
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
念
頭
に
本
学
で
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

２　
本
学
に
お
け
る
改
革
と「
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
」

　

拓
殖
大
学
は
２
０
０
０
年
に
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
、
こ

れ
を
機
に
「
拓
殖
大
学
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
改
革
を
進
め

た
。
こ
の
改
革
の
中
心
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
事
業
で
あ
っ

た
。
本
学
で
は
１
９
７
７
年
に
、
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
が
手
狭

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
東
京
の
郊
外
で
あ
る
八
王
子
市
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
設
置
し
、
商
学
部
、
政
経
学
部
の
１・

２
年
生
と

新
設
の
外
国
語
学
部
の
学
生
が
学
ぶ
現
在
の
八
王
子
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
設
し
、
そ
の
後
、
工
学
部
、
国
際
開
発
学
部
（
現

在
の
国
際
学
部
）
を
開
設
し
た
。

　

一
方
、
拓
殖
大
学
発
祥
の
地
で
あ
る
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
は

１
９
６
０
～
１
９
７
０
年
代
に
建
設
さ
れ
た
施
設
が
多
く
、

老
朽
化
が
進
み
、
し
か
も
狭
隘
で
あ
っ
た
た
め
、
改
革
の
第

一
歩
は
建
物
の
刷
新
か
ら
着
手
さ
れ
た
。

　

２
０
０
３
年
に
は
「
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。
文

京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
２
０
１
５
年
１
月
に
全
て
の

建
物
工
事
が
終
了
し
た
。
そ
の
４
月
か
ら
商
学
部
、
政
経
学

部
は
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
、
外
国
語
学
部
、
国
際
学
部
、
工
学

部
は
八
王
子
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
１
年
～
４
年
生

ま
で
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ

の
再
開
発
事
業
に
よ
り
、
志
願
者
数
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
２
０
１
５
年
に
は
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
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の
再
開
発
事
業
も
終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
４
年
間
同

一
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
教
育
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
将
来
を
見
据
え
た
教
育
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、「
拓
殖
大
学
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
２
０
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
策
定
を
行
い
、
教
育
改
革
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

　

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
２
回
の
認
証
評
価
を
受
け
、
改
革
を

進
め
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
教
育
改
革
に
関
す
る
長
期
的
な

展
望
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
は
、
創
立
１
２
０
年
に

当
た
る
２
０
２
０
年
に
お
け
る
大
学
像
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

そ
こ
に
至
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く
こ
と
と
し
た
。
前
章
で

述
べ
た
通
り
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会
を
目
の
前
に
し
て
、

必
要
な
の
は
い
わ
ゆ
る
学
力
の
三
要
素
で
あ
り
、
こ
れ
を
本

学
の
建
学
の
精
神
に
沿
っ
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
国
際
性
、

専
門
性
、
人
間
性
に
お
い
て
到
達
目
標
を
設
定
し
教
育
の
場

で
実
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
革
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
教
職
員
が
改

革
の
目
標
と
そ
の
意
味
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
こ
の
改
革
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「2020 

T
A

K
U

SH
O

K
U

 N
EW

 O
RA

N
GE PRO

JECT

」
を
結 

成
し
、
教
職
員
に
対
す
る
改
革
の
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
員
の
多
く
は
若
手
の
職
員
で
あ

り
、
自
ら
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
、
大
学
全
体
と
し
て
の
改

革
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

本
年
３
月
に
は
、
各
大
学
に
お
け
る
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の

一
体
的
な
策
定
と
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
現
在
、「
拓
殖

大
学
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
２
０
」
の
中
で
、
具
体
的
作
業

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
中
で
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き

に
対
応
し
て
大
学
を
変
革
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
強
く
感
じ

て
い
る
。
特
に
、
社
会
あ
る
い
は
産
業
界
の
要
請
に
対
応
し

た
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
は
、
大
学
の
人
材
リ
ソ
ー
ス
に

大
き
な
問
題
が
あ
る
。

　

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
が
産
業
界
に
浸
透
す
る
に
従
い
、

そ
の
分
野
の
人
材
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
学
が
こ

れ
に
応
え
よ
う
と
し
て
も
、
大
学
自
体
に
こ
れ
ら
の
教
育
を

行
え
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
先
端
的
な
分
野
の
人
材
育

成
に
は
、
企
業
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
寄
付
講
座
の
開
設
、
講
師
の
派
遣
等
を

通
じ
て
新
し
い
分
野
の
基
礎
を
企
業
か
ら
大
学
に
移
入
す
る

と
と
も
に
、
企
業
と
大
学
と
の
間
の
人
の
流
れ
を
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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入
学
時
か
ら
将
来
が
決
ま
っ
て
お
り
、 

卒
業
後
も
同
じ
領
域
で
学
び
続
け
る

吉
岡　
医
療
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
や
社
会
と
密
接

な
関
わ
り
を
持
ち
、
刻
々
と
変
化
し
続
け
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
医
師
の
養
成
を
担
う
医
学
教
育
も
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
化
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
一
方
で
、
変
え
て
は
い
け
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
。

　

医
学
部
に
お
け
る
教
育
の
特
徴
と
し
て
、
入
学

時
か
ら
学
生
の
将
来
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
お
り
、

卒
業
後
も
同
じ
領
域
で
学
び
続
け
る
。
す
な
わ
ち
、

卒
前
教
育
と
卒
後
の
教
育
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
卒
前
教
育
が
６
年

間
と
い
う
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
現
在
の
医
学
教
育
が
実
際
に

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
医
学
教
育
の

「
医
師
」
を
育
て
る
と
は
―
医
学
部
教
育
の
現
在

座
談
会

岡
おか
崎
ざき
 仁
ひと
昭
あき

自治医科大学医
学部医学教育セ
ンター長、教授

高
たか
木
ぎ
 康
やすし

昭和大学学長補佐、
医学部卒後臨床研修
センター長、教授
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関
係
者
以
外
に
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
形
で
議
論

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
医
学
教
育
を
構
成
す
る
研
究
と
臨
床

と
い
う
両
輪
の
中
で
も
、
特
に
臨
床
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
大
学
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
大
学
の
建
学
の
理
念
に
基
づ
く
教
育
内
容

の
特
徴
や
変
化
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
共
用
試
験
に
よ
り 

医
学
教
育
が
大
き
く
変
化

　

こ
れ
か
ら
の
お
話
は
、
教
育
に
お
け
る
三
つ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
わ
れ
る
「
フ
ォ
ー
マ
ル
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

「
ヒ
ド
ゥ
ン
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
軸
に
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
フ
ォ
ー
マ
ル
即
ち
公
式
に
教
育
と
し
て
考

え
、
計
画
し
、
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
教
育
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
教
育
の

方
向
性
や
具
体
的
な
内
容
、
変
化
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

岡
崎　
自
治
医
科
大
学
は
１
９
７
２
年
（
昭
和
47

年
）、
全
国
の
都
道
府
県
の
共
同
に
よ
り
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
医
学
部
の
使
命
は
「
地
域
医
療
を

高
たか
松
まつ
 研
けん

東邦大学医学部長、
教授司会

吉
よし
岡
おか
 俊
とし
正
まさ

東京女子医科大学
理事長、学長

座
談
会
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担
う
総
合
医
の
育
成
」
と
非
常
に
明
確
で
す
。
各

都
道
府
県
か
ら
毎
年
２・

３
名
が
選
抜
さ
れ
て
入

学
し
ま
す
。
卒
業
後
、
都
道
府
県
の
知
事
が
指
定

す
る
公
立
病
院
や
診
療
所
に
一
定
期
間
勤
務
す
る

事
で
入
学
金
、
授
業
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

以
前
と
比
べ
る
と
、
今
の
医
学
生
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
昔
は
共
用
試
験
は
な
く
、
医
師
国
家

試
験
も
、
普
通
に
授
業
を
受
け
て
臨
床
実
習
を
経

験
す
れ
ば
合
格
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
今
は
学
生
に
相
当
の
負
荷
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
医
学
教
育
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
（
以
後
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
の
導
入
と
共

用
試
験
の
実
施
、
医
師
国
家
試
験
の
難
易
度
の
上

昇
に
よ
る
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

医
学
分
野
で
は
要
求
さ
れ
る
知
識
量
が
増
え
て

い
る
た
め
、
本
学
で
は
コ
ア
と
な
る
内
容
を
段
階

的
に
繰
り
返
し
教
え
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
は
学
生
を
医
師
と
し
て
育
成
し
地
元
に

お
返
し
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
り
、
そ
れ
を
十
分

に
意
識
し
な
が
ら
教
育
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
共
用
試
験
や
医
師
国
家
試
験
合
格
率
も

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
木　
岡
崎
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
こ

の
10
年
で
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
コ
ア
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
導
入
と
共
用
試
験
の
実
施
だ
と
思
い
ま
す
。

昭
和
大
学
も
、
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
教
育
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
医
療
が
で
き
る

臨
床
医
の
育
成
を
建
学
の
理
念
に
掲
げ
て
お
り
、

研
究
よ
り
も
、
優
れ
た
医
師
の
育
成
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
初
期
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
臨
床
を
重
視
し
た
医
師
の
育
成
が
大
学
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
そ
れ
に

沿
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
医
学
部
、
歯
学
部
、
薬
学
部
、
保
健
医

療
学
部
の
四
つ
を
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療

の
い
ろ
い
ろ
な
専
門
職
が
力
を
合
わ
せ
て
医
療
に

当
た
る
「
チ
ー
ム
医
療
」
に
力
を
入
れ
た
教
育
を

１
年
次
か
ら
始
め
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
10

年
く
ら
い
の
特
徴
で
す
。

以
前
よ
り
も
早
い
時
期
に
、あ
る
程
度
の 

知
識・

技
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

高
松　
こ
の
10
年
と
い
う
ス
パ
ン
で
考
え
る
と
、

や
は
り
知
識
重
視
か
ら
、
卒
業
時
点
の
技
能
が
よ

り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

知
識
に
関
し
て
は
、
４
年
次
の
臨
床
実
習
が
始

ま
る
前
に
一
定
の
知
識
を
身
に
付
け
、
そ
れ
に
よ
っ

て
中
身
の
濃
い
実
習
を
行
っ
て
卒
業
す
る
と
い
う

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
よ
り
も
早
い
時
点
で
、

あ
る
程
度
の
知
識
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
か
つ
技
能
も
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た

あ
た
り
が
大
き
な
変
革
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

東
邦
大
学
は
人
間
愛
に
満
ち
た
臨
床
医
の
育
成

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
て
お
り
、
確
か
な
知
識
や

技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
心
の
こ
も
っ
た
医
療
が

で
き
る
人
材
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
時

に
、
今
の
日
本
の
医
学
教
育
が
向
か
っ
て
い
る
方

向
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
従
来
よ
り
も
２
年
早
い
段
階
で

一
定
の
知
識
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
教
育
の
効
率
化
を
図
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
ま
た
、
教
育
の
質
を
担
保
す
る
た
め

に
、
統
一
的
な
も
の
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
い
い
な
が
ら
「
こ
の
内

容
を
こ
の
期
間
内
に
効
率
的
に
学
び
な
さ
い
」
と

い
う
よ
う
な
、「
与
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
点
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
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本
年
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し
ま
し
た
。

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
修
事
項
に
対
し
て
は

最
小
限
の
レ
ベ
ル
に
抑
え
、
全
体
の
20
～
30
％
の

時
間
を
自
由
に
多
様
性
を
持
っ
て
能
動
的
に
取
り

組
め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
移
行
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
後
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
す
。

吉
岡　
医
学
教
育
が
、
こ
の
10
年
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
の
ス
パ
ン
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か

を
伺
い
ま
し
た
が
、
医
師
と
し
て
必
要
な
知
識
だ

け
で
は
な
く
、
技
能
や
態
度
と
い
っ
た
一
人
前
の

医
師
と
し
て
の
基
本
的
な
能
力
全
体
を
教
育
す
る

と
い
う
方
向
に
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

５
年
前
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し
て 

地
域
の
拠
点
病
院
に
お
け
る
臨
床
実
習
が
増
加

吉
岡　
医
学
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
変
わ
る

の
に
対
応
し
て
、
各
大
学
で
は
独
自
の
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
全
て
の
医
学
部
で
学
ぶ
べ
き
内
容
を

ま
と
め
た
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
こ
の
二
つ
が
現

在
の
医
学
教
育
の
柱
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
具
体

的
な
内
容
や
各
大
学
の
特
徴
、
目
的
な
ど
を
ご
紹

介
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎　
自
治
医
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

は
、
３
年
次
の
修
了
時
に
共
用
試
験
を
受
験
す
る

と
い
う
点
で
す
。
１
年
次
の
後
半
か
ら
基
礎
医
学

を
学
び
、
２・

３
年
次
で
基
礎
臨
床
系
の
講
義
、

診
断
学
を
す
べ
て
修
了
し
、
３
年
次
に
共
用
試
験
。

そ
し
て
、
４
～
６
年
次
に
は
最
大
で
80
週
と
い
う

長
い
臨
床
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
附
属
病

院
内
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
医
療
機
関
に
お
け
る

実
習
を
増
や
し
て
い
る
点
が
非
常
に
大
事
な
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
１
年
次
に
お
け
る
基
礎
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
５
年
前
に
変
え
ま
し
た
。
物
理
、
化
学
、

生
物
と
い
う
基
礎
科
目
を
統
合
し
て
「
理
科
総
合
」

と
い
う
科
目
を
設
け
、
本
当
に
コ
ア
な
内
容
だ
け

に
絞
り
、
講
義
や
演
習
、
実
習
を
行
い
ま
す
。
演

習
に
は
多
く
の
臨
床
教
員
も
参
加
し
、
学
生
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
学
は
全
寮
制
で
す
。
６
年
間
を
通
じ
て

グ
ル
ー
プ
学
習
を
勧
め
て
い
ま
す
。
１
年
次
の
理

科
総
合
科
目
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
Ｍ
ｏ
ｏ

ｄ
ｌ
ｅ
な
ど
の
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
グ
ル
ー
プ
で
予
習
復
習
を
さ
せ
る
と
い
っ
た
取

り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
あ
と
で
話
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
最

近
、
全
国
の
医
学
部
で
留
年
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

本
学
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
卒
業
す
る
学
生
の
割
合
が

約
95
％
で
す
が
、
よ
り
１
０
０
％
に
近
づ
け
る
た

め
に
、
１
～
３
年
次
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し

ま
し
た
。
段
階
的
な
導
入
教
育
を
重
視
し
、
コ
ア

と
な
る
内
容
を
繰
り
返
し
学
ぶ
。
し
か
も
、
全
寮

制
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し

て
学
ぶ
「
協
勉
」
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ス
ト
レ
ー
ト
進
級
率
が
向
上
し
、
今
の
４
年
生
は

１
０
０
％
、
２・

３
年
生
も
98
％
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

成
績
が
下
位
の
学
生
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
教
育
を

徹
底
的
に
行
う
一
方
で
、
優
秀
な
学
生
の
ア
ク 

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
、
６
年
前
に

フ
リ
ー
コ
ー
ス・

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
５・

６
年
次
に
行
わ
れ
る

共
通
の
総
合
判
定
試
験
成
績
優
秀
者
で
臨
床
実
習

で
の
評
価
が
高
い
６
年
生
10
名
程
度
に
つ
い
て
、

臨
床
で
も
基
礎
医
学
で
も
自
由
に
約
半
年
間
学
ば

せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
期
間
の
授
業
と
卒

業
試
験
は
す
べ
て
免
除
さ
れ
る
と
い
う
画
期
的
な

制
度
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
フ
リ
ー
コ
ー
ス
の
学
生
は
全
員
、

医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
両
面
を
取

座
談
会
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り
入
れ
て
い
る
点
が
、
本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
特
徴
で
す
。

吉
岡　
自
治
医
科
大
学
は
も
と
も
と
地
域
医
療
の

実
習
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
増

や
し
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎　
地
域
で
の
臨
床
実
習
の
場
は
診
療
所
や
地

域
の
拠
点
病
院
、
病
床
数
が
１
０
０
床
程
度
の
一

般
病
院
が
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
そ
う
い
っ
た

全
て
の
場
で
臨
床
実
習
を
経
験
さ
せ
た
い
と
い
う

の
が
狙
い
で
し
た
。

　

診
療
所
に
お
け
る
Ｃ
Ｂ
Ｌ
（Com

m
unity 

Based Learning

：
地
域
医
療
実
習
）
は
以
前
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
一
般
の
病
院
の
実
習
も
５
年

次
に
お
け
る
選
択
必
修
実
習
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
大
学
附
属
病
院
内
で
の
実
習
を
増
や
す
こ

と
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
も
あ
っ
て
難
し
い
。

そ
こ
で
、
６
年
生
の
最
後
に
臨
床
実
習
の
総
ま
と

め
と
し
て
、
卒
後
に
出
身
都
道
府
県
で
初
期
臨
床

研
修
を
行
う
予
定
の
拠
点
病
院
で
の
実
習
を
約
１

カ
月
増
や
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
期
臨

床
研
修
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
も
図
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
拠
点
病
院
に
お
け
る
実
習
を
増
や
す

に
当
た
っ
て
は
、
学
習
の
質
保
証
も
十
分
考
慮
し

て
、
Ｆ
Ｄ
（Faculty D

evelopm
ent

）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

学
部
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で 

チ
ー
ム
医
療
を
身
に
付
け
る

高
木　
昭
和
大
学
で
は
、
１
年
生
四
学
部
６
０
０

人
全
員
が
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
寮
生
活
を
し

ま
す
。
し
か
も
、
基
本
的
に
は
１
部
屋
に
各
学
部

か
ら
１
人
ず
つ
、
計
４
人
が
１
年
間
の
共
同
生
活

を
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
態
度
教
育
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
な
ど
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
同
室
と
な
っ
た
４
人
で
し
っ
か

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
、
そ
う
い
う
基

本
的
な
こ
と
を
１
年
生
で
勉
強
し
て
も
ら
お
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Problem

 Based Learn-
ing

：
課
題
基
盤
型
学
習
）
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
２

０
０
７
年
度
と
い
う
早
い
時
期
に
取
り
入
れ
、
各

学
年
で
実
施
し
て
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
は
四
つ
の
病
院
が
あ
り
、
そ
こ
に
多
く

の
教
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
各
グ
ル
ー
プ

を
支
援
で
き
ま
す
。
５
年
次
に
は
４
学
部
の
学
生

が
一
つ
の
学
生
の
医
療
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
学
部

連
携
の
臨
床
実
習
を
行
い
ま
す
が
、
４
年
次
に
は

こ
の
臨
床
実
習
に
関
連
し
た
シ
ナ
リ
オ
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
前
も
っ
て
行
い
、
実
習
に
備

え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
知
識
教
育
で
は
学
生
が
自
分
で
問

題
を
発
見
し
て
解
決
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア

岡
崎 

仁
昭
氏

高
木 

康
氏
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ル
を
重
視
し
た
教
育
を
、
態
度
教
育
で
は
、
ま
ず

４
学
部
生
が
一
緒
に
営
む
１
年
間
の
寮
生
活
、
そ

れ
か
ら
今
ご
説
明
し
た
学
部
連
携
の
取
り
組
み
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

吉
岡　
昭
和
大
学
と
い
え
ば
チ
ー
ム
医
療
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
学
部
を
超
え
て
教

育
す
る
と
い
う
の
は
意
外
に
難
し
い
面
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
理
由
は

何
で
し
ょ
う
か
。

高
木　
や
は
り
、
１
年
次
の
寮
生
活
で
学
部
間
の

壁
が
取
り
払
わ
れ
て
い
る
と
い
う
学
習
環
境
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
学
部
連
携
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
ト

リ
ア
ル
も
１
年
次
か
ら
始
め
て
お
り
、
担
当
の
教

員
が
非
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
専
門
課
程
の
基
礎
教
育
を
担

当
す
る
教
員
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
医
学
部
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
関
係
の

学
部
が
四
つ
あ
る
た
め
、
多
職
種
の
教
員
数
が
多

く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
よ
く
目
が
届
く
と
い

う
点
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

吉
岡　
学
部
を
超
え
た
教
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
は
、
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
木　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
私
立
大
学
で

は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
物
事
が
進
む
ケ
ー
ス
が
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
学
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
始
め
て
み
る
と
次
第
に
効

果
が
出
て
き
て
、
各
学
部
学
生
が
学
部
を
超
え
て

助
け
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
医
学
部
の
学
生
は
、
薬
に
つ
い
て
は
ま

だ
あ
ま
り
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
薬
学
部
の
学
生
が
「
こ
の
患
者
は
こ
う
い
う

症
状
な
の
で
、
こ
の
薬
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」

「
今
こ
の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
よ
く

な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
を
出
し
て

く
れ
る
。
ま
た
、
歯
学
部
の
教
員
も
参
加
し
て
い

る
の
で
、
普
段
は
見
る
機
会
の
少
な
い
口
腔
ケ
ア

診
療
を
実
際
に
見
ら
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
自

然
な
形
で
他
学
部
の
知
識
が
身
に
付
く
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
っ
て
、
非
常
に
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

吉
岡　
そ
の
よ
う
な
薬
剤
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
は
医
療
の
現
場
で
も
き
ち
ん
と
行
わ
れ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
教
育
の
中
で
身
に

付
く
と
い
う
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。自

由
を
与
え
る
代
わ
り
に
、 

自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
せ
る
仕
組
み

高
松　
東
邦
大
学
の
今
年
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
自
治
医
科
大
学
に
比
較
的
近
く
、
３
年
次
の
末

に
共
用
試
験
を
受
け
る
形
に
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
基
礎
と
準
備
教
育
を
合
わ
せ
た
基
礎

準
備
教
育
一
体
型
と
し
、
臨
床
を
独
立
さ
せ
た
２

階
建
て
構
造
と
し
て
い
ま
す
。

高
松 

研
氏

吉
岡 
俊
正
氏

座
談
会
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物
理
、
化
学
、
生
物
は
、
生
理
、
生
化
学
、
あ

る
い
は
解
剖
な
ど
の
領
域
と
一
体
型
と
し
、
１
年

次
の
最
初
か
ら
学
び
ま
す
。
受
験
の
際
に
生
物
と

物
理
の
片
方
だ
け
を
選
択
し
た
学
生
が
多
い
た
め
、

基
本
的
に
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
始
め
、
リ
メ
デ
ィ
ア

ル
と
し
て
補
習
も
行
い
ま
す
。

　

人
文
社
会
科
学
系
の
科
目
は
、
大
学
設
置
基
準

の
大
綱
化
以
降
、
20
年
以
上
の
間
、
選
択
科
目
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
社
会
学
や
倫
理
学
、

法
学
、
心
理
学
と
い
っ
た
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
必

修
と
し
て
、
医
学
知
識
の
学
び
と
並
行
さ
せ
る
よ

う
に
改
め
ま
し
た
。

　

本
学
の
人
間
性
教
育
の
特
徴
と
し
て
、「
多
面
的

な
人
間
形
成
を
目
指
す
全
人
的
医
療
人
教
育
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
全
人
的
医
療
人
教
育
は
１

年
次
か
ら
臨
床
実
習
に
入
る
ま
で
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
、
授
業
時
間
を
週
５
日
間
の

う
ち
の
80
％
以
下
に
抑
え
、
残
り
の
時
間
を
自
由

に
使
っ
て
、
４
年
次
ま
で
に
何
ら
か
の
論
文
を
仕

上
げ
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
研
究
室
に
所

属
し
て
実
験
な
ど
を
行
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
論
文
が

理
想
で
す
が
、
メ
ン
タ
ー
に
指
導
を
受
け
て
総
論

の
形
で
取
り
ま
と
め
た
論
文
で
も
可
と
し
、
必
修

に
し
て
い
ま
す
。

　

１・

２
年
次
に
仕
上
げ
て
、
あ
と
は
本
当
に
フ

リ
ー
に
使
う
学
生
も
い
れ
ば
、
４
年
次
ま
で
か
か

る
学
生
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
由
を
与
え
る
代

わ
り
に
自
分
で
何
か
能
動
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
な
さ
い
と
い
う
意
図
で
始
め
ま
し
た
。

　

４
年
次
か
ら
臨
床
実
習
に
入
り
ま
す
が
、
や
は

り
少
し
は
授
業
が
な
い
と
診
療
科
間
の
総
合
的
な

知
識
を
組
み
立
て
る
の
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
理
由
か
ら
、
４
年
次
で
は
週
３
日
の
実
習

を
基
本
と
し
、
残
り
の
２
日
間
を
総
合
臨
床
講
義

に
当
て
て
い
ま
す
。

　

５
年
次
か
ら
診
療
参
加
型
の
実
習
が
始
ま
り
ま

す
が
、
実
習
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
臨
床
講
義
を
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
薬
学
部
と
合
同
で
、
一
つ

の
ケ
ー
ス
に
対
し
て
医
学
部
と
薬
学
部
の
学
生
が

そ
れ
ぞ
れ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
す
る
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
５
年
次
の
臨
床
実
習

で
既
に
導
入
し
て
お
り
、
成
果
も
出
て
い
る
の 

で
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
全
面
的
に
導
入
を
目
指

し
ま
す
。

　

臨
床
実
習
の
実
習
先
は
自
治
医
科
大
学
の
よ
う

な
多
面
的
な
展
開
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、

千
葉
県
と
共
同
で
、
地
域
の
中
核
病
院
で
最
低
１

カ
月
、
で
き
れ
ば
２
カ
月
の
実
習
を
行
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
が
整
っ
て
く
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た
教
育

体
系
が
で
き
あ
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

認
証
評
価
制
度
の
受
審
に
向
け
て 

Ｉ
Ｒ
も
含
め
た
準
備
作
業
が
進
行
中

吉
岡　
三
つ
の
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
工
夫
を

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ

る
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
あ
る
水
準
を
保
っ
て
医
師
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
医
学
部
全
体
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
質
保
証
の
一
環
と
し
て
、
薬
学
教
育
に
続
い

て
分
野
別
の
認
証
評
価
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
大
学
の
個
性
を
認
め
つ
つ
、
医
学
教
育
の

形
が
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
基
準
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
認
証
評
価
制
度
に
対
す
る

準
備
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎　
自
治
医
科
大
学
は
来
年
の
冬
に
受
審
す
る

予
定
で
す
。
教
務
委
員
会
の
中
に
認
証
評
価
の
委

員
会
を
新
設
し
て
、
こ
の
４
月
か
ら
作
業
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
枠
は
変
え
ま

せ
ん
が
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
中
に
Ｉ
Ｒ
（Institu-

tional Research

）
部
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
在

学
中
お
よ
び
卒
後
の
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
収
集
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し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
臨
床
実
習
の
評
価
法
を
見
直
し
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
、
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
の
態

度
を
含
め
た
評
価
を
Ｍ
ｏ
ｏ
ｄ
ｌ
ｅ
上
で
始
め
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
各
診
療
科
の
到
達
目
標
も
き

ち
ん
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
臨
床
実
習
は
各
診
療
科
任
せ
の
面
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
学
と
し
て
一
定
の
レ
ベ
ル
を
ク

リ
ア
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
態
度
評
価
も
含

め
て
、
Ｍ
ｏ
ｏ
ｄ
ｌ
ｅ
を
利
用
し
て
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
方
式
で
何
段
階
か
で
の
評
価
を
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
の
評
価
を
行
う
組
織

を
設
け
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
卒
業
時
お
よ
び
卒

業
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
役
立
て
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
予
定
で
す
。

高
木　
昭
和
大
学
で
は
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
現
在
４
年
次
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
当
初
、
２

０
１
７
年
度
に
受
審
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
完
了
す
る
２
０
１
８
年
度
に

受
審
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
学
も
Ｉ
Ｒ
室
を

設
け
て
、
改
善
の
た
め
の
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
本

格
的
に
実
施
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、

本
年
に
試
み
た
の
で
す
が
、
回
収
率
が
わ
ず
か
二

十
数
％
で
し
た
。

　

チ
ー
ム
医
療
教
育
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
本

学
の
教
育
の
コ
ア
に
な
る
部
分
に
つ
い
て
知
り
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
卒
業
直
後
の
研
修
医
や
薬
剤

師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
卒
業
生
を
対
象
と
し
ま
し

た
。
二
十
数
％
の
回
収
率
が
良
か
っ
た
か
、で
き
る

だ
け
の
改
善
を
行
う
方
向
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
に
つ
い
て
は
本
学
も
、
特
に
臨
床
実
習
に

対
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
形
式
に
よ
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
評
価
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
に
お
け
る
実
習
を
３
年
次
の

ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
早
期
臨
床
体
験

学
習
）
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
５

年
次
の
臨
床
実
習
が
ち
ょ
う
ど
終
わ
る
頃
、
内
科

と
外
科
と
産
婦
人
科
が
終
了
す
る
時
点
で
再
び
３

年
次
と
同
じ
診
療
所
で
実
習
を
行
い
ま
す
。
臨
床

講
義
や
臨
床
実
習
を
経
て
、
３
年
次
の
頃
よ
り
も

ど
の
く
ら
い
診
療
が
進
歩
し
た
か
、
そ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
先
生
や
地
域
住
民
の
方
々
に
評
価
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

外
部
評
価
を
受
け
る
こ
と
は 

自
ら
の
教
育
を
見
直
す
機
会
で
も
あ
る

高
松　
東
邦
大
学
は
今
年
度
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
完

成
し
て
か
ら
受
審
す
る
と
最
終
期
限
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
予
定
と
し
て
は
２
０
１
９
年
に
書
類

を
準
備
し
、
２
０
２
０
年
に
受
審
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
比
較
的
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
２
年
次
と
４
年
次
の
修
了
時

お
よ
び
卒
業
時
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ど
う
だ
っ

た
か
を
、
科
目
評
価
も
含
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
合
試
験
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
め
て
い
る
の

で
、
回
収
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
す
。
研
修
医
に

つ
い
て
は
２
年
次
終
了
の
時
点
で
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
学
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
ど
う

い
う
形
で
実
施
す
る
か
検
討
中
で
す
。

　

今
、
一
番
の
悩
み
は
臨
床
実
習
の
評
価
で
す
。

臨
床
実
習
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て

は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
形
式
を
導
入
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
診
療
科

に
よ
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
し
て
く
る
と
こ

座
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会
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ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
い
か
に
学
部
全
体
に
統

一
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

　

一
般
的
な
学
習
の
評
価
に
関
す
る
Ｉ
Ｒ
に
つ
い

て
は
、
Ｉ
Ｒ
部
門
の
担
当
者
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
情
報
収
集
に
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
進
行
に
伴
っ
て
少
し
ず
つ
整
備
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

吉
岡　
受
審
の
た
め
の
評
価
で
は
な
く
、
継
続
的

な
教
育
改
善
の
た
め
の
評
価
と
い
う
こ
と
が
本
来

の
目
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
そ
う
い
っ
た

外
部
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
自
ら
の
教
育
を
見
直

す
い
い
機
会
に
な
る
と
い
う
の
が
皆
さ
ん
の
感
触

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
医
学
部
の
定
員
増
に
伴
っ
て 

留
年
や
科
目
を
落
と
す
学
生
が
増
加

吉
岡　
そ
れ
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
へ
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ォ
ー

マ
ル
と
い
う
の
は
大
学
や
医
療
機
関
が
、
学
生
が

学
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
と

い
え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
学
生
は
、
わ

れ
わ
れ
が
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
は
学
ん
で
い
な

か
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

　

実
際
に
学
ぶ
場
所
あ
る
い
は
学
生
が
本
当
に
学

ぶ
機
会
を
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
呼

び
ま
す
。
学
生
の
特
性
が
変
わ
っ
て
き
た
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
よ
っ
て
学
び
方
が
変
わ
っ
て
き
た

と
い
う
要
素
な
ど
も
あ
っ
て
、
学
ぶ
場
や
機
会
も

変
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
普
段
ど
の
よ
う
に

お
感
じ
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

岡
崎　
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
そ
れ

ま
で
全
国
の
医
学
部
の
定
員
は
７
６
２
５
名
に
抑

制
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、９
２
６
２
名（
２
０
１
６

年
度
）
ま
で
増
や
さ
れ
、
自
治
医
科
大
学
で
も
定

員
が
23
名
増
え
ま
し
た
。
全
国
的
に
仮
進
級
者
や

留
年
生
が
増
加
し
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

従
来
、
医
学
の
教
育
は
各
講
座・

診
療
科
任
せ

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

膨
大
な
知
識
を
学
生
に
教
え
よ
う
と
思
っ
て
も
、

学
生
は
な
か
な
か
全
て
を
咀
嚼
で
き
な
い
。
そ
う

し
て
、
い
っ
た
ん
一
つ
の
科
目
を
落
と
す

0

0

0

と
雪
だ

る
ま
式
に
落
と
し

0

0

0

て
し
ま
っ
て
留
年
す
る
と
い
う

学
生
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
を
直
接
指
導
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
従
来

の
留
年
者
は
勉
強
以
外
に
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
、
そ
の
た
め
に
勉
強
時
間
が
足
り
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
最
近

は
、
真
面
目
に
勉
強
し
て
い
る
の
に
つ
い
て
行
く

の
が
難
し
い
。
自
分
で
問
題
点
を
見
つ
け
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
学
生
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
勉
強
の
仕
方
か
ら
教
え
る
必
要
が
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
岡　
一
般
の
方
か
ら
す
る
と
、
医
学
部
が
そ
ん

な
状
況
で
大
丈
夫
か
な
と
心
配
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

岡
崎　
以
前
に
調
査
し
た
の
で
す
が
、
医
学
部
の

入
試
に
お
け
る
偏
差
値
を
30
年
前
と
比
べ
る
と
、
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国
公
立
大
学
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
私
立
大
学
の
医
学
部
は
非
常
に
上
が
っ

て
い
て
、
た
ぶ
ん
10
ポ
イ
ン
ト
く
ら
い
上
昇
し
、

平
均
す
る
と
65
を
超
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
は
少
子
化
で
受
験
生
が
減
り
、
逆
に
入
学
定

員
が
増
え
た
結
果
、
学
習
困
難
な
学
生
も
あ
る
一

定
の
割
合
で
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
が
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。

　

以
前
は
ゆ
と
り
教
育
等
が
原
因
と
し
て
い
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
学
生
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

わ
れ
わ
れ
教
え
る
側
の
責
任
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

教
育
方
法
を
変
え
な
い
と
、
た
ぶ
ん
解
決
し
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
事
情
を
考
え
て
、
本

学
で
は
基
本
的
な
内
容
を
繰
り
返
し
段
階
的
に
教

え
る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
何
と
か
全
員
が
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
で
き
る
体
制
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

医
療
系
の
学
び
は
、自
分
で
答
え
を 

作
っ
て
い
く
作
業
が
必
要

高
木　
岡
崎
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
加
え

て
、
入
学
試
験
も
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
で 

し
ょ
う
か
。
偏
差
値
が
上
が
っ
た
と
い
っ
て
も
、

真
の
学
力
が
上
が
っ
た
の
か
ど
う
か
、
私
は
疑
問

に
思
い
ま
す
。
今
の
学
生
は
、
セ
ン
タ
ー
入
試
の

選
択
式
の
問
題
は
よ
く
で
き
ま
す
。
医
学
部
の
偏

差
値
が
高
く
な
っ
て
、
受
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
優
れ

た
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
診

療
の
患
者
さ
ん
が
「
私
の
疾
患
は
、
次
の
三
択
で

す
。
①
心
筋
梗
塞 

②
狭
心
症 

③
大
動
脈
解
離
」

と
紙
に
書
い
て
持
っ
て
受
診
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

学
生
は
一
生
懸
命
に
勉
強
を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
大
学
が
敷
い
た
レ
ー
ル
の
上
を
た
だ
歩
い
て

い
る
だ
け
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
わ
れ

わ
れ
教
員
の
怠
慢
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
で
問
題
を
見
つ
け
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
レ
ー
ル
が
な
く
な
る
と
「
私
は
ど
こ
へ
行

く
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
な
っ
て
し
ま
う
学
生
が
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

解
決
す
る
目
的
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
導

入
し
て
は
い
ま
す
が
。

　

ま
た
、
本
学
に
は
看
護
師
が
常
駐
す
る
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
精
神
的
な
悩
み
で

訪
れ
る
学
生
が
、
最
近
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

他
の
医
療
系
の
大
学
も
同
様
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
岡　
そ
う
い
う
学
生
の
存
在
も
前
提
に
し
て
、

教
育
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。

高
松　
最
近
は
、
大
学
生
が
生
徒
化
し
て
い
る
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
本
学
の
学
生
も
「
何
を
覚
え

れ
ば
い
い
ん
で
す
か
」「
そ
の
答
え
は
何
で
す
か
」

と
聞
い
て
き
ま
す
。
正
解
が
な
い
も
の
を
学
ぶ
と

い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

医
療
系
の
学
び
は
、
先
ほ
ど
高
木
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
答
え
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
自
分

で
答
え
を
探
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
答
え
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
作
業
が
必
要
で
す
。
し
か
し
そ
こ

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
、
覚
え
る
の
は
得
意
で
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
と
言
い
ま
す
か
、

学
び
が
乖
離
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
、

そ
れ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま
す
。

岡
崎　
お
そ
ら
く
、
勉
強
の
仕
方
を
変
え
さ
せ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
。
今
は
、
本
を
読
ん

で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
自
分
で
探
さ
な
く
て
も
、

み
ん
な
教
え
て
く
れ
る
。
医
学
で
も
試
験
対
策
用

の
参
考
書
が
た
く
さ
ん
出
て
い
て
、
学
生
は
そ
れ

ば
か
り
勉
強
し
て
い
る
。
標
準
的
な
教
科
書
を
読

ん
で
、
ど
こ
が
大
事
か
自
分
で
探
す
学
生
は
減
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

高
木
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
患
者
さ

ん
が
「
私
の
疾
患
は
次
の
三
択
の
ど
れ
か
で
す
。

①
心
筋
梗
塞 

②
狭
心
症 

③
大
動
脈
解
離
」
と
書

座
談
会
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い
て
持
っ
て
来
る
わ
け
で
は
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
本
学
で
は
、
書
か
せ
て

声
に
出
さ
せ
る
、
発
言
さ
せ
る
と
い
っ
た
教
育
を

し
な
い
と
、
た
ぶ
ん
選
択
問
題
ば
か
り
が
得
意
な

ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ

た
勉
強
の
仕
方
を
含
め
て
教
育
し
な
い
と
、
な
か

な
か
解
決
し
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

高
木　
卒
業
し
て
10
年
目
く
ら
い
の
指
導
医
を
対

象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
の
で
す
が
、
そ
こ

で
必
ず
聞
か
れ
る
の
が
「
こ
の
問
題
の
模
範
解
答

は
何
で
し
ょ
う
か
」。
私
は
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ
く
の
で
す
か
ら
、
そ

れ
は
あ
な
た
方
が
考
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
私
の

ほ
う
か
ら
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
」
と
お
答
え
す

る
の
で
す
が
。

　

指
導
医
レ
ベ
ル
が
そ
う
い
う
考
え
な
の
で
、
わ

れ
わ
れ
が
も
う
少
し
大
き
な
声
で
「
模
範
解
答
で

は
な
く
君
の
解
答・

考
え
が
必
要
な
の
で
す
。
解

答
は
一
つ
で
は
な
い
」
と
言
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
し
ょ
う
。

吉
岡　
国
家
試
験
や
専
門
医
の
試
験
は
ど
う
な
の

で
し
ょ
う
か
。

岡
崎　
私
は
日
本
内
科
学
会
で
資
格
認
定
試
験
の

委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
試
験
対
策
本
で
勉

強
す
る
だ
け
で
は
合
格
で
き
な
い
よ
う
な
試
験
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
実
習
を
真
面
目
に
し
な
い
で

図
書
館
に
こ
も
っ
て
勉
強
ば
か
り
し
て
い
る
学
生

が
有
利
に
な
る
よ
う
な
評
価
法
で
は
、
駄
目
で
し
ょ

う
。
知
識
偏
重
で
は
な
く
、
臨
床
実
習
や
研
修
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
生
が
有
利
に
な
る
よ

う
な
試
験
に
し
た
い
と
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
改

革
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
の
医
師
国
家
試
験
は
、
知
識
レ
ベ
ル
の
評
価

に
留
ま
っ
て
お
り
、
評
価
法
を
抜
本
的
に
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
結
局
は
、
評
価
法
を
変

え
れ
ば
学
生
も
そ
れ
に
対
応
し
た
勉
強
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
向
へ
誘
導
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
に
は 

ど
う
い
う
入
試
方
法
が
い
い
の
か

吉
岡　
少
子
化
と
は
い
え
、
医
学
部
は
狭
き
門
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
大
学
は
志
願
者
を
選
抜
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
単
に
学
力
だ
け
で
な
く
、
将

来
は
医
師
と
な
る
素
養
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
い
る

か
、
大
学
の
理
念
に
合
っ
て
い
る
か
も
含
め
て
入

学
者
を
選
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
実
際

は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

岡
崎　
入
試
の
形
式
に
関
し
て
は
、
各
大
学
で
特

徴
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
治
医
科
大
学
は
、
独
自

の
一
次
試
験
（
ペ
ー
パ
ー
試
験
）
の
あ
と
に
、
各

都
道
府
県
に
お
け
る
面
接
試
験
が
あ
り
ま
す
。
二

次
試
験
は
栃
木
県
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
集
団
面

接
と
個
人
面
接
、
お
よ
び
小
論
文
を
実
施
し
て
総

合
的
に
合
否
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
面
接
試
験
で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
Ｉ
Ｒ
の

話
が
出
ま
し
た
が
、
臨
床
医
と
し
て
き
ち
ん
と
実

践
し
て
い
る
卒
業
生
の
在
学
時
の
成
績
を
Ｉ
Ｒ
部

門
で
集
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
の
使
命
を

達
成
す
る
に
は
ど
う
い
っ
た
学
生
を
入
学
さ
せ
る

の
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
知
り
た
い
わ
け
で
す
。

　

今
回
Ｉ
Ｒ
部
門
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
当
た
っ

て
は
、
例
え
ば
留
年
者
や
医
師
国
家
試
験
不
合
格

者
の
入
学
時
の
状
況
な
ど
を
徹
底
的
に
分
析
し
、

統
計
を
取
る
こ
と
を
今
年
度
中
に
や
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

吉
岡　
受
験
生
の
情
報
と
入
学
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、で
き
れ
ば
卒
後
の
情
報
も
分
か
れ
ば
、よ
り

よ
い
選
抜
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
崎　
本
学
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

強
化
す
る
の
が
安
全
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
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ま
す
。
た
だ
、
大
学
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
特
徴
を

生
か
す
た
め
に
Ｍ
Ｍ
Ｉ
（M

ultiple M
ini  

Interview
）
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
入
試
に
取
り
入
れ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

入
学
時
の
成
績
と
卒
業
時
の
成
績
に
は 

ほ
と
ん
ど
相
関
関
係
が
見
ら
れ
な
い

高
木　
昭
和
大
学
は
入
学
試
験
を
３
回
行
っ
て
お

り
、
ま
ず
選
抜
１
期
の
入
試
で
78
名
を
採
り
ま
す
。

こ
の
入
試
で
は
他
の
私
立
医
大
と
同
様
に
数
学
、

英
語
と
理
科
２
科
目
で
す
。
次
に
、
セ
ン
タ
ー
入

試
を
重
視
し
、
国
語
と
地
歴・

公
民
を
含
め
た
５

教
科
で
広
い
知
識
を
持
っ
た
学
生
を
選
抜
し
て
12

名
を
採
り
ま
す
。
最
後
に
、
３
月
初
旬
に
選
抜
２

期
の
入
試
で
20
名
と
、
い
ろ
い
ろ
な
入
試
形
態
で

幅
広
い
入
学
者
を
選
抜
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
入
試
で
は
、
全
国
を
六
つ
に
分
け
て

各
エ
リ
ア
か
ら
二
人
ず
つ
採
る
と
い
う
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
地
方
か
ら
の
入
学
者
が
少
な

く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
首
都
圏
の
合
格

者
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
た
め
、
地
方
か
ら
の
入

学
者
を
増
や
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
学
の
入
学
試
験
は
一
次
試
験
の
筆
記
試
験
と

二
次
試
験
の
小
論
文・

面
接
か
ら
な
り
ま
す
。
や

は
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、
筆
記

試
験
が
最
下
位
で
も
小
論
文
と
面
接
が
良
け
れ
ば

ト
ッ
プ
に
な
れ
る
く
ら
い
、
小
論
文・

面
接
の
配

点
を
高
く
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
二
つ
目
の

工
夫
で
す
。

　

評
価
者
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
、
一
人
の
受
験

者
に
Ａ
評
価
を
付
け
る
先
生
と
Ｄ
評
価
を
付
け
る

先
生
が
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は

Ａ
と
Ｂ
あ
る
い
は
Ｃ
と
Ｂ
と
い
っ
た
よ
う
に
ほ
ぼ

同
じ
評
価
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
入
学
時
と
卒
業
時
の
成
績
に
相
関
関
係

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
非
常
に
困
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
入
学
時
は
と
て
も
成
績
が
い
い

の
に
途
中
で
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
す
る
学
生
が
い
る
。

一
つ
に
は
わ
れ
わ
れ
教
員
の
努
力
不
足
が
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
た
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア

ウ
ト
し
な
い
学
生
を
入
試
で
採
れ
る
の
か
、
そ
れ

を
知
り
た
い
で
す
ね
。

岡
崎　
例
え
ば
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
な
ら
国
語
や
英

語
、
そ
れ
も
き
ち
ん
と
記
述
す
る
よ
う
な
試
験
で

上
位
の
成
績
で
あ
れ
ば
、
問
題
な
く
卒
業
す
る
学

生
が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

本
学
で
も
調
べ
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
は
入
試
の

点
数
と
卒
業
時
の
成
績
は
相
関
し
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
あ
る
大
学
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
１
年

次
の
成
績
と
卒
業
時
の
成
績
が
、
ほ
ぼ
相
関
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
確
か
に
１
年
次
前
半
の
成
績
で

だ
い
た
い
決
ま
っ
て
、
そ
の
ま
ま
卒
業
ま
で
行
く

学
生
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
は

遅
い
の
で
あ
っ
て
、
入
試
の
時
点
で
知
り
た
い
。

デ
ー
タ
を
詳
細
に
解
析
す
れ
ば
、
何
か
分
か
り
そ

う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
。

高
木　
本
学
で
も
そ
れ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
１
年

次
の
試
験
で
下
位
だ
っ
た
30
名
は
、
そ
こ
か
ら
な

か
な
か
脱
出
で
き
ま
せ
ん
。
下
位
30
番
以
内
か
ら

上
昇
す
る
の
は
せ
い
ぜ
い
７・

８
名
く
ら
い
で
、

残
り
は
６
年
次
ま
で
下
位
の
ま
ま
の
学
年
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
本
当

に
い
い
学
生
を
採
れ
る
の
か
。

吉
岡　
入
試
の
段
階
で
見
極
め
る
の
は
、
本
当
に

難
し
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
相
対
評
価
で
あ
れ
ば
、

ど
う
し
て
も
下
位
の
学
生
は
存
在
し
ま
す
。

高
松　
東
邦
大
学
で
は
付
属
高
校
か
ら
15
名
く
ら

い
採
っ
て
、
あ
と
は
一
般
入
試
が
１
回
だ
け
で
す
。

単
一
試
験
な
の
で
、
入
学
時
の
成
績
と
そ
の
後
の

動
向
は
調
べ
や
す
く
、
実
際
に
ず
っ
と
調
査
を
続

座
談
会
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け
て
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
１
年
次
の

終
わ
り
に
は
入
学
時
の
成
績
と
ほ
と
ん
ど
関
係
が

な
い
状
態
に
な
り
、
１
年
次
か
ら
２
年
次
に
か
け

て
は
順
位
が
多
少
入
れ
替
わ
り
ま
す
が
、
２
年
次

の
後
半
か
ら
卒
業
ま
で
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
す
。

で
す
か
ら
、
入
試
の
時
点
で
は
あ
る
一
定
の
知
識

レ
ベ
ル
が
あ
れ
ば
よ
し
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
と

こ
ろ
で
い
い
人
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
と

い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

入
学
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を 

あ
ら
か
じ
め
知
る
た
め
に
入
試
を
工
夫

高
松　
４
年
前
ま
で
は
小
論
文
で
論
述
さ
せ
て
い

た
の
で
す
が
、
完
全
に
パ
タ
ー
ン
化
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、国
語
力・

読
解
力
を
検
証
す
る

基
礎
学
力
試
験
と
い
う
も
の
に
変
え
ま
し
た
。
ま

た
、
適
性
能
力
と
言
っ
て
い
い
の
か
ど
う
か
、
注

意
力
を
検
証
す
る
よ
う
な
問
題
も
加
え
て
い
ま
す
。

　

面
接
は
、
20
分
の
集
団
面
接
と
５
分
の
個
別
面

接
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
集
団
面
接
で
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
協
調
性
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
個

別
面
接
は
四
つ
の
ブ
ー
ス
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｉ
形
式
で
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
環
境
適
応
能
力
を
測
る
ブ
ー

ス
で
は
、
ち
ょ
っ
と
意
地
悪
な
演
技
を
す
る
男
性

が
い
て
、
そ
の
人
に
対
し
て
物
事
を
説
明
し
た
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
せ
る
。ま
た
、共
感

性
、倫
理
性
を
問
う
よ
う
な
課
題
文
を
見
せ
て
、そ

れ
に
ど
う
答
え
る
か
。
概
略
評
価
と
点
数
に
よ
る

評
価
を
し
て
、
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
評
価
と
入
学
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

比
べ
て
何
が
分
か
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

岡
崎　
Ｍ
Ｍ
Ｉ
は
い
つ
導
入
な
さ
っ
た
ん
で
す
か
。

高
松　
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
本
当
は
、

一
次
試
験
に
も
変
え
た
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
理
科
３
科
目
か
ら
２
科
目
選
択
で
す
が
、
医

学
部
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
た
と
え
履
修
レ
ベ
ル

は
低
く
と
も
３
科
目
を
履
修
し
て
い
る
ほ
う
が
望

ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
大
学
の
み
で

変
え
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。

　

入
試
の
科
目
試
験
の
点
数
と
そ
の
後
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
た
め
、
一
次
試
験
よ
り
は
二
次
試
験
の
結
果
か

ら
何
か
い
い
指
標
が
見
つ
か
ら
な
い
か
と
、
あ
れ

こ
れ
検
討
し
て
い
ま
す
。
再
来
年
く
ら
い
に
は
デ
ー

タ
が
そ
ろ
っ
て
く
る
予
定
で
す
。

岡
崎　
面
接
試
験
で
は
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
な
答

え
を
す
る
の
で
、
評
価
す
る
側
は
難
し
い
で
す
ね
。

高
松　
全
く
そ
う
で
す
。
本
学
の
個
別
面
接
は
Ｍ

Ｍ
Ｉ
方
式
で
、
ブ
ー
ス
ご
と
に
基
本
テ
ー
マ
を
決

め
て
い
ま
す
。
第
一
日
目
と
第
二
日
目
は
も
ち
ろ

ん
、
午
前
と
午
後
で
も
課
題
を
少
し
変
え
て
、
受

験
す
る
学
生
に
既
存
の
回
答
で
は
対
応
で
き
な
い

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
態
度
教
育
、 

医
療
の
倫
理
を
い
か
に
教
え
る
か

吉
岡　
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
現
場
の
お
話
も
出
て

興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
が
、最
後
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ヒ

ド
ゥ
ン
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ヒ
ド
ゥ
ン
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
、
学
生
が
意
識

し
て
学
ぶ
機
会
や
学
ぶ
内
容
を
指
す
の
で
は
な
く
、

社
会
や
環
境
に
お
け
る
習
慣
と
か
風
習
の
中
で
自

然
に
、
も
し
く
は
無
意
識
の
う
ち
に
身
に
付
け
て

し
ま
う
よ
う
な
学
習
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
社
会
に
お
い
て
、
医
師
が
医
療
に
対
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
点
と
も
関
係
す
る
わ

け
で
、
学
生
は
実
際
の
医
療
の
現
場
で
、
そ
れ
を

肌
身
に
感
じ
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。
従
っ
て
、

教
え
る
の
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
は
医
療
あ
る
い
は
医
学
研
究
の
倫
理
も

含
ま
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
先
ほ
ど
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
患
者

さ
ん
に
接
す
る
態
度
、
あ
る
い
は
チ
ー
ム
医
療
に

対
す
る
姿
勢
な
ど
も
入
っ
て
き
ま
す
。
学
生
に
教

え
て
も
な
か
な
か
身
に
付
き
に
く
く
、
逆
に
変
に

身
に
付
け
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
医
療
者
を
教
育
し
て
い
く
上
で
重
要
な

課
題
だ
と
感
じ
ま
す
の
で
、
先
生
方
が
実
際
の
教

育
の
中
で
ど
う
お
考
え
に
な
っ
て
、
具
体
的
に
何

を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
ぜ
ひ
お
う
か
が
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
崎　
自
治
医
科
大
学
は
全
寮
制
な
の
で
、
先
輩

後
輩
の
つ
な
が
り
は
強
く
、
ま
た
各
都
道
府
県
か

ら
学
生
が
来
て
い
る
た
め
、
県
人
会
も
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
に
出
身
地
に
帰
れ
ば
、
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
複
数
の
つ
な
が
り

を
学
生
時
代
か
ら
認
識
し
、
段
階
的
に
学
べ
る
体

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
態
度
教
育
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
教
育
に
関
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た

授
業
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
各
学
年
で
行
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
昨
日
は
、
東
日
本
大

震
災
時
に
被
災
地
に
と
ど
ま
っ
て
医
療
を
続
け
、

米
国
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
誌
の
「
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ

る
１
０
０
人
」
に
選
ば
れ
た
本
学
卒
業
生
の
菅
野

武
先
生
に
来
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
体

験
談
を
６
年
生
に
対
し
て
話
し
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
と
い
っ
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
こ
と
は
、
各
学
年
に
わ
た
っ
て
継
続

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
倫
理
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
教
育
す
る
の
は
難
し
く
、

何
が
い
い
方
策
な
の
か
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
本
学
で
は
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
で
す
が
、
本
学
の
創

立
当
時
、
卒
業
後
の
９
年
間
の
義
務
か
ら
離
脱
す

る
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
し
た

が
、
実
際
の
離
脱
者
は
３
％
程
度
し
か
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
残
り
の
97
％
は
し
っ
か
り
と
義
務
を
果

た
し
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
は
決
し

て
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
木　
難
し
い
問
題
で
す
が
、
昭
和
大
学
で
は
チ
ー

ム
医
療
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
れ
が
実
際
に
役
立
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
約
80
％
は
チ
ー
ム
医
療
の
実
習
は
良
か
っ
た

と
い
う
回
答
で
し
た
。

　

今
、
初
期
研
修
中
だ
が
、
大
学
で
チ
ー
ム
医
療

を
学
ん
だ
の
で
、
看
護
師
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
、

そ
の
ほ
か
の
専
門
職
の
方
々
と
も
あ
ま
り
壁
を
作

ら
な
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
か
医
療
倫
理
と

い
っ
た
も
の
は
、
素
晴
ら
し
い
教
員
が
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
学
生
が
身
に
付
け
る
の

が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
が
臨

床
実
習
に
行
っ
て
教
授
の
回
診
に
付
い
た
時
に
、

実
際
に
そ
う
感
じ
る
か
ど
う
か
。
む
し
ろ
反
面
教

座
談
会
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師
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
わ
れ
わ
れ
教
員
は
胸
に

手
を
当
て
て
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
指
導
医
講
習
会
な
ど
で
、
そ
う
い
う
テ
ー

マ
で
講
師
を
お
招
き
し
て
話
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
少
し
ず
つ
良
く
は
な
っ
て
き
て
い
る
は
ず 

で
す
。

吉
岡　
こ
う
い
う
テ
ー
マ
に
な
る
と
、
自
分
が
所

属
す
る
医
療
施
設
で
は
ち
ゃ
ん
と
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
反
省
し
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
際
の
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
は
言
っ

て
も
、
将
来
の
医
療
を
考
え
る
と
、
常
に
実
践
が

求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
す
。

高
松　
東
邦
大
学
で
も
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
各
学

年
に
お
け
る
医
療
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、

社
会
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
や
、
一
般
的
な
医

師
と
は
異
な
る
医
療
を
実
践
し
て
い
る
卒
業
生
を

招
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、

何
を
も
っ
て
評
価
す
る
の
か
と
い
っ
た
あ
た
り
は

ま
だ
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
生
か
ら
は
、
今

日
は
い
い
話
を
聞
い
た
、
あ
あ
い
う
生
き
方
も
あ

る
の
か
と
い
う
声
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
先
進
国
で
は
、国
家
試
験
に 

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
併
用

吉
岡　
本
日
は
た
い
へ
ん
率
直
な
お
話
を
い
た
だ

い
て
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
最
後
に
感

想
な
ど
を
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎　
自
治
医
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

は
ほ
ぼ
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
個
人
的
な
意
見

と
し
て
は
、
や
は
り
卒
業
時
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と

し
て
、
国
家
試
験
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

共
用
試
験
、
医
師
国
家
試
験
、
そ
れ
か
ら
各
診

療
科
の
専
門
医
試
験
。
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
到
達

目
標
に
応
じ
て
、
よ
り
臨
床
に
特
化
し
た
評
価
法

に
変
え
て
い
く
。
知
識
偏
重
の
現
在
の
評
価
法
か

ら
、
よ
り
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
実
学
重
視
の
試
験

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
新
し
い
評

価
法
と
し
て
、
４
学
年
の
進
級
試
験
に
動
画
や
音

声
を
取
り
入
れ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
型
Ｃ
Ｂ

Ｔ
（Com

puter Based T
esting

）
形
式
問
題
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

高
木　
私
立
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
し
て
、

授
業
全
体
の
３
分
の
２
く
ら
い
は
モ
デ
ル
コ
ア
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
的
な
も
の
を
行
い
、
あ
と
の
３
分
の

１
で
各
大
学
に
特
化
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
昭
和
大
学
は
、

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
チ
ー
ム
医
療
や
寮
生
活
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と
い
っ
た
と

こ
ろ
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

医
学
教
育
全
体
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
医
師
の

国
家
試
験
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
を
頂
い
て
、

医
師
国
家
試
験
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
他
の
先
進
国
の
多
く
は 

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（O

bjective Structured Clinical 
Exam

ination

：
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）
と 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
併
用
し
て
国
家
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

知
識
だ
け
で
評
価
す
る
国
家
試
験
か
ら 

も
っ
と
技
能
や
応
用
力
の
重
視
へ

高
木　
我
が
国
で
は
臨
床
実
習
に
移
る
前
に
、
し
っ

か
り
し
た
知
識
が
あ
る
か
ど
う
か
を
共
用
試
験
の

Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
よ
り
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
診
断・

治
療
を
す
る
際
に
は
、
い
っ
た

ん
治
療
を
し
た
ら
後
戻
り
し
て
取
り
消
せ
な
い
の
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で
、
誤
っ
た
選
択
を
し
な
い
よ
う
、
臨
床
推
論
的

に
、
今
は
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
、
次
は
こ
う
い

う
こ
と
に
配
慮
し
、
そ
の
次
は
こ
れ
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
診
療
の
手
順
を
追
っ

て
い
く
。
こ
う
し
た
「
後
戻
り
で
き
な
い
診
断・

治
療
行
為
」
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
Ｃ
Ｂ

Ｔ
な
ら
再
現
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
試
験
で
は
、
１
枚
の
写
真
が

提
示
さ
れ
て
「
こ
の
疾
患
は
何
か
」
と
問
わ
れ
ま

す
。
そ
の
写
真
に
は
必
ず
異
変
が
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
実
際
の
診
断
で
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
、

何
枚
も
撮
っ
た
中
か
ら
自
分
で
異
変
を
見
つ
け
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
な
ら
そ
れ
と

同
じ
こ
と
が
、
動
画
や
音
声
、
複
数
の
ペ
ー
ジ
に

わ
た
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
な
ど
を
使
っ
た
り
、
患
者
さ

ん
の
動
き
を
再
現
し
た
り
し
て
で
き
る
の
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
今
よ
り
も
深
い
知
識
や
技
能
な
ど

も
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
受
験
者
に
患
者
さ
ん
の
医

療
面
接
を
さ
せ
、
次
は
患
者
さ
ん
の
身
体
診
察
と

い
っ
た
よ
う
に
実
際
の
診
療
を
行
わ
せ
て
、
知
識

で
は
な
い
能
力
や
技
能・

態
度
を
評
価
す
る
も
の

で
す
。

　

日
本
で
の
国
家
試
験
は
知
識
偏
重
な
の
で
、
何

が
起
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
国
公
立
大
学
や
私

立
大
学
の
ほ
と
ん
ど
は
６
年
次
の
夏
休
み
ま
で
に

授
業
や
実
習
が
終
わ
り
、
そ
こ
か
ら
は
国
家
試
験

の
覚
え
る
だ
け
の
勉
強
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
臨
床
実
習
を
続
け
て
、
よ
う
や
く
臨

床
技
能
が
向
上
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
と
の

半
年
は
試
験
勉
強
だ
け
と
い
う
状
況
が
、
国
家
試

験
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
床
実
習
で
技
能

や
態
度
を
身
に
付
け
て
、
そ
の
ま
ま
国
家
試
験
を

経
て
初
期
臨
床
研
修
に
つ
な
が
る
と
い
う
形
に
な

れ
ば
一
番
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
岡　
先
進
国
の
ほ
と
ん
ど
で
国
家
試
験
の
一
部

に
技
能
試
験
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
日

本
で
は
ま
だ
そ
う
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。

高
松　
知
識
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
と
、
知
識
の
た

め
の
教
育
と
そ
の
た
め
の
学
習
と
い
う
悪
循
環
が

続
く
と
思
い
ま
す
。
今
の
国
家
試
験
の
形
で
は
、

結
局
は
応
用
力
が
身
に
付
か
な
い
の
で
、
や
は
り

技
能
試
験
と
い
う
か
、
も
っ
と
動
的
な
試
験
を
導

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
確
か
に
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
で
あ
る
し
、
知

識
を
問
う
に
し
て
も
、
現
在
は
選
択
肢
問
題
で
す

が
、
記
述・

口
頭
試
験
の
よ
う
な
も
の
を
導
入
す

る
と
い
っ
た
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
高

木
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
動
画
を
取
り
入
れ
た
よ

う
な
Ｃ
Ｂ
Ｔ
も
有
用
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
い
将
来
に
は
人
工
知
能
を
相
手
に

試
験
を
受
け
る
時
代
が
到
来
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
、
い
ろ
い

ろ
な
変
化
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
教
育

を
い
か
に
展
開
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
岡　
最
後
の
ま
と
め
で
は
、
奇
し
く
も
皆
さ
ん

が
国
家
試
験
に
言
及
さ
れ
、
国
家
試
験
の
現
状
が

医
学
部
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。
国
家
試
験
に
課
題
が
あ
る
こ
と

は
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
改
善
す
べ

き
だ
と
い
う
認
識
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

人
は
い
か
に
評
価
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
学
び
方

を
変
え
る
、
こ
れ
も
ヒ
ド
ゥ
ン
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

一
つ
で
す
が
、
や
は
り
評
価
と
い
う
の
は
教
育
の

重
要
な
要
素
で
す
。
本
日
の
座
談
会
が
今
後
の
医

学
部
の
教
育
の
改
善
に
少
し
で
も
寄
与
す
れ
ば
、

た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
と
思
い
ま
す
。

座
談
会
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本
年
７
月
10
日
、
参
政
権
年
齢
が
18
歳
以
上
と
な
っ
て
初
の
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
改
正
（
２
０
１
６
年
６
月
19
日
施
行
）
は
、
満
年
齢
18
年
以
上

20
年
未
満
の
者
が
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
す
る
と
と
も
に
、
当
分
の
間
の
特
例

措
置
と
し
て
選
挙
犯
罪
な
ど
に
つ
い
て
少
年
法
な
ど
の
適
用
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

報
道
な
ど
で
は
も
っ
ぱ
ら
高
校
生
の
政
治
参
加
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
き
た
が
、
参
政
権
年
齢
の

引
き
下
げ
で
最
も
大
き
な
変
化
が
あ
る
の
は
、
大
学
１・

２
年
生
や
短
期
大
学
生
な
ど
で
あ
る
。

　

教
育
基
本
法
第
14
条
第
１
項
に
は
「
良
識
あ
る
公
民
と
し
て
必
要
な
政
治
的
教
養
は
、
教
育
上

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」、
第
２
項
に
は
「
法
律
に
定
め
る
学
校
は
、
特
定
の
政
党
を
支

持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る
た
め
の
政
治
教
育
そ
の
他
政
治
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と

あ
る
。

　

学
校
段
階
ご
と
に
、ど
の
よ
う
な
教
育
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
中
で
も
、全
て
の
構
成
員
が
有
権

特 集

選
挙
と
大
学
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者
と
な
る
大
学
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。
さ
ら
に
今
後
、

高
等
教
育
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
べ
き
な
の
か
。

　

新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
今
、
法

律
改
正
の
経
緯
、
大
学
生・

高
校
生

の
政
治
参
画
や
投
票
へ
の
意
識
、
大

学
の
選
挙
協
力
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

な
ど
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
構

造
的
問
題
が
あ
る
の
か
も
含
め
て
、

全
体
を
俯
瞰
す
る
。

　

併
せ
て
、
私
立
大
学
に
お
け
る
地

域
や
高
等
学
校
と
の
連
携
方
策
の
現

状
に
も
迫
り
、
参
政
権
年
齢
の
引
き

下
げ
に
関
連
し
て
、
大
学
は
新
制
度

と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
な
の

か
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

「
そ
う
だ
！
選
挙
に
行
こ
う
！

　
18
歳
選
挙
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
に
つ
い
て

吉
田 

栄
司

●
関
西
大
学
副
学
長
、
社
会
連
携
部
長

選
挙
啓
発
を
め
ぐ
る
大
学
と
行
政
の
連
携

木
暮 

健
太
郎

●
杏
林
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授

18
歳
選
挙
権
と
学
生
の
政
治
意
識

井
田 

正
道

●
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授

期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て

岡
田 

隆

●
学
校
法
人
松
山
大
学
理
事
、
評
議
員
、
総
務
部
長

選
挙
に
お
け
る
大
学
と
市
の
連
携

梅
村 

浩
明

●
豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
長

※
各
記
事
の
内
容
は
、
執
筆
時
点
ま
で
の
情
報
を
基
に
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
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１　
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
本
学
へ
の
協
力
要
請

　

昨
秋
、
大
阪
府
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
後
、
府
選
挙
管
理
委
員

会
）
か
ら
、
新
た
に
有
権
者
と
な
る
大
学
１・
２
年
生
を
含
む
若

年
層
の
投
票
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
「
18
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
関
西
大
学
の
教
室
を
会
場
に
、
大
学
生
を
主
た

る
聴
衆
に
迎
え
、
地
域
住
民
に
も
開
放
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
で
き
な
い
か
と
の
打
診
を
本
学
社
会
連
携
部
が
受
け
た
。
社

会
連
携
部
長
の
立
場
に
あ
る
私
自
身
が
法
学
部
の
憲
法
担
当
教
員

で
も
あ
り
、
投
票
所
を
期
日
前
に
も
提
供
し
て
い
る
本
学
と
し
て

も
、
こ
れ
を
積
極
的
肯
定
的
に
受
け
止
め
、
法
学
部
の
公
法
学
系

お
よ
び
政
治
学
系
の
教
員
と
相
談
し
、
具
体
化
に
向
け
て
動
く
こ

と
と
し
た
。

　

実
際
に
は
、
12
月
半
ば
過
ぎ
の
土
曜
午
前
に
、
本
学
社
会
連
携

部
と
府
選
挙
管
理
委
員
会
が
主
催
し
、
本
学
法
学
部
が
共
催
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
大
阪
市
に
北
接
す
る
吹
田
市
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
第
一
学
舎
内
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
関
係
者
間
で
宣
伝

用
チ
ラ
シ
の
文
面
を
検
討
し
、
以
下
に
紹
介
す
る
企
画
内
容
や
登

壇
者
を
掲
載
し
て
、「Go! V

ote! 

そ
の
一
票
で
未
来
を
つ
く
る
」

と
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
付
し
た
。
裏
面
に
は
「
君
は
知
っ
て
い

る
か
な
？
選
挙
ク
イ
ズ
五
問
」（
大
阪
府
の
有
権
者
数
の
規
模
や
期

日
前
投
票
の
時
間
帯
を
問
う
三
択
問
題
な
ど
）
を
載
せ
、
会
場
で

20
問
ク
イ
ズ
集
と
選
挙
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
旨
、
ま

た
記
載
５
問
を
含
む
ク
イ
ズ

集
の
解
答
は
後
日
府
選
挙
管

理
委
員
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る

旨
を
記
し
、
そ
れ
を
府
選
挙

特
集

選
挙
と
大
学

「
そ
う
だ
！ 

選
挙
に
行
こ
う
！
　
18
歳
選
挙
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
の
開
催
に
つ
い
て

吉
田 

栄
司
●
関
西
大
学
副
学
長
、
社
会
連
携
部
長

GO! VOTE!

01
PROGRAM

02
PROGRAM

04
PROGRAM

03
PROGRAM

2015 .12.19
10:40 START 

「そうだ！選挙に行こう！
 18歳選挙権フォーラム 」

～明るい選挙推進講座～

平成27年12月19日　   
10：40~12:10

あいさつ

関大

関西大学副学長・社会連携部長  吉田栄司
大阪府選挙管理委員会委員長  池田敏雄（関西大学名誉教授）

『18歳選挙権年齢引き下げ』等について
クイズを交えた導入的な説明（大阪府選挙管理委員会事務局）

『若者と選挙について考える』

『新しい税制、選ぶのは君たちだ！』

at

［小 講 演 ］

［パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ］

［ コーディネーター］ ［ パ ネ リ ス ト ］

［主催 ］大阪府選挙管理委員会・関西大学社会連携部
［後援 ］関西大学法学部

関西大学
教員
浦東 久男

関西大学
教員

関西大学
学生

関西大学 
教員

関西大学
教員

大阪府選挙管理
委員 ( 関大院修了）

坂 本 治 也 山 路 和 貴石橋章市朗 大 前 英 世 山ノ内 裕子

とき

［と こ ろ ］

土

関 西 大 学  千 里 山キャンパス
第一学舎B202教室［予備B201教室］
（正門を入って左の坂の上）
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管
理
委
員
会
で
８
０
０
０
部
作
製
し
て
い
た
だ
い
て
学
内
外
に
半
々

を
配
布
し
た
。

　

当
日
は
、
法
学
部
生
を
中
心
と
す
る
本
学
の
学
生
と
、
府
内
の

「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」
メ
ン
バ
ー
を
含
む
近
隣
住
民
な
ど
の

参
加
を
得
て
、
モ
ニ
タ
ー
上
映
し
た
第
二
会
場
へ
の
入
場
者
を
含

め
、
約
５
５
０
名
に
一
定
の
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
と
し
て
、
ま
ず
府
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

か
ら
、
前
述
の
チ
ラ
シ
裏
面
ク
イ
ズ
も
参
照
し
な
が
ら
、
今
回
の

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
も
か
か
わ
る
国
政
選
挙
制
度
の
説
明
が

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
な
さ
れ
た
。
次
い
で
、
本
学
法
学
部

の
租
税
法
担
当
教
員
か
ら
、「
新
し
い
税
制
、
選
ぶ
の
は
君
た
ち

だ
！
」
と
題
し
た
小
講
演
が
あ
っ
た
。「
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
を
作
る

の
は
国
会
と
い
う
立
法
機
関
で
あ
り
、
国
会
議
員
を
選
ぶ
有
権
者

は
法
律
内
容
を
左
右
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
点
が
強
調

さ
れ
、「
ま
だ
社
会
に
出
て
い
な
い
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
現
に
消
費

税
の
納
税
者
で
も
あ
る
の
で
す
か
ら
、
税
金
の
あ
り
方
、
公
務
な

い
し
役
所
の
あ
り
方
に
、
従
っ
て
国
民
代
表
議
員
の
選
挙
に
ぜ
ひ

と
も
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
訴
え
が
な
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
法
学
部
で
政
治
過
程
論
を
担
当
す
る
教
員
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
、
同
じ
く
現
代
政
治
論
を
担
当
す
る
教
員
、
文
学

部
で
教
育
人
類
学
を
担
当
す
る
教
員
、
そ
れ
に
年
配
の
本
学
出
身

選
挙
管
理
委
員
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、「
若
者
と
選
挙
に
つ
い
て

考
え
る
」
と
題
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
過
去
の
国

政
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
デ
ー
タ
な
ど
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示
さ

れ
、
そ
の
変
動
の
要
因
や
若
年
層
の
投
票
率
の
低
さ
の
原
因
な
ど

に
も
論
及
が
あ
り
、
諸
外
国
の

選
挙
制
度
や
運
用
実
態
の
比
較

紹
介
も
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
、
選
挙
管
理
委
員
が

「
他
人
事
と
考
え
ず
、
た
っ
た
の

一
票
と
と
ら
え
ず
に
、
学
生
自

身
若
者
自
身
が
声
を
上
げ
て
政

治
に
参
画
し
、
要
求
を
実
現
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
」

と
呼
び
か
け
た
。
こ
の
企
画
は

事
前
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
し
て

い
た
の
で
、
翌
日
曜
日
の
朝
刊

に
一
部
報
道
さ
れ
て
い
る
。

２�　
日
常
的
大
学
教
育
等
に
お
け
る�

主
権
者
教
育
の
必
要
性

　

実
は
、
前
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
、
参
加
学
生
が
「
大
学
の フォーラムの様子

特集 選挙と大学
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通
常
の
授
業
で
は
、
学
生
の
身
の
回
り
の
関
心
事
と
選
挙
が
ど
う

関
わ
る
の
か
教
え
ら
れ
て
い
な
い
、
与
え
ら
れ
る
の
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
学
生
自
ら
が
主
体
的
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

も
思
う
が
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

意
見
を
述
べ
て
い
た
。

　

13
学
部
を
擁
す
る
本
学
に
お
い
て
は
、
社
会
科
学
系
の
学
部
、

と
り
わ
け
法
学
部
や
政
策
創
造
学
部
の
学
生
や
教
員
が
、
人
文
科

学
系
や
自
然
科
学
系
の
学
部
に
所
属
す
る
学
生
や
教
員
に
、
自
覚

を
持
っ
て
働
き
か
け
る
手
立
て
を
講
ず
べ
き
時
機
に
来
た
と
思
わ

れ
る
。
学
生
自
ら
が
認
識
を
深
め
る
た
め
の
自
主
サ
ー
ク
ル
を
作

る
こ
と
そ
れ
自
体
を
支
援
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
学
生
の
自
主
活

動
の
場
を
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
学
内

に
確
保
す
る
よ
う
務
め
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
、

全
学
共
通
科
目
と
称
す
る
教
養
科
目
の
中
の
社
会
科
学
系
科
目
、

と
り
わ
け
政
治
学
入
門
系
や
憲
法
を
学
ぶ
系
の
科
目
の
中
に
、
従

来
以
上
に
主
権
者
教
育
的
内
容
を
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
、
全
学

部
の
１
年
生
に
履
修
を
推
奨
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
か
。

　

教
育
基
本
法
は
、「
政
治
教
育
」
に
関
す
る
14
条
に
お
い
て
、

「
良
識
あ
る
公
民
と
し
て
必
要
な
政
治
的
教
養
は
、
教
育
上
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、「
法
律
に
定
め
る
学
校
は
、
特
定

の
政
党
を
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る
た
め
の
政
治
教
育
そ

の
他
政
治
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。
２
０
０

６
年
12
月
に
教
育
基
本
法
は
大
改
正
さ
れ
た
が
、
こ
の
条
項
に
関

し
て
は
１
９
４
７
年
制
定
時
の
も
の
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
大
学

教
員
、
と
り
わ
け
私
立
大
学
教
員
は
、
相
応
に
学
問
の
自
由
を
前

提
と
し
て
任
意
の
教
育
活
動
、
さ
ら
に
は
政
治
活
動
を
行
い
得
る

と
は
い
え
、
大
学
以
外
の
と
り
わ
け
公
立
高
校
の
教
員
は
、「
公
民

教
育
」
な
い
し
「
主
権
者
教
育
」
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
「
政
治

的
中
立
性
」
に
関
し
、
い
か
な
る
範
囲
な
い
し
程
度
で
受
け
止
め

る
べ
き
か
、
相
当
に
悩
ま
し
く
感
じ
て
い
る
や
に
聞
く
。
そ
の
よ

う
な
事
態
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
大
学
教
員
が
一
定
程
度
役
割

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
学
の
併
設
高
校
を

含
む
近
隣
の
高
校
へ
の
出
張
講
義
そ
の
他
の
形
で
、
法
学
部
や
政

策
創
造
学
部
な
ど
の
教
員
が
、
高
校
３
年
生
、
さ
ら
に
は
社
会
科

教
諭
ら
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
機
会
も
追
求
さ
れ
て
然
る
べ
き
か

と
思
わ
れ
る
。

３　
求
め
ら
れ
る
政
治
的
中
立
性
の
意
義

　
「
政
治
教
育
」
と
は
、
い
か
な
る
教
育
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
政
治
」
と
は
、
政
治
学
の
対
象
そ
の
も
の
で

あ
り
、
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、「
人
間
集
団
に
お
け
る
秩
序
の
形
成
と

解
体
を
め
ぐ
っ
て
、
人
が
他
者
に
対
し
て
、
ま
た
他
者
と
共
に
行
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う
営
み
。
権
力・

政
策・

支
配・

自
治
に
関
わ
る
現
象
」
と
さ
れ

る
。
敢
え
て
要
約
す
れ
ば
、「
権
力
現
象
」
す
な
わ
ち
秩
序
維
持
強

制
力
に
関
す
る
諸
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
次
に
、「
公

民
」
は
「
政
治
に
参
与
す
る
地
位
に
お
け
る
国
民
」
と
さ
れ
る
が
、

国
政
参
与
の
意
味
を
受
け
て
国
政
の
あ
り
方
の
決
定
権
者
と
し
て

の
「
主
権
者
」
に
も
置
き
換
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、「
公
民
教
育
」

と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
参
政
権
者
教
育
つ
ま
り
日
本
社
会
構

成
員
教
育
で
あ
り
、
ま
ず
も
っ
て
「
日
本
国
憲
法
教
育
」
と
と
ら

え
直
す
べ
き
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
教
育
公
務
員
を

含
む
全
公
務
員
が
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
（
99
条
）
を
負
っ
て
お
り
、

私
立
学
校
の
教
員
も
そ
れ
に
準
ず
る
限
り
に
お
い
て
、
現
代
の
日

本
社
会
に
生
起
す
る
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
な
問
題
を
日
本
国
憲
法
に

則
し
て
判
定
す
る
能
力
を
、
児
童・

生
徒・

学
生
に
培
わ
せ
る
こ

と
が
そ
の
主
眼
と
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

憲
法
の
規
範
内
容
の
理
解
と
憲
法
現
象
に
関
す
る
批
判
力
の
向

上
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
今
は
護
憲

と
改
憲
の
中
庸
の
立
場
が
追
求
さ
れ
、
現
行
憲
法
を
講
ず
る
こ
と

自
体
が
護
憲
に
片
寄
る
限
り
で
教
育
上
扱
う
べ
き
で
な
い
か
の
よ

う
な
雰
囲
気
が
、
文
部
科
学
省
や
総
務
省
、
さ
ら
に
は
一
部
地
方

公
共
団
体
に
よ
っ
て
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
教
育
基
本
法

上
、
教
育
従
事
者
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
選
挙
に
お
け
る
特

定
の
政
党
な
い
し
候
補
あ
る
い
は
投
票
に
お
け
る
特
定
の
判
定
事

項
へ
の
賛
成
ま
た
は
反
対
の
意
見
表
明
の
み
で
あ
る
。

　

大
学
は
と
も
か
く
私
立
を
含
む
初
等
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て

は
、
前
記
傾
向
の
中
で
憲
法
を
講
ず
る
こ
と
そ
の
も
の
に
つ
い
て

教
員
に
萎
縮
傾
向
が
醸
成
さ
れ
、
政
治
的
中
立
を
害
し
た
教
員
に

罰
則
を
科
す
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
け
ば
な
お
さ
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
憲
法
の
専
門
家
の
立
場
に
あ
る
筆
者
と
し
て
は
、

日
本
国
憲
法
が
ド
イ
ツ
憲
法
な
ど
と
の
対
比
に
お
い
て
、
価
値
相

対
主
義
傾
向
が
強
い
憲
法
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
、「
人
類
の
多

年
に
渡
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
」（
97
条
）
と
い
う
、

時
間
の
流
れ
と
空
間
の
広
が
り
の
中
で
の
日
本
国
憲
法
の
存
在
意

義
こ
そ
、「
公
民
教
育
」
の
眼
目
と
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
い
。

　

国
会
議
員
の
「
選
挙
」
は
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
の
小
講

演
で
も
扱
わ
れ
た
よ
う
に
、「
政
治
」
い
い
換
え
れ
ば
「
税
金
」
の

使
わ
れ
方
が
「
憲
法
」
の
実
現
に
添
う
形
と
な
っ
て
い
る
か
否
か

を
判
定
し
、
そ
の
実
現
を
促
す
で
あ
ろ
う
と
自
ら
が
判
断
す
る
候

補
に
投
票
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
主
権
者
」
の
重
要
な
営
み
で

あ
る
こ
と
を
、
大
学
教
員
は
「
社
会
」
貢
献
と
し
て
訴
え
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

特集 選挙と大学

35 大学時報　2016.7



は
じ
め
に

　

杏
林
大
学
は
東
京
都
羽
村
市
、
八
王
子
市
、
三
鷹
市
と
包
括
地

域
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
２
０
１
３
年
に
は
「
地
（
知
）
の

拠
点
整
備
事
業
」
に
も
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
関
係
か
ら
、
こ
れ
ま

で
も
３
市
に
よ
る
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
政
治
学

を
専
門
と
す
る
筆
者
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
羽
村
市
選
挙
管
理
委

員
会
の
協
力
の
も
と
、
模
擬
投
票
を
は
じ
め
と
す
る
選
挙
啓
発
を

行
っ
て
き
た
。
現
在
、
18
歳
以
上
へ
の
選
挙
権
引
き
下
げ
に
伴

い
、
羽
村
市
だ
け
で
は
な
く
、
八
王
子
市
や
三
鷹
市
の
選
挙
管
理

委
員
会
と
も
協
働
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
、
大
学
と
行
政
に
よ
る
選
挙
啓

発
の
意
義
や
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

１　
大
学
と
行
政
に
よ
る
選
挙
啓
発

⑴　

羽
村
市
の
模
擬
投
票

　

羽
村
市
と
の
繋
が
り
は
、
包
括
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て

２
０
１
４
年
か
ら
市
の
産
業
祭

で
模
擬
投
票
を
実
施
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
産
業
祭

は
毎
年
10
月
最
後
の
土・

日
に

開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
約
９
万

人
が
集
ま
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
。
も
と
も
と
小
中
高
生

に
よ
る
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
隣
接
す

る
ブ
ー
ス
で
新
た
に
模
擬
投
票

特
集

選
挙
と
大
学

選
挙
啓
発
を
め
ぐ
る
大
学
と
行
政
の
連
携木

暮 

健
太
郎
●
杏
林
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授産業祭での模擬投票
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を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

羽
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
ゼ

ミ
に
所
属
す
る
学
生
の
ア
イ
デ
ア
も
生
か
し
な
が
ら
、
小
学
生
向

け
と
中・
高
生
向
け
の
２
種
類
を
用
意
し
て
模
擬
投
票
を
実
施
し

て
い
る
。
小
学
生
向
け
に
は
市
営
の
羽
村
動
物
園
か
ら
好
き
な
動

物
を
選
ぶ
選
挙
、
中・
高
生
向
け
に
は
四
つ
の
仮
想
政
党
の
中
か

ら
一
つ
を
選
択
す
る
選
挙
と
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
２
０
１

４
年
に
は
６
１
０
名
、
２
０
１
５
年
に
は
１
０
９
３
名
が
投
票
す

る
な
ど
、
当
初
想
像
し
て
い
た
以
上
に
選
挙
へ
の
関
心
の
高
さ
が

見
ら
れ
た
。
模
擬
投
票
の
様
子
に
つ
い
て
は
『
読
売
新
聞
』
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
も
集
め
て
い
る１。

　

初
め
て
投
票
を
体
験
し
た
児
童
や
生
徒
か
ら
は
、「
投
票
が
楽
し

か
っ
た
」、「
投
票
に
対
す
る
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
た
。
一
緒
に
訪
れ
た
保
護
者
も
ま�

た
、
社
会
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
積
極

的
に
子
ど
も
た
ち
に
投
票
を
促
す
姿
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
模
擬
投
票
に
関
わ
っ
た
学
生
か
ら
も
、
模
擬
投
票
に
向

け
た
準
備
や
当
日
の
運
営
な
ど
を
通
じ
て
、
改
め
て
選
挙
に
対
す

る
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
模
擬

投
票
後
に
は
、
羽
村
市
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
の
メ
ン
バ
ー
を
前

に
、学
生
に
よ
る
模
擬
投
票
の
報
告
が
あ
り
、そ
の
後
に
委
員
と
学

生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
推
進
委
員
と
学
生
が
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
座
り
、
選
挙
に
つ

い
て
話
し
合
う
時
間
を
設
け
た
。

普
段
は
接
す
る
機
会
が
な
い
よ

う
な
異
な
る
世
代
と
の
交
流
が

刺
激
と
な
り
、
学
生
も
選
挙
に

対
す
る
前
向
き
な
気
持
ち
が
芽

生
え
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
５
年
12
月
に

は
、
東
京
都
立
羽
村
高
校
に
お

い
て
出
前
授
業
と
模
擬
投
票
を

実
施
し
た
。
３
年
生
約
２
０
０

名
を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

ゼ
ミ
の
学
生
が
候
補
者
役
を
務

め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
演
説
を
し
た

後
に
投
票
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
ま
た
投
票
前
に
は
、
選

挙
に
対
す
る
ク
イ
ズ
も
行
う
な

ど
、
高
校
生
に
、
選
挙
に
対
す

羽村市明るい選挙推進委員とのワークショップ羽村高校での模擬投票
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る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
を
こ
ら
し
た
。

　

大
学
生
の
候
補
者
た
ち
は
高
校
生
に
と
っ
て
身
近
な
テ
ー
マ
を

選
択
し
、
ま
ず
は
自
ら
の
意
思
で
選
択
す
る
こ
と
の
体
験
を
目
指

し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
を
自
分
な

り
に
比
較
し
て
投
票
し
た
」、「
候
補
者
の
政
策
だ
け
で
は
な
く
、

人
柄
も
重
視
し
た
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
、
ま
さ
に
選
挙
を
模

擬
的
に
体
験
す
る
場
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る２。

⑵　

八
王
子
市
の
模
擬
投
票

　

２
０
１
６
年
５
月
に
は
、
羽
村
市
と
同
様
に
本
学
と
地
域
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
八
王
子
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
協
力

の
も
と
、「
学
生
天
国
」
と
い
う

大
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
模
擬
投
票
を

行
っ
た
。
当
初
、
来
場
す
る
学

生
に
向
け
た
選
挙
啓
発
を
主
な

目
的
と
し
て
い
た
が
、
残
念
な

が
ら
投
票
者
の
多
く
は
小
さ
い

子
ど
も
か
、
あ
る
い
は
高
齢
者

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
参

加
し
た
学
生
た
ち
が
危
機
意
識

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、「
想
像
し
て
い
た
以
上
に
若
年
層
が
選

挙
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
」、「
せ
め
て
自
分
た
ち
は
投
票
に
行

か
な
け
れ
ば
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う３。

　

選
挙
啓
発
に
学
生
が
関
わ
る
こ
と
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が

あ
る
。
ゼ
ミ
で
は
国
政
選
挙
の
出
口
調
査
も
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
も
学
生
た
ち
は
投
票
所
に
や
っ
て
く
る
若
年
層
が
少
な
い

こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
体
験
を
通
じ
て
し
か
学
べ

な
い
こ
と
も
多
く
、
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
の
意
識
改
革
に
結
び
付
け

る
た
め
に
も
、
学
生
を
主
体
と
す
る
選
挙
啓
発
活
動
が
必
要
で
あ

る
と
い
え
る
。

⑶　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
模
擬
投
票

　

国
政
選
挙
で
は
、
本
年
夏
の
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
18
歳
へ
の
選
挙
権
引
き
下
げ
に
よ
る
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
受
け
、
本
学
の
井
の
頭
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
模
擬
投
票
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
期
間
は
６
月
29
日
～
７
月
１
日
の
３
日

間
、
架
空
の
３
政
党
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
選
挙
で
あ
る
。
図
書
館
と

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
２
カ
所
に
投
票
箱
を
設
置
し
て
投
票
を
行
う
。

対
象
は
医
学
部
、
保
健
学
部
、
総
合
政
策
学
部
、
外
国
語
学
部
に

所
属
す
る
１・
２
年
生
と
し
た
。
学
内
で
模
擬
投
票
を
行
う
こ
と

は
、
本
学
で
も
初
の
試
み
で
あ
る
。

八王子「学生天国」での模擬投票
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今
回
の
模
擬
投
票
で
は
、
三
鷹
市
か
ら
模
擬
投
票
用
の
投
票
用

紙
、
八
王
子
市
か
ら
は
選
挙
啓
発
用
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
羽
村
市
か
ら
は
投
票
用
の
記
載
台
を
お
借
り

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
包
括
地
域
連
携
協
定
を
結
ぶ
３

市
の
選
挙
管
理
委
員
会
と
共
に
、
大
学
で
の
選
挙
啓
発
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
多
く
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
回

の
模
擬
投
票
は
、
い
わ
ば
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。

⑷　

選
管
職
員
と
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　

さ
て
、
こ
う
し
た
模
擬
投
票
も
選
挙
啓
発
に
と
っ
て
不
可
欠
で

あ
る
が
、
よ
り
幅
広
い
視
点
で
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
必
要
も

あ
る
。
そ
こ
で
２
０
１
５
年
11
月
に
、
日
常
的
に
接
す
る
機
会
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
選
挙
管
理
委
員
会
に
所
属
す
る
職
員
と
学
生

と
の
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」
を
実
施
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と

は
、
近
年
、
新
し
い
対
話
の
場
と
し
て
注
目
を
集
め
る
手
法
で
あ

り
、
カ
フ
ェ
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
自
由
に
参
加
者
と
対
話
す

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る
。

　

こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
に
は
、
八
王
子
、
立
川
、
青
梅
な
ど
９

市
区
町
の
選
管
職
員
16
名
が
参
加
し
、
木
暮
ゼ
ミ
の
学
生
を
加
え

た
約
40
名
が
集
ま
っ
た
。
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
の
テ
ー
マ
は
、「
な

ぜ
若
者
は
選
挙
に
関
心
が
な
い

の
か
」
に
始
ま
り
、
次
に
「
ど

う
し
た
ら
若
者
が
選
挙
に
行
く

の
か
」
と
い
っ
た
内
容
と
し
た
。

大
学
生
と
改
め
て
選
挙
に
つ
い

て
語
る
場
を
も
っ
た
選
管
の
職

員
か
ら
は
、「
選
挙
に
対
す
る
若

い
人
た
ち
の
本
音
を
聞
け
た
」、

「
思
っ
た
以
上
に
学
生
が
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
お
り
、
刺
激

を
受
け
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た４。

２　
大
学
生
の
意
識
変
化

　

ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
は
、
模
擬
投
票
だ
け
で
は
な
く
、

国
政
選
挙
に
お
け
る
投
票
所
の
出
口
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
ま

た
選
挙
前
に
は
、
学
生
に
対
す
る
政
治
意
識
調
査
と
分
析
も
行
っ

て
き
た
。
こ
う
し
た
活
動
か
ら
、
学
生
は
何
を
感
じ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、「
選
挙
啓
発
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
選
挙
へ
の
関
心
が 選管職員と大学生とのワールドカフェ
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高
ま
っ
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
全
員
が

「
高
ま
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
（
図
表
１
）。
ど
の

よ
う
に
関
心
が
高
ま
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て

見
る
と
、
例
え
ば
「
出
口
調
査
か
ら
、
若
年
層
が
投

票
所
に
来
な
い
と
い
う
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、

危
機
意
識
を
持
っ
た
」
と
い
う
意
見
や
、「
模
擬
投
票

を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
投
票
率
を
上
げ
る

た
め
に
必
要
な
の
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
っ
た
（
図
表
３
）。

　

若
年
層
の
投
票
率
の
低
さ
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
、

問
題
意
識
が
生
ま
れ
、
具
体
的
に
ど
う
す
べ
き
な
の

か
を
考
え
る
。
こ
れ
は
、
座
学
を
通
じ
て
得
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
実
体
験
を
通
じ
て
し
か
獲
得
で
き

な
い
知
識
や
経
験
で
あ
る
。
実
際
、
選
挙
啓
発
活
動

を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、
多
く
が
「
投
票
に
行
く
よ
う
に
な
っ

た
」、「
投
票
率
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
回

答
し
て
い
る
（
図
表
２
）。
大
学
生
が
選
挙
啓
発
活
動

に
関
わ
る
こ
と
は
、
実
は
自
ら
の
選
挙
に
対
す
る
意

識
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図表１　選挙啓発を通じた選挙への関心図表２　選挙啓発を通じた変化（複数回答）

図表３　模擬投票などに参加した学生の意見・感想
学年 内　　　容

２年生 ゼミで模擬投票に関わり、また選挙管理委員会の職員の方と話す機会が増えていく中
で、「選挙に行く意味」を自分の中で考えるようになった。

２年生 模擬投票を通じて、若者が選挙に参加してもらうには何が必要なのか、どんなことを
すれば良いのかと考えるようになった。

３年生 授業でも「シルバーデモクラシー」という言葉を聞いていたが、実際に出口調査に関
わってみて若年層の投票率の低さを実感し、危機意識を持つようになった。

３年生 模擬投票を経験して、改めて若者の興味関心の無さを感じた。次の選挙の時、少なく
とも自分は絶対に投票に行こうと決めた。

４年生 若者の選挙や政治に対する関心が低いことを深刻な問題として捉えていなかった。ゼ
ミで出口調査や模擬投票などを経験し、解決すべき重要な課題だと認識し始めた。

４年生
大学生の政治意識調査では、自分の一票に力がないと考える学生が多いことが分かっ
た。選挙の意味や役割を考えるためにも、選挙啓発の活動に自ら関わることに意味が
あると感じた。

1.非常に
高まった
46%

2.やや
高まった
54%

N=24

投票率が気になる
ようになった 48.3%

44.8%

24.1%

0 10 20 30 40 50 60（%）

20.7%

10.3%

投票に行くように
なった
ニュースをよく見る
ようになった
政策に関心を持つ
ようになった
家族や友人と政治の
話をするようになった N=24
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３　
学
び
の
場
と
し
て
の
選
挙
啓
発

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
。
第
一
に
、
選
挙
啓
発
活
動
で
は
、
と
り
わ
け
行
政
と

の
連
携
が
必
要
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
過
去
数
年
に
わ
た
り
行
っ

て
き
た
ゼ
ミ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、
行
政
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が

な
け
れ
ば
成
立
し
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

所
属
す
る
職
員
は
、
選
挙
事
務
だ
け
で
は
な
く
、
投
票
率
の
向
上

や
若
年
層
へ
の
啓
発
活
動
に
携
わ
っ
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
模
擬
投
票
の
よ
う
に
実
際
の
現
場
に

出
て
活
動
す
る
の
は
、「
若
者
」
で
あ
る
大
学
生
の
ほ
う
が
、
若
年

層
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
。
ま
た
、

選
管
職
員
と
大
学
生
と
の
交
流
そ
の
も
の
が
お
互
い
に
と
っ
て
刺

激
と
な
り
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
傾
向
も
あ
る
。
選
挙

啓
発
活
動
は
、
大
学
と
行
政
と
の
効
果
的
な
連
携
を
も
た
ら
し
や

す
い
テ
ー
マ
だ
と
い
え
る
。

　

第
二
に
、
選
挙
啓
発
活
動
に
大
学
生
が
関
わ
る
こ
と
自
体
に
深

い
意
味
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
活
動
後
に
ゼ
ミ
生
た
ち
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
意
見
や
感
想
に
は
、
必
ず
、「
体
験
し
て
分
か
っ
た
こ

と
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
と
同
じ
世
代
の
投
票
に
対
す

る
関
心
の
低
さ
は
、
あ
る
種
の
「
鏡
」
と
な
っ
て
、
自
ら
を
省
み

る
契
機
と
な
る
。
そ
こ
で
初
め
て
、「
ど
う
す
れ
ば
若
者
は
投
票
に

行
く
の
か
」
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う

し
た
活
動
は
学
生
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
は
高
校

生
や
大
学
生
が
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

若
年
層
の
投
票
率
を
上
げ
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

大
学
生
に
新
た
な
「
学
び
の
場
」
が
提
供
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
実
は

こ
う
し
た
試
み
に
こ
そ
、
や
や
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
学

の
未
来
を
考
え
る
た
め
の
「
種
」
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

●
注

１　
「
小
中
校
生
向
け
模
擬
選
挙　

き
ょ
う・

あ
す
羽
村
市
産
業
祭

で
」『
読
売
新
聞
』
２
０
１
５
年
10
月
31
日
朝
刊
。

２　
「
羽
村
高
で
模
擬
選
挙　

市
選
管　

杏
林
大
生
も
協
力
」『
読
売

新
聞
』
２
０
１
５
年
12
月
22
日
朝
刊
。

３　

学
生
天
国
で
の
模
擬
投
票
の
様
子
は
、
八
王
子
市
の
広
報
誌
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。「
特
集　
18
歳
選
挙
権　
一
票
に
未
来
を
託
し

て
」『
広
報
は
ち
お
う
じ
』２
０
１
６
年
６
月
１
日
号
、
４
―
５
頁
。

４　
「
投
票
率
ア
ッ
プ
若
者
視
点
で　

多
摩
地
区
選
管
と
大
学
生
意

見
交
換
」『
読
売
新
聞
』
２
０
１
５
年
11
月
25
日
朝
刊
。「
若
者
の

低
投
票
率
、
学
生
と
話
し
合
う　

羽
村
市
選
管
な
ど
」『
毎
日
新

聞
』
２
０
１
５
年
11
月
25
日
朝
刊
。
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１　
18
歳
選
挙
権
導
入
の
経
緯

　

２
０
１
５
年
の
通
常
国
会
で
公
職
選
挙
法
の
改
正
が
決
定
し
、

本
年
６
月
か
ら
18
歳
以
上
の
者
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
18
歳
選
挙
権
の
導
入
に
関
し
て
は
、
２
０
０
０
年
前
後

か
ら
主
要
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０

２
年
に
は
住
民
投
票
で
初
め
て
18
歳
投
票
が
行
わ
れ
た
（
秋
田
県

岩
城
町
）。

　

そ
し
て
、
２
０
０
７
年
に
成
立
し
た
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続

き
に
関
す
る
法
律
（「
国
民
投
票
法
」）
に
お
い
て
、
投
票
年
齢
を

原
則
18
歳
以
上
と
定
め
、
そ
の
前
提
に
18
歳
選
挙
権
の
検
討
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
の
流
れ
が
一

気
に
進
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
は
成
人
年
齢
と
の
符
合

性
の
問
題
な
ど
に
手
間
取
り
、
18
歳
選
挙
権
を
政
権
公
約
と
し
た

民
主
党
政
権
の
下
で
も
実
現
は
見
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
２
０
１

４
年
に
改
正
国
民
投
票
法
が
国
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

２
０
１
８
年
６
月
か
ら
の
国
民
投
票
に
お
け
る
18
歳
投
票
権
が
確

定
し
た
こ
と
も
18
歳
選
挙
権
導
入
を
促
進
し
た
。

　

成
人
年
齢
と
の
関
係
に
関
し
て
、
日
本
国
憲
法
第
15
条
第
３
項

で
は
、「
公
務
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
成
年
者
に
よ
る
普
通
選
挙

を
保
障
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
成
人
年
齢
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
自
動
的
に
選
挙
権
年
齢
も
引
き
下
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
が
未
成
年
者
の
参
政
権

を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
民
法
の
成
人
年
齢
を
引
き
下
げ
る

こ
と
な
く
、
選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
可
能
と
さ
れ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
法
制
審
議
会
は
「
特
段
の
弊
害
が
な
い
限
り
、

選
挙
年
齢
と
民
法
の
成
人
年
齢
と
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
」
と
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
踏

特
集

選
挙
と
大
学

18
歳
選
挙
権
と
学
生
の
政
治
意
識

井
田 

正
道
●
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
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み
切
る
と
18・

19
歳
が
悪
徳
商
法
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性

が
増
大
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
世
論
も
18
歳
成
人
制
に
対
し

て
抵
抗
感
を
示
し
て
い
た
た
め
、
結
果
的
に
初
め
て
未
成
年
に
も

選
挙
権
を
付
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２　
今
回
の
引
き
下
げ
理
由
の
特
質

　

２
０
０
０
年
前
後
か
ら
引
き
下
げ
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
理
由
は
、
主
と
し
て
次
の
３
点
に
あ
っ
た
。
①
す
で
に
世
界
の

国
々
の
多
く
が
18
歳
選
挙
権
を
採
用
し
て
お
り
、
選
挙
権
年
齢
を

20
歳
以
上
と
し
て
い
る
国
は
も
は
や
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
こ 

と
、
②
わ
が
国
の
人
口
構
造
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、

未
来
を
担
う
若
者
の
選
挙
結
果
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
低
下
傾

向
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
政
治
家
は
ま
す
ま
す
〝
票
に
な
る
〟
高

齢
者
の
利
益
を
優
先
す
る
傾
向
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
次
世
代
に

ツ
ケ
を
残
す
政
策
を
選
択
し
が
ち
に
な
る
こ
と
、
③
早
い
時
期
か

ら
政
治
参
加
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
に
対
す
る
政

治
教
育
の
効
果
や
公
共
意
識
を
育
む
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、

で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
近
年
は
人
口
学
的
観
点
か
ら
の
主
張
で
あ
る
②
の
理
由

が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
確
か
に
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ

て
か
ら
日
本
社
会
の
少
子
高
齢
化
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、

高
齢
者
割
合
は
２
０
０
０
年
に
は
17
％
台
で
あ
っ
た
の
が
、
２
０

１
３
年
に
は
25
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
20
歳
以
上
の

有
権
者
に
占
め
る
高
齢
者
割
合
は
も
っ
と
高
く
、
従
っ
て
選
挙
に

お
け
る
若
年
層
の
存
在
感
は
薄
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
加
え
て
、

政
府
の
借
金
は
増
大
し
続
け
、
財
政
問
題
の
注
目
度
の
上
昇
や
年

金
不
安
も
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
対

応
と
い
う
理
由
は
、
１
９
７
０
年
前
後
に
欧
米
先
進
諸
国
で
18
歳

選
挙
権
が
導
入
さ
れ
た
と
き
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
視
点
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
有
権
者
に
占
め
る
18・

19
歳
の
年
齢
層
の

割
合
は
今
や
お
よ
そ
２
％
で
し
か
な
く
、
そ
の
年
齢
層
の
投
票
率

が
低
け
れ
ば
、
選
挙
結
果
に
及
ぼ
す
影
響
力
は
さ
ら
に
微
少
に
な

る
。
そ
し
て
、
若
年
層
の
投
票
率
は
中
高
年
層
に
比
し
て
大
幅
に

低
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

　

従
っ
て
、
２
０
１
５
年
６
月
に
18
歳
選
挙
権
導
入
が
国
会
で
決

定
さ
れ
た
後
の
注
目
点
は
、
主
と
し
て
若
者
に
対
す
る
政
治
社
会

教
育
に
移
っ
て
い
る
。
特
に
、
従
来
の
公
民
教
育
や
市
民
教
育
と

い
う
言
葉
に
代
わ
っ
て
、「
主
権
者
教
育
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
主
権
者
教

育
に
は
高
等
学
校
に
お
け
る
出
前
授
業
の
実
施
な
ど
が
含
ま
れ
、

大
学
に
お
い
て
は
、
入
学
時
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
機

会
を
通
じ
た
学
生
な
ど
に
対
す
る
啓
発
活
動
や
、
大
学
へ
の
期
日
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前
投
票
所
の
設
置
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
主
権
者
教

育
の
場
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

新
た
に
有
権
者
が
発
生
す
る
高
等
学
校
教
育
に
集
中
し
て
い
る
よ

う
だ
。３　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
目
に
し
た
光
景

　

筆
者
は
２
０
１
２
年
３
月
か
ら
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
、
米
国

の
大
学
に
客
員
研
究
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
。
２
０
１
２
年
は

大
統
領
選
挙
の
年
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
有
権
者
登
録
の

勧
誘
の
光
景
を
し
ば
し
ば
目
に
し
た
。
日
本
と
異
な
り
、
米
国
で

は
自
ら
有
権
者
登
録
を
行
わ
な
い
と
選
挙
権
が
発
生
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。
有
権
者
登
録
の
勧
誘
を
し
て
い
る
の
は
、
た
い
て
い
民

主
党
の
団
体
で
あ
り
、「
大
学
生
に
は
民
主
党
支
持
者
が
多
い
の

で
、
民
主
党
の
団
体
が
熱
心
な
の
だ
」
と
い
う
説
明
も
現
地
の
学

生
か
ら
受
け
た
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
（early voting

）
の
投
票

所
も
大
学
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
寮
生
活
を
送
る
学
生
に
と
っ

て
投
票
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
投
票
日
の
前

月
に
実
施
さ
れ
る
テ
レ
ビ
討
論
会
の
際
に
は
、
図
書
館
の
一
室
で

討
論
会
を
視
聴
し
、
大
学
で
公
共
政
策
を
教
え
る
教
員
が
討
論
会

の
解
説
を
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
日
本
で
は
大
学
と
選
挙
と
の
関
わ
り
が
弱

大学内に設置された期日前投票所の案内と選挙運動看板
（米国ノースカロライナ州・デューク大学・2012年10月撮影）
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い
。
も
と
よ
り
、
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
自
発
的
登
録
制

度
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
選
挙
権
年
齢
に
達
し
た
住
民
は
選
挙
人

名
簿
に
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

も
そ
も
学
内
で
有
権
者
登
録
を
呼
び
か
け
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、

米
国
の
大
統
領
選
で
重
要
な
選
挙
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い

る
テ
レ
ビ
討
論
会
も
、
日
本
で
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い

な
い
。
と
は
い
え
、
国
際
比
較
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
米
国
は
日

本
と
同
じ
く
若
者
と
高
齢
層
の
投
票
率
の
差
が
大
き
い
ほ
う
に
位

置
し
、
米
国
の
学
生
に
聞
い
て
も
、「
今
の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
は

政
治
に
対
す
る
関
心
は
あ
ま
り
高
く
な
い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

４　
学
生
の
政
治
意
識
調
査
か
ら

　

筆
者
は
今
ま
で
、
大
学
生
や
短
期
大
学
生
の
政
治
意
識
調
査
を

何
回
か
行
っ
て
い
る
。
短
期
大
学
に
関
し
て
は
埼
玉
県
に
あ
る
短

期
大
学
で
１
９
９
０
年
代
前
半
に
行
い
、
回
答
者
の
大
半
が
女
子

学
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
「
あ
な
た
は
政
治
に
関
心
が
あ
る
か
、

な
い
か
」
を
二
者
択
一
で
質
問
し
、「
あ
る
」
と
回
答
し
た
学
生
に

は
「
ど
の
よ
う
な
点
に
特
に
関
心
が
あ
る
か
」、「
な
い
」
と
回
答

し
た
学
生
に
は
「
な
ぜ
関
心
が
な
い
の
か
」
を
自
由
回
答
形
式
で

答
え
て
も
ら
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
時
期
は
今
か
ら
20
年
以
上
前
に
な

る
が
、
若
者
の
政
治
的
無
関
心
は
１
９
７
０
年
代
中
盤
か
ら
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
無
関
心
世
代
と
し
て
は

同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
若
者

の
政
治
的
無
関
心
は
こ
こ
40
年
ほ
ど
指
摘
さ
れ
続
け
て
い
る
現
象

で
あ
る
。
ま
た
、
若
者
の
無
関
心
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

時
期
は
、「
一
億
総
中
流
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
人
の

生
活
の
「
豊
か
さ
」
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で

あ
り
、
ま
た
戦
後
の
平
和
が
30
年
継
続
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
時
代
背
景
が
若
者
に
社
会
変
革
の
意
識
を
薄
れ
さ
せ
、

政
治
へ
の
関
心
を
低
下
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
と
い
え
る
。
今

日
、「
一
億
総
中
流
の
崩
壊
」
や
「
格
差
社
会
」
が
注
目
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、「
一
億
総
中
流
」
の
根
拠
と
な
っ
た
「
国
民
生
活
に

関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、
国
民
の
９
割
が
中
流
意
識
を
抱
い
て

い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

短
大
生
調
査
に
話
を
戻
そ
う
。
政
治
に
関
心
が
「
あ
る
」
と
回

答
し
た
者
と
「
な
い
」
と
回
答
し
た
者
は
ほ
ぼ
半
々
で
あ
っ
た
。

「
な
い
」
と
回
答
し
た
学
生
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て

次
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
た
。

　

第
１
は
、「
知
識
が
あ
ま
り
に
も
な
さ
す
ぎ
る
の
で
理
解
で
き
な

い
」「
政
治
は
難
し
す
ぎ
る
の
で
、
自
分
の
理
解
を
超
え
る
」
と
い
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う
よ
う
に
、
政
治
理
解
の
不
足
を
理
由
と
す
る
回
答
で
あ
る
。

　

第
２
は
、「
政
治
家
が
悪
い
こ
と
ば
か
り
し
て
い
る
の
で
、
あ
ま

り
関
心
が
な
い
」「
難
し
く
、
汚
れ
た
社
会
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

か
ら
」「
自
分
の
意
見
は
通
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
政
治
不
信
や

無
力
感
を
理
由
に
挙
げ
る
も
の
だ
。

　

第
３
は
、「
身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
」「
特
別
自
分
に
関
係
し
な

い
か
ら
」「
自
分
と
ど
こ
か
で
必
ず
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
け 

ど
、
そ
れ
が
目
に
見
え
な
い
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に
、
政
治
と
の

関
係
性
が
分
か
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

政
治
的
無
関
心
の
類
型
に
、
伝
統
的
無
関
心
と
現
代
的
無
関
心

と
い
う
分
類
が
あ
る
。
伝
統
的
無
関
心
と
は
、
政
治
参
加
が
一
部

の
階
層
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
き
に
広
く
み
ら
れ
た
無
関
心
で
、

政
治
的
無
知
を
伴
い
、
政
治
は
自
分
と
は
関
係
な
い
と
す
る
感
覚

か
ら
く
る
無
関
心
で
あ
る
。
他
方
、
現
代
的
無
関
心
と
は
政
治
の

重
要
性
を
認
識
し
、
政
治
に
関
す
る
知
識
も
あ
り
な
が
ら
政
治
に

対
す
る
傍
観
者
的
な
意
識
を
指
す
。
現
代
的
無
関
心
が
生
み
出
さ

れ
る
背
景
に
は
、
政
治
社
会
の
巨
大
化・

複
雑
化
が
あ
る
。
た
だ
、

若
者
の
無
関
心
の
中
に
は
現
代
的
無
関
心
だ
け
で
は
な
く
、
伝
統

的
無
関
心
も
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
う
か

が
え
る
。

　

図
表
は
、
２
０
０
６
年
に
筆
者
が
行
っ
た
明
治
大
学
生
調
査
の

結
果
を
示
す
（
１
～
４
年
生
対
象
、
調
査
方
法
：
集
合
調
査
法
、

調
査
結
果
の
分
析
は
拙
稿
「
大
学
生
の
政
治
観
に
関
す
る
分
析
」

『Inform
atics

』V
ol2. N

o.2

、
２
０
０
９
年
、
所
収
）。
質
問
項

目
の
政
治
関
心
度
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
強
い
関
心
が
あ
る
」
を

１
、「
全
く
関
心
が
な
い
」
を
７
と
し
て
、７
段
階
の
中
か
ら
自
分

の
位
置
を
答
え
て
も
ら
っ
た
。
自
分
の
生
活
と
政
治
に
ど
の
程
度

の
関
わ
り
が
あ
る

か
に
つ
い
て
は

「
非
常
に
強
い
関

係
が
あ
る
」
を

１
、「
全
く
関
係
は

な
い
」
と
い
う
場

合
は
７
、
政
治
満

足
度
と
生
活
満
足

度
に
関
し
て
は

「
お
お
い
に
満
足

し
て
い
る
」
を

１
、「
お
お
い
に
不

満
で
あ
る
」
を
７

と
し
て
自
分
の
位

置
を
回
答
し
て
も

大学生の政治関心度・生活と政治との関係・
政治満足度・生活満足度（％）　　　　　 　
政治関心度 生活と政治 政治満足度 生活満足度
関心高 関係強 満足 満足

1 16.6 5.0 0.0 8.3
2 34.0 8.7 4.1 20.3
3 29.0 22.4 6.6 22.4
4 7.9 19.9 29.9 20.3
5 6.2 22.4 27.0 14.9
6 5.0 17.8 20.3 10.0
7 1.2 3.7 12.0 3.7

関心低 関係弱 不満 不満
1～3 79.7 36.1 10.8 51.0
5～7 12.4 44.0 59.3 28.6
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ら
っ
た
。

　

図
表
に
示
す
よ
う
に
、
関
心
度
に
つ
い
て
は
約
８
割
が
１
～
３

と
回
答
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
見
る
限
り
、
関
心
度
自
体
は
決

し
て
低
く
な
い
。
生
活
と
政
治
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
関
係

性
が
弱
い
と
感
じ
て
い
る
学
生
が
半
分
近
く
に
達
し
て
い
る
。
ま

た
、
政
治
満
足
度
に
関
し
て
は
約
６
割
が
不
満
と
回
答
し
て
お 

り
、
政
治
に
対
し
て
不
満
を
抱
い
て
い
る
学
生
が
少
な
く
な
い
一

方
、
生
活
満
足
度
に
関
し
て
不
満
を
抱
い
て
い
る
学
生
は
３
割
弱

に
と
ど
ま
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と
、

学
生
の
政
治
的
関
心
は
決
し
て
低
く
は
な
く
、
生
活
に
は
満
足
し

て
い
る
も
の
の
政
治
に
は
不
満
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

大
学
生
の
投
票
率
デ
ー
タ
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
若
年
層
の

選
挙
投
票
率
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
発
表
し
て
い
る
年
代
別
投

票
率
が
参
考
に
な
る
。
同
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
１
９
６
７
年
の
総

選
挙
に
お
け
る
20
歳
代
の
推
計
投
票
率
が
67
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
２
０
１
４
年
の
総
選
挙
で
は
33
％
と
半
減
し
て
い
る
。

　

若
者
が
選
挙
に
行
か
な
い
の
は
、「
一
票
を
入
れ
た
と
こ
ろ
で
何

も
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
感
覚
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
す
る
説
明
が
よ
く
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
政
治
的
有
効
感
の
低

さ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
若
年
層
の
み
な
ら
ず
、
投

票
率
が
よ
り
高
い
中
年
層
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
２
０
１
３
年
に
実
施
し
た
全
国
調
査
に
よ

る
と
、
出
生
年
別
に
見
て
政
治
的
有
効
性
の
感
覚
が
最
も
低
い
の

は
１
９
６
９
～
１
９
８
３
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
若
い
年

齢
層
は
有
効
感
が
む
し
ろ
高
い
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
現

代
日
本
人
の
意
識
構
造
［
第
８
版
］』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
２
０
１
５

年
）。
若
者
が
投
票
に
行
か
な
い
の
は
、
無
力
感
と
い
う
よ
り
も
、

わ
が
国
の
複
雑
な
政
党
政
治
状
況
の
な
か
で
、
選
択
に
必
要
な
知

識
の
習
得
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
若
者
の
高
い

生
活
満
足
度
を
背
景
に
、
政
治
を
変
え
た
い
と
い
う
パ
ッ
シ
ョ
ン

が
弱
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

主
権
者
教
育
の
第
一
の
目
標
は
、
た
だ
投
票
率
を
上
げ
る
こ
と

で
は
な
く
、
政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
優
れ
た
有
権
者
の
育
成
に
あ

る
べ
き
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
政
策
中
心
の
選
挙
を
目
指
し
て
多

く
の
政
策
領
域
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、「
政
治
は
難
し
す
ぎ

る
」
と
い
う
感
覚
を
抱
か
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
若
者
に
比
較
的
関

心
の
高
い
領
域
に
絞
っ
て
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
学

習
過
程
で
政
治
と
の
関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ 

る
。
そ
の
た
め
に
は
高
大
連
携
な
ど
も
検
討
に
値
す
る
と
い
え
よ

う
。 
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は
じ
め
に

　

松
山
大
学
は
１
９
２
３
年
創
設
の
松
山
高
等
商
業
学
校
を
出
自

と
し
、
松
山
経
済
専
門
学
校
、
松
山
商
科
大
学
を
経
て
、
１
９
８

９
年
に
現
在
の
松
山
大
学
と
改
称
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
５

学
部
５
研
究
科
を
擁
す
る
四
国
に
お
け
る
中
規
模
大
学
で
、
学
生

数
は
約
６
０
０
０
名
で
あ
る
が
、
そ
の
約
７
割
は
地
元
愛
媛
県
出

身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
学
は
、
２
０
１
３
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
第
23
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
お
い
て
、
全
国
の
大
学
で
は
初
と
な
る
期
日
前
投

票
所
（
以
後
、
投
票
所
）
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
以
降
の
地
方
選
挙
や
国
政
選
挙
な
ど
に
お
い
て
も
投
票
所
を

学
内
に
設
置
。
設
置
回
数
は
５
回
を
数
え
、
多
数
の
学
生
お
よ
び

松
山
市
民
が
投
票
に
訪
れ
た
。
本
稿
で
は
、
投
票
所
設
置
に
至
っ

た
経
緯
や
選
挙
の
結
果
（
効
果
）、
広
報
活
動
、
お
よ
び
今
後
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
る
。

１　
投
票
所
設
置
の
経
緯

　

２
０
１
３
年
４
月
に
松
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
後
、
選
管
）

か
ら
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
投
票
所
設
置
の
打
診
が
あ
っ
た
。

若
者
の
投
票
率
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、
選
管
で
は
さ
ら
な

る
投
票
率
向
上
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
や
効
果
的
な
啓
発
活
動
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
学
生
が
選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
環
境

を
作
り
、
政
治
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
本
学
内
の

施
設
を
投
票
所
と
し
て
借
用
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
選
管
の
意
向
を
受
け
、
常
務
理
事
会
に
お
い
て
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
本
学
学
生
が
選
挙
や
政
治
に
一
層
関
心
を
持
っ
て
く
れ

れ
ば
、
ま
た
大
学
周
辺
に
は
高
齢
者
も
多
く
、
本
学
に
投
票
所
を

特
集

選
挙
と
大
学

期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て

岡
田 

隆
●
学
校
法
人
松
山
大
学
理
事
、
評
議
員
、
総
務
部
長
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設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
周
辺
の
有
権
者
の
方
々
の
便
宜

を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
、
正
課・

正
課
外
活
動
や

ほ
か
の
学
内
行
事
な
ど
に
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
投
票

所
の
設
置
を
了
承
し
た
。
そ
の
場
所
と
し
て
、
本
学
の
同
窓
会
事

務
室
が
置
か
れ
て
い
る
「
温お

ん

山ざ
ん

会か
い

館か
ん

」
の
１
階
ロ
ビ
ー
を
有
料
で

貸
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
当
初
、
選
管
か
ら
は
前
述
の
参
院
選
挙
に
続
く
松
山
市

議
会
選
挙
や
松
山
市
長
選
挙・
愛
媛
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
も
借

用
の
意
向
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
常
務
理
事
会
と
し
て
は
、
直

近
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果
を
見
極
め
た
上
で
、
改
め
て

貸
出
の
検
討
を
行
う
と
し
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

２　
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果

　

本
学
に
お
け
る
期
日
前
投
票
者
数
の
合
計
は
６
５
２
人
（
学
生

以
外
の
松
山
市
民
を
含
む
）
と
な
り
、
20
～
22
歳
の
投
票
者
数
は

２
１
１
人
（
松
山
市
全
体
で
は
１
２
０
４
人
）
と
な
っ
た
。
前
回

（
２
０
１
０
年
）
の
参
議
院
議
員
選
挙
と
年
代
別
の
比
較
を
し
た
場

合
、
松
山
市
全
体
で
は
20
歳
代
前
半
の
投
票
率
の
み
が
、
他
の
年

代
で
は
減
少
し
て
い
る
中
で
２・

72
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
た

（
図
表
１
）。（
投
票
者
数
な
ど
の
デ
ー
タ
は
選
管
が
提
供
）。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
前
述
の
地
方
選
挙
以
降
も
、
学
内
投
票
所

図表１　参議院議員通常選挙（2013年7月）年代別投票者について（選挙区）

（出典：松山市選挙管理委員会）

年代別投票率の比較について（投票区抽出）

年　代 2010
参議院

2013
参議院 増 減

20歳代前半 26.52% 29.24% 2.72

20歳代後半 33.02% 29.25% －3.77

30歳代前半 40.15% 35.47% －4.68

30歳代後半 41.40% 40.93% －0.47

40歳代前半 49.61% 44.70% －4.91

40歳代後半 50.81% 49.04% －1.77

50歳代前半 58.99% 49.24% －9.75

50歳代後半 61.08% 53.15% －7.93

60歳代前半 71.27% 53.87% －17.40

60歳代後半 74.24% 63.05% －11.19

70歳代前半 77.81% 64.65% －13.16

70歳代後半 68.52% 57.89% －10.63

80歳以上 50.73% 42.74% －7.99

計 53.01% 47.06% －5.95

松山市全体 52.59% 46.85% －5.74

期日前投票者数・利用施設の割合� （小数点以下：四捨五入）

年 代
松山大学

商業3施設
（髙島屋、フジグ
ラン、松山三越）

その他
23施設

（各支所など）

期日前
投　票
利用者計

人数 利用
割合 人数 利用

割合 人数 利用
割合 人数

20～22歳 211 18% 461 38% 532 44% 1,204

23～24歳 32 3% 452 49% 444 48% 928

25～29歳 34 1% 1,385 51% 1,296 48% 2,715

30歳代 79 1% 3,543 45% 4,338 54% 7,960

40歳代 93 1% 3,835 42% 5,258 57% 9,186

50歳代 66 1% 3,882 39% 5,885 60% 9,833

60歳～ 137 1% 9,457 38% 15,130 61% 24,724

合 計 652 1% 23,015 41% 32,883 58% 56,550
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の
設
置
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
貸
し
出
し
に
つ
い
て
の

審
議
は
、
そ
の
都
度
、
常
務
理
事
会
で
行
っ
て
い
る
。

３�　
投
票
所
を
設
置
し
た
選
挙
と
設
置
期
間
、�

場
所
な
ど

　

次
に
、
今
ま
で
に
投
票
所
を
設
け
た
過
去
５
回
の
選
挙
と
、
そ

の
投
票
所
設
置
期
間
、
設
置
場
所
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
２
０
１
３
年
７
月
17
日
か
ら
19
日
）

②　

松
山
市
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
１
４
年
４
月
23
日
か
ら
25
日
）

③�　

愛
媛
県
知
事
選
挙・

松
山
市
長
選
挙
（
同
時
選
挙
）

�

（
２
０
１
４
年
11
月
12
日
か
ら
14
日
）

④　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
２
０
１
４
年
12
月
10
日
か
ら
12
日
）

⑤　

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
１
５
年
４
月
８
日
か
ら
10
日
）

　

投
票
所
設
置
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
毎
回
、
投
票
日
（
日
曜
日
）

前
の
水
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
３
日
間
と
し
て
お
り
、
時
間
は
学
生

の
授
業
時
間
帯
お
よ
び
事
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
考
慮
の
上
、「
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
（
初
回
の
み
午
後
４
時
）」
と
し
て
い
る
。

　

投
票
所
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
初
回
は
温
山
会
館
を
使
用

し
た
が
、
２
回
目
以
降
は
、
学
生
の
動
線
を
考
慮
し
、
よ
り
多
く

の
学
生
が
往
来
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
学
生
会

館
（
部
室
棟
の
１
階
ロ
ビ
ー
）
へ
変
更
し
た
。

　

な
お
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
貸
し
出
し
施
設
（
温
山
会
館
お

よ
び
学
生
会
館
）
が
本
来
、
学
外
貸
し
出
し
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、

施
設
使
用
規
程
に
料
金
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
冷
暖
房
料

を
含
む
他
の
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
決
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
利
用
対
象
者
は
本
学
の
学
生
だ
け
で

は
な
く
、
松
山
市
の
有
権
者
で
あ
れ
ば
一
般
市
民
も
利
用
で
き
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
学
の
教
職
員
も
利
用
し
て
い
る
。

４　
広
報
活
動

　

選
管
が
中
心
と
な
り
、
本
学
学
生
も
協
力
し
て
学
生
へ
の
投
票

の
呼
び
か
け
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、

２
０
１
４
年
２
月
に
選
管
が
本
学
の
学
生
４
名
を
「
選
挙
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
（
以
後
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）」
と
し
て
認
定
し
、
学
生
に

よ
る
選
挙
情
報
の
発
信
や
選
挙
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
の
企
画

に
取
り
組
み
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
を
目
指
し
た
。
同
年
９
月

に
は
本
学
と
同
じ
松
山
市
内
に
あ
る
愛
媛
大
学
の
学
生
も
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
に
認
定
さ
れ
、
両
大
学
の
学
生
が
若
者
世
代
の
投
票
率
の

向
上
の
た
め
に
各
種
の
広
報
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
学
法
学
部
の
授
業
「
行
政
学
」
の
中
で
、
選
管
と
愛

媛
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運

動
の
解
禁
」
お
よ
び
両
選
挙
管
理
委
員
会
が
開
設
し
た
「
会
員
制
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交
流
サ
イ
ト・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
を
紹
介
す
る
な
ど
、
選
挙
の

啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
学
食
を
「
選
挙
カ
フ
ェ
」
と
名
付

け
、
テ
ー
ブ
ル
に
啓
発
グ
ッ
ズ
や
選
挙
公
報
を
置
く
な
ど
し
た
。

ま
た
、
選
挙
の
数
日
前
に
は
、
選
管
の
職
員
と
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

が
学
食
前
で
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
た
。
こ
れ
ら
の
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
選
挙
権
を
持
た
な
い
学

生
の
、
選
挙
へ
の
関
心
向
上
に
も
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
２
０
１
３
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、

全
国
初
の
大
学
へ
の
期
日
前
投
票
所
設
置
と
い
う
こ
と
が
話
題
を

呼
び
、
地
元
の
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
全
国
版
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
で
活
躍
す
る
本
学
卒
業
生
の
間

で
も
大
い
に
話
題
と
な
っ
た
。

５　
投
票
の
結
果

①　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
２
０
１
３
年
７
月
実
施
）

　

本
学
で
の
投
票
者
数
合
計
は
６
５
２
人
（
学
生
以
外
の
松
山
市

民
を
含
む
）。
20
～
22
歳
の
投
票
者
数
は
２
１
１
人
（
松
山
市
全
体

で
は
１
２
０
４
人
）。
前
回
（
２
０
１
０
年
）
の
参
議
院
議
員
選
挙

と
年
代
別
で
比
較
し
た
場
合
、
松
山
市
全
体
で
は
20
歳
代
前
半
の

投
票
率
の
み
が
２・

72
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
た
（
図
表
１
）。

（出典：松山市選挙管理委員会）

年代別投票率の比較について（投票区抽出）

年　代 2010
市議会

2014
市議会 増減

20歳代前半 26.73% 27.36% 0.63

20歳代後半 30.63% 29.53% －1.10

30歳代前半 35.43% 34.40% －1.03

30歳代後半 39.50% 38.74% －0.76

40歳代前半 44.16% 42.21% －1.95

40歳代後半 47.00% 46.02% －0.98

50歳代前半 49.54% 49.54% 0.00

50歳代後半 52.49% 52.41% －0.08

60歳代前半 58.32% 55.97% －2.35

60歳代後半 65.48% 62.66% －2.82

70歳代前半 67.30% 66.51% －0.79

70歳代後半 63.29% 63.44% 0.15

80歳以上 44.28% 43.70% －0.58

計 47.46% 47.37% －0.08

松山市全体 49.23% 48.66% －0.57

期日前投票者数・利用施設の割合� （小数点以下：四捨五入）

年 代
松山大学

商業3施設
（髙島屋、フジグ
ラン、松山三越）

その他
23施設

（各支所など）

期日前
投　票
利用者計

人数 利用
割合 人数 利用

割合 人数 利用
割合 人数

20歳代 309 6% 2,196 40% 3,002 55% 5,507

うち20歳 135 29% 132 29% 194 42% 461

うち21歳 101 20% 155 31% 245 49% 501

うち22歳 26 6% 174 37% 268 57% 468

うち23～24歳 22 2% 459 44% 570 54% 1,051

うち25～29歳 25 1% 1,276 42% 1,725 57% 3,026

30歳代 65 1% 3,126 37% 5,223 62% 8,414

40歳代 90 1% 3,436 35% 6,348 64% 9,874

50歳代 64 1% 3,371 34% 6,521 65% 9,956

60歳～ 195 1% 8,278 31% 18,290 68% 26,763

合　計 723 1% 20,407 34% 39,384 65% 60,514

図表２　松山市議会議員選挙（2014年4月）年代別投票者について
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他
の
年
代
は
減
少
し
て
い
る
。

②　

松
山
市
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
１
４
年
４
月
実
施
）

　

本
学
で
の
投
票
者
数
の
合
計
は
７
２
３
人
（
学
生
以
外
の
松
山

市
民
を
含
む
）。
①
の
参
議
院
議
員
選
挙
よ
り
も
71
人
の
増
加
と

な
っ
た
。
ま
た
、
本
学
で
の
20
～
22
歳
の
投
票
者
数
は
２
６
２
人

と
な
り
、
①
の
参
議
院
議
員
選
挙
よ
り
も
51
人
の
増
加
と
な
っ
た
。

前
回
（
２
０
１
０
年
）
の
市
議
会
議
院
選
挙
と
年
代
別
で
比
較
し

た
場
合
、
20
歳
代
前
半
の
投
票
率
が
０・

63
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と

な
っ
た
。（
他
の
年
代
で
増
加
し
た
の
は
、
70
歳
代
後
半
の
０・

15

ポ
イ
ン
ト
の
み
）（
図
表
２
）。

　

な
お
、
松
山
市
の
20
歳
代
前
半
の
投
票
率
の
平
均
は
約
27
％
で

あ
っ
た
が
、
本
学
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
本

学
の
有
権
者
の
う
ち
64
％
が
投
票
を
行
っ
て
い
る
。

③　

愛
媛
県
知
事
選
挙・

松
山
市
長
選
挙
（
同
時
選
挙
）

�

（
２
０
１
４
年
11
月
実
施
）

　

当
選
挙
か
ら
愛
媛
大
学
に
お
い
て
も
新
た
に
投
票
所
を
設
置
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
と
愛
媛
大
学
と
の
投
票
者
数
の
合
計
は

１
２
６
２
人
。
年
代
別
の
投
票
率
は
、
前
回
（
２
０
１
０
年
）
単

独
で
行
わ
れ
た
松
山
市
長
選
挙
と
比
較
す
る
と
、
全
て
の
年
代
で

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

④　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
２
０
１
４
年
12
月
実
施
）

　

本
学
と
愛
媛
大
学
と
の
投
票
者
数
の
合
計
は
１
１
４
０
人
。
年

代
別
の
投
票
率
は
、
前
回
（
２
０
１
２
年
）
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
と
比
較
す
る
と
、
全
て
の
年
代
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

⑤　

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
１
５
年
４
月
実
施
）

　

本
学
と
愛
媛
大
学
と
の
投
票
者
数
の
合
計
は
６
４
４
人
。
年
代

別
の
投
票
率
は
、
前
回
（
２
０
１
１
年
）
の
愛
媛
県
議
会
議
員
選

挙
と
比
較
す
る
と
、
全
て
の
年
代
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

�

（
投
票
者
数
な
ど
の
デ
ー
タ
は
選
管
が
提
供
）

６　
結
果
の
総
括

　

前
述
の
選
挙
の
う
ち
、
①
お
よ
び
②
で
は
投
票
所
設
置
に
よ
る

学
生
の
投
票
者
率
の
増
加
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
②
の
選
挙

後
の
本
学
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
大
学
内
へ
の
期
日
前
投

票
所
の
設
置
は
、
選
挙
や
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
効
果
あ
り
」
ま
た
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
効
果
あ
り
」
と
回
答
し
た
学
生
が
90
％
を
占

め
て
い
る
。
③
～
⑤
の
選
挙
で
は
、
前
回
の
選
挙
と
比
較
し
て
投

票
率
が
「
全
て
の
年
代
で
マ
イ
ナ
ス
」
と
な
っ
て
お
り
、
有
権
者

全
体
の
関
心
が
低
い
選
挙
と
な
り
、
投
票
所
の
設
置
の
効
果
を
示

す
明
ら
か
な
数
値
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
春
の
統
一
地
方
選
挙
で
、
大
学
内
に
投
票
所
を
設
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け
た
の
は
全
国
で
12
大
学
と
見
ら
れ
る
が
、
東
京
都
の
大
学
に
お

け
る
設
置
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
都
心
部
の
大
学
で
は
、
住
民

票
が
大
学
の
所
在
地
と
異
な
る
学
生
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
投
票

所
を
設
置
す
る
効
果
は
限
定
的
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

７　
課　
題

⑴　

大
学
の
負
担

　

本
学
の
場
合
は
、
選
挙
の
広
報
活
動
か
ら
投
票
所
の
設
営・

運

営
ま
で
、
選
管
の
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
た
め
、
大
学

と
し
て
の
直
接
的
負
担
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
選
管
と
の
頻
繁
な

や
り
取
り
に
は
大
い
に
時
間
を
要
し
た
。

⑵　

駐
車
場

　

学
内
の
駐
車
場
は
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
自
家
用

車
で
の
来
場
は
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
を
周
知
す
る
た
め

に
、
選
管
が
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
期
日
前
選
挙
の
案
内
と
と
も
に

周
辺
住
民
に
配
布
し
た
た
め
、
特
に
混
乱
は
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
自
転
車
お
よ
び
バ
イ
ク
に
よ
る
市
民
の
来
場
者
に
対
し

て
は
、
専
用
の
駐
輪
場
を
確
保
し
、
本
学
守
衛
お
よ
び
選
管
か
ら

警
備
員
１
名
を
正
門
に
配
置
し
て
誘
導
を
行
っ
た
。

お
わ
り
に

　

２
０
１
５
年
６
月
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
在
学
生
全
員

が
有
権
者
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
今
後
、

期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る
大
学
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
各
大
学
が
種
々
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

若
年
層
の
投
票
環
境
が
向
上
し
、
学
生
が
政
治
や
選
挙
に
関
心
を

持
ち
、
低
迷
す
る
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
本
年
７
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
も
投
票
所
を
設
置
す
る
が
、
先
の
公

職
選
挙
法
の
改
正
は
、
新
た
に
高
校
生
の
一
部
に
も
有
権
者
を
誕

生
さ
せ
た
。
今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
本
学
に
隣

接
す
る
愛
媛
県
立
松
山
北
高
等
学
校
（
以
後
、
北
高
）
の
生
徒
を

対
象
と
す
る
「
松
山
大
学
で
投
票
し
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
る

企
画
も
選
管
と
共
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
業
や
部

活
な
ど
で
選
挙
期
日
に
投
票
に
行
け
な
い
北
高
の
有
権
者
を
募�

り
、
本
学
の
投
票
所
に
皆
で
出
向
い
て
も
ら
い
、
投
票
を
す
る
と

い
う
企
画
で
あ
る
。
北
高
の
生
徒
に
対
し
て
は
前
述
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
投
票
方
法
な
ど
を
説
明
し
、
投
票
所
ま
で
案
内
す
る
予

定
で
あ
る
。�
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は
じ
め
に

　

豊
田
市
は
愛
知
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

愛
知
県
全
体
の
17・

８
％
を
占
め
る
広
大
な

面
積
を
持
つ
ま
ち
で
あ

る
。
全
国
有
数
の
製
造

品
出
荷
額
を
誇
る
「
ク

ル
マ
の
ま
ち
」
と
し
て

知
ら
れ
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
も
の
づ
く
り
中

枢
都
市
の
顔
を
持
つ
一

方
、
市
域
の
お
よ
そ
７

割
を
占
め
る
豊
か
な
森
林
、
市
域
を
貫
く
矢
作
川
、
季
節
の
野
菜

や
果
物
が
実
る
田
園
が
広
が
る
、
恵
み
多
き
緑
の
ま
ち
と
し
て
の

顔
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。

　

市
制
施
行
か
ら
約
60
年
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
持
つ
特
性
を
生

か
し
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
満
足
度
の
高
い

都
市
と
し
て
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

１　
大
学
な
ど
と
の
包
括
連
携
協
定

　

以
前
か
ら
、
豊
田
市
と
大
学・

高
専
な
ど
高
等
教
育
機
関
と
の

連
携
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
行
わ
れ
て
い
た
。
市
と
し
て
は
、
大

学
な
ど
の
知
的
人
的
資
源
と
連
携
を
図
る
取
り
組
み
が
、
今
後
の

都
市
経
営
に
お
い
て
も
大
き
な
力
に
な
る
と
考
え
、
ま
た
大
学
な

ど
に
と
っ
て
も
、
教
育・

研
究
に
加
え
て
地
域
と
の
連
携
の
意
義

は
増
す
も
の
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
包
括
連

特
集

選
挙
と
大
学

選
挙
に
お
け
る
大
学
と
市
の
連
携

梅
村 

浩
明
●
豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
長

豊田市の空撮
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携
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
大
学
等

と
市
の
間
で
相
互
の
資
源
を
活
用
し

た
連
携
の
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会

の
発
展
、
人
材
育
成
を
い
っ
そ
う
推

進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

中
京
大
学
を
初
め
、
六
つ
の
大
学

等
と
の
協
定
の
締
結
を
機
に
、
行
政

課
題
に
対
す
る
大
学
等
の
参
画
に
よ

る
地
域
振
興
、
人
材
育
成
の
実
現
、

社
会
貢
献
活
動
の
拡
充
、
教
育
貢
献

な
ど
、
大
学
等
と
市
の
双
方
に
と
っ

て
有
益
で
継
続
性
の
あ
る
連
携
を
進

め
て
い
る
。

２�　
期
日
前
投
票
所
設
置
の�

経
緯

　

２
０
１
５
年
６
月
に
公
職
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
20
歳

以
上
か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
の
を
機
に
、
豊
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
と
中
京
大
学
の
双
方
で
「
若

回線接続体系図
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年
者
層
に
政
治
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
の
見
解
が
一
致
し
、
大

学
構
内
に
期
日
前
投
票
所
を
設

置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

18
歳
以
上
の
選
挙
権
は
、
２

０
１
６
年
６
月
19
日
以
降
に
公

示
ま
た
は
告
示
さ
れ
る
選
挙
で

あ
り
、
夏
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
か
ら
と
想
定
し
、
準
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
、
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
は
、
通
常
国
会
の
会
期
に

よ
り
選
挙
期
日
が
流
動
的
で
あ

る
。
ま
た
、
衆
参
同
時
選
挙
の

可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
め
て
の
期
日
前
投
票
所
設
置
は
、

リ
ス
ク
が
大
き
い
と
判
断
し
た
。

　

そ
こ
で
、
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
以
前
の
選
挙
で
は

あ
る
が
、
２
０
１
６
年
２
月
７
日
に
執
行
さ
れ
る
豊
田
市
長
選
挙

で
の
実
施
と
な
っ
た
。
選
挙
期
日
は
２
０
１
５
年
10
月
上
旬
に
は

決
定
し
て
い
た
の
で
、
粛
々
と
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

３　
期
日
前
投
票
所
の
準
備

　

期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る
場
合
は
、
二
重
投
票
を
防
止
す
る

た
め
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
高
い
通
信
回
線
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

を
用
い
る
。

期
日
前
投
票
所
の
外
観（
右
）と
入
り
口（
下
）
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設
置
済
み
の
期
日
前
投
票
会

場
12
カ
所
は
全
て
公
共
施
設
で

あ
る
た
め
、
専
用
線
を
用
い
た

Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
利
用
で
き
る
。
し
か
し
、
大

学
ま
で
専
用
線
を
敷
設
す
る
と

費
用
と
期
間
を
要
す
る
た
め
、

仮
想
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
採

用
す
る
こ
と
に
し
た
。

４�　
期
日
前
投
票
所�

開
設

　

２
０
１
６
年
２
月
４
日
㈭・

５
日
㈮
の
２
日
間
、
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
期
日
前

投
票
所
を
中
京
大
学
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
９
号
館
２
階
大
会
議
室

に
開
設
し
た
。
投
票
管
理
者
お

よ
び
投
票
立
会
人
は
、
全
て
学

生
に
お
願
い
し
た
。

　

投
票
者
数
は
、
２
月
で
講
義

が
な
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
２
日
間
で
１
２
８
人
で
あ
っ
た
。

部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
学
内
に
学
生
も
い
た
が
、
住
民
票
を

移
し
て
い
な
い
た
め
、
投
票
資
格
が
な
い
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で�

あ
っ
た
。

５　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
の
実
施
に
向
け
て

　

本
年
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、
中
京
大
学
に
加
え
、

他
の
大
学
に
も
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る
。
選
挙
権
年
齢
の
引

き
下
げ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
学
生
に
対
し
て
、
投
票

環
境
の
い
っ
そ
う
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
期
間
も
１
日

増
や
し
て
７
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮
の
３
日
間
と
し
て
、
市
内
の
大

学
、
高
専
、
高
校
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
積

極
的
に
配
布
し
、
18
歳
選
挙
権
の
啓
発
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
前
回
の
市
長
選
挙
で
は
住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
た
め
、

豊
田
市
に
お
い
て
投
票
資
格
の
な
い
学
生
が
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
一
式

を
請
求
で
き
る
不
在
者
投
票
制
度
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
大
学
の

投
票
所
で
、
ぜ
ひ
一
票
を
投
じ
て
も
ら
う
よ
う
周
知
を
図
っ
た
。

ま
た
、
新
有
権
者
宛
て
に
、
啓
発
動
画
や
選
挙
関
係
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
す
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
載
せ
た
啓
発
ハ
ガ
キ
を
郵
送

す
る
こ
と
と
し
た
。�

期日前投票の様子
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今
年
も
就
職
解
禁
日
が
過
ぎ
、
街
に
紺
ス
ー

ツ
の
若
者
が
あ
ふ
れ
る
季
節
に
な
っ
た
。
何
年

か
前
ま
で
は
12
月
か
ら
会
社
訪
問
が
解
禁
、
採

用
選
考
は
４
月
１
日
か
ら
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

頃
の
年
の
暮
れ
の
あ
る
日
、
昼
食
に
出
よ
う
と

し
た
私
は
三
井
物
産
の
本
社
ビ
ル
１
階
玄
関
に

大
勢
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
、

「
今
日
は
何
が
あ
る
の
？
」
と
秘
書
に
尋
ね
た
。

　
「
採
用
活
動
が
解
禁
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
い

う
答
え
に
、
今
の
採
用
活
動
は
随
分
遅
い
ん
だ

な
と
思
っ
た
が
、
彼
ら
は
皆
３
年
生
だ
と
聞
い

て
驚
い
た
。
不
覚
に
し
て
、
会
長
で
あ
っ
た
そ

の
時
も
社
長
の
時
も
、
毎
年
の
経
営
会
議
で
採

用
人
数
に
つ
い
て
の
議
論
は
し
て
い
た
が
、
学

生
の
採
用
活
動
が
そ
ん
な
に
早
く
始
ま
っ
て
い

る
と
は
知
ら
ず
に
い
た
。

　

大
学
で
は
１・

２
年
次
で
教
養
や
基
礎
を
学

び
、
３
年
次
か
ら
や
っ
と
専
門
分
野
の
勉
強
が

始
ま
る
の
に
、
も
う
就
職
活
動
で
会
社
や
先
輩

を
あ
ち
こ
ち
訪
問
し
て
歩
く
の
だ
。
そ
ん
な
こ

と
で
は
、
と
て
も
落
ち
着
い
て
学
習
や
研
究
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
自
分
が
な
に
を
や
り
た

い
か
の
見
極
め
も
つ
か
な
い
ま
ま
会
社
選
択
を

す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
し
た
。

　

思
い
返
せ
ば
、
か
く
言
う
私
も
50
年
近
く
昔
、

大
学
の
工
学
部
で
精
密
機
械
工
学
を
専
攻
し
て

い
た
が
、
４
年
生
の
夏
休
み
に
あ
る
メ
ー
カ
ー

の
工
場
実
習
に
参
加
し
た
。
今
で
い
う
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
が
、
立
派
な

大
工
場
で
２
カ
月
働
い
て
み
た
後
に
、
自
分
の

居
る
場
所
は
こ
こ
で
は
な
い
と
痛
感
し
た
。

　

私
は
、
世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
仕
事
を
し
て

み
た
い
と
い
う
自
分
の
気
持
ち
を
再
確
認
し
た

よ
う
に
思
っ
た
。
当
時
は
、
工
場
実
習
を
し
た

会
社
に
就
職
す
る
と
い
う
学
科
と
し
て
の
不
文

律
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
破

る
の
は
大
変
で
、
国
費
で
工
学
を
学
ん
で
お
き

な
が
ら
、
メ
ー
カ
ー
に
行
か
な
い
の
は
ど
う
い

う
こ
と
か
と
叱
責
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
の
ん
き
な
50
年
前
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
11
月
に
な
っ
て
も
三
井
物
産
で
は
採
用

の
面
接
を
し
て
く
れ
た
が
、
幹
部
面
接
で
い
き

ず
いそう

大学の役割と
企業の採用活動
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な
り
「
わ
が
社
の
月
給
は
安
い
の
で
食
べ
て
い

け
な
い
よ
、
そ
れ
で
も
よ
い
の
か
な
？
」
と
言

わ
れ
た
。
確
か
に
当
時
の
商
社
の
給
与
は
一
流

の
メ
ー
カ
ー
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
低
く
、
収

入
面
で
の
魅
力
は
低
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
入

社
３
年
目
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ー
ト
マ
ス
大

学
に
留
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
ロ
ン
ド
ン
を
ベ
ー

ス
に
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
と
世
界
を
飛
び
回
る

仕
事
は
本
当
に
面
白
く
、
自
分
に
合
っ
て
い
た

と
し
み
じ
み
思
う
。

　
「
自
分
探
し
」
と
い
う
言
葉
が
一
時
期
若
い
人

の
間
で
流
行
し
た
が
、
自
分
の
生
き
方
を
探
り
、

ど
の
道
に
進
む
か
を
決
心
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
、
学
生
は
ど
ん
な
こ
と
に
も
消
費
で

き
る
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

企
業
が
他
社
に
負
け
ず
に
優
秀
な
人
材
を
確
保

し
て
将
来
の
礎
に
し
た
い
気
持
ち
は
よ
く
分
か

る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
学
生
に
は
落
ち
着
い
て

広
い
意
味
で
の
勉
強
が
じ
っ
く
り
で
き
る
環
境

を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
大
学
に
入
っ
て
３
年

も
し
な
い
う
ち
に
人
気
志
望
企
業
の
ラ
ン
キ
ン

グ
に
あ
お
ら
れ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
や
情
報
誌
で

ハ
ウ
ツ
ー
を
必
死
に
身
に
付
け
て
会
社
を
訪
ね

歩
く
学
生
の
姿
は
本
当
に
気
の
毒
だ
と
思
う
。

　

そ
ん
な
思
い
で
、
４
年
ほ
ど
前
に
日
本
貿
易

会
の
会
長
を
し
て
い
た
時
に
、
企
業
の
採
用
活

動
の
開
始
を
大
幅
に
遅
ら
せ
て
は
ど
う
か
と
い

う
提
言
を
し
た
。
そ
の
後
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
各
界
で
な

さ
れ
、
政
府
の
要
請
も
あ
っ
て
２
０
１
５
年
は

会
社
訪
問
が
３
年
生
の
３
月
か
ら
、
採
用
選
考

は
４
年
生
の
８
月
か
ら
と
３
カ
月
の
後
ろ
倒
し

が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
学
生
お
よ
び
企
業
の

採
用
担
当
者
か
ら
大
変
な
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
て
、

２
０
１
６
年
は
８
月
か
ら
６
月
へ
の
選
考
の
前

倒
し
と
な
っ
た
の
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

迷
走
を
続
け
る
企
業
の
採
用
活
動
だ
が
、
も
っ

と
多
く
の
人
が
こ
の
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て

認
識
し
、
対
応
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。
目
先
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

将
来
を
担
う
若
者
を
ど
う
育
て
る
か
、
私
た
ち

大
人
の
良
識
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

槍田 松瑩●国際大学理事長
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近
年
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
大
学
の
改
革
を
推
し
進
め
る
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
、
お
よ

び
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
体
制
を
築
く
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

本
誌
は
、
２
０
１
５
年
４
月
１
日
の
改
正
学
校
教
育
法
施
行
に
際
し
て
、
第
３
６
１
号
（
２
０
１

５
年
３
月
号
）
に
お
い
て
「〝
私
立
大
学
〟
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
特
集
を
組
む
な
ど
、
問
題
に
相
対
し
て
き
た
。

　

併
せ
て
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
『
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
』（
２
０
０
８
年
12
月
）

や
、
学
校
教
育
法
改
正
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
背
景
と
し
た
議
論
で
は
、
教
職
員
の
協
働
関
係

の
確
立
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
を
区
別
し
な
い
、
目
的
に
応
じ
た
柔
軟
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
２
０
１
６
年
に
大
学
設
置
基
準
等
の
改
正
が
あ
っ
て
、
２
０
１
７
年
４
月
か

ら
Ｓ
Ｄ
が
義
務
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｄ
と
い
え
ば
、
職
員
の
能
力
開
発
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
が
今
般
の
改
正
で
は
、「
職
員
」
に
は
事
務
職
員
だ
け
で
な
く
、
教
授
な
ど
の
教
員
や
学
長

小特集

大
学
改
革
と
Ｓ
Ｄ
義
務
化

602016.7　大学時報



な
ど
の
大
学
執
行
部
、
技
術
職
員

な
ど
を
含
む
と
整
理
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
「
大
学
運
営
業
務
全
般
」

を
射
程
に
入
れ
た
概
念
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
と
、
大
学
構

成
員
の
意
識
と
の
間
に
は
、
い
ま

だ
乖
離
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
今
号
は
、
大
学
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
、
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
の
義
務

化
に
当
た
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
職

員
（
教
員
を
含
む
）」
の
育
成
に
つ

い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
各
大

学
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

ス
タ
ッ
フ・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｄ
）
の

義
務
化
に
つ
い
て
考
え
る

大
場 

淳

●
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授

学
長
人
材
は
育
つ
の
か
育
て
る
の
か

髙
祖 

敏
明

●
学
校
法
人
上
智
学
院
理
事
長

高
等
教
育
を
担
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成

―
東
北
大
学
の
挑
戦

杉
本 

和
弘

●
東
北
大
学
高
度
教
養
教
育・

学
生
支
援
機
構
教
授

学
校
法
人
に
お
け
る
組
織
図
の
あ
り
方

佐
野 

浩
一

●
学
校
法
人
大
阪
医
科
薬
科
大
学
常
務
理
事
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２
０
１
６
年
３
月
31
日
、
文
部
科
学
省
令
（
大
学
設
置
基
準
等
）

が
改
正
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
が
義
務
化
さ
れ
た
。
同
日
の
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
長
通
知
（
以
後
、
通
知
）
は
、「
大
学
及
び
高
等
専
門
学

校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。）
が
そ
の
使
命
を
十
全
に
果
た
す

た
め
に
は
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
も
一
層
の
高
度
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
」
る
と
述
べ
、
Ｓ
Ｄ
義
務
化
の
目

的
を
大
学
運
営
の
高
度
化
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
は
、
一
般
に
教
員
の
教
授
能
力
活
動
を
意
味
す
る
Ｆ
Ｄ
と

対
比
さ
れ
て
、
教
員
外
職
員
の
た
め
の
開
発
活
動
を
指
し
示
す
用

語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
英
語
を
語
源
と
す
る
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
の
定
義
は
、
英
語
表
記
（faculty developm

ent, staff 
developm

ent

）
自
体
の
用
法
が
米
国
や
英
国
で
異
な
る
こ
と
な

ど
を
反
映
し
て
、
日
本
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
明
確
に
は
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た１。
例
え
ば
２
０
０
５
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申

『
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
』
は
、
Ｓ
Ｄ
を
「
事
務
職
員
や
技

術
職
員
な
ど
教
職
員
全
員
を
対
象
と
し
た
、
管
理
運
営
や
教
育・

研
究
支
援
ま
で
を
含
め
た
資
質
向
上
の
た
め
の
組
織
的
な
取
組
」

と
定
義
し
、
主
対
象
を
事
務・

技
術
職
員
と
し
つ
つ
も
対
象
を
教

職
員
全
員
と
し
て
い
た２。
通
知
は
、
Ｓ
Ｄ
の
対
象
を
職
員
と
し
つ

つ
、
そ
こ
に
は
「
事
務
職
員
の
ほ
か
、
教
授
等
の
教
員
や
学
長
等

の
大
学
執
行
部
、
技
術
職
員
等
も
含
ま
れ
る
」
と
記
し
て
、
学
校

教
育
法
で
い
う
職
員
全
体
を
対
象
と
す
る
旨
説
明
し
て
い
る
。

１　
Ｓ
Ｄ
義
務
化
の
背
景・

経
緯

　

文
部
科
学
省
の
政
策
文
書
で
Ｓ
Ｄ
が
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
端
的
に
示
し
た
も
の
の
一
つ
に
、
２
０
０
８
年
の
中
央
教

育
審
議
会
答
申
『
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
』
が
あ
る
。

答
申
は
、「
大
学
経
営
を
め
ぐ
る
課
題
が
高
度
化・

複
雑
化
す
る

中
、
職
員
の
職
能
開
発
（
ス
タ
ッ
フ・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、

Ｓ
Ｄ
）
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
の
認
識
の
下
、

小
特
集

大
学
改
革
と
Ｓ
Ｄ
義
務
化

ス
タ
ッ
フ・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｄ
）
の
義
務
化
に
つ
い
て
考
え
る

大
場 

淳
●
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授
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専
門
性
を
備
え
た
大
学
職
員
や
管
理
運
営
に
携
わ
る
上
級
職
員
を

養
成
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
の
場
や
機
会
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を

求
め
た
。
そ
の
対
象
は
教
員
外
の
職
員
（
答
申
は
「
大
学
職
員
」

ま
た
は
「
職
員
」
と
記
し
て
い
る
）
で
あ
る
が
、「
教
職
員
の
協
働

関
係
の
確
立
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
Ｆ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
の
場
や
機
会
を

峻
別
す
る
必
要
は
無
く
、
目
的
に
応
じ
て
柔
軟
な
取
組
を
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
と
付
言
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
Ｓ
Ｄ
は
中
央
教
育
審
議
会
な
ど
で
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
の
中
で
検
討
さ
れ
て
き

た
。
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年
、
学
校
教
育

法
お
よ
び
国
立
大
学
法
人
法
が
改
正
さ
れ
（
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
法
の
制
定
）、
そ
れ
が
翌
年
４
月
に
施
行
さ
れ
て
執
行
部
の
権
限

拡
大
な
ど
が
図
ら
れ
た３。
当
該
改
革
を
検
討
し
た
中
央
教
育
審
議

会
大
学
分
科
会
『
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
』

（
２
０
１
４
年
２
月
12
日
審
議
ま
と
め
）（
以
後
、審
議
ま
と
め
）
は
、

Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
、「
事
務
職
員
が
教
員
と
対
等
な
立
場
で
の
「
教
職

協
働
」
に
よ
っ
て
大
学
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

企
画
力・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力・

語
学
力
の
向
上
、
人
事
評

価
に
応
じ
た
処
遇
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築
等
に
つ
い
て
よ
り
組

織
的・

計
画
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

国
内
外
の
他
大
学
、
大
学
団
体
、
行
政
機
関
、
独
立
行
政
法
人
、

企
業
等
で
の
勤
務
経
験
を
通
じ
て
幅
広
い
視
野
を
育
成
す
る
こ
と

や
、
社
会
人
学
生
と
し
て
大
学
院
な
ど
で
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
Ｉ
Ｒ
や
入
学
者
選
抜
、
教
務
、
学
生
支
援
、
人
事
や
財
務
、
広
報

等
各
分
野
に
精
通
し
た
「
高
度
専
門
職
」
の
設
置
や
恒
常
的
な
大

学
事
務
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
の
義
務
化
等
、
今
後
、

必
要
な
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
、
法
令
改
正
を
含
め
て
検
討
」
す

る
こ
と
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
審
議
ま
と
め
に
お
け
る
主
要
論

点
は
高
度
専
門
職
の
設
置
と
Ｓ
Ｄ
義
務
化
の
二
点
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
大
学
分
科
会
大
学
教
育
部
会
を
中
心
と
し
て
、

上
記
二
論
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
高
度

専
門
職
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｒ
な
ど
の
推
進
と
相
ま
っ
て
検

討
が
進
め
ら
れ
、
２
０
１
５
年
秋
に
は
「
大
学
に
お
け
る
専
門
的

職
員
の
活
用
の
実
態
把
握
に
関
す
る
調
査
」
が
実
施
さ
れ
た４。
当

該
報
告
書
は
、
各
大
学
が
大
学
運
営
に
お
い
て
特
に
重
要
と
考
え

る
専
門
的
職
員
に
つ
い
て
一
定
の
傾
向
は
う
か
が
え
る
と
し
つ
つ

も
、
そ
の
配
置
は
極
め
て
多
様
な
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
求
め
る

資
格
、
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
も
未
だ
確
立
さ
れ
た
も
の
と
は
な
っ

て
い
な
い
と
述
べ
て
、
多
様
性
を
強
調
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
専

門
的
職
員
に
つ
い
て
、
大
学
教
育
部
会
は
、
既
に
２
０
１
５
年
６

月
８
日
の
「
大
学
運
営
の
一
層
の
改
善・

充
実
の
た
め
の
方
策
に
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つ
い
て
」（
以
後
、
部
会
ま
と
め
）
に
お
い
て
、「
大
学
に
お
け
る

自
主
的・

自
律
的
な
判
断
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
や
予
算
等
の

実
情
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、

大
学
に
必
置
と
は
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」、「
育
成・

採
用・

配
置・

研
修
に
あ
た
り
、
職
務
、
資
格・

能
力
、
処
遇
等
に
つ
い

て
も
、
各
大
学
に
お
い
て
独
自
に
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
」
と
い
っ
た
方
向
性
を
示
し
て
お
り５、
上
記
調
査
は
当
該
方

向
性
を
裏
付
け
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
主
要
論
点
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
大

学
全
体
ま
た
は
部
局
な
ど
の
単
位
で
Ｓ
Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
大
学

は
82・

５
％
に
達
す
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｄ
に
専
任
職
員
全
員
が
参
加

し
た
大
学
は
６・

６
％
、
75
％
以
上
１
０
０
％
未
満
は
29・

２
％

と
参
加
率
が
低
い
こ
と
が
一
つ
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た

（
部
会
ま
と
め
）。
部
会
ま
と
め
は
、「
大
学
運
営
の
一
層
の
改
善・

充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
大
学
職
員
を
対
象
と
し
て
、
計
画
的
な

資
質
向
上
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
、
各
大
学

が
「
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
に
つ
い
て
の
計
画
を
企
画
し
、
実

施
す
る
」
こ
と
を
提
言
し
た
。
２
０
１
６
年
３
月
31
日
、
冒
頭
で

述
べ
た
よ
う
に
省
令
（
大
学
設
置
基
準
）
が
改
正
さ
れ
て
、
Ｓ
Ｄ

義
務
化
が
図
ら
れ
た
。

２�　
Ｓ
Ｄ
義
務
化
の
意
義
と
そ
の
課
題�

―
大
学
運
営
の
高
度
化
に
向
け
て

　

Ｓ
Ｄ
充
実
の
必
要
性
は
、
大
学
職
員
や
大
学
執
行
部
だ
け
で
な

く
、
研
究
者
か
ら
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
金
子
（
２
０
０
５
）
は
Ｓ
Ｄ
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
理
由
と

し
て
、
①
従
来
の
職
階
と
業
務
分
担
の
恒
常
的
見
直
し
に
よ
る
業

務
効
率
化
に
、
個
々
の
職
員
が
常
に
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
、
ま

た
高
い
判
断
能
力
を
持
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
、
②
大
学
の

活
動
領
域
が
拡
大・

変
容
す
る
に
従
っ
て
、
大
学
職
員
が
身
に
付

け
る
べ
き
知
識
の
幅
が
増
大
す
る
こ
と
、
③
大
学
の
経
営
機
能
の

強
化
へ
の
要
求
の
３
点
を
挙
げ
る
。

　

今
般
の
Ｓ
Ｄ
義
務
化
は
、
直
接
に
は
審
議
ま
と
め
を
受
け
た
大

学
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
一
環
と
し
て
検
討・

実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
義
務
化
の
対
象
は
、
研
修
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
お
よ
び

そ
の
他
必
要
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
省
令
で
は
用
語

と
し
て
「
Ｓ
Ｄ
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
通
知
で
当
該
研
修

を
「
Ｓ
Ｄ
」
と
呼
ぶ
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
Ｓ
Ｄ
が
研

修
で
あ
る
こ
と
、
研
修
以
外
に
必
要
な
取
り
組
み６が
求
め
ら
れ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
の
対
象
は
学
校
教
育
法
上

の
職
員
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
教
職
協
働
を
前
提
と
し
て
教
員
お
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よ
び
教
員
外
職
員
双
方
の
資
質
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

制
度
整
備
が
検
討
さ
れ
た
も
の
の
見
送
ら
れ
た
大
学
職
員
の
専

門
職
化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
は
こ
れ
ま
で
も
頻
繁
に
指
摘

さ
れ
、
古
く
は
１
９
５
８
年
の
学
徒
厚
生
審
議
会
答
申
『
大
学
に

お
け
る
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
組
織
お
よ
び
そ
の
運
営
の
改

善
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
教
育
職
と
同
等
の
専
門
職
員
の
設
置
案

に
見
ら
れ
る
。
当
該
案
で
は
、
厚
生
補
導
業
務
の
専
門
職
化
が
未

発
達
で
直
ち
に
実
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
し
て
見
送
ら
れ
た
が
、

そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
専
門
的
職
務７に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
多
く

の
大
学
で
専
門
部
署
や
独
立
し
た
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
て

き
た
。
特
に
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
は
高
い
専
門
性
を
有
す
る
職
員
が

配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
国
立
大
学
を
中
心
と
し
て
身
分
が
教
員
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
も
当
該
制
度
整
備
を
困
難
に
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
専
門
職
化
が
進
展
し
て
い
る
米
国
高
等
教
育
に
鑑
み
れ

ば
、
制
度
が
有
効
に
機
能
す
る
に
は
労
働
市
場
（
人
材
の
流
動
性
）

や
専
門
職
団
体
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
非
常
に
高
コ
ス
ト
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
実
際
、
国
立
大
学
で
は
、
法
人
化
後

に
運
営
費
交
付
金
削
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
職
員
数
が
増
え
て
い
る
。

職
員
増
は
、
大
学
評
価
な
ど
新
た
に
発
生
し
た
業
務
へ
の
対
応
だ

け
で
な
く
、
専
門
的
機
能
の
整
備
を
促
す
文
部
科
学
省
の
政
策
（
Ｉ

Ｒ
の
整
備
や
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
設
置
な
ど
）
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
（
藤

村
、
２
０
１
６
）。
文
部
科
学
省
の
政
策
は
、
従
来
、
国
立
大
学
で

追
随
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
私
立
大
学
に
つ
い
て
も
私
立
大
学

等
改
革
総
合
支
援
事
業
の
よ
う
に
、
文
部
科
学
省
の
指
定
す
る
活

動
の
実
施
を
交
付
条
件
に
す
る
補
助
金
制
度
に
よ
っ
て
国
立
大
学

と
同
様
の
傾
向
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
当
該
活
動
が
全
て
の

大
学

―
特
に
私
立
大
学

―
に
有
効
で
あ
る
と
は
お
よ
そ
考
え

難
く
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
大
学
に
判
断
を
委
ね
る
ほ
う
が
よ

り
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
い
が
拭
え

な
い
。
大
学
に
当
該
決
定
を
委
ね
る
こ
と
は
、
世
界
に
お
い
て
大

学
の
自
律
性
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
２
０

０
４
）
と
も
符
合
し
、
大
学
運
営
の
高
度
化
へ
の
対
応
の
必
然
で

も
あ
ろ
う
。

　

大
学
運
営
の
高
度
化
に
自
律
性
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
高
度
化

を
も
た
ら
す
要
因
は
一
様
で
は
な
く
、
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
に
置
か

れ
た
環
境
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

前
述
の
金
子
（
２
０
０
５
）
の
Ｓ
Ｄ
重
要
性
指
摘
の
背
景
に
は
自

律
性
拡
大
が
あ
る
が
、
省
令
お
よ
び
通
知
に
は
Ｓ
Ｄ
の
具
体
的
内

容
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
大
学
に
委
ね
た
も
の
と
な
っ
て

い
る８。

　

各
大
学
の
取
り
組
み
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
点
の
一
つ
は
、
個
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人
の
能
力
の
総
和
が
組
織
力
で
は
無
い
こ
と
で
あ
る
。
セ
ン
ゲ
ほ

か
（
２
０
０
３
）
は
、
組
織
に
お
け
る
学
習
の
単
位
は
チ
ー
ム
で

あ
り
、
そ
の
推
進
の
た
め
に
は
組
織
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
組
織
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
例
え
ばK

ezar

（
２
０

０
４
）
に
よ
れ
ば
、
普
遍
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
構
成
員
間
の

良
好
な
関
係
、
信
頼
が
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
バ
ー
ナ
ー
ド
の
権
限
受
容
説
や
サ
イ
モ
ン
ら
の
限
定
合
理
性

な
ど
も
、
大
学
運
営
に
参
照
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
の
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
は
組
織
論
不
在
の
状

態
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
（
羽
田
、
２
０
１
６
）。
Ｓ
Ｄ

を
含
む
職
員
問
題
に
つ
い
て
は
、
組
織
論
や
そ
の
周
辺
の
先
行
研

究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
大
学
が
自
律
的
に
検
討・
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。 

●
注

１　

例
え
ば
英
国
で
は
Ｆ
Ｄ
は
用
い
ら
れ
ず
、
Ｓ
Ｄ
は
第
一
義
的
に

は
教
員
の
開
発
を
意
味
す
る
。
大
場
（
２
０
０
６
）
参
照
。

２　

但
し
、
そ
の
後
の
２
０
１
４
年
に
出
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会

大
学
分
科
会
『
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
』（
後

述
）
で
は
、
Ｓ
Ｄ
を
「
事
務
職
員
や
技
術
職
員
な
ど
職
員
を
対
象

と
し
た
、
管
理
運
営
や
教
育・

研
究
支
援
ま
で
を
含
め
た
資
質
向

上
の
た
め
の
組
織
的
な
取
組
を
指
す
」
と
定
義
し
、
対
象
か
ら
教

員
を
除
外
し
て
い
る
。

３　

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
大
場
（
２
０
１
５
）
参
照
。

４　

本
調
査
の
対
象
で
あ
る
「
専
門
的
職
員
」
と
は
、
調
査
票
に
掲

げ
る
職
務
（
執
行
部
判
断
に
対
す
る
総
合
的
な
補
佐
、
監
査
、
Ｉ

Ｒ
、
法
務
、
財
務
、
人
事
、
情
報
通
信・

Ｉ
Ｔ
な
ど
の
24
職
務
）

に
つ
い
て
、
当
該
職
務
に
関
す
る
個
人
の
高
い
専
門
性
に
着
目
し

て
配
置
さ
れ
、
当
該
職
務
を
主
に
担
当
し
て
い
る
（
複
数
の
職
務

を
担
当
し
て
い
る
場
合
は
エ
フ
ォ
ー
ト
率
が
お
お
む
ね
５
割
以
上
）

大
学
職
員
と
定
義
さ
れ
る
。

５　

た
だ
し
、
大
学
に
、
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
職
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
と
い
っ
た
提
言
が
な
さ
れ
て
い

る
。

６　

通
知
で
は
職
員
研
修
の
実
施
方
針・

計
画
策
定
が
例
示
さ
れ
て

い
る
。

７　

入
学
者
選
抜
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
修
学
指
導
等
13
領
域
。

８　

た
だ
し
、
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
で
は
「
教
育
の
質

的
転
換
に
関
す
る
Ｓ
Ｄ
」
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
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は
じ
め
に
―
「
学
長
学
」が
必
要
だ

　
「
学
長
学
が
必
要
だ
」。
あ
る
参
加
者
が
そ
う
発
言
し
た
の
は
、

２
０
１
５
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
理
事
長
会
議
に
お
い
て
、
全
体

討
議
が
ま
と
め
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。
耳
慣
れ

な
い
「
学
長
学
」
と
い
う
言
葉
に
戸
惑
い
を
覚
え
つ
つ
も
、「
言
い

得
て
妙
」
と
感
じ
た
人
は
多
か
っ
た
。
会
議
の
テ
ー
マ
は
、「
学
長

の
選
任・

選
考
方
法
の
あ
り
方
を
考
え
る

―
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
立
と
の
関
連
で

―
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
理
事
長
会
議
は
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
（
以
後
、
連
盟
）

が
担
う
「
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
業
」
の
う
ち
、「
教

学・

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
」
を
目
指
す
五
つ
の
事
業
組
織

の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
事
業
内
容
は
、
例
え
ば
２
０
１
５
年
度
の

場
合
、「
学
校
法
人
経
営
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
理
事
長
の
立
場
か

ら
、
高
等
教
育
の
環
境
変
化
や
国
の
高
等
教
育
政
策
の
動
向
を
踏

ま
え
た
学
校
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
内
部
統
制
の
確
立
に
資
す
る

べ
く
、
私
立
大
学
の
教
育
研
究
を
支
え
る
財
政
、
管
理
運
営
に
関

す
る
課
題
を
設
定
し
、
研
究・

討
議
す
る
。
会
議
テ
ー
マ
に
よ
っ

て
は
適
宜
、
加
盟
法
人
を
は
じ
め
社
会
に
広
く
情
報
発
信
を
行
う
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
他
の
四
つ
は
、
学
長
会
議
、
財
務・

人
事
担
当
理
事
者

会
議
、
教
学
担
当
理
事
者
会
議
、
監
事
会
議
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
四
つ
の
会
議
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
長
、
財
務・

人
事
担
当

理
事
、
教
学
担
当
理
事
、
監
事
を
主
体
と
す
る
の
に
対
し
、
理
事

長
会
議
を
運
営
す
る
幹
事
会
に
は
、
連
盟
の
会
員
法
人
の
理
事
長

ば
か
り
で
な
く
、
前
述
の
学
長
会
議
、
財
務・

人
事
担
当
理
事
者

会
議
、
教
学
担
当
理
事
者
会
議
、
監
事
会
議
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者

も
加
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
幹
事
会
の
構
成
は
、
理
事
長
会
議
が
２
０
０
９
年
に

連
盟
に
設
置
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
も
の
で
、
理
事
長
会
議
を
実
効

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
り
、
工
夫
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
理
事
長
は
学
校
法
人
経
営
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
と
は

小
特
集

大
学
改
革
と
Ｓ
Ｄ
義
務
化

学
長
人
材
は
育
つ
の
か
育
て
る
の
か

髙
祖 

敏
明
●
学
校
法
人
上
智
学
院
理
事
長
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い
え
、
そ
の
職
務
は
、
学
長
、
財
務・

人
事
担
当
理
事
、
教
学
担

当
理
事
な
ど
の
理
事
者
と
の
密
接
な
協
力
や
、
監
事
と
の
程
よ
い

協
力
関
係
な
し
に
は
果
た
せ
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
、
会
議
へ
の
参
加
者
も
会
員
法
人
の
理
事
長
が
多
い

も
の
の
、
理
事
長
を
支
え
て
い
る
専
務
理
事
、
常
務
理
事
、
事
務

長
な
ど
に
加
え
て
、
前
述
の
学
長
や
担
当
理
事
、
ま
た
監
事
の
姿

も
見
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
一
口
に
理
事
長
と
い
っ
て
も
、
そ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
大
学
で
教
員
と
し
て
、
あ
る
い
は

職
員
と
し
て
実
績
を
積
ん
で
理
事
長
に
上
り
詰
め
た
者
も
い
れ
ば
、

そ
の
大
学
の
卒
業
生
の
中
か
ら
民
間
企
業
や
法
曹
界
で
の
キ
ャ
リ

ア
を
買
わ
れ
て
抜
擢
さ
れ
た
者
、
法
人
設
立
の
母
体
と
な
っ
た
宗

門
を
代
表
す
る
人
物
な
い
し
そ
の
関
係
者
、
さ
ら
に
は
、
創
業
者

の
一
族
を
代
表
す
る
、
い
わ
ば
オ
ー
ナ
ー
理
事
長
も
い
る
と
い
う

具
合
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
理
事
長
会
議
は
、
そ
の
年
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
参
加

者
同
士
の
意
見
交
換
と
協
議
の
場
と
な
る
が
、
経
験
や
悩
み
の
分

か
ち
合
い
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交
わ
り
を
深
め
、
学
び
合
う
場

で
も
あ
る
。

　

以
下
、
昨
年
の
理
事
長
会
議
の
討
議
内
容
や
、
会
議
に
先
立
っ

て
81
の
会
員
法
人
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
述
内
容
（
以

後
、
回
答
）
を
勘
案
し
な
が
ら
、
学
長
の
選
任・

選
考
方
法
の
問

題
点
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

１　
２
０
１
５
年
度
理
事
長
会
議
の
趣
旨
と
背
景

　

２
０
１
５
年
度
の
理
事
長
会
議
は
、「
学
長
の
選
任・

選
考
方
法

の
あ
り
方
を
考
え
る

―
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
と
の
関
連

で

―
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
。
そ
こ
で
の
問
題
意
識
は
、

「
教
学
改
革
の
実
現
な
く
し
て
経
営
改
革
な
し
と
い
わ
れ
る
中
、
私

立
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
立
案
、
執
行
に
責
任

を
有
す
る
理
事
長
を
中
心
と
す
る
理
事
会
が
、
教
学
の
最
高
責
任

者
で
あ
る
学
長
の
選
任・

選
考
に
ど
う
関
わ
る
か
は
、
各
学
校
法

人
、
各
私
立
大
学
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
課
題
で

あ
る
」
と
い
う
基
本
認
識
に
あ
っ
た
。
回
答
の
中
に
も
、「
学
長
の

選
任
は
理
事
会
の
最
も
重
要
な
任
務
で
あ
る
」、「
学
長
の
責
任
と

権
限
が
重
要
性
を
増
し
、
特
に
学
長
が
中
心
に
な
っ
て
担
う
大
学

改
革
の
成
否
が
大
学
や
法
人
の
将
来
を
決
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
」
と
記
述
す
る
例
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
テ
ー
マ
設
定
の
背
景
に
、
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正

に
よ
る
学
長
の
教
授
会
に
対
す
る
権
限
の
強
化
、
お
よ
び
国
立
大

学
法
人
に
お
け
る
学
長
選
出
方
法
の
改
正
施
行
が
あ
っ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
実
際
に
、
文
部
科
学
省
は
高
等
教
育
局
長
と
研
究

振
興
局
長
と
の
連
名
で
、「
私
立
大
学
に
お
い
て
も
、
建
学
の
精
神

を
踏
ま
え
、
求
め
る
べ
き
学
長
像
を
具
体
化
し
、
候
補
者
の
ビ
ジ
ョ
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ン
を
確
認
し
た
上
で
決
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
学
校
法
人

自
ら
が
学
長
選
考
方
法
を
再
点
検
し
、
学
校
法
人
の
主
体
的
な
判

断
に
よ
り
見
直
し
て
い
く
こ
と
」
を
強
く
推
奨
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
応
じ
る
形
で
、「
国
立
大
学
の
運
営
に
お
け
る
教
授
会
の

機
能
に
弊
害
を
認
め
、
国
立
大
学
法
人
法
が
改
正
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
私
立
大
学
に
つ
い
て
も
、同
様
の
弊
害
を
避
け
る
べ
く
、同
一

方
向
の
改
定
に
示
唆
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
考
え
る
。
私
立
大
学

は
多
様
で
あ
る
が
、
今
の
ま
ま
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
く
な
い

大
学
の
変
革
は
困
難
で
あ
ろ
う
」、「
学
長
の
実
質
的
な
権
限
強
化

に
よ
り
、
私
立
大
学
も
現
行
制
度
で
学
長
を
選
任
す
る
こ
と
が
果

た
し
て
適
切
か
否
か
と
い
う
問
題
意
識
が
生
じ
、
自
己
改
革
と
し

て
制
度
を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
」
と
す
る
回
答
例
も
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
回
答
の
中
に
は
「
私
学
で
あ
る
以
上
、
国
立
大
学
法

人
の
学
長
選
任
方
法
に
倣
う
の
で
は
な
く
、
法
人
独
自
の
制
度
の

構
築
を
求
め
た
い
」、「
私
立
大
学
の
ベ
ー
ス
に
建
学
の
精
神・

理

念
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
責
任
を
持
つ
学
長
を
選
考
す
る
に

は
、
理
事
会
が
関
わ
る
制
度
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
私
学

自
身
の
主
体
性
や
理
事
会
の
役
割
を
強
調
す
る
意
見
も
多
く
見
ら

れ
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
の
理
事
長
会
議
は
、
現
行
の
学
長
選
任・

選
考
方

法
を
総
括
し
、
そ
の
問
題
点
、
改
革
の
方
向
性
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的

に
は
、
次
の
７
点
に
つ
い
て
会
員
法
人
か
ら
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
、
会
議
中
に
適
宜
そ
の
回
答
例
を
紹
介
し
な
が
ら
協
議
を

進
め
た
。

①�　

学
長
の
任
命
に
関
係
者
（
理
事
長
、
理
事
会
、
評
議
員
会
、

教
授
会
等
教
員
組
織
、
選
考
委
員
会
な
ど
、
院
長
ま
た
は
学
園

長
）
は
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
か
。

②�　

学
長
を
任
命
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
、「
選
挙
（
意
向
投
票
）」
を

実
施
し
て
い
る
か
。

③�　

実
施
し
て
い
る
場
合
、
投
票
権
を
持
つ
者
は
、
教
員
、
職
員

や
学
生
な
ど
の
ど
の
範
囲
か
。

④�　
「
選
考
委
員
会
な
ど
」
は
ど
の
よ
う
な
構
成
な
の
か
。

⑤�　

学
長
を
任
命
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
、
教
員
、
職
員
、
学
生
な
ら

び
に
学
外
者
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
。
そ
の
望
ま
し

い
あ
り
方
は
何
か
。

⑥�　

学
長
を
任
命
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
点
や
課
題
は
何
か
。

⑦�　

選
考・

選
定
さ
れ
た
最
終
候
補
者
と
、
最
終
的
に
決
定
さ
れ

任
命
さ
れ
た
学
長
と
が
乖
離
し
た
事
例
が
あ
る
か
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
本
特
集
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
を
摘

出
し
て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
私
立
大
学
の
一
大
特
性
は
そ
の
多
様

性
で
あ
る
。
例
え
ば
、
連
盟
の
加
盟
校
に
限
っ
て
も
、
一
方
で
学

長
と
理
事
長
を
同
一
人
物
が
担
う
場
合
が
あ
れ
ば
、
他
方
に
は
、

学
長
、
理
事
長
に
加
え
て
院
長
（
学
園
長
）
の
三
者
が
、
い
わ
ば
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鼎
立
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
学
長
が
理
事
長
を
兼
務
せ

ず
、
別
の
人
物
が
就
い
て
い
る
例
も
多
い
。
そ
の
実
情
を
、
回
答

を
寄
せ
た
81
法
人
に
つ
い
て
寄
付
行
為
の
定
め
に
基
づ
い
て
整
理

し
て
み
る
と
、「
学
長
は
理
事
長
を
必
ず
兼
務
す
る
」（
４
法
人
）、

「
学
長
は
理
事
長
を
兼
務
で
き
な
い
」（
13
法
人
）、「
学
長
は
理
事

長
を
兼
務
で
き
、
現
に
兼
務
し
て
い
る
」（
５
法
人
）、「
学
長
は
理

事
長
を
兼
務
で
き
る
が
、
現
在
は
兼
務
し
て
い
な
い
」（
59
法
人
）

と
な
る
。

　

こ
れ
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
理
事
長
職
に
あ
る
者
の
経
歴
の
多

様
性
も
加
わ
る
。
さ
ら
に
、
81
法
人
の
う
ち
、
学
長
選
考
に
際
し

て
何
ら
か
の
意
向
投
票
を
実
施
し
て
い
る
法
人
は
７
割
ほ
ど
で
、

理
事
会
の
承
認
の
も
と
、
理
事
長
の
任
命
に
よ
っ
て
学
長
を
選
出

す
る
法
人
は
約
３
割
に
及
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
こ
う
し
た
任
命
制
の
場
合
に
も
、
学
長
の
選
出
に
当
た
っ

て
は
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

２　
学
長
の
選
任・

選
考
に
関
わ
る
課
題
は
多
彩

　

こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
踏
ま
え
る
と
、「
私
立
大
学
は
規
模
や
経

営
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
多
種
多
様
で
あ
り
、
学
長
選
考
手
続
き
も
、

そ
の
強
み
を
発
揮
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方
が
あ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
」
と
い
う
回
答
例
に
、
全
体
意
見
が
集
約
さ
れ
そ
う
で
あ

る
。
だ
が
、
学
長
の
選
任・

選
考
に
関
わ
っ
て
は
、
回
答
を
通
読

し
て
み
る
と
、
多
く
の
法
人
に
共
通
す
る
課
題
が
あ
る
こ
と
も
示

さ
れ
た
。

　

第
一
に
、
学
長
の
選
任・

選
出
の
プ
ロ
セ
ス
と
理
事
長
や
理
事

会
の
方
針
や
役
割
と
の
間
に
、
少
な
か
ら
ず
乖
離
が
見
ら
れ
る
。

回
答
例
（
順
不
同
、
以
下
同
じ
）
で
は
、
以
下
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

①�　

本
学
の
学
長
は
、
教
学
の
関
係
者
（
教
員
お
よ
び
一
部
職
員
）

の
投
票
で
選
ば
れ
る
の
で
、
経
営
の
責
任
者
と
は
関
係
な
い
と

こ
ろ
で
選
出
さ
れ
る
。

②�　

最
終
的
な
任
命
権
は
理
事
長
に
あ
る
も
の
の
、
大
学
で
選
出

し
た
学
長
候
補
者
が
ほ
ぼ
自
動
的
に
次
期
学
長
と
な
り
、
大
学

の
意
向
が
強
く
反
映
す
る
き
ら
い
が
あ
る
。

③�　

改
革
の
方
向
性
や
必
要
性
の
判
断
は
、
理
事
会
と
教
職
員
で

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
、
改
革
を
推
進
す
る
学
長

が
、
教
職
員
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
二
期
目
に
選
任
さ
れ
な
い

可
能
性
が
あ
る
。

④�　

理
事
会
の
任
命
を
、
事
実
上
教
職
員
の
意
見
（
選
考
）
が
拘

束
し
て
い
る
。

⑤�　

大
学
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
、
理
事
会
に
推
薦
さ
れ

た
候
補
者
に
つ
い
て
、
大
学
と
理
事
会
と
の
間
に
意
見
の
相
違

が
あ
っ
た
場
合
は
、
再
度
大
学
に
候
補
者
の
選
定
（
選
挙
）
を

求
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
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が
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
と
深
く
関
わ
っ
て
、
第
二
に
、
投
票
を
実
施
し
て
学
長

を
選
任・
選
出
す
る
場
合
で
も
、
数
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①�　

学
長
の
任
命
は
専
任
教
員
の
み
を
有
権
者
と
す
る
投
票
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
選
挙
期
間
中
の
選
挙
活
動
な
ど
に
関
す
る
明
文
化

さ
れ
た
規
定
も
な
い
。
こ
う
し
た
限
ら
れ
た
投
票
権
者
に
よ
る

閉
鎖
的
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
学
長
選
任
は
、
大
学
経
営
に
対
す

る
関
係
者
の
関
与
意
識
を
弱
め
る
リ
ス
ク
を
伴
っ
て
い
る
。

②�　

本
学
の
教
授
歴
５
年
以
上
の
者
が
立
候
補
で
き
る
公
選
制
を

採
っ
て
い
る
が
、
運
用
は
各
学
部
で
教
授
を
選
任
す
る
手
続
き

を
と
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
来
の
建
学
の
理
念
に
基
づ
い
て
選

任
さ
れ
た
教
授
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

③�　

教
員
の
選
挙
で
選
考
す
る
場
合
、
投
票
権
の
行
使
に
伴
う
責

任
は
ど
う
担
保
す
る
の
か
、
お
そ
ら
く
は
よ
い
方
法
は
存
在
し

な
い
。
意
向
投
票
と
し
て
取
り
扱
っ
て
も
、
な
お
一
層
責
任
を

持
た
な
い
で
済
む
。

④�　
「
教
職
協
働
」
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
教
育
職
員
と
事
務
職
員

間
の
協
力
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、
第
二
次
選
挙
の
投

票
権
が
専
任
教
育
職
員
の
み
で
、
専
任
事
務
職
員
に
投
票
権
が

全
く
な
い
点
が
課
題
で
あ
る
。

⑤�　

投
票
権
を
持
つ
全
て
の
者
が
、
候
補
者
の
政
策
方
針
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
知
る
機
会
が
十
分
に
な
く
、
学
内
の
噂
話
で
最

終
候
補
が
選
ば
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

⑥�　

特
に
学
長
候
補
者
が
学
外
者
で
あ
る
場
合
、
評
価
や
判
断
が

難
し
い
。

⑦�　

推
薦
委
員
会
で
推
薦
さ
れ
た
者
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
候

補
者
が
３
人
以
上
揃
わ
な
い
た
め
、
選
挙
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

⑧�　

学
長
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
が
寄
付
行
為
で
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
候
補
者
が
限
定
さ
れ
、
絞
り
込
み
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

⑨�　

大
き
な
課
題
は
、
学
内
に
学
長
候
補
者
が
育
っ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

各
法
人
が
直
面
す
る
問
題
も
、
制
度
設
計
と
運
用
の
不
備
、
教

職
員
の
意
識
や
理
解
の
不
徹
底
、
学
長
人
材
の
不
足
な
ど
、
実
に

多
様
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
理
事
長
が
任
命
す
る
方
式
（
任

命
制
）
を
採
っ
て
い
る
場
合
に
も
、
次
の
よ
う
な
運
用
上
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

①�　

候
補
者
と
な
り
得
る
人
物
に
関
す
る
情
報
収
集
の
方
法

②�　

学
長
候
補
者
と
し
て
抜
擢
し
て
い
く
方
法

③�　

選
考
時
に
、
学
長
と
し
て
の
高
い
見
識
と
建
学
の
精
神
へ
の

理
解
度・
共
鳴
度
を
確
認
す
る
方
法
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④�　

学
長
候
補
者
へ
の
「
学
長
学
」
の
伝
授
、
な
い
し
育
成
の
方

法３　
改
善
へ
の
道
を
探
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み

　

第
四
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
、
教
職
員
の
意

向
確
認
や
参
画
と
理
事
会
の
適
切
な
関
与
と
の
間
の
調
和
を
、
い

か
に
担
保
す
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
例
も
多
い
。
そ
う
し
た
工
夫

は
、
以
下
の
よ
う
な
例
に
見
ら
れ
る
。

①�　

求
め
る
べ
き
学
長
像
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
選
考
組
織
が
事

前
に
示
し
、
候
補
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
認
し
た
上
で
学
長
選
考

を
実
施
す
る
。

②�　

選
考
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
理
事
者
や
教
員
以
外
に
職
員

も
含
め
、
構
成
比
は
理
事
者
が
過
半
数
と
す
る
。

③�　

意
向
投
票
（
ポ
ー
ル
）
を
実
施
し
、
こ
の
結
果
を
参
考
の
一

つ
に
し
て
理
事
会
が
最
終
候
補
者
を
決
定
す
る
が
、
教
職
員
は

投
票
行
為
を
選
挙
と
理
解
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
意
向
投
票

の
意
味
を
明
確
に
す
る
よ
う
務
め
る
。

④�　

改
正
学
校
教
育
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
職
員
を
投
票
に
参
加
さ

せ
る
な
ど
、
有
権
者
の
多
様
化
を
図
る
と
と
も
に
、
投
票
結
果

は
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
扱
う
な
ど
の
改
善
が
必
要
。

⑤�　

新
制
度
に
移
行
し
た
理
事
会
に
よ
る
選
考
で
は
、
意
向
投
票

の
結
果
を
６
割
、
残
り
４
割
は
行
動
能
力
を
重
視
す
る
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
評
価
表
に
割
り
振
っ
て
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
両

候
補
者
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
理
事
の
投
票
に
よ
っ
て
決
定

す
る
。

⑥�　

２
０
０
４
年
か
ら
理
事
会
が
主
導
す
る
学
長
選
考
方
法
で
あ

り
、
教
職
員
が
候
補
者
を
推
薦
で
き
る
が
、
推
薦
さ
れ
た
候
補

者
を
最
終
候
補
者
に
選
考
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
理
事

会
に
設
置
さ
れ
た
学
長
選
考
委
員
会
が
責
任
を
担
っ
て
い
る
。

⑦�　

学
長
候
補
者
の
推
薦
や
最
終
的
な
学
長
候
補
者
の
決
定
に
際

し
、
学
外
者
の
活
用
な
ど
、
幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ
る
工
夫

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

⑧�　

学
長
候
補
者
選
考
委
員
会
に
は
、
教
員
だ
け
で
な
く
学
外
者

を
加
え
た
い
し
、
職
員
や
一
部
学
生
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
決

定
し
た
い
。
ま
た
、
候
補
者
は
複
数
を
挙
げ
、
最
終
選
考
会
議

で
は
候
補
者
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
を
受
け
て
決
定
す
る
よ
う

に
し
た
い
。

⑨�　

今
後
は
、
学
内
に
お
け
る
候
補
者
の
育
成
と
学
外
か
ら
の
候

補
者
の
募
集
に
注
力
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
五
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
も
の
と
は
異
な
る
方
向
を
示
す

回
答
も
あ
る
。

①�　

大
学
は
教
員
と
い
う
「
個
人
事
業
主
」
の
集
団
で
あ
り
、
企

業
の
よ
う
に
（
配
転・

昇
格
遅
延
、
降
格
な
ど
の
）
人
事
権
を

ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
従
業
員
を
従
属
さ
せ
る
組
織
と
は
、
構
造
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が
大
き
く
異
な
る
。
選
考
会
議
な
ど
が
い
く
ら
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
あ
る
」
と
し
て
選
任
し
た
学
長
で
あ
っ
て
も
、
現
場
を
預

か
る
教
職
員
の
理
解
や
支
援・

協
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
改

革
は
頓
挫
す
る
。
要
は
選
考
方
法
の
い
か
ん
で
は
な
く
、
学
長

自
身
が
ど
こ
ま
で
改
革
に
情
熱
を
燃
や
す
か
、
そ
し
て
教
職
員

を
粘
り
強
く
説
得
し
支
援
協
力
を
得
て
い
く
か
で
は
な
い
か
。

②�　

学
長
就
任
後
、
支
持
集
団
の
意
向
に
左
右
さ
れ
ず
に
ガ
バ
ナ

ン
ス
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
発
揮
し
や
す
い
制
度
の
構
築
が
必
要
。

③�　

学
長
は
所
信
表
明
時
に
示
し
た
取
り
組
む
課
題
や
達
成
目
標

を
遂
行
し
、
評
価
組
織
に
お
い
て
中
間
評
価
や
最
終
評
価
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

④�　

学
長
と
し
て
の
業
績
評
価
や
罷
免
手
続
き
な
ど
も
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

⑤�　

学
長
選
挙
公
示
か
ら
学
長
任
命
に
至
る
ま
で
約
６
カ
月
間
を

費
や
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
大
学
全
体
の
業
務
が
停
滞
傾
向
に

な
る
。
大
学
運
営
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
た
め
に
も
、
期
間
の

短
縮
を
含
め
た
選
考
方
法
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

む
す
び
―
大
学
改
革
の
要
を
ど
う
定
め
る
か

　

過
日
、
大
阪
大
学
の
平
野
俊
夫
前
総
長
の
「
学
長
選
考
：
大
学

改
革
の
要
」
と
題
す
る
ご
講
演
を
拝
聴
し
た
（
21
世
紀
大
学
経
営

協
会
総
会
に
お
け
る
記
念
講
演
、
２
０
１
６
年
６
月
９
日
）。
平
野

先
生
は
、
ご
自
分
の
経
験
を
土
台
に
、
大
学
改
革
に
三
つ
の
問
題

点
が
あ
る
と
し
て
、「
学
長
人
材
育
成
」「
学
長
選
考
方
法
」「
大
学

人
の
意
識
改
革
」
を
挙
げ
ら
れ
、
学
長
選
び
こ
そ
大
学
改
革
の
要

と
強
調
さ
れ
た
。

　

学
長
人
材
育
成
に
関
わ
っ
て
は
、
日
本
で
は
大
学
運
営
人
材
を

本
気
で
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
が
未
整
備
の
た
め
、
こ
の
種
の
人
材

を
育
成
す
る
制
度
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
学
長
候
補
者
と
な
り

得
る
学
部
長
は
、
２
～
４
年
の
任
期
が
過
ぎ
れ
ば
教
授
職
に
戻
る

た
め
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
大
学
運
営
を
考
え
る
と
い
う

基
盤
が
醸
成
さ
れ
な
い
し
、
学
部
長
と
し
て
積
み
重
ね
た
大
学
運

営
の
経
験
が
有
効
に
生
か
さ
れ
な
い
。
そ
う
し
た
運
営
に
適
し
て

い
る
学
部
長
経
験
者
が
、
任
期
終
了
後
に
他
の
学
部
長
や
副
学
長

に
就
任
で
き
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
人
材

が
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
学
長
に
就
任
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
は

ど
う
か
と
提
案
さ
れ
た
。
他
方
、
山
本
清
東
京
大
学
教
授
の
記
事

（
日
本
経
済
新
聞
、
２
０
１
６
年
５
月
９
日
朝
刊
）
を
引
き
な
が

ら
、
大
学
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
大
学

経
営
の
プ
ロ
を
育
て
る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必

要
と
も
付
言
さ
れ
た
。

　

大
学
人
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
課
題
だ
と
認
め
な

が
ら
、
大
学
人
の
一
般
的
習
性
を
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
た
。

①�　

大
学
人
は
、「
社
会
」
よ
り
も
自
ら
の
専
門
に
没
頭
す
る
傾
向
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が
あ
る
。
高
度
な
研
究
を
行
う
上
で
は
大
変
重
要
な
要
素
で
、

尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
自
ら
の
専
門
を
学
長
選
考

に
反
映
す
べ
き
で
は
な
い
。

②�　

大
学
人
は
、
大
学
全
体
よ
り
も
自
ら
が
属
す
る
部
局
を
重
視

す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
か
く
自
ら
が
属
す
る
部
局

の
利
益
を
優
先
し
が
ち
で
、
大
学
の
組
織
改
革
に
対
し
て
は
保

守
的
で
現
状
維
持
を
志
向
す
る
傾
向
が
強
く
、
必
ず
し
も
大
学

全
体
の
発
展
を
考
慮
し
た
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
大
学
人
に
は
、
ま
ず
「
大
学
は
社
会
の
た
め
に
あ

る
」
と
い
う
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
大
学
を
良
く

す
る
の
は
構
成
員
一
人
一
人
の
努
力
で
あ
り
、
学
長
だ
け
で
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
所
属
す
る
部
局
や
専
門
領
域
に
限
ら
ず
、
大

学
全
体
の
こ
と
を
考
え
、
組
織
と
し
て
の
「
大
学
力
」
を
最
大
化

す
る
た
め
に
、
学
長
と
共
に
切
磋
琢
磨
す
る
と
い
う
自
覚
も
必
要

で
あ
る
。
こ
う
い
う
意
識
改
革
な
し
に
は
大
学
改
革
も
進
ま
な
い

し
、
学
長
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
確
立
さ
れ
て
も
、
学
内
外
の

最
適
任
者
が
学
長
に
選
出
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
だ
ろ
う

と
吐
露
さ
れ
た
。

　

平
野
先
生
の
お
考
え
に
従
う
と
、
大
学
改
革
の
要
は
学
長
選
び

に
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
最
適
任
者
の
選
出
は
極
め
て
難
し

く
、
選
任
さ
れ
た
教
授
が
即
、
学
長
と
し
て
の
任
務
に
応
え
る
の

も
難
し
い
。
学
長
選
考
方
法
の
改
善
と
と
も
に
、
大
学
人
の
意
識

改
革
と
、
学
長
な
ど
の
大
学
運
営
人
材
の
育
成
が
急
務
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
ご
発
言
は
国
立
大
学
を
念
頭
に
置

い
て
の
提
言
で
あ
る
。

　

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
私
学
で
あ
る
以
上
、
国
立
大
学
法

人
の
学
長
選
任
方
法
に
倣
う
の
で
は
な
く
、
法
人
独
自
の
制
度
の

構
築
を
求
め
た
い
」、「
私
立
大
学
の
ベ
ー
ス
に
建
学
の
精
神・

理

念
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
責
任
を
持
つ
学
長
を
選
考
す
る
に

は
理
事
会
が
関
わ
る
制
度
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
声
も

強
い
。
だ
が
、
平
野
先
生
の
ご
提
案
は
私
学
に
と
っ
て
も
示
唆
に

富
む
。
求
め
ら
れ
る
の
は
「
学
長
学
」
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
国
立
大
学
の
学
長
が
、
私
立
大
学
の
理
事
長
と
学
長
を
合
わ

せ
た
任
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
理
事
長
は
育
つ
の
か

育
て
る
の
か
と
い
う
問
い
も
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
ろ

う
。�
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１�　
専
門
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｐ
Ｄ
Ｐ
）の
開
発・

展
開�

―
第
１
期
か
ら
第
２
期
へ

　

東
北
大
学
大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
：Center for 

Professional D
evelopm

ent

）
は
、
２
０
１
０
年
３
月
に
教
育

関
係
共
同
利
用
拠
点
の
認
定
を
受
け
た
。
爾
来
、「
国
際
連
携
を
活

用
し
た
大
学
教
育
力
開
発
の
支
援
拠
点
」（
第
１
期
：
２
０
１
０
～

２
０
１
４
年
度
）、「
知
識
基
盤
社
会
を
担
う
専
門
教
育
指
導
力
育

成
拠
点

―
大
学
教
員
の
キ
ャ
リ
ア
成
長
を
支
え
る
日
本
版
Ｓ
ｏ

Ｔ
Ｌ
の
開
発
」（
第
２
期
：
２
０
１
５
年
度
～
）
と
し
て
活
動
の

テ
ー
マ・

目
標
を
掲
げ
、
専
門
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｐ
：

Professional D
evelopm

ent Program

）
の
開
発
を
推
進
し
て

き
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｐ
は
、
大
き
く
⑴
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
高
等
教
育

リ
テ
ラ
シ
ー
、
専
門
教
育
指
導
力
、
学
生
支
援
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
の
４
分
野
）
と
、
⑵
キ
ャ
リ
ア
対
象
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成

さ
れ
る
、
大
学
教
職
員
の
専
門
性
向
上
を
目
指
し
た
い
わ
ゆ
る
Ｆ

Ｄ・

Ｓ
Ｄ
の
総
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
「
キ
ャ
リ
ア
対
象
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
第
１
期

に
開
発・

提
供
し
た
の
は
、
①
今
後
大
学
教
員
を
目
指
す
大
学
院

生・

ポ
ス
ド
ク
を
対
象
と
す
る
「
大
学
教
員
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

後
、
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
」、
②
新
任
教
員
を
対
象
と
す
る
「
新
任
教
員
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
以
後
、
Ｎ
Ｆ
Ｐ
）」、
③
大
学
教
育
開
発
や
運
営
に
責
任

を
負
う
中
堅
か
ら
シ
ニ
ア
の
教
職
員
向
け
の
「
大
学
教
育
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
後
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
）」、
④
若
手
や
中
堅
職
員
を

対
象
と
す
る
「
大
学
職
員
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）」
と

い
っ
た
対
象
や
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
、
Ｎ
Ｆ
Ｐ
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
米
国・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、
豪
州・

メ

ル
ボ
ル
ン
大
学
、
カ
ナ
ダ・

ク
ィ
ー
ン
ズ
大
学
と
の
国
際
連
携
の

下
で
開
発
と
改
善
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

小
特
集

大
学
改
革
と
Ｓ
Ｄ
義
務
化

高
等
教
育
を
担
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
―
東
北
大
学
の
挑
戦

杉
本 

和
弘
●
東
北
大
学
高
度
教
養
教
育・

学
生
支
援
機
構
教
授
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第
２
期
に
入
っ
た
現
在
も
漸
進
的
に
改
良
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、

年
々
変
化
す
る
環
境
や
受
講
者
ニ
ー
ズ
に
常
に
配
慮
し
な
が
ら
、

き
め
細
か
く
感
応
性
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
運
営
を
実
施

し
て
い
る
（
大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
各
年
度
拠
点
事
業
報
告
書
）。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
、
あ
る
い
は
単
独
で
提

供
さ
れ
る
Ｐ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
の
多
く
は
、
実
施
後
に
Ｐ
Ｄ
Ｐ
オ
ン
ラ

イ
ン
（
専
門
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
動
画
配
信
サ
イ
ト　

http://
w

w
w

.ihe.tohoku.ac.jp/CPD
/PD

Ponline/

）
に
お
い
て
動
画

配
信
し
、
広
く
活
用
に
供
し
て
い
る
（
２
０
１
６
年
３
月
現
在
、

36
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
）。
最
近
で
は
一
部
の
教
育
機
関
で
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
用
教
材
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｐ
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
織
的
に
活
用
す
る

事
例
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

　

教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点
と
し
て
第
２
期
に
入
っ
た
現
在
は
、

前
述
の
既
存
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
的・

発
展
的
に
展
開
す
る
と
と

も
に
、
前
述
の
と
お
り
、
新
た
に
「
専
門
教
育
指
導
力
育
成
」
の

推
進
も
掲
げ
、
英
語
や
中
国
語
、
数
理
科
学
の
授
業
担
当
者
を
対

象
と
す
る
専
門
教
育
指
導
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
）
の
開

発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
（
図
表
１
）。

　

第
２
期
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
変
化
は
、
第
１
期
の
経

験
を
踏
ま
え
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
を
改
編
し
て
新
た
に
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｌ
Ａ
Ｄ
：Leadership for 

図表１　第２期のキャリア対象別プログラム一覧

大学教員準備
プログラム（PFFP）

・対象：大学院生・ポスドク
・「大学教員を目指すあなたに」

新任教員
プログラム（NFP）

・対象：新任教員
・「大学のこれからを担うフロントランナーに」

アカデミック・リーダー
育成プログラム（LAD）

・対象：教育マネジメントに携わっている教職員など
・「大学変革を担うアカデミック・リーダーに」

大学職員能力開発
プログラム（SDP）

・対象：大学職員（若手・中堅）
・「大学教育の運営力を高める」

専門教育指導力育成
プログラム（DTP）

・対象：英語・中国語・数理科学の授業担当者
・「競争力の基盤となる専門教育指導力を獲得する」
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A
cadem

ic D
evelopm

ent Certificate Program

）」
の
開
発・

提
供
を
開
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
経
緯
と
こ
れ
ま
で

の
取
組
状
況
を
中
心
に
述
べ
た
い
。

２　
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
か
ら
Ｌ
Ａ
Ｄ
へ

　

そ
も
そ
も
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
（Educational M

anagem
ent and 

Leadership Program
 for H

igher Education Innovation

）

は
、
カ
ナ
ダ・

ク
ィ
ー
ン
ズ
大
学
の
協
力
を
得
て
２
０
１
１・

２

０
１
２
年
度
の
２
年
に
わ
た
っ
て
単
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
試

行
的
に
開
発・

提
供
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
経
験

を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
２
年
間
で
１
２
０
時
間
以
上

を
学
ぶ
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム（
学
校
教
育
法
１
０
５
条
に
基
づ

く
）に
拡
充・

発
展
さ
せ
た
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
対
象
者
は
、
各
教
育
機
関
な
ど
で
大
学
教
育
の
開

発・

改
善・

運
営
に
責
任
を
担
う
（
あ
る
い
は
、
近
く
担
う
立
場

に
な
る
）
中
堅
か
ら
シ
ニ
ア
の
教
職
員
で
あ
り
、
現
場
で
の
多
忙

な
職
務
を
抱
え
な
が
ら
２
年
間
に
１
２
０
時
間
の
学
習
を
行
う
こ

と
は
、
当
然
、
少
な
か
ら
ぬ
負
荷
が
か
か
る
。
そ
う
し
た
状
況
を

前
提
に
、
少
し
で
も
効
率
的
な
受
講
を
可
能
と
す
べ
く
、
２
年
間

で
５
回
（
５
段
階
）
の
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
仙

台
開
催
が
４
回
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
大
学
研
修
１
回
）
で
構
成
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
、「
高
等
教
育
基
礎

セ
ミ
ナ
ー
」「
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
に
よ
っ
て
基

本
的
な
知
識・

技
能
を
修
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
課

題
研
究
と
し
て
、
各
受
講
者
が
現
場
で
取
り
組
ん
で
い
る
改
革
課

題
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
議
論
を

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ

の
特
徴
は
、
大
学
教
育
や
組
織
の
開
発・

改
善
に
つ
い
て
高
い
見

識
を
有
し
、
か
つ
経
験
豊
か
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
３
名
）
を
招
聘

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
コ
メ
ン
ト
や
議
論
の
活
性
化
、
受
講

者
と
の
１
対
１
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け
た

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
は
受
講
者
（
教
員
４
名
、
職
員
４
名
の

計
８
名
）
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
的
確
な
コ
メ
ン
ト・

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、

教
職
員
の
垣
根
を
越
え
た
受
講
者
同
士
の
議
論
に
対
す
る
満
足
度

が
高
く
、「
同
僚
的
な
関
係
性
」
が
築
か
れ
る
中
で
新
た
な
知
見・

ア
イ
デ
ア
の
獲
得
や
成
長
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
が
、
受
講
者
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
受
講
者
は
全
国
各
地
の

設
置
形
態
や
規
模・

使
命
の
異
な
る
大
学
か
ら
参
加
し
て
い
た
が
、

受
講
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
相
互
訪
問
に
よ
る
交
流
を
続
け
て
お
り
、
Ｅ

Ｍ
Ｌ
Ｐ
が
全
国
の
大
学
教
育
開
発
担
当
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
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や
、
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
一
役
買
っ
た
と
見
て
よ
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
受
講
修
了
後
の
行
動
変
容
や
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
て
追
跡
し
て
お

り
、
少
し
長
い
目
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
見
て
い
く
予
定
で
あ

る
（
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
報
告
書
は
近
刊
予
定
）。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
一
定
の
成
果
を
収
め
た
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
で
あ
る
が
、

国
内
外
の
高
等
教
育
の
状
況
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
ニ
ー
ズ
変
化
、

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
提
供
プ
ロ
セ
ス
で
得
ら
れ
た
知
見
や
情
報
を

踏
ま
え
た
改
善
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
２
０
１

５
年
度
か
ら
は
新
た
な
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
Ｌ
Ａ
Ｄ
を

開
発
す
る
こ
と
と
し
た
。
特
に
近
年
、
機
関
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
、
戦
略
的
運
営
の
た
め
の
意
思
決
定
能
力
の

向
上
と
い
っ
た
、
高
等
教
育
の
質
保
証
や
運
営・
経
営
に
携
わ
る

高
度
な
人
材
育
成
の
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

か
か
る
能
力
を
有
す
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

３�　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の�

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
造

　

そ
れ
で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
と
比
較
し
て
、
Ｌ
Ａ
Ｄ
は
い
か
な
る
点

に
特
徴
を
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
か
。

　

Ｌ
Ａ
Ｄ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
造
は
図
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
①

セ
ミ
ナ
ー・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
②
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
、
③
国
内・

海
外
大
学
調
査
、
④
課
題
研
究

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
Ｌ
Ａ
Ｄ
は
、
前

述
の
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
の
構
造
を
基
本
的
に
踏
襲
し
、
受
講
者
評
価
の
高

か
っ
た
構
成
要
素
（
例
え
ば
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
や
海
外
研
修
）図表２　LADのプログラム構造

1 2
4 3

議論と対話を通して
新たな視点を
獲得する

プレゼン
テーション・
コンサル
テーション

国内・海外
大学調査

セミナー・
ワークショップ

課題研究

高等教育に関する
知識・技術を
修得する

アカデミック・リーダーアカデミック・リーダー

リフレクションと
実践を通して改革案の
実現可能性を高める

先進的事例の
成果と課題に学ぶ

小特集●大学改革とＳＤ義務化
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は
継
承
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
知
識・

能
力・

態
度
な
ど
を
修
得
で
き
る
よ
う
、

以
下
の
改
良
を
加
え
た
。

１ 

．「
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
関
す
る
科
目
群
を
16
時
間

（
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
で
は
12
時
間
）
に
拡
張
す
る
と
と
も
に
，
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ

で
は
明
示
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
高
等
教
育
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
に
関
す
る
科
目
群
を
新
設
し
、
12
時
間
分
を
学
習
で
き
る

よ
う
に
構
造
化
し
た
。

２ 

．
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
で
は
１
年
目
に
実
施
し
て
い
た
海
外
大
学
調
査
（
カ

ナ
ダ・

ク
ィ
ー
ン
ズ
大
学
に
１
週
間
滞
在
）
を
２
年
目
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
１
年
目
に
は
国
内
大
学
調
査
を
組
み
入
れ
、

受
講
者
の
課
題
に
即
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
国
内
の
先
行
事

例
を
（
日
本
語
で
）
調
査
す
る
機
会
と
し
た
。

３ 

．
前
記
２
点
の
実
施
を
通
し
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
で
は
ク
ィ
ー
ン
ズ

大
学
で
行
っ
て
い
た
知
識・

技
能
の
提
供
部
分
を
で
き
る
限
り

日
本
国
内
で
の
実
施
に
切
り
替
え
、
高
等
教
育
に
お
け
る
中
堅・

シ
ニ
ア
人
材
の
専
門
性・

能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発・

提

供
の
国
内
化
を
推
進
し
た
。

　

Ｌ
Ａ
Ｄ
は
、
こ
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
科
目
群
を
拡
充
し
、
１
年
目
に
国
内
大

学
調
査
も
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
が
質
量

と
も
に
充
実
し
、
総
学
習
時
間
も
１
４
０
時
間
以
上
と
な
っ
た
。

こ
れ
だ
け
の
学
習
を
通
し
て
Ｌ
Ａ
Ｄ
が
目
指
す
の
は
、
受
講
者
が

設
定
し
た
改
革
課
題
を
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
他
の
受
講
者
と
の
議
論
を
通
じ
て
「
改
革
案
」
へ

と
錬
成
し
、
そ
の
実
行
可
能
性
と
有
効
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
で

あ
る
（
具
体
的
な
セ
ミ
ナ
ー
内
容
は
以
下
の
リ
ン
ク
を
参
照
い
た

だ
き
た
い　

http://w
w

w
.ihe.tohoku.ac.jp/CPD

/lad

）。

　

も
と
よ
り
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー
ダ
ー
」
を
い
か
に
定
義
す

る
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
大
学
職
員
の
専
門
職
化

や
Ｓ
Ｄ
義
務
化
が
議
論
さ
れ
る
一
方
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
に
お
い
て
教
員・

職
員
が
膝
詰
め
で
行
う
議
論・

対
話
の
も
た
ら
す
創
発
的
効
果
が

見
ら
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
Ｌ
Ａ
Ｄ
で
は
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー

ダ
ー
＝
教
員
」
と
い
う
単
純
な
構
図
は
避
け
、
対
象
は
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ

と
同
様
に
中
堅
か
ら
シ
ニ
ア
の
教
職
員
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
具

体
的
な
達
成
目
標
と
し
て
以
下
の
六
つ
を
設
定
し
た
。

① 　

高
等
教
育
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
と
最
先
端
の
動
向
を
理
解

す
る

② 　

具
体
的・

現
実
的
な
問
題
を
分
析
し
、
背
景
に
あ
る
原
因
構

造
を
抽
出
す
る

③ 　

機
関・
分
野
の
特
性
や
資
源
を
視
野
に
入
れ
、
多
様
な
解
決

ア
プ
ロ
ー
チ
を
知
る
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④ 　

機
関・

分
野
の
特
性
や
資
源
を
視
野
に
入
れ
、
最
適
な
改
革

案
を
策
定
す
る

⑤ 　

改
革
案
を
実
施
し
、
そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
課
題
を
把
握
す
る

⑥ 　

関
連
す
る
諸
活
動
を
通
じ
て
、
協
働
し
て
課
題
に
取
り
組
む

た
め
の
組
織
的
能
力・
問
題
解
決
能
力
を
獲
得
す
る

　

こ
れ
ら
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
Ｌ
Ａ
Ｄ
で
は
２
年
間

に
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
４
回
（
仙
台
開
催
）
と
国
内
大
学
調
査
（
３

大
学
か
ら
１
大
学
選
択
）・

海
外
大
学
調
査
（
カ
ナ
ダ・

ク
ィ
ー
ン

ズ
大
学
）
を
各
１
回
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
構
造
化
す

る
と
図
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
り
、
知
識・

技
術
の
獲
得
、
他
者
と
の
議
論・

対
話
、
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
（
振
り
返
り
）、
現
場
で
の
実
践
が
促
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５・

２
０
１
６
年
度
の
Ｌ
Ａ
Ｄ
は
、
教
員
７
名・

職
員

２
名
の
計
９
名
（
東
北
大
学
４
名
、
公
立
大
学
３
名
、
私
立
大
学

２
名
）
の
参
加
を
得
て
、
現
在
２
年
目
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｌ
Ａ
Ｄ
で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ｐ
受
講
者
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
集
中

セ
ミ
ナ
ー
時
に
受
講
者
だ
け
の
フ
ラ
ン
ク
な
情
報
交
換
の
場
と
し

て
「
ピ
ア・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
け
た
り
、
集
中
セ
ミ
ナ
ー

以
外
に
も
面
談
や
ス
カ
イ
プ
に
よ
る
受
講
者
支
援
を
強
化
し
た
り

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
は
、
座
学
に
よ
る
知
識
獲
得
、
先
達
者
か
ら
の
助

言
、
仲
間
と
の
闊
達
な
議
論
、
実
地
調
査
な
ど
多
様
な
経
験
が
必

要
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
は
実
現
が
か
な
わ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

Ｌ
Ａ
Ｄ
は
一
つ
の
実
験
で
あ
り
挑
戦
で
あ
る
。
い
か
な
る
効
果
を

挙
げ
ら
れ
る
の
か
、
継
続
的
に
観
察
し
つ
つ
、
そ
の
成
果
を
発
信

し
て
い
き
た
い
。 

図表３　LADの実施サイクル

セミナー・
ワークショップ
（ISTU視聴）

知識・技術を獲得

プレゼンテー
ション・コン
サルテーション

議論と対話

国内・海外
大学調査 先行事例から学ぶ

課題研究 リフレクション
と実践
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今
回
の
「
大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」（
２
０

１
６
年
３
月
31
日
公
布
）
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
（
以
後
、
Ｓ
Ｄ
）
が
義
務
化
さ
れ
る
。

　

こ
の
改
正
で
は
、「
Ｓ
Ｄ
に
は
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）
を
含
め
な
い
こ
と
」
を
明
示
し
、
Ｓ
Ｄ
の
対
象

を
「
事
務
職
員
の
ほ
か
、
教
授
な
ど
の
教
員
や
学
長
な
ど
の
大
学

執
行
部
、
技
術
職
員
な
ど
も
含
ま
れ
る
こ
と
」
と
し
、
Ｓ
Ｄ
に
よ
っ

て
大
学
全
体
の
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
と
は
、
職
員
の
職
能
開
発
、
す
な
わ
ち
「
職
員
が
大
学
な

ど
の
運
営
に
必
要
な
知
識
、
技
能
を
身
に
付
け
、
能
力
、
資
質
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
研
修
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
職
員
が
知
識
、

技
能
を
修
得
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
職
員

が
組
織
を
俯
瞰
し
て
自
分
自
身
の
位
置
を
認
識
し
、
そ
の
役
割
を

明
確
に
し
な
い
限
り
、
主
体
的
に
運
営
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要

な
能
力
や
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
組
織

図
を
用
い
て
職
員
が
自
分
自
身
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、

効
果
的
な
Ｓ
Ｄ
が
実
施
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
組
織
図
と
は
な
に
か
？　

学
校
法
人
経
営
の
中
で
、

権
限
と
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
必
要
な
組
織
図
に
つ
い
て
、

十
数
年
か
け
て
試
行
錯
誤
し
て
き
た
。
組
織
図
と
は
「
組
織
体
の

構
造
を
示
す
図
」
と
で
も
定
義
す
れ
ば
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

法
人
内
の
規
程
の
整
備
や
日
々
の
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

応
じ
て
求
め
ら
れ
る
組
織
図
が
異
な
る
た
め
、
一
言
で
定
義
す
る

の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。

　

今
回
、
二
度
に
わ
た
る
法
人
合
併
の
際
に
、
理
解
し
や
す
い
組

織
図
の
作
成
を
せ
ま
ら
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典 

小
項
目
事
典
』
に
は
「
組
織
の

部
門
の
編
成
、
職
位
の
相
互
関
係
や
責
任
と
権
限
の
分
担
の
系
列
、

指
揮
、
命
令
の
系
統
な
ど
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
組
織
の
構
造

小
特
集

大
学
改
革
と
Ｓ
Ｄ
義
務
化

学
校
法
人
に
お
け
る
組
織
図
の
あ
り
方

佐
野 

浩
一
●
学
校
法
人
大
阪
医
科
薬
科
大
学
常
務
理
事
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を
図
で
示
し
た
も
の
。
部
門
や
機
関
の
名
称
だ
け
を
記
し
、
単
に

機
構
だ
け
を
示
す
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
（
機
構
図
）、
職
位
と

職
位
と
の
間
の
指
揮
、
命
令
系
統
を
示
す
も
の
（
指
揮
、
命
令
系

統
図
）
や
、
各
部
門
で
分
業
す
る
業
務
の
内
容
な
ど
を
記
載
し
た

も
の
も
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
大
百
科
全
書
』

で
は
「
組
織
の
構
造
を
具
体
的
に
図
示
し
た
も
の
。
図
示
の
内
容

に
よ
り
、
機
構
図
、
機
能
図
、
指
揮
系
統
図
の
３
種
に
分
け
ら
れ

る
。
経
営
学
に
お
い
て
は
、
機
構
図
は
部
課
係
な
ど
の
部
門
構
成

を
示
す
も
の
、
機
能
図
は
機
構
図
に
各
部・

課・

係
な
ど
の
部
門

の
分
掌
事
項
を
あ
わ
せ
て
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
指
揮
系
統
図

は
全
て
の
職
位
を
指
揮
系
統
関
係
で
示
し
た
も
の
で
、
高
度
な
も

の
は
、
命
令
関
係
、
機
能
的
指
示
関
係
、
助
言
関
係
な
ど
を
区
別

し
、
実
線
、
点
線
な
ど
を
用
い
て
相
互
の
関
係
が
表
示
さ
れ
る
。

（
森
本
三
男
）」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
世
界
大
百
科
事
典 

第

２
版
』
に
は
「
経
営
組
織
の
構
造
を
図
表
化
し
た
も
の
。
職
位
明

細
書
ま
た
は
職
務
権
限
明
細
書
と
並
ん
で
組
織
便
覧
の
中
心
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
職
能
関
係
の
構
造
お
よ
び
職
位
の
権
限
関
係
の

全
貌
を
鳥
瞰
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
然
そ
れ
に

は
、
明
り
ょ
う
性
、
正
確
性
が
求
め
ら
れ
る
。
組
織
図
は
そ
の
内

容
に
よ
り
機
構
図
、
指
揮
系
統
図
、
機
能
図
に
分
け
ら
れ
る
が
、

注
意
を
要
す
る
の
は
、〝
組
織
〟
と
こ
の
組
織
図
と
の
関
係
で
あ

る
。
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

説
明
さ
れ
て
お
り
、
場
面
に
よ
っ
て
組
織
図
を
使
い
分
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。

　

大
学
な
ど
の
運
営
に
お
い
て
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
の
原
因

は
、
組
織
図
の
取
り
違
え
に
よ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、

Ｓ
Ｄ
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
し
、
大
学
な
ど
の
運
営
を
円
滑
に

す
る
た
め
に
必
要
な
機
構
図
、
指
揮
系
統
図
、
機
能
図
の
概
説
を

試
み
た
い
。

１　
機
構
図

　

機
構
図
は
、
そ
の
組
織
に
あ
る
施
設
や
部
署
の
関
係
を
示
す
も

の
で
、
学
校
法
人
に
お
い
て
は
、
私
立
学
校
法
に
根
拠
を
も
つ
法

人
と
、
学
校
教
育
法
な
ど
を
根
拠
と
す
る
学
校
や
そ
の
他
の
法
律

あ
る
い
は
規
則
を
根
拠
と
す
る
附
属
施
設
な
ど
の
関
係
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
法
人
と
各
施
設
や
各
部
署
を
結
ぶ

線
上
に
は
、
根
拠
と
な
る
法
律
や
部
署
の
設
置
規
則
な
ど
を
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

医
学
部
附
属
病
院
を
設
置
す
る
学
校
法
人
の
よ
う
に
、
学
校
教

育
法
以
外
の
法
律
に
基
づ
く
施
設
を
設
置
す
る
法
人
に
お
い
て
は
、

特
に
機
構
図
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

附
属
病
院
は
医
療
法
に
基
づ
い
て
法
人
が
設
置
す
る
医
療
施
設
で
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あ
る
が
、
一
方
で
文
部
科
学
省
令
に
相
当
す
る
大
学
設
置
基
準
で

は
医
学
部
の
附
属
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
附
属

病
院
は
患
者
の
た
め
の
医
療
施
設
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
優
先

さ
れ
、
学
校
法
人
が
医
療
法
に
基
づ
い
て
開
設
し
た
医
療
施
設
は
、

あ
く
ま
で
医
学
部
の
教
育
研
究
に
協
力
す
る
附
属
施
設
と
考
え
る

べ
き
で
、
機
構
図
の
中
で
大
学
の
下
流
に
記
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
こ
れ
は
、
附
属
病
院
の
医
師
と
し
て
医
療
に
当
た
る
医
学
部

の
教
員
が
、
そ
の
時
々
の
立
場
を
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
も
の
な

の
か
、
医
療
法
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
な

ど
に
役
立
つ
。

２　
指
揮
系
統
図

　

指
揮
系
統
図
は
、
そ
の

組
織
の
各
職
位
の
関
係
を

示
す
も
の
で
、
学
校
法
人

に
お
い
て
は
、
理
事
長
を

頂
点
と
す
る
職
位
の
階
層

構
造
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
法
人
で
雇
用
す

る
者
は
全
て
な
ん
ら
か
の

形
で
理
事
長
と
繋
が
る
線

で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ

の
線
上
に
は
法
人
の
規
則

な
ど
を
明
記
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
各
職
位

を
結
ぶ
線
は
上
位
者
か
ら

下
位
者
へ
の
権
限
委
譲
を

伴
う
も
の
で
、
そ
の
権
限

は
規
則
な
ど
の
み
な
ら
ず
、

指
令
書
や
口
頭
指
令
も
含

む
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

（私立学校法） 学校法人

（
医
療
法
）

附 

属 

病 

院

大

　
　学

高
等
学
校

（
学
校
教
育
法
）

学

　部

（
学
校
教
育
法
）

図
書
館

（
大
学
設
置
基
準
）

（
大
学
設
置
基
準
）

保
健
室

（
学
校
安
全
保
健
法
）

保
健
室

（
学
校
安
全
保
健
法
）

図
書
室

（
図
書
館
法
）

（
学
校
教
育
法
）

理事長

教　諭

センター長

学部長 図書館長

校　長

講　師

副病院長 副校長
教　頭

診療科長 センター長 研究科長

事務局長

担当理事 担当理事 担当理事
事務長 事務長病院長 学　長

課長・師長

部　長

事務長

副理事長

常務理事

機構図のイメージ

指揮系統図のイメージ
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る
。
起
案
や
報
告
の
主
た
る
ル
ー
ト
は
、
各
職
位
を
結
ぶ
線
を
下

位
者
か
ら
上
位
者
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
発
せ
ら
れ
る
文
書
に
は
「
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
を
強
調
す
る
も
の
が
多
く
、
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る

「
学
長
」
と
学
校
法
人
に
お
け
る
「
学
長
」
の
位
置
付
け
が
異
な
る

こ
と
を
十
分
に
認
識
し
な
い
と
混
乱
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
考
え
る
場

合
に
は
、
指
揮
系
統
図
が
役
立
つ
。

３　
機
能
図

　

機
能
図
は
、
各
部
署
間
の
連
絡・

相
談・

調
整
を
行
う
た
め
の
委
員
会
や
会
議
、
さ

ら
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
務
活
動
を
行
う
部

署
や
チ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
関
係
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
機
能
図
は
、
実

際
に
即
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
更
新
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
日
々
の
活
動
の
中

で
常
に
見
直
し
を
行
い
、
現
場
で
の
業
務

の
重
複
を
防
ぐ
あ
る
い
は
欠
損
を
補
う
た

め
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

そ
の
特
性
上
、
機
能
図
は
法
人
全
体
を
網
羅
し
て
作
る
こ
と
は

難
し
く
、
実
際
的
に
は
実
務
課
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
作
成

す
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

過
去
に
、
機
構
図
、
指
揮
系
統
図
お
よ
び
機
能
図
を
一
つ
の
図

で
表
そ
う
と
し
た
た
め
、
施
設
名
、
部
署
名
、
委
員
会
名
、
役
職

名
な
ど
が
混
在
し
た
難
解
な
組
織
図
を
作
成
し
た
経
験
が
あ
り
、

一
つ
の
組
織
図
で
全
て
を
表
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。

　

学
校
法
人
内
で
起
こ
る
混
乱
の
一
因
が
組
織
図
に
あ
る
こ
と
は

少
な
く
な
い
。
二
度
の
法
人
合
併
を
経
験
し
た
本
法
人
で
は
、
適

切
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
組
織
図
へ
の
理
解
を
深
め

る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
今
後
は
適
切
な
組
織
図
を
用
い
て
、
今

回
の
大
学
設
置
基
準
等
の
改
正
で
義
務
付
け
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
を
よ
り

効
果
的
な
も
の
と
し
、
職
員
が
主
体
的
に
大
学
な
ど
の
運
営
に
参

画
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
浅
薄
な
経
験
を
も
と
に
、
Ｓ
Ｄ
を
念
頭
に
お
い
て
、
組

織
図
の
あ
り
方
を
機
構
図
、
指
揮
系
統
図
、
機
能
図
に
分
け
て
考

察
し
、
学
校
法
人
が
よ
り
一
層
発
展
す
る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
、

本
法
人
の
総
務
部
の
協
力
を
得
て
本
稿
を
ま
と
め
た
。
読
者
の
皆

様
の
ご
意
見
や
ご
指
摘
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

教授会

調整チーム

Ａに関する委員会

ワーキンググループ ワーキンググループ

Ｂに関する委員会

機能図のイメージ
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は
じ
め
に

　

私
立
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
郊
外
か
ら
都
心
部
に
移
す
動
き
が

全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
少
子
化
な
ど
を
背
景
に
大
学
間
の
生
き

残
り
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
学
生
獲
得
の
た
め
に
便
利
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
主
た
る
ね
ら
い
の
よ
う
で
あ
る
。
首
都
圏
と

近
畿
圏
で
は
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
前
後
に
相
次
い
で
成
立

し
た
工
業
（
場
）
等
制
限
法
で
大
規
模
な
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
が
制

限
さ
れ
、
郊
外
移
転
が
進
ん
だ
。
し
か
し
２
０
０
２
年
に
同
法
が

廃
止
さ
れ
、
18
歳
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
「
２
０
１
８
年
問
題
」

が
迫
る
と
、
一
転
し
て
都
心
回
帰
の
流
れ
が
強
ま
っ
た
。
近
年
、

首
都
圏
で
も
私
立
大
学
の
都
心
回
帰
は
加
速
し
、
既
に
40
前
後
の

キ
ャ
ン
パ
ス
が
移
転
し
た
。

　

明
治
大
学
は
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
の
場
所
に
14

階
建
て
ビ
ル
を
新
設
。
２
０
１
３
年
春
、
総
合
数
理
学
部
を
新
設

す
る
と
と
も
に
国
際
日
本
学
部
を
東
京
都
杉
並
区
の
和
泉
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
移
転
さ
せ
た
。
青
山
学
院
大
学
は
２
０
１
３
年
度
か
ら
、

神
奈
川
県
相
模
原
市
で
学
ん
で
い
た
文
系
の
１・

２
年
生
を
東
京・

青
山
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
約
し
た
。
大
学
誘
致
に
取
り
組
む
足
立

区
に
は
２
０
０
６
年
以
降
、
東
京
未
来
大
学
、
帝
京
科
学
大
学
、

東
京
電
機
大
学
の
３
大
学
が
進
出
し
た
。

　

関
西
で
は
、
同
志
社
大
学
、
龍
谷
大
学
、
立
命
館
大
学
な
ど
で

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
が
あ
り
、
ま
た
名
古
屋
市
で
も
、
南
山
大
学
、

愛
知
学
院
大
学
、
愛
知
大
学
、
名
城
大
学
な
ど
で
学
部
移
転
や
新

設
の
動
き
が
相
次
い
だ
。
本
稿
で
は
全
国
的
な
動
き
の
中
で
首
都

圏
を
中
心
に
話
を
進
め
る
。

１　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
本
来
の
姿

　

一
般
に
、
大
学
の
移
転・

進
出
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
。
確
保
す
べ
き
土
地
は
広
大
な
も
の
と
な
る
し
、
資
金
計
画

岡
本 

史
紀
●
芝
浦
工
業
大
学
名
誉
教
授

私
立
大
学
の
都
心
回
帰
続
々
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も
綿
密
に
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
周
辺
環
境
や
ア
ク
セ
ス
も
考
慮

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
何
よ
り
も
学
生
、
教
職
員
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
卒
業
生
た
ち
も
長
年
住
み
慣
れ
た
土
地
に
愛
着
が
あ
る
。

　

本
来
は
、
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
教
学
面
の
さ

ら
な
る
充
実
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
ど
う
い
う
教
育
を
す
る
の
か
）
あ
っ
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
で
あ

る
。
箱
（
建
物
）
あ
り
き
で
は
な
く
、
箱
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る

こ
と
が
基
本
の
考
え
方
で
あ
る
。
従
来
は
○
○
用
の
箱
と
い
う
こ

と
が
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
中
で
は
主
流
の
考
え
で
あ
っ
た
が
、
時

代
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
教
育
方
法
は
ど
う
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
学
科
の
入
学
定
員

な
ど
に
よ
っ
て
は
教
室
の
規
模
や
数
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
多
く
の
大
学
で
は
小
教
室
、
中
教
室
、
大
教
室
な
ど
の
分
類

と
規
模
ご
と
に
部
屋
数
を
決
め
、
学
科
の
定
員
、
履
修
者
数
に
よ
っ

て
教
室
の
や
り
く
り
を
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

２　
キ
ャ
ン
パ
ス
都
心
立
地
へ
の
期
待

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
は
、
大
学
に
と
っ
て
存
立
の
重
要
な
要
因

で
あ
る
。
欧
米
で
は
必
ず
し
も
交
通
至
便
な
場
所
に
あ
る
大
学
が

優
位
性
を
保
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
英
国
で
は
ロ
ン
ド
ン
大

学
は
都
心
に
位
置
し
て
い
る
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
鉄
道
で
１
時
間
の
小
都
市
に

あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
東
京
一
極
集
中
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
多
く
の
大
学
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

大
学
の
都
心
立
地
へ
の
期
待
要
素
は
多
様
で
あ
る
。
近
年
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
で
は
盛
ん
に
学
生
確
保
と
い
う
面
の
期
待
を
論
じ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
講
義
を
担
当
す
る
非
常
勤
講
師
の
確
保

が
容
易
で
あ
り
、
加
え
て
、
学
生
が
期
待
す
る
教
員
の
確
保
が
し

や
す
い
面
も
大
き
い
。
ま
た
、
大
学
間
の
交
流
、
企
業
な
ど
と
の

産
学
連
携
を
推
進
し
や
す
い
。
さ
ら
に
、
学
生
の
就
職
活
動
に
至

便
で
あ
る
こ
と
も
有
利
な
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
都
心
立
地
が

多
方
面
か
ら
学
生
を
集
め
や
す
い
面
も
否
定
で
き
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
都
心
立
地
へ
の
期
待
は
多
面
性

を
有
し
、
各
々
何
を
目
指
す
の
か
、
大
学
に
よ
っ
て
異
な
る
の
も

当
然
で
あ
る
。
後
段
で
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
前
後
の
志
願
者
数
推
移

を
み
る
が
、
そ
れ
で
移
転
の
効
果
を
全
て
判
断・

評
価
す
る
こ
と

が
適
当
か
ど
う
か
、
多
少
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
移
転
と
な
る

と
学
校
法
人
に
と
っ
て
は
莫
大
な
費
用
負
担
を
伴
う
た
め
、
理
事

会
が
決
断
す
る
上
で
何
を
第
一
義
的
に
目
指
す
か
を
考
え
る
た
め

に
は
、
経
費
の
精
査
は
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
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３�　
工
業（
場
）等
制
限
法
撤
廃
直
後
に�

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
し
た
大
学
の
志
願
者
数
推
移

　

工
業
（
場
）
等
制
限
法
が
撤
廃
さ
れ
た
後
の
首
都
圏
で
、
２
０

０
５
～
２
０
１
５
年
に
か
け
て
、
新
た
に
都
心
部
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
取
得
ま
た
は
再
開
発
し
、
都
市
部
へ
の
移
転
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン

パ
ス
の
拡
張・

集
約
な
ど
を
行
っ
た
大
学
を
年
ご
と
に
み
て
み
よ

う
。
一
口
に
移
転
と
い
っ
て
も
１
～
４
年
生
の
全
学
年
移
転
、
１・

２
年
生
、
３・

４
年
生
あ
る
い
は
１
年
生
だ
け
の
部
分
移
転
な
ど

多
様
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
全
部
を
含
め
て
移
転
と
す
る
。

ま
た
、
都
心
回
帰
と
は
厳
密
に
は
郊
外
も
し
く
は
地
方
か
ら
都
市

部
へ
の
移
転
を
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
都
市
部
か
ら
都
市
部
へ
の

移
転
も
一
部
含
め
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
２
０
０
５
年
に
は
東
洋
大
学
な
ど
、
２
０
０
６
年
に
は

芝
浦
工
業
大
学
、共
立
女
子
大
学
、工
学
院
大
学
な
ど
、２
０
０
７

年
は
法
政
大
学
、東
京
家
政
大
学
、立
正
大
学
な
ど
、２
０
０
８
年

は
国
士
舘
大
学
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
な
ど
、
２
０
０
９
年
に
は

再
び
東
洋
大
学
、
東
京
家
政
大
学
、
日
本
大
学
な
ど
が
移
転
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
東
洋
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
共
立
女
子
大
学
、

東
京
家
政
大
学
、
国
士
舘
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
前
後

の
志
願
者
数
推
移
を
図
表
１
に
示
す
。
当
該
大
学
の
移
転
３
年
前

か
ら
移
転
後
５
年
間
の
推
移
で
あ
る
。

図
中
に
は
移
転
年
度
を
矢
印
で
示
し

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
の
内
容
は
大

学
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
東

洋
大
学
は
文
系
５
学
部
の
１・

２
年

生
が
朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
白
山

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
、
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス
で
４
年
間
一
貫
教
育
を
行
う

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

芝
浦
工
業
大
学
は
、
工
学
部
の
１・

２
年
と
３・

４
年
と
い
う
よ
う
に
学

年
ご
と
に
郊
外
（
大
宮
）
と
都
市
部

（
豊
洲
）
に
分
け
る
体
制
を
確
立
し

た
。
共
立
女
子
大
学
は
家
政
学
部
、

文
芸
学
部
の
１・

２
年
と
国
際
文
化

学
部
を
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
神

田
一
ツ
橋
に
集
約
。
東
京
家
政
大
学

は
板
橋
校
地
を
拡
張
し
、
狭
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
家
政
学
部
と
文
学
部
を
板

橋
へ
移
転
し
た
。
国
士
舘
大
学
も
、

鶴
川
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
理
工
学
部
を

図表１　志願者数の推移
⒞　共立女子大学 ⒝　芝浦工業大学 ⒜　東洋大学
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含
め
て
政
経
学
部
、
法
学
部
、
文
学
部
を
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
し
、
４
年
間
一
貫
教
育
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
芝
浦
工
業

大
学
を
除
い
た
４
大
学
は
い
ず
れ
も
都
心
に
お
い
て
４
年
間
一
貫

教
育
を
行
う
形
態
に
な
っ
た
。
５
大
学
と
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

後
、
順
調
に
志
願
者
数
を
増
や
し
、
３
～
５
年
後
に
は
移
転
前
に

比
較
し
て
大
学
全
体
で
４
～
５
割
増
加
し
て
い
る
。

　

芝
浦
工
業
大
学
の
場
合
を
詳
細
に

み
る
と
、
実
際
に
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス

移
転
の
主
役
で
あ
っ
た
工
学
部
は
移

転
前
と
同
様
に
、
修
学
地
を
学
年
ご

と
に
郊
外
（
大
宮
）
と
都
市
部
（
豊

洲
）
に
分
け
た
キ
ャ
ン
パ
ス
配
置
と

な
っ
た
。
豊
洲
移
転
以
降
、
シ
ス
テ

ム
工
学
部
は
新
学
科
を
開
設
し
て
理

学
系
分
野
へ
進
出
し
、
さ
ら
に
大
学

全
体
で
は
新
学
部
開
設
を
伴
う
デ
ザ

イ
ン
工
学
系
分
野
へ
の
展
開
な
ど
、

一
連
の
新
た
な
教
学
領
域
へ
の
拡
張

を
併
行
し
て
進
め
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
０
５
年
度
の
大
学
全
体
の
志
願

者
数
は
１
万
９
０
０
０
人
弱
か
ら
、

移
転
５
年
後
の
２
０
１
１
年
度
に
は

１・

８
倍
近
い
３
万
４
０
０
０
人
強

に
達
し
た
。
し
か
し
、
工
学
部
だ
け

に
関
し
て
み
る
と
、
２
０
０
５
年
度

の
志
願
者
数
は
１
万
６
０
０
０
人
強

で
、
移
転
２
年
後
に
１
万
９
０
０
０

人
強
に
な
っ
た
が
（
図
表
２
―

⒜
参

照
）、
志
願
者
数
は
他
大
学
の
事
例
と

同
様
に
２
割
程
度
の
増
加
で
し
か
な

い
。
一
方
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

と
無
関
係
で
あ
っ
た
大
宮
市
の
シ
ス

テ
ム
工
学
部
（
現
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
）
で
は
、
工
学
部
の
豊
洲
キ
ャ
ン

パ
ス
移
転
後
、
新
学
科
開
設
を
含
め

た
志
願
者
数
が
工
学
部
と
同
様
に
急

増
し
（
図
表
２
―
⒝
参
照
）、
同
程
度
の
好
影
響
が
現
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
契
機
と
す
る
一
連
の
教
学

分
野
へ
の
展
開
が
志
願
者
増
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同

様
な
こ
と
は
、
東
洋
大
学
の
移
転
後
か
ら
最
近
ま
で
の
動
き
に
お

い
て
も
み
ら
れ
る
。

図表１　志願者数の推移

図表２　志願者数の推移
⒝　芝浦工業大学 システム工学部 ⒜　芝浦工業大学 工学部
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４�　
最
近
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
し
た
大
学
の�

志
願
者
数
推
移

　

最
近
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
し
た
大
学
は
、
２
０
１
０
年
に
國

學
院
大
學
、
女
子
美
術
大
学
、
二
松
学
舎
大
学
な
ど
、
２
０
１
１

年
に
は
東
京
家
政
学
院
大
学
、
２
０
１
２
年
に
は
専
修
大
学
、
東

京
電
機
大
学
、
武
蔵
野
大
学
、
２
０
１
３
年
に
は
青
山
学
院
大
学
、

東
京
歯
科
大
学
、
東
京
理
科
大
学
、
明
治
大
学
な
ど
、
２
０
１
４

年
に
は
実
践
女
子
大
学
、
東
京
工
芸
大
学
、
立
正
大
学
な
ど
、
２

０
１
５
年
に
は
大
妻
女
子
大
学
、
拓
殖
大
学
な
ど
、
２
０
１
６
年

に
は
大
妻
女
子
大
学
、
杏
林
大
学
、
東
京
理
科
大
学
な
ど
で
あ
る
。

　

２
０
１
０
年
以
降
に
な
る
と
、
移
転
前
後
の
志
願
者
数
の
推
移

状
況
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
先
に
述
べ
た
大
学
の
中
か

ら
２
０
１
２
年
の
東
京
電
機
大
学
、
２
０
１
３
年
の
青
山
学
院
大

学
、
東
京
理
科
大
学
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
東
京
電
機

大
学
の
場
合
は
工
学
部
と
未
来
科
学
部
を
、
都
心
の
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
。
青
山
学
院
大
学
は
、

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
修
学
し
て
い
た
文
系
７
学
部
（
法
学
部
、

経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
文
学
部
、
国
際
政
治
経
済
学
部
、
総
合

文
化
政
策
学
部
、
教
育
人
間
科
学
部
）
の
１・

２
年
を
青
山
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
集
結
さ
せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
４
年
間
一
貫
教
育
を

行
う
体
制
を
整
え
た
。

　

東
京
理
科
大
学
は
、
理
学
部
の
応

用
物
理
学
科
と
工
学
部
の
建
築
学
科

な
ど
３
学
科
を
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
、
基
礎
工
学
部
は
２
～
４
年
を

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、
い
ず
れ
も

葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
。「
都

心
か
ら
都
心
へ
」
と
「
郊
外
か
ら
都

心
へ
」
の
移
転
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

３
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
前
後
に

お
け
る
大
学
全
体
の
志
願
者
数
の
推

移
を
図
表
３
に
示
す
が
、
図
表
１
の

結
果
と
比
較
す
る
と
、
志
願
者
数
の

増
加
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
に
気
付

く
。
移
転
後
３
～
４
年
し
か
経
過
し

て
い
な
い
が
、
大
学
ご
と
に
移
転
前

後
の
志
願
者
数
の
様
子
を
み
る
と
、

ほ
ぼ
同
じ
か
も
し
く
は
増
え
て
も
１

～
２
割
程
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
２

０
１
０
年
以
降
に
な
る
と
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
都
心
へ
の
移
転
と
い
う
表
層

図表３　志願者数の推移
⒝　青山学院大学 ⒜　東京電機大学⒞　東京理科大学
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的
な
要
因
だ
け
で
は
学
生
募
集
の
効

果
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
、
２・

３
の
大
学
の

現
象
と
し
て
、
移
転
年
度
は
一
時
的

に
急
増
す
る
が
、
年
が
経
過
す
る
に

従
っ
て
減
少
し
、
移
転
前
の
志
願
者

数
に
戻
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
あ
る
学
部
で
は
移
転
前

後
は
安
定
的
に
志
願
者
の
増
加
傾
向

が
み
ら
れ
る
一
方
、別
の
学
部
な
ど
で

は
移
転
年
度
に
向
か
っ
て
増
加
し
た

志
願
者
が
翌
年
以
降
は
減
少
に
転
じ

る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
配
置
に
よ

る
志
願
者
へ
の
影
響
が
学
部
に
よ
っ
て
傾
向
が
分
か
れ
る
結
果
と

な
っ
た
大
学
も
あ
っ
た
。ま
た
、前
節
で
述
べ
た
芝
浦
工
業
大
学
の

シ
ス
テ
ム
工
学
部
と
同
様
、
直
接
移
転
し
な
か
っ
た
学
部
で
も
学

生
募
集
に
好
影
響
が
現
れ
る
ケ
ー
ス
が
、
青
山
学
院
大
学
の
理
工

学
部
、実
践
女
子
大
学
の
生
活
科
学
部
で
み
ら
れ
た（
図
表
４
参
照
）。

終
わ
り
に

　

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
０
９
年
ご
ろ
ま
で
は
、
都
心
へ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
が
学
生
募
集
と
い
う
面
で
は
効
果
が
あ
っ
た
事
例
も

か
な
り
み
ら
れ
た
が
、
最
近
の
移
転
の
事
例
か
ら
み
る
と
、
志
願

者
の
獲
得
に
好
影
響
を
示
し
て
い
る
大
学
も
あ
る
も
の
の
、
都
心

へ
の
移
転
だ
け
で
は
、
学
部
に
よ
っ
て
は
志
願
者
の
獲
得
が
継
続

し
な
い
事
例
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

都
心
部
へ
の
移
転
は
競
合
大
学
が
多
い
場
所
に
お
け
る
競
争
を
も

た
ら
し
、
大
学
の
評
価
は
単
に
立
地
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
の
中

味
が
再
び
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

都
心
へ
の
移
転
は
、
学
生
確
保
の
上
で
は
期
待
さ
れ
る
策
の
一

つ
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
神
話
は
崩
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
行
っ
た
大
学
の
移
転
前
後
の
志
願
者
数
の
推

移
が
示
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
は
莫
大
な
投
資
を
伴
う
た

め
、
そ
の
投
資
効
果
に
つ
い
て
も
併
せ
て
議
論
が
必
要
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

●
参
考
文
献

１
．
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史
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図表４　志願者数の推移
⒝　実践女子大学 生活科学部 ⒜　青山学院大学 理工学部
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私
は
２
０
１
３
年
４
月
に
白
百

合
女
子
大
学
に
赴
任
し
た
。
現
在

担
当
し
て
い
る
の
は
、
図
書
館
司

書
を
養
成
す
る
司
書
課
程
の
科
目

で
あ
る
。
大
人
数
相
手
の
講
義
形

式
も
あ
れ
ば
、
少
人
数
の
演
習
科

目
も
担
当
し
て
い
る
。

　

赴
任
１
年
後
の
夏
に
、
日
本
私

立
大
学
連
盟
の
新
任
教
員
向
け
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
た
。
特
に
、
分
科
会
で
の
模
擬
授
業
を
経
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
私
自
身
の
教
育
方
法
を
見
直
す
上
で
も
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
講
師
が
板
書
で
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
た
と
き

に
、
学
生
は
し
ば
ら
く
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
近
辺
を
見
て
お
り
、

他
の
場
所
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
も
す
ぐ
に
は
注
目
し
な
い

と
い
っ
た
こ
と
は
、
学
生
役
に
な
ら
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
っ
た
。

　

ま
た
こ
れ
と
前
後
し
て
、bluelines

氏
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
教
師
の
心
得
」
と
い
う
記
事
を
目
に
し
た
（http://

bluelines.hatenablog.com
/entry/20110908/1315487472

）。 

同
記
事
で
は
、
米
国
の
大
学
院
で
行
わ
れ
て
い
る
授
業
の
中
で
資

料
と
し
て
配
付
さ
れ
た
「
教
師
の
心
得
」
12
箇
条
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
も
し
学
生

が
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
学
生
の
せ
い
で
は
な
い
。

こ
れ
は
当
た
り
前
に
思
え
る
が
、

驚
く
ほ
ど
忘
れ
去
ら
れ
や
す
い
」

と
い
う
心
得
や
、「
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
尽
く
し
て
、
何
と
か
し
て
学
生

と
繋
が
り
な
さ
い
」
と
い
う
心
得

に
つ
い
て
、
私
は
強
い
感
銘
を
受
け
た
。

　

以
上
の
二
つ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
私
は
、
大
学
の
授
業
は
受
講

生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
場
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
。
授

業
で
身
に
付
け
る
べ
き
内
容
を
修
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
須

だ
が
、
そ
れ
と
同
じ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
授
業
で
扱
う

内
容
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
受
講
生
と
繋
が
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
、
教
え
る
内
容
そ
の
も
の
を

綿
密
に
構
築
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
が
、
伝
達
方
法
に
つ
い
て

も
工
夫
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
、
私
が
授
業
で
行
っ
て
い
る
工
夫
を
取
り
上
げ
て
説
明
す

る
。
ま
ず
、
授
業
で
提
示
す
る
情
報
の
配
置
を
工
夫
し
て
い
る
。

難
し
い
概
念
が
登
場
す
る
箇
所
で
あ
れ
ば
、
身
近
な
例
を
近
く
に

配
置
し
た
り
、
あ
る
い
は
結
論
を
先
に
持
っ
て
く
る
な
ど
順
番
を

受
講
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
工
夫

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

今
井 

福
司
●
白
百
合
女
子
大
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
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入
れ
替
え
た
り
し
て
い
る
。
既
に
情
報
の
配
置
が
固
定
さ
れ
て
い

る
教
科
書
と
は
異
な
っ
て
、
情
報
の
配
置
を
極
端
に
変
え
て
も
伝

達
で
き
る
点
は
、
授
業
で
こ
そ
実
現
可
能
な
点
で
あ
る
。

　

次
に
、
積
極
的
な
発
問
を
授
業
で
行
っ
て
い
る
。
資
料
の
該
当

箇
所
を
読
み
上
げ
る
と
い
う
単
純
な
発
問
も
あ
れ
ば
、
受
講
生
の

意
見
を
聞
く
発
問
も
あ
る
。
多
い
と
き
に
は
30
回
程
度
の
発
問
を

行
っ
て
い
る
。
古
典
的
な
工
夫
で
は
あ
る
が
、
教
え
る
側
が
一
方

的
に
話
し
続
け
て
し
ま
い
、
聞
き
手
が
興
味
を
失
う
状
態
を
回
避

す
る
た
め
に
は
適
切
な
方
法
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
一
部
の
授
業
で
は
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら
っ

て
い
る
。
そ
の
際
、
テ
ー
マ
は
自
由
と
し
、
授
業
の
内
容
か
ら
外

れ
る
日
常
的
な
話
題
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
こ
う
し
て
集
ま
っ
た
全

て
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
返
事
を
一
覧
に
し
て
、
翌
週
の
授
業
で

配
付
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
日
常
的
な
話
題
に
も
全
て
返
事
を

書
く
こ
と
は
一
見
無
駄
な
取
り
組
み
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
受
講

生
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
は
重
要
だ
と
言
え
る
。
実
際
、
授

業
開
始
当
初
は
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
に
同
じ
よ
う
な
形
式
的
な
言
葉

が
並
ん
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
授
業
の
回
数
が
進
む
に
従
っ

て
、
授
業
内
容
に
関
す
る
質
問
や
教
育
方
法
の
改
善
に
関
す
る
コ

メ
ン
ト
が
届
い
て
い
る
。
特
に
今
年
度
の
場
合
は
、
最
新
の
動
向

を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
口
頭
に
よ
る
説
明
ば
か
り
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
回
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
問
題
に
い
ち
早
く
気
付
い
て

次
回
か
ら
修
正
で
き
た
の
は
、
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
指
摘
が
あ
っ

た
か
ら
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ど
の
授
業
で
も
繰
り
返
し
受
講
生
に
話
し
て
い
る
の

は
、
自
分
一
人
が
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
誰
か
に
説
明
す
る
つ

も
り
で
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
完
璧
に

説
明
す
る
こ
と
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
も
し
難
し
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
内
容
の
「
構
造
」「
専
門
用
語
」「
数
字
」
に
着
目
し
な
が
ら
、

記
憶
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
分
量
を
最
低
限
に
し
て
か
ら
説
明
す

る
よ
う
試
み
て
欲
し
い
と
伝
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
だ
要
望

す
る
だ
け
で
は
実
践
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
授

業
の
中
で
適
宜
、
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
す
べ
き
な
の
か
を
具
体

的
に
説
明
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。
主
と
し
て
受
講
生
の
た
め

に
行
う
工
夫
で
あ
る
が
、
教
え
る
側
と
し
て
は
、
複
雑
な
内
容
や

概
念
に
つ
い
て
内
容
を
損
な
わ
ず
、
か
つ
シ
ン
プ
ル
に
構
築
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
教
育
内
容
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
り
理

解
が
深
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
教
員
と
受
講

生
の
両
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
工
夫
で
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
と
も
改
善
を
続
け
な
が
ら
、
受
講
生
に
と
っ
て
最

良
の
教
育
と
は
何
か
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
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■
１　
52
年
ぶ
り
の
新
学
部
創
設

　

学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
は
入
学
定
員
２
０
０
名
で
、

２
０
１
６
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
。
幸
い
、
一
般
入
試
の
志
願

者
は
２
０
０
０
名
を
超
え
、
２
０
０
名
強
の
新
入
生
を
「
第
１

期
生
」
と
し
て
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

国
際
社
会
科
学
部
は
、
長
い
歴
史
を
誇
る
本
学
の
中
で
は
、

法
学
部
、
経
済
学
部
、
文
学
部
、
理
学
部
に
次
い
で
５
番
目
の

学
部
で
あ
る
。
本
学
で
大
規
模
な
組
織
改
編
が
実
施
さ
れ
た
最

後
の
年
は
１
９
６
４
年
で
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
こ
の
年
、
政
経
学
部
が
現
在
の
法
学
部
と
経
済
学
部
の

二
つ
に
分
か
れ
た
。
従
っ
て
、
今
回
の
新
し
い
学
部
の
創
設
は

実
に
52
年
ぶ
り
の
出
来
事
と
な
る
。

　

新
学
部
の
創
設
に
向
け
た
準
備
は
、
３
年
前
か
ら
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
た
。
新
学
部

開
設
準
備
室
が
学
長
室
経
営

企
画
課
と
連
携
し
つ
つ
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
や
教
員

の
人
選
を
進
め
、
２
０
１
５

年
３
月
末
に
文
部
科
学
省
に

設
置
の
申
請
を
行
い
、
同
年

８
月
に
正
式
に
認
可
が
下
り

た
。
専
任
教
員
は
18
名
で
、

そ
の
う
ち
、
本
学
の
中
か
ら

リ
ク
ル
ー
ト
し
た
の
は
語
学

の
専
任
教
員
１
名
の
み
で
あ

る
。
あ
と
の
17
名
は
全
て
公

募
を
ベ
ー
ス
に
、
本
学
以
外

学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部

末
廣 

昭
●
学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
長
、
教
授

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
！

―
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ

明日への試み
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の
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
採
用
し
た
。
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
敢
え
て
一
か
ら
新
学
部
を
創
設
す
る
方
法
を
採
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

国
際
社
会
科
学
部
（Faculty of International Social  

Sciences
）
は
、
国
際
社
会
を
社
会
科
学
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

分
析
す
る
学
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
社
会
科
学
と
は
、
法
律
、

経
済
学
、
経
営
学
、
地
域
研
究
、
社
会
学
の
五
つ
の
分
野
を
指

す
。
新
学
部
創
設
の
目
的
は
、
学
生
に
対
し
て
４
年
間
、
み
っ

ち
り
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
英
語
」
と
「
分

析
手
段
と
し
て
の
社
会
科
学
の
手
法
」
を
教
授
し
、
国
際
社
会
、

と
り
わ
け
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出
す

る
こ
と
に
あ
る
。
授
与
さ
れ
る
学
位
は
「
学
士
（
社
会
科
学
）」、

英
語
で
はBachelor of Social Sciences
で
あ
り
、
国
際
的

に
広
く
認
知
さ
れ
た
学
位
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
国
際
的
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

英
語
が
得
意
、
あ
る
い
は
経
済
学
部
や
経
営
学
部
の
修
了
資
格

を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
十
分
と
言
え
な
い
。
語
学
力
と
社
会

科
学
の
手
法
の
融
合
こ
そ
が
重
要
だ
か
ら
だ
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
あ
と
で
新
学
部
の
特
徴
と
し
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
最

初
に
、
本
学
部
を
創
設
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
説
明
す
る
。

■
２�　
日
本
社
会
の
国
際
化
、�

求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　

日
本
企
業
の
国
際
化
、「
大
学
の
国
際
化
」
の
必
要
性
が
声
高

に
言
わ
れ
始
め
て
か
ら
、
随
分
と
時
間
が
経
っ
た
。
国
際
化
の

必
要
性
は
、
従
来
の
成
長
パ
タ
ー
ン
が
行
き
詰
ま
り
を
示
し
た

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
０

年
代
に
入
る
と
、
そ
の
要
望
は
い
っ
そ
う
強
ま
っ
た
。

　

例
え
ば
、
日
本
企
業
が
海
外
で
展
開
す
る
法
人
数
を
見
て
み

よ
う
（
東
洋
経
済
臨
時
増
刊
『
海
外
進
出
企
業
総
覧・

国
別

編
』）。
海
外
法
人
の
数
は
、
１
９
８
６
年
当
時
、
世
界
で
８
１

４
６
社
を
数
え
、
う
ち
ア
ジ
ア
が
38
％
、
北
米
が
26
％
、
欧
州

が
17
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
２
０
０
０
年
に
は
１
万
８
５
７
９

社
と
２
倍
以
上
に
な
り
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に
は
２
万
８
０

１
３
社
と
３・

４
倍
に
も
伸
び
て
い
る
。
こ
の
海
外
法
人
数
の

急
増
を
け
ん
引
し
た
の
は
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
中
国
へ
の
企
業

進
出
で
あ
る
。
実
際
、
２
０
１
５
年
に
ア
ジ
ア
は
世
界
の
63
％

（
中
国
は
世
界
の
24
％
）
と
、
北
米
14
％
、
欧
州
15
％
を
大
き
く

引
き
離
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
最
近
の
動
向
で
注
目
す
べ
き
は
日
本
を
訪
れ
る

観
光
客
数
の
急
増
で
あ
る
。
日
本
政
府
観
光
局
の
デ
ー
タ
に
よ
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る
と
、
訪
日
観
光
客
数
の
推
移
は
、
２
０
０
４
年
の
６
１
４
万

人
か
ら
２
０
１
２
年
の
８
３
６
万
人
へ
と
、
年
率
７
％
で
伸
び

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
４
年
に
は
１
３
４
１
万
人
と
前

年
比
29
％
増
、
翌
２
０
１
５
年
に
は
１
９
７
４
万
人
を
数
え
、

実
に
前
年
比
47
％
増
と
い
う
驚
異
的
な
数
字
を
記
録
し
た
。
急

増
の
背
景
に
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済

的
台
頭
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
５
年
は
全
体
の
84
％
を

ア
ジ
ア
が
占
め
た
（
中
国
は
25
％
）。

　

こ
の
二
つ
の
デ
ー
タ
は
、
日
本
企
業
の
海
外
シ
フ
ト
だ
け
で

な
く
、
国
内
に
お
い
て
も
「
国
際
化
」
が
進
み
、
そ
の
対
応
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、

国
際
化
の
急
速
な
進
展
に
対
し
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が

２
０
１
５
年
３
月
に
実
施
し
た
会
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
国

際
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
）
で
は
、「
本
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
が
海
外
事
業
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
付
い
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
企
業
が
、
全
体
の
63
％
に
も
達
し
た
。
逆
に
言
え

ば
、
そ
れ
だ
け
大
学
へ
の
期
待
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

よ
り
興
味
深
い
デ
ー
タ
は
、
本
学
部
の
開
設
に
先
立
っ
て
、

本
学
卒
業
生
と
関
連
の
あ
る
主
要
企
業
向
け
に
わ
れ
わ
れ
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
質
問
は
、
企
業
の

人
事
担
当
者
に
対
し
て
「
貴
社
が
学
生
に
求
め
て
お
ら
れ
る
能

力
は
何
か
？
」（
複
数
回
答
可
）
と
い
う
も
の
で
、
有
効
回
答
は

65
社
（
計
１
４
２
件
）
だ
っ
た
。
回
答
の
結
果
を
高
い
順
に
並

べ
る
と
、
①
課
題
の
発
見・

解
決
力
（
63
社
、
全
体
の
97
％
）

②
国
際
経
済・

国
際
社
会
へ
の
理
解
力
（
30
社
、
47
％
）
③
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
24
社
、
37
％
）
④
世

界
の
国
々
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
力
（
13
社
、
20
％
）
⑤
日

本
語・

英
語
以
外
の
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

（
８
社
、
12
％
）
⑥
貿
易
実
務・

簿
記
の
資
格
保
有
（
４
社
、

６
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
多
く
の
読
者
に
は
予
想
外
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
こ
10
年
間
、「
国
際
系
学
部
の
新
設
」
や
「
大

学
教
育
の
国
際
化
」
の
主
た
る
目
的
が
、
前
述
し
た
う
ち
の
③

英
語
能
力
の
向
上
か
、
④
世
界
の
国
々
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理

解
力
の
強
化
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
実
は
英
語

を
習
得
し
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
進
め
る
だ
け
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
今
の
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際

社
会
が
抱
え
る
問
題
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
解
決
す
る
具
体

的
な
方
策
を
提
示
す
る
こ
と
が
日
本
企
業
が
求
め
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」
の
要
件
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

医
療
に
例
え
れ
ば
、
医
師
に
必
要
な
の
は
「
的
確
な
診
断
」、

明日への試み

962016.7　大学時報



つ
ま
り
病
気
の
原
因
を
ま
ず
突
き
止
め
、
こ
の
診
断
結
果
に
基

づ
い
て
「
適
切
な
治
療
」
を
施
す
こ
と
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

も
同
様
に
、
問
題
を
発
見
す
る
能
力
を
有
し
、
そ
の
問
題
を
解

決
す
る
技
術
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
社

会
科
学
と
は
、
こ
の
「
問
題
発
見
の
能
力
」
と
「
問
題
解
決
の

技
術
」
を
提
供
す
る
学
問
な
の
で
あ
る
。

■
３�　
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ（
ク
リ
ル
）ア
プ
ロ
ー
チ
と�

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
講
義
の
提
供

　

企
業
側
の
ニ
ー
ズ
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
学
部
が
目
指

し
た
の
は
、
実
践
的
な
英
語
力
の
育
成
と
、
世
界
が
直
面
す
る

問
題
を
発
見
し
解
決
策
を
見
い
だ
す
た
め
に
必
要
な
社
会
科
学

の
ツ
ー
ル
の
習
得
の
二
つ
で
あ
っ
た
（
図
表
１
）。
そ
こ
で
Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ｌ
（
ク
リ
ル
）
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま
り
専
門
科
目
と

語
学
の
学
習
の
融
合
（Content and Language Integrated 

Learning

）
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
前
に
私
た
ち
の
英
語
教
育

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　

１
年
次
生
は
週
に
４
科
目
６
コ
マ
（
１
コ
マ
90
分
）、
１
ク
ラ

ス
20
名
程
度
の
英
語
の
授
業
に
出
席
す
る
。
こ
れ
は
①
英
語
で

話
す・

聞
く
能
力
を
育
成
す
る
「English Com

m
unication

」

が
週
２
コ
マ
、
②
英
語
を
読
む・

書
く
能
力
を
育
成
す
る 

図表１　学習院大学国際社会科学部の4年間のカリキュラム概念図

（出所）学習院大学国際社会科学部の広報委員会資料より作成。

留学科目

英語科目

専門科目
（講義）

演　　習

１年生カリキュラム ２年生 ３年生 ４年生

４つの技能を
高める（聞く・
話す・読む・書く）

日本語で
社会科学を
学ぶ

入門演習Ⅰ，Ⅱ
分析手法を学ぶ
レポート、発表

専門演習Ⅰ，Ⅱ
課題解決策を
考え議論する

卒業演習
卒業論文を

準備し、発表する

準備　　　　４週間以上の海外留学　 留学後のキャリア形成

社会科学と
関連させて
運用力をアップ

少しずつ
やさしい英語で

学ぶ

継続的に英語力を高める
議論、レポートに応用できる

英語力を養う

高度な英語を使って
社会科学の講義を聴講
多種多様な専門科目
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「A
cadem

ic Skills

」
も
週
２
コ
マ
、
③
１
年
次
か
ら
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
使
っ
て
、
日
本
文
化
や
自
分
が
調
べ
た
こ
と

な
ど
の
発
表
を
練
習
す
る
「Presentation

」
が
週
１
コ
マ
で

あ
る
。
④
「Self-D

irected Learning

」（
自
律
的
学
習
法
）

も
週
１
回
、
欧
米
で
普
及
し
て
い
る
語
学
教
育
の
取
り
組
み
で

あ
る
が
、
学
生
自
身
が
目
標
を
設
定
し
（T

O
EFL

の
ス
コ
ア

な
ど
）、
そ
こ
に
至
る
計
画
表
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
④
は
、
も
ち
ろ
ん
教
員
が
助
言
す
る
が
、
本
人
が
自
分
の

関
心
や
能
力
に
照
ら
し
て
自
主
的
に
学
習
の
進
捗
度
合
い
を
管

理
し
て
い
く
点
が
メ
リ
ッ
ト
で
、
本
学
部
の
英
語
教
育
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、
社
会
科
学
（
演
習
）
の
授
業
で
は
、
新
入
生
は
語
学

グ
ル
ー
プ
（
英
語
の
習
熟
度
で
ク
ラ
ス
を
編
成
）
と
は
別
に
、

15
名
か
ら
18
名
を
単
位
と
す
る
小
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、「
入
門

演
習
」
を
受
講
す
る
。
こ
の
入
門
演
習
で
は
、
前
期
に
社
会
科

学
的
発
想
へ
の
誘
い
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
基
礎
ル
ー
ル
の
確
認
、

ワ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
別
報
告
会
な

ど
を
行
い
、
後
期
は
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
を
使
っ
て
初
歩
的
な
統

計
分
析
の
手
法
を
学
ぶ
。

　

２
年
次
に
進
級
す
る
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
組
み
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
社
会
科
学
系
の
一
部
の
授
業
は
英
語
で
実
施

図表２　五つの社会科学の分野

（出所）学習院大学国際社会科学部の広報委員会資料より作成。

法　律

地域研究 経済学

経営学社会学

国際社会が
直面する

問題の分析と
課題解決
の検討

アジア経済論
中国経済論
地域研究の手法
開発と環境

計量社会学
国際開発論
Sustainable
Development

国際ビジネスの
ための法学
国際企業法

マーケティング論
消費者行動論
経営戦略論
国際会計論

グローバル
経済論
通商政策論
経済成長論
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さ
れ
る
。
１
年
次
の
「
マ
ク
ロ
経
済
」「
ア
ジ
ア
経
済
論
」「
社

会
科
学
の
た
め
の
デ
ー
タ
分
析
」
な
ど
は
日
本
語
で
講
義
が
行

わ
れ
る
が
、
２
年
次
に
な
る
と
、「Law

 and Econom
ics

」

「International Finance

」
な
ど
、
英
語
に
よ
る
講
義
が
始 

ま
る
。

　

た
だ
し
、
英
語
の
４
技
能
（
聞
く・

話
す・

読
む・

書
く
）

を
学
ん
で
き
た
学
生
に
と
っ
て
も
、
ま
た
海
外
滞
在
が
長
く
英

語
に
自
信
の
あ
る
学
生
に
と
っ
て
も
、「
社
会
科
学
の
手
法
を
英

語
で
学
ぶ
」
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
英
語

教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、「
語
学
と
し
て
の
英
語
」
か
ら
「
社
会

科
学
の
手
法
を
学
ぶ
英
語
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
た
め
の
橋

渡
し
の
授
業
「
ブ
リ
ッ
ジ
科
目
」
を
行
う
。
こ
う
し
た
制
度
設

計
に
よ
っ
て
、
専
門
科
目
と
語
学
の
学
習
の
融
合
を
目
指
す
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｌ
が
、
本
当
の
意
味
で
効
果
を
発
揮
す
る
。
段
階
的
な
英

語
力
の
向
上
に
よ
っ
て
、
専
門
科
目
を
英
語
で
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
、「
仕
事
で
使
え
る
英
語
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。

　

３
年
次
に
な
る
と
、
大
半
の
社
会
科
学
の
専
門
科
目
講
義
は

英
語
で
実
施
さ
れ
る
。
科
目
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
五

つ
の
社
会
科
学
の
分
野
か
ら
成
っ
て
お
り
、「
国
際
企
業
法
」、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
論
」、「
通
商
政
策
論
」、「
国
際
会
計
論
」、

「
ア
ジ
ア
経
済
論
」、「
中
国
経
済
論
」、「
開
発
と
環
境
」、「Sus-

tainable D
evelopm

ent

」
と
い
う
よ
う
に
、
将
来
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
社
会
で
活
動
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
科
目
が
、
過
不

足
な
く
配
置
さ
れ
て
い
る
（
日
本
語
の
科
目
も
含
む
）（
図
表

２
）。

　

特
記
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
英
語
の
授
業
が
、
海
外
か
ら
来

る
留
学
生
に
対
し
て
も
広
く
開
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生
の
間
に
、
新
た
な
緊
張
感
と
国

際
交
流
の
機
会
が
生
ま
れ
、
次
に
述
べ
る
「
海
外
研
修・

留
学
」

と
は
別
に
、
国
内
で
国
際
化
を
体
験
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
３
年
次
に
な
る
と
問
題
関
心
別
の
演
習
も
英
語
で
開
講

さ
れ
る
た
め
、
世
界
が
直
面
す
る
問
題
を
分
析
し
、
議
論
し
、

報
告
す
る
英
語
力
は
、
こ
の
時
期
い
っ
そ
う
向
上
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

最
後
の
４
年
次
で
は
、
卒
業
演
習
に
出
席
し
、
卒
業
論
文
を

英
語
で
ま
と
ま
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
英
語
力
に

つ
い
て
は
、
入
学
初
日
の
試
験
結
果
を
基
準
に
、
以
後
は
定
期

的
に
そ
の
習
熟
度
を
測
り
、「
聞
く・

話
す・

読
む・

書
く
」
の

四
つ
の
技
能
が
ど
こ
ま
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
か
を
、
本
人
が

目
に
見
え
る
形
で
伝
え
る
よ
う
に
す
る
。
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■
４�　
自
分
で
選
べ
る
多
様
な
海
外
研
修・�

留
学
の
メ
ニュ
ー

　

本
学
部
で
は
、
４
週
間
以
上
の
海
外
研
修
に
参
加
す
る
こ
と

を
卒
業
要
件
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
最
近
開
設
さ

れ
た
他
大
学
の
国
際
系
学
部
で
は
、
海
外
留
学
を
必
須
と
す
る

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
学
部
の
大
き
な

特
徴
は
、
集
団
で
一
律
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
の
で
は
な

く
、
学
生
の
関
心
や
英
語
の
習
熟
度
の
違
い
に
応
じ
て
、
本
人

が
自
主
的
に
選
べ
る
よ
う
に
多
種
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
現
在
、
提
携
し
て
い
る
協
定
校
は
世
界
14

カ
国
の
61
校
に
上
る
。

　

海
外
研
修・

留
学
は
、
そ
の
研
修
期
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
、

短
期
（
４
～
６
週
間
）・

中
期
（
１
学
期
間
）・
長
期
（
２
学
期

間
）
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
、
短
期
は
語
学
研
修
、
企
業

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
加
え
、
現
地
の
大
学
の
授
業
を

履
修
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。
一
方
、
中
長
期
の
海
外
研

修
は
専
門
科
目
の
履
修
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
定
の
基
準
を

満
た
せ
ば
48
単
位
ま
で
単
位
が
認
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
長
期

の
私
費
留
学
の
場
合
に
は
、
そ
の
学
期
間
中
の
本
学
の
授
業
料

が
免
除
さ
れ
る
。

　

本
学
部
の
海
外
研
修・

留
学
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
き
め

の
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
あ
る
。
専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
と
提
携
し
て
「
留
学
相
談
室
」
を
設
け
る
と
同
時
に
、

海
外
に
出
る
前
に
、
渡
航
に
必
要
な
予
備
知
識
、
海
外
で
の
生

活
の
仕
方
、
危
機
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
な
「
事
前

学
習
」（
海
外
研
修
Ⅰ
）
を
行
う
。
一
方
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

終
わ
っ
た
後
は
、
研
修
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
生
ん
だ
の
か
、

本
人
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
義
務
付
け
る
と
同
時
に
、
討
論
や
発

表
を
通
じ
て
、
海
外
体
験
で
身
に
付
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

帰
国
後
も
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
が
「
事

後
学
習
」（
海
外
研
修
Ⅱ
）
で
あ
る
。

■
５�　
第
１
期
生
へ
―
旺
盛
な
好
奇
心・�

柔
軟
な
感
性・

一
歩
前
に
出
る
勇
気

　

第
１
期
生
は
「
特
権
階
級
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
後
卒

業
生
が
増
え
続
け
て
も
、
学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
の
「
第

１
期
生
」
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
今
年
入
学
し
た
学

生
し
か
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
教
員
も
全
員
が
「
第

１
期
生
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
学
部
が
こ
れ
か
ら
発
展
す
る

か
ど
う
か
は
、
ひ
と
え
に
「
第
１
期
生
」
で
あ
る
学
生
と
教
員

の
共
同
作
業
の
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

明日への試み
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で
は
、
何
を
ど
う
創
っ
て
い
く
の
か
。
難
し
い
の
は
、
学
生

が
卒
業
す
る
４
年
後
、
そ
し
て
彼
ら
が
本
格
的
に
活
動
を
始
め

る
10
年
後
の
国
際
社
会
の
状
況
を
、
ど
う
予
測
す
る
か
で
あ
ろ

う
。
実
は
、
従
来
の
「
国
際
系
新
学
部
」
で
こ
の
問
題
の
重
要

性
に
気
付
い
て
い
る
大
学・

学
部
は
、
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
過
去
や
現
在
で
は
な
く
、
10
年
後
の
国
際
社
会
の
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
世
界
が
直
面
す
る

将
来
の
深
刻
な
問
題
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

自
分
自
身
の
意
見
と
展
望
を
持
っ
た
学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
の
重
要
な
任
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、「
国
際
人
」
と
し
て
次
の

三
つ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

① 　

国
際
社
会
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、
旺
盛
な
知

的
好
奇
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

② 　

自
分
以
外
の
人
々
の
喜
び
、
悲
し
み
に
共
感
で
き
る
柔
軟

な
感
性
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

③ 　

国
際
社
会
が
直
面
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
一
歩

前
に
出
る
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

旺
盛
な
好
奇
心
、
柔
軟
な
感
性
、
一
歩
前
に
出
る
勇
気
。
こ

の
三
つ
こ
そ
が
、「
国
際
人
」
を
支
え
る
基
本
的
な
要
件
だ
と
、

私
は
思
っ
て
い
る
。
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は
じ
め
に（
旧
制
東
洋
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
）

　

東
洋
学
園
の
歴
史
は
、
医
学
系
女
子
教
育
機
関
と
し
て
建
学
し
、

戦
後
の
占
領
期
に
文
系
短
期
大
学
へ
と
転
換
し
た
特
異
な
も
の
で

あ
る
。
学
校
法
人 

東
洋
学
園
は
２
０
１
６
年
に
創
立
90
周
年
を
迎

え
る
が
、
こ
の
周
年
起
点
は
旧
制
東
洋
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校

が
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
11
月
４
日
、
旧
歯
科
医
師
法
に
基
づ

く
文
部
大
臣
指
定
認
可
を
得
た
日
に
由
来
す
る
。
同
校
は
壱
岐
坂

通
り
に
沿
う
本
郷
区
元
町
、
現
在
の
東
京
都
文
京
区
本
郷
一
丁
目

で
開
校
し
、
以
来
今
日
に
及
ぶ
。

　

た
だ
し
、
東
洋
女
子
歯
科
医
専
に
は
前
身
と
な
る
学
校
が
存
在

す
る
。
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
開
校
し
た
明
華
女
子
歯
科
医

学
校
で
あ
る
。
同
校
は
医
術
開
業
歯
科
試
験
の
受
験
志
望
者
を
対

象
に
予
備
教
育
を
行
う
講
習
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
１
９
２
１

年
に
は
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
高
等
教
育
機
関
に
昇
格
す
る
が
、

指
定
認
可
を
巡
っ
て
国
が
求
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
難
航
し
、

学
生
側
も
認
可
遷
延
の
責
任
を
追
及
し
て
い
わ
ゆ
る
学
校
紛
争
が

発
生
し
た
。

　

そ
こ
で
、
文
部
省
（
歯
科
医
師
試
験
付
属
病
院
）
の
指
導
に
よ

り
前
経
営
者
が
退
き
、
実
業
家・

東
洋
思
想
学
者
の
宇
田
尚ひ

さ
し（

１

８
８
１
～
１
９
６
８
）
が
経
営
を
引
き
継
い
で
東
洋
女
子
歯
科
医

学
専
門
学
校
と
改
称
し
、
名
実
と
も
に
指
定
専
門
学
校
と
し
て
完

成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

宇
田
尚
は
旧
制
第
一
高
等
学
校
倫
理
学
教
授
で
あ
っ
た
父
、
宇

田
廉
平
（
１
８
４
０
～
１
９
０
６
）
か
ら
漢
学
の
薫
陶
を
受
け
て

育
っ
た
。「
女
性
は
職
業
を
も
っ
て
経
済
的
に
自
立
し
、
男
性
に
隷

属
す
る
こ
と
な
く
、
良
妻
賢
母
で
あ
る
と
同
時
に
職
業
を
持
ち
、

社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
主
張

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

原
田 

規
梭
子
●
東
洋
学
園
大
学
学
長

歩 

み 

―
東
洋
学
園
の
百
年
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の
下
、
女
性
歯
科
医
師
の
養
成
を
図
っ
た
の
は
、
女
性
の
職
業
と

家
庭
の
両
立
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
女
性
の
社
会
適
応
能
力

に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
。

　

宇
田
尚
は
１
９
３
４
年
の
卒
業
式
式
辞
で
、「
女
性
に
高
等
教
育

を
授
け
る
こ
と
は
男
性
の
職
業
分
野
を
犯
す
こ
と
に
な
り
、
男
性

に
対
す
る
服
従
精
神
を
忘
れ
さ
せ
る
な
ど
と
い
う
見
解
を
持
つ
人

が
い
る
が
、
こ
れ
は
大
い
な
る
間
違
い
で
あ
り
、
社
会
が
変
化
し

て
き
て
い
る
以
上
、
根
本
思
想
は
変
え
ぬ
一
方
で
、
そ
の
変
化
に

順
応
し
て
こ
そ
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
」
と
説
き
、
さ
ら
に

女
性
の
職
業
を
「
因
習
的
な
偏
見
を
も
っ
て
考
え
る
の
で
は
な 

く
、
も
っ
と
広
い
視
野

を
も
っ
て
考
え
る
べ
き

だ
」
と
言
っ
た
。
さ
ら

に
、
家
事
が
「
機
械
化

さ
れ
る
こ
と
」
に
よ
り
、

女
性
の
職
業
分
野
も
広

が
る
こ
と
を
予
見
し
、

「
時
代
の
変
化
に
歩
調

を
合
わ
せ
、
わ
が
国
独

自
の
精
神
文
化
を
大
事

に
し
つ
つ
も
、
家
庭
の

中
に
い
る
だ
け
で
は
な
い
、
新
し
い
女
性

の
生
き
方
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

今
日
の
社
会
の
進
歩
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
訓
示
し
、
力
強
く

卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

　

社
会
を
見
つ
め
、
社
会
の
変
化
に
応
え

る
と
い
う
校
風
は
、
今
に
繋
が
る
本
学
の

伝
統
で
あ
る
。
そ
の
教
育
の
原
点
は
易
経

か
ら
と
っ
た
「
自
彊
不
息
（
じ
き
ょ
う
や

ま
ず
）」
の
精
神
に
あ
っ
た
。
自
彊
の
「
彊
」

は
勉
強
の
「
強
」
と
同
義
語
で
あ
る
。
易

経
の
「
易
」
は
「
変
わ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
学
び
続
け
、

自
己
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
を
見
る
視
点
が
変
わ
り
、
学

生
は
社
会
を
変
え
て
い
く
人
材
と
し
て
育
っ
て
い
く

―
東
洋
学

園
教
育
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
。
宇
田
尚
は
専
門
教
育
と
並
行

し
て
人
間
教
育
を
厳
格
に
施
し
た
が
、
戦
時
中
は
ま
さ
に
自
彊
不

息
の
精
神
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　

１
９
４
５
年
４
月
13・

14
日
の
城
北
大
空
襲
で
本
学
は
全
焼
の

被
害
に
遭
い
、
戦
後
は
千
葉
県
津
田
沼
の
旧
陸
軍
兵
舎
に
移
り
、

臨
床
実
習
用
器
具・

器
械
の
不
足
と
劣
悪
な
環
境
の
下
、
22
回
生

は
全
員
入
寮
し
、
新
た
に
始
ま
る
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
受
験
に

旧制東洋女子歯科医学専門学校校舎・
付属病院・寄宿舎外観　1931年　　

宇田 尚 書「自強（彊）不息」
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臨
ん
だ
。
寒
さ
を
忍
ぶ
た
め
、
学
生
は
裸
電
球
の
周
囲
に
集
ま
っ

て
か
わ
る
が
わ
る
手
を
か
ざ
し
、
教
員
ら
も
不
眠
不
休
の
態
勢
で

24
時
間
の
実
習
を
繰
り
返
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
国
第
２
位
の
合
格
率
を
達
成
し
た
こ
と
は
、
当

時
の
教
員
ら
の
無
私
の
精
神
に
よ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本

学
は
、
伝
統
的
に
学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近
い
の
で
あ
る
。
今

日
の
東
洋
学
園
大
学
に
も
、
こ
の
熱
い
教
育
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　

民
主
化
を
最
大
の
目
的
と
す
る
占
領
政
策
に
基
づ
き
、
多
く
の

改
革
が
行
わ
れ
、
学
制
改
革
は
そ
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
医
学

系
教
育
機
関
は
、
医
療
水
準
の
向
上
を
図
る
医
療
制
度
改
革
と
も

併
せ
て
、
そ
の
教
育
水
準
を
大
学
レ
ベ
ル
に
向
上
、
統
一
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
戦
前・

戦
中
に
力
の
あ
っ
た
教
育
指

導
者
の
多
く
が
公
職
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

　

東
洋
女
子
歯
科
医
専
は
旧
制
大
学
昇
格
を
保
留
さ
れ
、
引
き
続

き
新
制
歯
科
大
学
の
設
置
を
意
図
し
、
教
養
課
程
と
し
て
旧
制
東

洋
高
等
学
校
（
理
科
乙
類
）
を
設
置
し
て
男
子
学
生
を
受
け
入
れ
、

本
郷
に
付
属
病
院
を
再
建
す
る
な
ど
鋭
意
努
力
を
重
ね
た
が
、
混

乱
期
の
激
し
い
イ
ン
フ
レ
下
で
資
金
の
枯
渇
を
来
た
し
、
１
９
４

９
年
に
到
っ
て
大
学
設
置
を
断
念
、
文
系
短
期
大
学
へ
の
転
換
に

大
き
く
舵
を
切
っ
た
。

１　
東
洋
女
子
短
期
大
学
の
出
発
（
新
し
い
時
代
へ
）

　

１
９
５
０
年
３
月
、
東
洋
女
子
歯
科
医
専
最
後
の
、
ま
た
旧
制

高
校
最
初
で
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
同
年
５
月
１
日
、
本

郷
に
再
建
し
た
歯
科
医
専
付
属
病
院
を
転
用
し
て
新
制
東
洋
女
子

短
期
大
学
英
語
科
が
開
学
し
た
。自
彊
不
息
の
精
神
は
、宇
田
尚
の

後
を
継
い
だ
夫
人
の
宇
田
愛（
１
８
８
３
～
１
９
８
２
）、
長
女
の

馬ま
わ
た
り
ふ
さ

渡
房
（
１
９
１
４
～
２
０
０
０
）、
そ
の
夫
の
馬ま

わ
た
り渡

一か
ず
え得

（
１
８

９
４
～
１
９
７
４
／
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
卒
、
内
科
医
師
）、
次

女
の
夫
の
愛
知
揆
一
（
１
９

０
７
～
１
９
７
３
／
東
京
帝

国
大
学
法
学
部
卒
、
大
蔵
省

官
僚
、
自
由
民
主
党
代
議
士
）

に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

宇
田
愛
理
事
長
は
１
９
５

０
年
、
英
語
を
使
う
時
代
が

来
る
こ
と
を
鋭
敏
に
感
じ
取

り
、
ほ
ぼ
独
力
で
東
洋
女
子

短
期
大
学
英
語
科
を
設
立
し

た
。
実
用
英
語
を
徹
底
的
に

教
授
す
る
と
同
時
に
、
新
制

東洋女子短期大学本郷校舎外観　1969年
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大
学
と
し
て
一
般
教
養
も
等
分
に
重
視
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
有
能

な
社
会
人
を
育
成
し
、
文
化
国
家
の
建
設
に
寄
与
し
よ
う
と
し
た
。

学
問
分
野
こ
そ
異
な
れ
、
宇
田
尚
が
唱
え
た
女
性
の
自
立
と
自
彊

不
息
の
精
神
は
後
継
者
に
よ
っ
て
東
洋
女
子
短
大
に
受
け
継
が
れ

て
い
っ
た
。

　

宇
田
愛
は
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
１
９
０
８
年
に
日
本
女

子
大
学
校
英
文
学
部
本
科
を
卒
業
し
た
。
東
洋
女
子
短
大
の
初
期

教
育
ス
タ
ッ
フ
は
全
て
彼
女
の
日
本
女
子
大
学
と
教
会
の
人
脈
に

繋
が
り
、
彼
女
は
敗
戦
と
占
領
政
策
に
翻
弄
さ
れ
た
男
性
に
代
わ
っ

て
、
博
愛
奉
仕
の
精
神
と
芯
の
強
さ
で
学
園
の
危
機
を
救
っ
た
。

ま
さ
に
夫
の
唱
え
る
「
女
性
の
自
立
と
家
庭
の
両
立
」
を
実
践
し

た
女
性
で
あ
っ
た
。
東
洋
女
子
短
大
の
開
学
当
初
は
中
等
教
育
英

語
科
教
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
お
り
、
卒
業
生
の
多
く
が
中
学

校
教
員
と
な
っ
た
。

２　
学
園
の
シ
ン
ボ
ル
「
フ
ェ
ニッ
ク
ス・

モ
ザ
イ
ク
」

　

短
期
大
学
開
学
10
周
年
の
１
９
６
０
年
を
期
し
て
新
校
舎
を
建

設
し
、
学
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
ら
新
制
短
大
校
友
全
て
の
思
い

を
寄
せ
た
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
も
の
を
企
画
し
た
。
そ
れ
が
モ
ザ
イ

ク
壁
画
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス・

モ
ザ
イ
ク
」
で
、
デ
ザ
イ
ン
と
制
作

指
導
は
建
築
美
術
家
の
今
井
兼
次
（
１
８
９
５
～
１
９
８
７
／
早

稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
、
当
時
同
大
教
授
）
に
依
頼
し

た
。
卒
業
生
の
趣
意
書
か
ら
は
、
今
も
母
校
に
寄
せ
る
強
い
思
い

が
ほ
と
ば
し
る
。

　

戦
後
の
混
乱
期
に
開
学
し
た
東
洋
女
子
短
大
が
歩
ん
だ
10
年
の

道
の
り
は
険
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
戦
後
の
短
期
大
学
校
友
の
間
に
「
学
校
愛
」
と
い
う

温
か
い
心
が
芽
生
え
は
じ
め
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の
「
心
」
を

形
に
残
す
た
め
、
壁
画
に
使
用
す
る
陶
片
を
皆
が
持
ち
寄
っ
た
。

校
友
全
て
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
そ
れ
を
具
象
化
し
た
「
岩
間
が

く
れ
の
菫

す
み
れ

花ば
な

」
な
ど
五
作
品
が
作
ら
れ
、
そ
の
総
称
が
本
学
の

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス・

モ
ザ
イ
ク
」
で
あ
る
。
２
０
０
７
年
の
新
１
号

館
建
設
に
際
し
て
、
旧
館
と
同
じ
位
置
に
保
存
さ
れ
た
「
岩
間
が

く
れ
の
菫
花
」
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
『
ル
ー
シ
ー
詩
編
』
か
ら

今
井
兼
次
が
想
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ひ
っ
そ
り
と
岩
間
に
咲
く
一
輪
の
ス
ミ
レ
の
花
は
、
月
の
美
し

さ
の
よ
う
だ
と
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
詠
っ
た
。
与
え
ら
れ
た
場
所
で

ひ
っ
そ
り
と
、
し
か
し
力
強
く
咲
く
一
輪
の
ス
ミ
レ
は
東
洋
学
園

を
、
ま
た
、
こ
こ
で
学
ぶ
学
生
個
人
を
象
徴
し
、
右
方
に
描
か
れ

て
い
る
太
陽
は
永
久
性
を
表
し
て
い
る
。「
自
彊
不
息
の
精
神
で
学

び
続
け
、
確
固
と
し
た
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
て
生
き
て
い
き

な
さ
い
」
と
い
う
学
生
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
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３　
「
自
彊
不
息
」が
横
溢
す
る
学
園
を
目
指
す

　

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
卒
業
生
の
就
職
先
は
商
社
、
銀

行
、
メ
ー
カ
ー
、
運
輸
（
航
空
会
社
）
な
ど
経
済
界
に
広
が
っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
教
養
英
語
か
ら
「
ツ
ー
ル
と
し
て
の
実
用
英
語
」

へ
の
志
向
が
高
ま
り
、
従
来
の
教
養
教
育
と
英
語
教
育
、
教
職
課

程
に
加
え
、
昭
和
30
年
代
か
ら
よ
り
実
践
的
な
実
用
英
語
課
程
を

設
け
た
。

　

あ
る
時
期
か
ら
「
英
語
の
東
洋
女
子
」
と
い
う
惹
句
が
学
内
外

に
定
着
し
た
が
、
こ
れ
は
本
学
の
英
語
教
育
に
対
す
る
評
価
の
高

ま
り
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
開

学
時
に
就
任
し
た
青
木
常
雄
、
吉
岡
ま
つ
両
教
授
の
「
短
期
大
学

で
も
四
年
制
大
学
と
同
等
の
教
育
を
」
と
い
う
意
気
込
み
が
教
員
、

学
生
の
双
方
に
浸
透
し
、
そ
の
熱
意
に
応
え
て
不
断
に
努
力
し
た

こ
と
を
特
記
し
た
い
。

　

１
９
６
７
年
に
は
千
葉
県
流
山
市
に
進
出
し
、
１
９
８
２
年
に

は
そ
の
流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
欧
米
文
化
学
科
を
開
設
し
た
。
同
学

科
設
置
に
あ
た
り
、
木
内
信
敬
（
前
千
葉
大
学
教
養
学
部
長
）
は

「
地
域
研
究
」
の
手
法
を
本
学
に
も
た
ら
し
た
。
英
米
二
つ
の
地
域

の
歴
史
、
文
学
、
政
治
、
経
済
、
哲
学
、
思
想
、
社
会
、
人
種
問

題
な
ど
を
総
合
的
に
英
語
で
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
は
、
短
大

で
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
昭
和
期
を
通
じ
て
、
本
学
は

２
０
０
０
名
を
超
え
る
学
生
を
有
す
る
、
短
期
大
学
と
し
て
は
異

例
の
規
模
に
成
長
し
た
。

　

東
洋
女
子
短
大
の
充
実
と
拡
大
路
線
を
牽
引
し
た
の
は
、
長
く

理
事
長・

学
長
と
し
て
カ
リ
ス
マ
的
指
導
力
を
発
揮
し
、
激
務
を
こ

な
し
た
馬
渡
房
で
あ
っ
た
。
建
学
の
精
神
を
守
り
な
が
ら
、「
次
々

に
生
起
す
る
現
実
が
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
の
は
当
然
」「
校
風

は
自
然
に
醸
し
出
さ
れ
る
も
の
」
と
、
時
代
の
変
化
に
は
敏
感
に

対
応
し
つ
つ
、
学
生
や
教
員
を
ゆ
っ
た
り
と
優
し
く
見
つ
め
た
。

そ
の
視
線
の
先
に
は
自
由
な
校
風
が
見
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

４　
女
子
教
育
か
ら
の
発
展
、共
学
へ

　

１
９
８
５
年
に
制
定
さ
れ
た
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
象
徴
さ

れ
る
雇
用
時
の
差
別
撤
廃
な
ど
、
男
女
の
地
位
の
平
等
は
世
界
的

な
潮
流
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
長
期
不
況
は
、

短
期
大
学
が
供
給
源
で
あ
っ
た
民
間
企
業
の
「
一
般
事
務
職
」
を

非
正
規
雇
用
化
し
た
。
結
果
と
し
て
女
子
の
四
年
制
大
学
志
向
が

め
ざ
ま
し
く
高
ま
り
、
２
０
０
６
年
、
本
学
も
56
年
に
及
ぶ
女
子

短
大
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

東
洋
女
子
短
大
は
東
洋
学
園
の
女
子
教
育
を
全
う
し
、
専
攻
科

を
含
め
累
計
３
万
人
を
超
え
る
有
為
の
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
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た
。
社
会
あ
る
い
は
高
等
教
育
界
全
体
か
ら
見
れ
ば
小
さ
な
一
女

子
短
大
で
は
あ
っ
た
が
、
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
自
負
し
て
い
る
。
女
子
短
期
大
学
の
閉
学
は
、
宇
田
尚

の
思
い
の
完
結
で
あ
っ
た
。

　

思
い
起
こ
す
と
、
短
大
は
Ｌ
Ｌ
教
室
を
使
っ
た
音
声
教
育
、

Ｍ
ａ
ｃ
を
整
備
し
た
情
報
教
育
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
の
設
置
、English 

only

のEnglish Room
、
児
童
英
語
教
育
課
程
な
ど
、
当
時
と

し
て
は
最
先
端
の
教
育
環
境
を
整
え
て
い
た
。
学
生
た
ち
は
学
び

を
謳
歌
し
、
大
学
英
語
教
育
学
会
作
成
の
テ
ス
ト
で
大
き
な
成
績

の
伸
び
率
を
示
し
、
本
学
の
英
語
教
育
の
成
功
を
立
証
し
た
。
短

大
の
卒
業
生
は
、「
何
し
ろ
あ
の
頃
は
英
語
漬
け
で
し
た
」
と
懐
か

し
む
。５　

東
洋
学
園
大
学
の
歩
み

　

１
９
９
２
年
４
月
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
共
学・
四
年

制
の
東
洋
学
園
大
学
が
発
足
し
た
。
馬
渡
房
の
長
男
、
宇
田
正
長

（
当
時
、
東
洋
学
園
常
任
理
事・

短
大
副
学
長
）
が
中
心
と
な
り
、

１
９
８
９
年
か
ら
設
置
準
備
に
取
り
組
ん
だ
。
初
代
学
長
に
は
前

国
際
大
学
副
学
長
の
宍
戸
寿
雄
を
迎
え
、
所
在
地
を
流
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
、
人
文
学
部
１
学
部
２
学
科
の
体
制
で
開
学
し
た
。
学
科

は
東
洋
女
子
短
期
大
学
英
語
英
文
科
の
40
年
に
わ
た
る
実
績
を
生

か
し
た
英
米
言
語
学
科
と
、
欧
米
文
化
学
科
の
地
域
研
究
を
進
化

さ
せ
た
英
米
地
域
研
究
学
科
で
あ
っ
た
。

　

開
学
し
た
１
９
９
２
年
は
、
18
歳
人
口
が
最
後
の
ピ
ー
ク
に
達

し
た
年
で
あ
っ
た
。
以
後
、
東
洋
学
園
大
学
の
志
願
者
数
は
、
ほ

ぼ
人
口
動
態
に
沿
っ
て
推
移
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
、
理
事

長
職
を
継
い
だ
宇
田
正
長
は
、
来
る
べ
き
人
口
減
少
社
会
へ
の
危

機
感
を
も
っ
て
新
学
部
、
学
科
の
設
置
構
想
に
着
手
し
た
。
手
始

め
に
、
流
山
の
人
文
学
部
に
は
２
０
０
０
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
を
設
置
。
次
い
で
、
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
人
材
育
成

を
目
指
す
心
理
系
の
人
間
科
学
科
を
加
え
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
現
代
的
視
点
か
ら
問
題
解
決
す
る
知
識
と
能
力
を
備
え
、
職
業

人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
視
野
と
豊
か
な
人
間
性
を
持
つ
人

材
育
成
を
目
的
と
す
る
現
代
経
営
学
部
を
新
設
し
た
。
宇
田
正
長

は
２
０
０
２
年
に
学
長
を
兼
務
し
、
同
時
に
東
洋
学
園
大
学
は
前

述
の
２
学
部
４
学
科
体
制
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
難
な
時
代
に
怯
ま
ず
幾
多
の
改
革
を
進
め

て
き
た
宇
田
正
長
は
２
０
０
３
年
に
他
界
し
た
。
65
歳
の
早
過
ぎ

る
旅
立
ち
で
あ
っ
た
。
宇
田
正
長
の
た
ゆ
ま
ぬ
改
革
へ
の
意
欲
と

実
行
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
改
革
は
次
代
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

同
年
４
月
以
降
、
馬
渡
房
の
娘
婿
、
江
澤
雄
一
（
元
大
蔵
省
国
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際
金
融
局
長
）
理
事
長
、
一
ノ
渡
尚
道
（
前
防
衛
医
科
大
学
校
長
）

学
長
の
新
体
制
が
発
足
し
、
生
き
残
り
を
賭
け
た
改
革
が
続
け
ら

れ
た
。
２
０
０
４
年
に
人
文
学
部
を
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
と
人
間
科
学
科
の
２
学
科
に
再
編
し
、
学
部
共
通
で
修
学
キ
ャ

ン
パ
ス
共
用
化
を
図
り
、
１・

２
年
次
は
流
山
、
３・

４
年
次
は

本
郷
で
学
ぶ
体
制
に
改
め
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
両
学
部
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
共
通
化
を
図
り
、
２
０
０
４
年
に
は
英
語
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

を
発
足
さ
せ
、
基
礎
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
通
化
が
図
ら
れ
た
。

２
０
０
６
年
に
は
教
養
科
目
を
共
通
化
す
る
た
め
、
教
養
教
育
セ

ン
タ
ー
が
発
足
し
た
（
こ
の
年
、
短
大
が
閉
学
）。

　

さ
ら
に
、
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
本
郷
に
新
１
号
館

を
建
設
し
、
２
０
０
７
年
に
竣
工
し
て
供
用
を
開
始
し
た
。
２
０

０
８
年
に
は
高
度
職
業
人
養
成
を
目
指
す
大
学
院
現
代
経
営
研
究

科
を
設
置
。
２
０
１
３
年
に
は
人
文
学
部
を
改
組
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
新
設
し
、
人
間
科
学
科
を
分

離
し
、
学
部
に
昇
格
さ
せ
た
。

６　
東
洋
学
園
大
学
１
０
０
年
目
を
作
る
教
育
改
革

　

２
０
１
４
年
、
学
長
に
就
任
し
た
筆
者
は
、
東
洋
学
園
の
歴
史

の
中
で
教
育
改
革
に
取
り
組
む
覚
悟
を
固
め
て
い
る
。
時
代
は
急

速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
地
球
の
裏
側
に
一
瞬
に
し
て
情
報

が
伝
わ
る
時
代
に
な
り
、
産
業
革
命
以
来
の
変
革
の
大
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
時
代
の
波
の
中

で
、
教
育
界
も
、
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
事
な
こ
と
は
守
り

つ
つ
、
変
革
を
遂
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
学
は
２
０
１
４
年
、
伝
統
の
英
語
教
育
を
進
化
さ
せ
た
国
際

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
（International Career Program

）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
国
境
を
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
１
年

次
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
科
目
を
英
語
で
授
業
す
る
。
そ
の
メ
ソ
ッ
ド

は
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
（Content and Language Integrated Learn-

ing

）、
つ
ま
り
講
義
の
内
容
と
英
語
の
学
習
を
統
合
さ
せ
て
学
ぶ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
履
修
者
は
１
年
間
、
欧
米
の
大
学
へ
の
学

部
留
学
を
す
る
。
江
澤
雄
一
理
事
長
の
英
断
が
あ
り
、
留
学
先
と

本
学
の
授
業
料
の
差
額
は
本
学
が
負
担
す
る
と
い
う
画
期
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
。
第
１
回
生
は
既
に
海
外
の
大
学
の
学
部
生

と
し
て
勉
強
し
て
い
る
。
ま
だ
履
修
者
は
少
な
い
が
、
や
が
て
全

学
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
、
本
郷
で
の
一
体
型
都
心
キ
ャ
ン
パ
ス
制
度
、

つ
ま
り
全
学
部
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
集
中
化
が
進
行
中
で
あ
る
。

一
つ
に
は
教
育
資
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、

理
想
の
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
全
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学
生
が
一
つ
の
学
び
舎
で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
、

最
大
限
に
生
か
し
た
い
と
思
う
。

　

教
職
員
と
学
生
同
士
が
一
緒
に
学
び
合
う
、
そ
し
て
学
び
を
学

外
に
広
げ
、
都
市
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
学
生
に
肌
で
感
じ
取
ら
せ

た
い
。
さ
ら
に
は
、
志
向
の
違
う
各
学
部
の
学
生
が
共
に
学
び
合

い
、
そ
の
多
様
性
を
学
ぶ
環
境
を
作
り
、
学
生
間
の
交
流
が
活
発

化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
学
部
と
学
年
の
壁
を
超
え
て
学
ぶ
「Phoenix  

Challenge Program

」
が
２
０
１
７
年
度
か
ら
始
ま
る
。
こ 

れ
は
、
他
学
部
の
単
位
を
一
つ
の
目
的
を
も
っ
て
修
得
で
き
る
よ

う
に
す
る
制
度
で
あ
る
。
３
学
部
に
わ
た
る
科
目
を
自
由
に
履
修

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
角
的
な
人
格
形
成
を
可
能
に
し
た
い
の
で

あ
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
科
目
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
キ
ャ
リ
ア

の
ス
ス
メ
」
と
い
う
１
年
次
に
新
設
し
た
科
目
が
あ
る
（
２
０
１

５
年
か
ら
）。
学
生
が
自
ら
の
過
ご
し
て
き
た
18
年
間
を
振
り
返

り
、
学
長
と
語
り
合
い
、
自
校
教
育
を
通
し
て
東
洋
学
園
で
学
ぶ

意
味
を
考
え
さ
せ
る
。
学
生
は
自
ら
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
自
分

の
人
生
設
計
を
す
る
。
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
今
の
学
び
を
考

え
る
と
い
う
少
人
数
学
生
参
加
型
の
科
目
で
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
グ
ル
ー
プ・

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
他
学
部
生
と

の
交
流
を
通
し
て
、
学
生
は
多
様
な
価
値
観
を
発
見
し
、
化
学
反

応
を
起
こ
す
だ
ろ
う
。
今
、
上
級
生
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
ク
ラ
ス
に
配
置
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
こ
の
ク
ラ
ス
を
自
分
た

ち
で
な
ん
と
か
動
か
し
た
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
す
る
様
子
を

見
て
い
る
と
、
目
覚
ま
し
い
ほ
ど
の
成
長
ぶ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

学
生
に
、
生
涯
学
び
続
け
る
力
、
主
体
的
に
考
察
す
る
力
、
受

容
す
る
力
、
挑
戦
す
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
。
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
教

職
員
自
ら
が
変
革
す
る
勇
気
を
持
ち
、
協
働
し
て
学
生
一
人
一
人

と
対
峙
す
る
。
そ
ん
な
文
化
を
醸
成
す
る
大
学
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

本郷キャンパスの新１号館と
「フェニックス・モザイク」　
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

誕
生
秘
話

　

ア
ス
リ
ー
ト
は
身
体
が
資
本
。
ご
く
わ
ず
か
な
体
重
の
増
減
や

栄
養
摂
取
状
況
に
よ
っ
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
差
が
生
じ
る
。

特
に
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
月
経
や
月
経
に
随
伴
し
て
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
よ
り

良
い
状
態
に
保
ち
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
大
会
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
２
０
１
１
年
、
文
部
科
学
省
（
現
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー

ツ
庁
）
が
「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
戦
略
的
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
委

託
事
業
と
し
て
実
施
し
て
以
来
、「
女
性
と
ス
ポ
ー
ツ
」
の
普
及・

啓
発
の
ス
ピ
ー
ド
は
飛
躍
的
に
好
転
し
た
が
、
順
天
堂
大
学
は
、

こ
の
委
託
事
業
を
初
め
て
受
託
し
た
組
織
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
実
施
す
る
中
で
、
自
己
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
把
握
し
て
い
る
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
は
少
な
く
、
ま

た
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
指
導
す
る
コ
ー
チ
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
に
も
、
正
し
い
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
あ
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
分
の
試

合
日
に
月
経
が
当
た
ら
な
い
こ
と
を
神
様
に
祈
る
」
と
語
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
整
え
る
こ
と
は
、
自
己
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
知
り
、
問
題

が
あ
る
場
合
は
産
婦
人
科
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
だ
と

説
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
満
足
の
い
く
競
技
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
自
己
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
管
理
（
記
録
）
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
、
細
部
に
配
慮
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
「
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
ダ
イ
ア
リ
ー
」
だ
。
特
に
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
は
書
く
こ
と
を

好
み
、
過
去
の
記
録
を
読
み
返
す
習
慣
が
あ
る
こ
と
を
リ
サ
ー
チ

し
た
結
果
、
記
述
式
（
日
記
）
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
た
。
練

習
頻
度
や
競
技
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
、
ど
ん
な
女
性
ア
ス
リ
ー
ト

で
も
使
用
で
き
る
〝
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
〟
ダ
イ
ア
リ
ー

が
誕
生
し
た
。

特
徴
と
広
が
り

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
ダ
イ
ア
リ
ー
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
ペ
ー
ジ
と
コ

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
ダ
イ
ア
リ
ー

［
順
天
堂
大
学
］

桜
間 

裕
子

●
順
天
堂
大
学
女
性
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー 

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

《
学
生
手
帳
編
》
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ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
記
録
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー

ペ
ー
ジ
に
は
、
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
１
週
間
ご
と
、
月
ご
と
の

目
標
が
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
記

録
ペ
ー
ジ
は
、
基
礎
体
温
、
月
経
時
の
状
態
、
体
重
、
睡
眠
時
間
、

排
便
、
練
習
へ
の
意
欲
や
達
成
度
、
１
日
の
疲
労
度
な
ど
、
考
案

者
た
ち
が
調
査
研
究
結
果
か
ら
厳
選
し
た
項
目
を
見
開
き
２
ペ
ー

ジ
で
記
録
で
き
る
。
ま
た
、
同
ペ
ー
ジ
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

良
好
に
保
つ
上
で
最
も
重
要
な
栄
養
摂
取
状
況
を
１
日
３
食
分
、

記
録
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
項
目
は
、
公
認
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
士
が
監
修
し
て
い
る
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
変
動
す
る
月
経
周
期
の
中
で
、
い
つ

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
い
い
と
感
じ
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん

で
い
る
が
、
月
経
終
了
直
後
が
調
子
が
い
い
と
い
う
人
も
あ
れ
ば
、

月
経
中
と
い
う
人
も
あ
り
、
個
人
差
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
い
い
時
期
を
知
る
に
は
、
継
続
し
て

記
録
し
、
変
化
を
読
み
取
る
し
か
な
い
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
同
じ

く
ら
い
地
道
な
努
力
が
必
要
だ
が
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
く
じ
け

そ
う
な
気
持
ち
を
ダ
イ
ア
リ
ー
中
の
「
キ
ラ
リ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。
キ
ラ
リ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
配
慮
し
た
の
は
、
考
案
者
の
中
心
的

存
在
だ
っ
た
池
畑
亜
由
美
先
生
の
発
案
だ
。
自
身
も
水
泳
選
手
だ
っ

た
経
験
か
ら
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
力
強
く
支
え
た
い
と
、
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
全
国

の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
や
指
導
者
に
伝
え
る
べ
く
、
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
ダ
イ
ア
リ
ー
を
携
え
て
全
国
各
地
で
講
習
を
実
施
し
た
。

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
ダ
イ
ア
リ
ー
は
、

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
る
。「
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
ダ
イ
ア
リ
ー
の
お
か
げ
で
、
自
分
の
体
調
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
毎
日
記
入
す
る
の
が
楽
し
く
、
習
慣
に
な
っ
た
。
１

年
を
終
え
る
こ
ろ
に
は
ダ
イ
ア
リ
ー
が
ボ
ロ
ボ
ロ
（
笑
）」
と
い
っ

た
感
想
も
届
き
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
必
需

品
に
な
っ
て
い
る
。
考
案
者
の
熱
い
思
い
の
詰
ま
っ
た
ダ
イ
ア
リ
ー

を
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
届
け
て
い
き
た
い
。

歴
代
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
ダ
イ
ア
リ
ー
と
池
畑
先
生
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

発
端
は
、
教
育
後
援
会
会
長
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
。

　
「
教
育
後
援
会
で
は
、
毎
春
、
入
学
祝
と
し
て
新
入
生
に
学
生
手

帳
を
配
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
入
学
式
が
終
わ
る
と
ご
み
箱

は
手
帳
の
山
で
す
。
学
生
が
使
い
た
い
手
帳
を
作
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
か
？
」

　

当
時
、
経
営
学
部
で
は
実
践
授
業
を
推
奨
し
て
お
り
、
わ
が
ゼ

ミ
で
も
地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
近
隣
中
小
企
業
の
経
営
分
析
、

農
家
主
婦
が
主
催
す
る
農
業
法
人
の
製
品
開
発・

販
売
協
力
を
実

践
し
て
い
た
。
３
年
ゼ
ミ
の
開
始
当
初
、
４
年
ゼ
ミ
生
に
よ
る
実

践
４
チ
ー
ム
の
紹
介
に
続
き
、
教
育
後
援
会
会
長
か
ら
学
生
手
帳

に
対
す
る
思
い
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
会
長
は
、「
プ
ラ
ン
作

成
、
業
者
対
応
、
価
格
決
定
す
べ
て
を
任
せ
ま
す
。
機
能
性
、
持

ち
や
す
さ
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
考
え
て
、
学
生
目
線
で
自
由
に
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
秋
の
全
国
支
部
長
会
議
で
発
表
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
全
面
委
任
で
あ
っ
た
。

当
然
、
学
生
に
は
重
い
責
任

が
か
か
る
。
希
望
聴
取
の
結

果
、
２
０
１
２
年
度
３
年
生

ゼ
ミ
で
は
、
新
た
に
６
名
か

ら
な
る
学
生
手
帳
作
製
チ
ー

ム
が
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

チ
ー
ム
は
、
ま
ず
学
生
手

帳
作
製
の
目
的
を
設
定
し
、

目
的
達
成
の
た
め
に
解
決
す

べ
き
課
題
と
作
製
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
た
。
目
的
は
、「
新
入
生
が
活
用
で
き
る
学
生

手
帳
の
作
製
」
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
手
帳
に
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
楽
し
く
効
率
的
に
過
ご
せ
る
機
能
を
持
た
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
み
ん
な
が
持
ち
た
い
と
思
え
る
デ
ザ
イ
ン
に
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

手
帳
チ
ー
ム
は
以
下
の
手
順
で
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

①�　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
現
行
手
帳
の
使
用
率
、
問
題
点
の

把
握
と
学
生
ニ
ー
ズ
の
確
認

②�　

使
い
や
す
い・

使
い
た
く
な
る
手
帳
の
デ
ザ
イ
ン
、
大
き
さ

学
生
目
線
の 

学
生
手
帳・
就
活
手
帳

［
桃
山
学
院
大
学
］

朴 

大
栄
●
桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授

《
学
生
手
帳
編
》

学生手帳作製チームの活動風景
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の
決
定

③�　

学
生
目
線
に
よ
る
桃
大
独
自
手
帳
の
中
身・

内
容
の
決
定

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
大
学
生
活
入
門
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
全
学
の

１
年
生
授
業
ク
ラ
ス
に
対
し
て
実
施
し
、
学
生
の
70
％
、
１
０
０

０
名
以
上
か
ら
回
答
を
集
め
、
有
意
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
現
行
手
帳
の
使
用
率
は
10
％
に
満
た

ず
、
不
満
は
、
大
き
さ
、
単
色
の
特
徴
の
な
い
表
紙
、
独
立
し
た

学
部
別
予
定
表
な
ど
無
駄
な
ペ
ー
ジ
、
大
学
配
付
感
が
目
立
つ
画

一
的
な
外
観
な
ど
に
集
中
し
て
い
た
。

　

重
視
し
た
の
は
、
最
初
に
手
に
し
た

時
の
外
観
で
あ
る
。
大
き
さ
は
、
小
さ

く
も
な
く
、
バ
ッ
グ
に
収
ま
り
や
す
い

Ｂ
６
サ
イ
ズ
と
し
た
。
大
学
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
裏
表
紙
裏
側
に
移
す
と
と
も
に
、
表
紙
は
薄
い
地
色
に

濃
い
強
調
ラ
イ
ン
の
も
と
、
年
度
の
表
示
の
み
と
し
た
。
ま
た
、

従
来
の
蛍
光
色
固
定
カ
バ
ー
か
ら
透
明
の
カ
バ
ー
に
変
更
す
る
こ

と
に
よ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
帳
に
変
更
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

中
身
に
つ
い
て
も
マ
ン
ス
リ
ー
ペ
ー
ジ
と
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ペ
ー

ジ
の
２
本
立
て
と
し
、
マ
ン
ス
リ
ー
ペ
ー
ジ
に
は
名
言
を
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
月
初
め
の
「
心
新
た
に
」
を
目
指
し
た
。
そ

の
他
、
学
内
シ
ョ
ッ
プ
の
割
引
券
を
付
け
る
な
ど
、
学
内
生
活
に

早
く
な
じ
む
仕
掛
け
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
手
帳
の
作
製
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
教
育
後

援
会
全
国
支
部
長
会
議
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
好
評

を
得
た
。
ま
た
、
年
度
末
実
践
授
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
会
で
は
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
、
学
生
に
大
き
な
自
信
を
与
え
る
こ
と
と�

な
っ
た
。

　

新
学
生
手
帳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
使
用
率
は
50
％

を
超
え
、
２
年
生
以
上
の
希
望
者
に
無
料
配
付
す
る
た
め
に
用
意

し
た
約
６
０
０
部
は
２
週
間
で
底
を
つ
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

翌
年
度
の
３
年
ゼ
ミ
生
は
新
た
な
挑
戦
を
し
た
い
と
、
教
育
後
援

会
と
話
し
合
い
、
３
年
生
向
け
の
就
活
手
帳
作
製
チ
ー
ム
を
編
成

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
就
活
手
帳
は
学
生
手
帳
と
異
な
る
コ
ン
セ

プ
ト
で
作
製
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

⬅

After Before

113 大学時報　2016.7



加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

キ
ャ
ン
パ
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
発
行
の
背
景

　

近
年
の
大
学
生
は
、
正
課
教
育・
正
課
外
活
動
を
問
わ
ず
、
教

室
に
お
け
る
座
学
の
学
習
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、留
学
な
ど
、学
び
の
場
は
学
内
外
か
ら
国
内
外
に
ま

で
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、授
業
へ
の
出
席
率
は
高
く
、課
外
自
主

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
一
方
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
に
も
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
も
多
い
。

　

こ
の
た
め
、
自
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
で
き
な
け
れ
ば
、

学
生
生
活
そ
の
も
の
が
「
消
化
不
良
」
を
起
こ
し
、結
果
と
し
て
学

生
生
活
の
満
足
度
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
就
職
活

動
に
お
い
て
は
、
大
学
で
何
を
学
ん
だ
か
で
は
な
く
、
何
を
身
に

付
け
た
か
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
自
身
の
学
生
生
活
を
客
観

的
に
振
り
返
る
「
自
己
省
察
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
実
態
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
と
学
生
の
自
己
省
察
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
２
０
０
８

年
度
か
ら
「
立
命
館
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
」（
以
後
、
ダ

イ
ア
リ
ー
）
を
発
行
し
、
新
入
生
全
員
に
配
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

在
学
生
に
も
年
１
回
の
定
期
健
康
診
断
受
診
者
に
優
先
的
に
配
付

す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

２　

ダ
イ
ア
リ
ー
の
特
徴
と
学
生
参
加
の
編
集

　

本
学
の
ダ
イ
ア
リ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
発
行
し
て
い
た
、

学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
各
種
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
相
談

窓
口
、
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
な
ど
の
基
本
情
報
を
紹
介
す
る
冊
子

を
合
冊
さ
せ
た
上
で
、
女
子
学
生
が
持
つ
小
さ
な
バ
ッ
グ
に
も
入

る
サ
イ
ズ
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
年
暦
や
授
業
（
時
間
割
）
と
定
期
試
験
ま
で
の
流
れ

を
一
体
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、

定
期
試
験
ま
で
の
学
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
し

て
自
ら
の
学
習
の
可
視
化
を
図
り
、
セ
メ
ス
タ
ー
ご
と
に
学
習
の

振
り
返
り
を
通
じ
た
自
己
省
察
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
集
め
て
、
よ
り
使
い
勝
手
の
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
の
工
夫
と
改
善
を
図
っ
て
お
り
、
学
生
の
声
を
取

学
生
の
学
び
と
成
長
を
支
え
る 

キ
ャ
ン
パ
ス
ダ
イ
ア
リ
ー

［
立
命
館
大
学
］

淺
野 

昭
人
●
立
命
館
大
学
学
生
部
次
長

《
学
生
手
帳
編
》
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り
入
れ
た
、
定
期
試
験
準
備
ペ
ー
ジ
（
登
録
科
目
の
評
価
形
態
と

試
験
日
時
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
日
や
修
得
し
た
単
位
数
を
記
入
で

き
る
）
な
ど
が
実
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー
や
名
刺
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル
（
学
生

証
番
号
や
氏
名
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
出
席
票
や
小
テ
ス
ト

な
ど
に
貼
付
し
て
利
用
）
が
収
納
で
き
る
ポ
ケ
ッ
ト
が
付
い
た
ア

ク
リ
ル
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
も
、
学
生
の
声
か
ら
改
善
が
加
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
表
紙
は
交
換
可
能
な
形
態
と
し
、

学
内
で
表
紙
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
行
い
、
学
生
が
気
に
入
っ
た
表

紙
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

３　

愛
着
あ
る
自
分
だ
け
の
ダ
イ
ア
リ
ー

　

表
紙
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
に
は
、
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
表

紙
を
20
種
類
掲
載
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
制
作
活
動
を
行
う
団
体
が
制
作
し
た
表
紙
、
東
北
で
災
害
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
よ
る
福
島
県
い
わ
き

市
の
写
真
を
使
っ
た
表
紙
、
ア
フ
リ
カ
の
女
性
支
援
活
動
団
体
に

よ
る
ケ
ニ
ア
布
デ
ザ
イ
ン
表
紙
、「
放
置
猫
」
を
減
ら
す
た
め
の
取

り
組
み
や
動
物
行
政
に
関
す
る
調
査
研
究・

啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
に
よ
る
ネ
コ
の
表
紙
な
ど
、
各
団
体
が
自
ら
の
活
動
を

ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、
入
手
し
た
学
生
が
自
分
だ
け
の
愛
着
あ
る
ダ

イ
ア
リ
ー
を
持
つ
一
助
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
た
表
紙
以
外
に
も
、
新
入
生
の

導
入
期
支
援
を
行
う
オ
リ
タ
ー・

エ
ン
タ
ー
団
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
表

紙
を
作
製
し
て
い
る
。
オ
リ
タ
ー
の
学
生
が
、
揃
い
の
デ
ザ
イ
ン

の
ダ
イ
ア
リ
ー
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
帰
属
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
新
入
生
の
見
本
と
な
る
行
動
を
心
掛
け
る
な
ど
、
大
学
側

の
想
像
を
超
え
た
活
用
方
法
も
生
ま
れ
て
お
り
、
学
生
の
学
び
と

成
長
を
支
え
る
こ
と
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

立命館大学キャンパスダイアリー
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『
笑
顔
で
生
き
る
魔
法
の
言
葉
』 

下
へ
下
へ
と
根
を
伸
ば
す

山
岡　
高
橋
さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
本
を
ご
執
筆
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
思
い
入
れ
が
深
い
一
冊

は
お
あ
り
で
す
か
。

高
橋　
毎
日
、
朝
の
６
時
く
ら
い
ま
で
か
け
て
原

稿
を
書
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
『
笑
顔
で
生

き
る
魔
法
の
言
葉
』
で
す
。
現
役
時
代
に
小
出
監

督
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
私
の
心
に
響

い
て
人
生
を
変
え
て
き
た
言
葉
な
ど
を
、
そ
の
つ

ど
練
習
日
誌
に
書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。
何
か
で

迷
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
、
原
点
に
立
ち
返
り
た

く
な
っ
た
と
き
、
自
分
を
叱
咤
す
る
と
き
に
読
み

返
し
て
い
た
練
習
日
誌
を
、
ま
と
め
て
い
ち
ど
に

見
ら
れ
た
り
、
何
度
も
読
み
返
す
こ
と
の
で
き
る

本
に
し
た
い
と
思
っ
て
書
い
た
本
で
す
。

山
岡　
高
橋
さ
ん
が
最
も
大
切
に
な
さ
っ
て
い
る

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
教
え
く
だ
さ
い
。

高
橋　
私
の
座
右
の
銘
は
「
何
も
咲
か
な
い
寒
い

日
は　

下
へ
下
へ
と
根
を
伸
ば
せ　

や
が
て
大
き

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー・

マ
ラ
ソ
ン
解
説
者

高
橋 

尚
子
さ
ん
に
聞
く

た
か
は
し・

な
お
こ

中
学
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
、

大
阪
学
院
大
学
卒
業
後
に
実

業
団
へ
。
’00
シ
ド
ニ
ー
五
輪

女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル
、

国
民
栄
誉
賞
受
賞
。
’01
ベ
ル

リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
世
界
記
録

（
当
時
）
を
樹
立
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
理

事
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
理

事
、
公
益
財
団
法
人
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員

会
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
会
委
員

長
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
と
し
て

活
躍
中
。

聞
き
手 

山
岡
三
子
さ
ん
●
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー・

名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授

1162016.7　大学時報



な
花
が
咲
く
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

学
生
時
代
の
私
は
あ
ま
り
強
い
選
手
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
陸
上
競
技
は
、
試
合
で
の
順
位

や
タ
イ
ム
と
い
っ
た
結
果
が
は
っ
き
り
見
え
る
競

技
で
あ
る
一
方
で
、
日
々
の
成
長
が
目
に
見
え
に

く
い
の
で
、
今
の
練
習
が
本
当
に
力
に
な
っ
て
い

る
の
か
を
見
失
い
が
ち
で
、
こ
の
ま
ま
今
の
練
習

を
続
け
て
い
て
も
い
い
の
か
と
不
安
に
な
る
時
期

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
「
今
は
根
を
伸

ば
し
て
い
る
ん
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
、

心
の
支
え
に
し
て
き
ま
し
た
。

山
岡　
高
橋
さ
ん
の
よ
う
な
一
流
の
ア
ス
リ
ー
ト

で
も
、
練
習
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
不
安
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

高
橋　

不
安
に
な
っ
て
い
る
と
き
の
ほ
う
が
多

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
マ
ラ
ソ
ン
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
選
手
が
レ
ー
ス
に
出
場
す
る
の
は
、
基

本
的
に
年
１
回
な
の
で
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
練

習
が
、
本
当
に
自
分
の
力
に
な
っ
て
い
て
、
何
カ

月
後
か
の
レ
ー
ス
で
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

分
か
ら
な
い
ま
ま
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
野
菜
や
果
物
の
種
を
ま
い
て
か

ら
収
穫
す
る
ま
で
に
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

ま
ま
、
場
合
に
よ
っ
て
は
台
風
の
せ
い
で
収
穫
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、

練
習
や
レ
ー
ス
の
途
中
で
け
が
を
し
て
ゴ
ー
ル
ま

で
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

走
る
こ
と
で
自
分
の
心
に 

正
直
に
向
き
合
う

山
岡　
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
と
い
う
の
は
、
練

習
日
誌
を
読
み
返
す
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

走
り
な
が
ら
で
す
か
？

高
橋　
走
っ
て
い
る
時
は
、
自
分
と
向
き
合
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
走
り
な
が
ら
の
と
き
の
ほ
う

が
多
い
で
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
、
瞑
想
し
た

り
、
座
禅
を
組
む
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
情
報
化
社
会
の
現
代
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
常
に
情
報

が
入
っ
て
く
る
の
で
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
自
分

の
悩
み
や
将
来
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く

り
と
考
え
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
で
す
よ
ね
。
で

す
が
、
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
い
る
と
呼
吸
も
乱
れ
な

い
し
、
一
人
に
な
れ
る
の
で
、
自
分
の
心
に
正
直

に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
悩
み
が
あ
っ
た

り
落
ち
込
ん
で
い
て
も
、
走
り
終
わ
る
こ
ろ
に
は

そ
れ
が
ち
っ
ぽ
け
に
見
え
た
り
、
い
い
ア
イ
デ
ア

が
浮
か
ん
だ
り
し
て
前
向
き
に
な
れ
る
の
で
、
走

り
な
が
ら
自
分
と
対
話
す
る
こ
と
は
と
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

山
岡　
高
橋
さ
ん
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
言
葉
を
、

特
任
教
授
を
な
さ
っ
て
い
る
大
阪
学
院
大
学
の
今

年
の
入
学
式
で
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

高
橋　
先
ほ
ど

の
言
葉
は
高
校

時
代
に
陸
上
部

の
先
生
か
ら

送
っ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
、

「
疾
風
に
勁
草

（
け
い
そ
う
）

を
知
る
」「
丸
い
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月
夜
も
一
夜
だ
け
」
と
合
わ
せ
た
三
つ
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
言
葉
な
の
で
す
。

　
「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」
と
は
、
強
い
風
が
吹
い

た
と
き
や
逆
境
の
と
き
に
こ
そ
本
当
に
強
い
人
が

分
か
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
、

ス
タ
ー
ト
時
間
の
わ
ず
か
15
分
前
に
よ
う
や
く
会

場
に
到
着
し
て
何
も
準
備
が
で
き
ず
に
試
合
に
臨

む
こ
と
に
な
っ
た
と
き
や
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の

レ
ー
ス
当
日
に
朝
食
が
届
か
な
く
て
「
食
べ
る
も

の
が
な
い
」
と
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
こ
の
言
葉

を
思
い
出
す
こ
と
で
「
今
こ
そ
強
さ
を
発
揮
す
る

と
き
だ
」「
こ
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
楽
し
も
う
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
丸
い
月
夜
も
一
夜
だ
け
」
は
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
と
き
や
優
勝
し

た
大
会
で
思
い
出
し
、
今
日
一
日
は
み
ん
な
で
お

祝
い
を
し
て
、
明
日
か
ら
は
ま
た
次
の
満
月
の
た

め
に
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
心
を
引
き

締
め
て
、
翌
日
か
ら
練
習
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

人
生
の
い
い
と
き
も
悪
い
と
き
も
、
自
分
を
引

き
締
め
る
言
葉
と
し
て
、
こ
の
三
つ
で
１
セ
ッ
ト

の
言
葉
を
か
み
し
め
な
が
ら
人
生
を
歩
ん
で
い
き

な
さ
い
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
以
降
、
私
の
支
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
パ
ー
ト
の
原
動
力
と
な
っ
た
温
か
い
気
持
ち 

山
口
選
手
か
ら
の
魔
法
の
水

山
岡　
シ
ド
ニ
ー
の
レ
ー
ス
の
時
は
、
前
半
で
給

水
が
で
き
ず
、
並
走
し
て
い
た
山
口
衛
里
さ
ん
か

ら
水
を
も
ら
い
、
前
を
走
っ
て
い
た
市
橋
有
里
さ

ん
も
給
水
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
、
今

度
は
そ
の
水
を
市
橋
さ
ん
に
渡
さ
れ
て
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
ス
パ
ー
ト
し
て
集
団
か
ら
抜
け
出
し

た
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

高
橋　
レ
ー
ス
で
ス
パ
ー
ト
す
る
と
き
っ
て
、
と

て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
で
す
。
体
力
的
な
負

担
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
こ
で
ペ
ー
ス
を
上
げ

た
ら
、
そ
の
後
は
ス
タ
ミ
ナ
が
も
つ
だ
ろ
う
か
？　

と
か
、
誰
が
付
い
て
く
る
だ
ろ
う
か
？　

と
い
っ

た
心
理
的
な
不
安
も
あ
っ
て
、
普
通
に
走
っ
て
い

る
と
き
よ
り
も
２
～
３
倍
も
消
耗
す
る
の
で
す
。

　

試
合
の
前
日
に
、
小
出
監
督
か
ら
言
わ
れ
た
の

は
、
た
っ
た
一
言
「
ど
ん
な
順
位
で
も
い
い
か
ら
、

出
し
惜
し
み
は
す
る
な
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

あ
の
と
き
は
ま
だ
集
団
の
中
で
、
ど
う
し
た
ら
い

い
だ
ろ
う
？　

と
い
う
気
持
ち
で
走
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
私
が
10
キ
ロ
地
点
と
15
キ
ロ
地
点
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
ド
リ
ン
ク
を
取
れ
な
か
っ
た
の
を
見
て
、

17・

５
キ
ロ
に
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
ド
リ
ン
ク
と
呼
ば

れ
る
普
通
の
水
を
山
口
さ
ん
が
取
っ
て
手
渡
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
う
れ
し
く
て
、
心

の
中
に
温
か
い
も
の
が
芽
生
え
た
よ
う
な
気
が
し

た
の
で
す
。

　

す
る
と
、
前
を
走
る
市
橋
さ
ん
も
水
を
取
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
こ

高
橋
尚
子
さ
ん
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の
う
れ
し
い
気
持
ち
を
市
橋
さ
ん
に
も
伝
え
な
く

て
は
と
思
い
、
市
橋
さ
ん
め
が
け
て
走
っ
て
い
っ

た
ら
、
自
然
に
ペ
ー
ス
が
上
が
っ
て
い
っ
て
、「
あ

れ
、
ペ
ー
ス
が
速
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
え
～
い
、

こ
の
ま
ま
行
っ
ち
ゃ
え
！
」
と
い
う
感
じ
で
無
理

な
く
ス
パ
ー
ト
で
き
た
こ
と
が
、
と
て
も
大
き
か
っ

た
で
す
ね
。

　

あ
れ
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
レ
ー
ス
展
開
が

全
然
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
私

の
ス
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
先
頭
集
団
の
人
数
が
絞
ら

れ
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
走
り
に
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
た
し
、
展
開
の
パ
タ
ー
ン
も
一
つ
だ
け
考

え
れ
ば
よ
く
な
っ
た
。
相
手
が
ア
フ
リ
カ
勢
を
は

じ
め
た
く
さ
ん
い
る
と
何
通
り
も
の
作
戦
を
考
え

な
が
ら
走
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
先
の
こ
と
を
考
え
ず
に
行
動
が
で
き
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
岡　
マ
ラ
ソ
ン
は
個
人
競
技
で
す
が
、
選
手
同

士
に
気
持
ち
の
通
い
合
い
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
で
す
ね
。
市
橋
さ
ん
に
お
水
を
手
渡
す
た
め
に

ペ
ー
ス
を
上
げ
る
こ
と
で
、
体
力
を
消
耗
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

高
橋　
「
こ
の
う
れ
し
さ
を
伝
え
な
き
ゃ
！
」
と
い

う
気
持
ち
だ
け
で
し
た
。
走
る
こ
と
と
は
ま
っ
た

く
別
の
と
こ
ろ
で
意
識
が
動
い
た
こ
と
が
、
結
果

的
に
は
楽
で
し
た
ね
。

マ
ラ
ソ
ン
は
孤
独
な
競
技
で
は
な
い 

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
前
と
後
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

山
岡　
水
泳
も
陸
上
と
同
じ
個
人
競
技
で
す
が
、

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
チ
ー
ム
力
を
重
視

す
る
よ
う
に
し
て
か
ら
個
人
の
成
績
も
上
が
っ
た

と
い
う
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

個
人
競
技
で
あ
っ
て
も
チ
ー
ム
と
し
て
の
力
と
い

う
も
の
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋　
絶
対
に
そ
う
で
す
ね
。
マ
ラ
ソ
ン
は
個
人

競
技
で
孤
独
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

私
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
た
ち
か
ら
力
を
い
た

だ
い
て
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
ま
で
に
、
監
督

や
コ
ー
チ
が
貴
重
な
時
間
を
使
っ
て
、
私
が
一
秒

で
も
速
く
走
れ
る
よ
う
に
と
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
特
に
女
子
マ
ラ
ソ
ン
は
、
他
の
ス

ポ
ー
ツ
と
比
べ
て
も
合
宿
が
３
カ
月
か
ら
半
年
と

長
く
、
そ
の
間
ず
っ
と
監
督
も
選
手
と
同
じ
家
に

住
み
、
朝
の
６
時
半
か
ら
夜
の
10
時
く
ら
い
ま
で

一
緒
に
過
ご
し
ま
す
。
試
合
で
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
も
、
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き

ま
す
し
、
大
会
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
か

ら
こ
そ
、
ラ
ン
ナ
ー
は
温
か
い
気
持
ち
で
が
ん
ば

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
も
の
も
含
め
て
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
ま
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

そ
し
て
競
技
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

山
岡
三
子
さ
ん
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が
と
て
も
い
い
と
き
は
、
や
は
り
一
番
力
が
出
ま

す
ね
。

山
岡　
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
お
感
じ
に
な
っ
た
他

者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
い
っ
た
も
の
が
、「
環

境
」
や
「
食
」
と
い
っ
た
高
橋
さ
ん
の
現
在
の
活

動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋　
は
い
。
都
会
の
排
気
ガ
ス
が
多
い
と
こ
ろ

と
、
山
の
中
の
道
を
自
然
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を

浴
び
な
が
ら
走
る
の
と
で
は
全
然
違
い
ま
す
。
米

国
の
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
地
で
よ

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
た
が
、
緑
が
豊
か
で

空
気
が
と
て
も
澄
ん
で
い
る
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
今
の
よ
う
に
飲
み
水

を
買
う
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
と
思
っ
て
い
た
環
境
が
、
こ
れ
か
ら
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
身
の
回

り
の
環
境
に
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
岡　
マ
ラ
ソ
ン
を
起
点
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
フ
リ
カ
に
行
か
れ
て

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

足
を
守
り
、命
を
救
い
、社
会
を
変
え
る 

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

高
橋　
私
に
と
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
は
、

体
の
一
部
で
あ
り
、
自
分
と
共
に
戦
っ
て
く
れ
た

一
番
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

引
退
後
に
ア
フ
リ
カ
で
は
靴
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
、
何
か
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
い
う
話
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
ス

マ
イ
ル 

ア
フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
持
ち
主
の
サ
イ
ズ
に

合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
ほ
か
の
誰
か

な
ら
ま
だ
ま
だ
履
け
る
靴
を
回
収
し
、
ア
フ
リ
カ

の
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
と
い
う
活
動

で
す
。
今
年
で
８
年
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
８

万
足
近
い
靴
を
届
け
ま
し
た
。

　

初
め
て
ケ
ニ
ア
の
ス
ラ
ム
街
を
訪
れ
た
と
き
は

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ゴ
ミ
が
５
セ
ン
チ
く
ら
い

積
も
っ
て
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
動
物
の
排
泄
物
な

ど
も
あ
る
と
こ
ろ
を
裸
足
で
走
り
回
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
て
、
私
の
中
の
常
識
が
一
気
に
崩
れ

去
っ
て
い
く
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

と
い
う
の
も
、
靴
が
足
を
守
る
防
具
と
し
て
の

役
割
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
命
を
救
う
こ
と
も

あ
る
ほ
ど
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
か
ら
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
年
目
に
、
靴

を
履
い
た
子
ど
も
が
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
、

ま
る
で
背
中
に
羽
が
生
え
て
飛
ぶ
よ
う
に
走
り

回
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
は
涙
が
出
ま
し
た
。

　

靴
を
贈
る
と
同
時
に
、
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
ヒ
マ
ワ

リ
の
種
を
も
ら

い
ま
す
。
こ
れ

は
ヒ
マ
ワ
リ
の

種
を
植
え
て
緑

化
運
動
に
努

め
、
花
が
咲
い

た
ら
靴
を
贈
っ

た
こ
と
を
思
い

出
そ
う
、
お
互
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い
が
お
互
い
を
知
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
何
年
か
た
つ
と
、
ス

ラ
ム
街
の
子
ど
も
た
ち
が
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
入
賞

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
自
分
の
一

生
は
ス
ラ
ム
街
で
終
わ
る
と
感
じ
て
生
き
て
い
た

子
ど
も
た
ち
が
、
チ
ー
ム
を
作
っ
て
陸
上
教
室
を

始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
将
来
は

陸
上
選
手
に
な
っ
て
家
族
に
楽
を
さ
せ
た
い
と

い
っ
た
夢
を
語
り
始
め
、
そ
れ
を
聞
い
た
ス
ラ
ム

街
の
人
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
が
き
れ
い
な
と
こ

ろ
で
走
れ
る
よ
う
に
と
、
３
０
０
人
以
上
集
ま
っ

て
掃
除
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

山
岡　
地
域
社
会
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

高
橋　
１
年
目
に
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
男
の
子

は
、
自
分
に
は
親
が
い
る
が
、
他
の
孤
児
た
ち
を

助
け
て
あ
げ
た
い
か
ら
将
来
は
陸
上
選
手
に
な
り

た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
４
年
目
に

父
親
を
亡
く
し
、
母
親
も
そ
の
子
を
養
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
人
も
孤
児
と
同
じ
境

遇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
と
き
に
は
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
尚
子
は
１
年
に
１
回
し
か
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
け
れ
ど
、
陸
上
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
、
そ
し
て

夢
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
か
ら
、

僕
が
こ
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
そ
れ
を
伝
え
る
ね
」

と
言
っ
て
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
現
地
の

人
た
ち
が
同
じ
思
い
で
動
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
活
動
に
は
と
て
も
大
切
な
の
で
す
が
、

そ
ん
な
変
化
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

山
岡　
高
橋
さ
ん
は
青
年
海
外
協
力
隊
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
も
訪
問
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

高
橋　
つ
い
最
近
は
、
ラ
オ
ス
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
現
地
で
活
動
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
人
た
ち
は
、

厳
し
い
状
況
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
な

さ
っ
て
い
て
、
本
当
に
尊
敬
し
ま
す
。
海
外
で
活

躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
大
企
業
の
方
は
周
囲
か

ら
称
賛
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
方
々
は
、
日
本
で
は
誰
も
知
ら
な
い
よ

う
な
小
さ
な
町
で
、
現
地
の
人
た
ち
の
笑
顔
を
支

え
る
ヒ
ー
ロ
ー・

ヒ
ロ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
、
も
っ
と
日
本
の

皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

47
人
中
45
位
か
ら
８
年
で
区
間
賞
、３
年
半
で

金
メ
ダ
ル
～
今
で
き
る
こ
と
を
一
所
懸
命
に

山
岡　
現
役
を
引
退
な
さ
っ
て
８
年
経
っ
て
も
、

活
躍
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。

高
橋　
も
と
も
と
、
井
の
中
の
蛙
で
は
な
い
で
す

が
、
現
役
時
代
の
１
日
の
生
活
は
食
べ
る
、
走
る
、

寝
る
だ
け
で
、
ケ
ー
タ
イ
し
な
い
、
パ
ソ
コ
ン
し

な
い
、
テ
レ
ビ
も
見
な
い
、
コ
ン
ビ
ニ
行
か
な
い

と
い
う
生
活
か
ら
、
引
退
後
は
い
ろ
ん
な
世
界
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
マ
ラ
ソ
ン

に
打
ち
込
ん
で
い
た
と
き
の
よ
う
に
、
一
つ
の
世

界
を
も
っ
と
深
く
追
求
し
た
い
と
い
う
思
い
が
わ

い
て
き
た
の
で
、
数
年
前
か
ら
は
仕
事
の
幅
を
広

げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
勉
強

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
す
。

山
岡　
少
し
ず
つ
で
も
前
に
進
み
た
い
と
い
う
お

気
持
ち
は
、
陸
上
競
技
を
続
け
る
中
で
養
わ
れ
た
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も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋　
高
校
２
年
生
の
時
に
、
都
道
府
県
対
抗
女

子
駅
伝
に
初
出
場
し
ま
し
た
。
１
区
間
を
47
名
の

選
手
が
走
る
の
で
す
が
、
１
年
目
は
２
区
で
45
番

目
で
し
た
。
翌
年
は
40
番
に
な
り
、
30
番
、
20
番

と
上
が
っ
て
い
っ
て
、
８
回
目
に
出
場
し
た
と
き
、

エ
ー
ス
区
間
で
区
間
賞
を
取
れ
ま
し
た
。
今
で
き

る
こ
と
を
一
所
懸
命
に
や
る
、
今
日
一
日
を
ど
う

過
ご
す
か
を
常
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
陸
上

を
通
し
て
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
４
年
間
で
人
は
変
わ
り
、人
生
も
変
わ
る 

大
切
な
こ
と
は
、今
日
何
を
頑
張
る
か

山
岡　
特
任
教
授
を
さ
れ
て
い
る
母
校
の
大
阪
学

院
大
学
で
は
、
学
生
に
そ
う
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
と
、
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

高
橋　
私
の
話
を
聞
い
て
自
分
も
何
か
行
動
し
た

い
と
思
い
、
１
年
間
の
留
学
に
出
掛
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
と
い
う
手
紙
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
で
の
４
年
間
は
人
を
変
え
る
大
切

な
時
間
だ
と
学
生
に
は
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
入
っ
た
実
業
団
の
チ
ー
ム
に
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
二
つ
の
メ
ダ
ル
を
と
ら
れ
た
有

森
裕
子
さ
ん
や
、
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で

優
勝
さ
れ
た
鈴
木
博
美
さ
ん
な
ど
の
ト
ッ
プ
選
手

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
自
分
は
ず
っ
と
場
違
い
な

感
じ
が
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
９
６
年
に
有
森
さ

ん
が
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル
を

取
ら
れ
た
当
時
、
私
は
有
森
さ
ん
の
隣
の
部
屋
に

住
ん
で
い
て
、
そ
れ
が
私
の
自
慢
だ
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
あ
る
と
き
、
ふ
と
気
が
付
い
た
の
で
す
。

同
じ
場
所
に
住
ん
で
、
同
じ
も
の
を
食
べ
て
、
同

じ
練
習
を
し
て
い
る
の
な
ら
、
自
分
に
も
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　

そ
し
て
、
当
時
は
ま
だ
一
度
も
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル
を
取
っ
た
の
は
そ
の
３
年
半
後
で
す
。
チ
ー

ム
に
入
っ
た
当
初
は
８
０
０
メ
ー
ト
ル
競
技
の
選

手
だ
っ
た
私
が
、
３
年
半
後
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
年
間
は
人
生

を
変
え
る
時
間
だ
か
ら
こ
そ
、
大
学
の
４
年
間
で

自
分
の
理
想
を
明
確
に
し
て
努
力
し
て
ほ
し
い
と

強
く
思
い
ま
す
。

山
岡　
目
標
が
な
い
と
、
４
年
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
も
の
ね
。

高
橋　
一
番
大
切
な
の
は
今
日
何
を
頑
張
る
か
で

す
。
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
は
「
部
屋
を
片
付
け
て
、

こ
ん
な
イ
ン
テ
リ
ア
に
変
え
よ
う
」「
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
し
よ
う
、
何
カ
月
後
に
は
何
キ
ロ
だ
」
と
決
め

た
も
の
の
、
そ
の
目
標
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
今
日

一
日
の
足
下
が
お
ぼ
つ
か
な
い
と
先
に
は
進
め
ま

高橋尚子さん（右）と山岡三子さん
（2016年4月21日 東京・千代田区にて）
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せ
ん
。
目
標
を
決
め
た
ら
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
今
日
何
を
す
べ
き
か
、
そ
れ
を
確
実
に
や
り

遂
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

３
６
５
日
聞
か
さ
れ
続
け
る
と 

３
６
６
日
目
に
は
…
…

山
岡　
今
の
学
生
は
失
敗
す
る
こ
と
に
臆
病
で
、

何
を
す
る
に
も
慎
重
だ
と
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

失
敗
や
落
胆
を
克
服
す
る
た
め
に
心
掛
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高
橋　
そ
う
で
す
ね
。
今
の
若
い
人
た
ち
は
、
頑

張
っ
た
後
に
結
果
が
悪
い
と
落
胆
す
る
こ
と
を

嫌
っ
て
、
喜
怒
哀
楽
が
少
な
い
毎
日
を
選
び
取
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

　

で
す
が
私
は
、
喜
怒
哀
楽
も
人
間
の
パ
ワ
ー
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界

記
録
を
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
こ
れ
ほ

ど
速
く
走
れ
る
と
い
う
「
可
能
性
の
限
界
」
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
逆
に
け
が
を
し
た
と
き
は
、「
み
ん
な
は
練

習
し
て
い
る
の
に
、
自
分
だ
け
置
い
て
い
か
れ
て

し
ま
う
」
と
感
じ
、
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
選
手
が
多
い
中
、
私
は
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た

休
日
だ
と
思
っ
て
遊
び
に
出
掛
け
て
し
ま
う
タ
イ

プ
で
し
た
。
一
見
す
る
と
断
崖
絶
壁
の
よ
う
な
状

況
に
い
る
よ
う
に
感
じ
て
も
、
違
う
角
度
か
ら
見

る
と
な
だ
ら
か
な
坂
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
に
、
一
つ
の
現
象
を
一
方
向
か
ら
だ
け
で
な

く
多
方
向
か
ら
、
見
方
を
必
ず
変
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
と
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
中

傷
さ
れ
、
こ
わ
く
て
外
出
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
記
録
と
い
う
高

い
目
標
に
挑
も
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
私
に
は

精
神
的
な
強
さ
が
足
り
な
い
、
こ
の
試
練
を
乗
り

越
え
た
と
き
、
自
分
は
絶
対
に
も
っ
と
強
く
な
っ

て
い
る
は
ず
だ
と
思
う
と
、
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
れ
た
の
で
す
。
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
に

驚
い
て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ

て
自
分
に
合
っ
た
壁
の
越
え
方
を
探
す
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

山
岡　
指
導
者
の
力
も
大
き
い
で
し
ょ
う
ね
。

高
橋　
私
に
と
っ
て
、
小
出
監
督
は
素
晴
ら
し
い

師
で
し
た
が
、
特
に
、
こ
ち
ら
の
気
持
ち
が
動
く

ま
で
向
き
合
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
と
て
も
大

き
か
っ
た
で
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
い
８
０
０

メ
ー
ト
ル
競
技
の
選
手
だ
っ
た
私
に
、「
Ｑ
ち
ゃ
ん

ね
、
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
な
っ
た
ら
世
界
で
一
番
に

な
れ
る
よ
」
と
話
す
の
で
す
。
私
が
あ
ま
り
に
も

弱
い
の
で
、
励
ま
す
た
め
に
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
３
６
５

日
聞
か
さ
れ
続
け
る
と
、
３
６
６
日
目
く
ら
い
に

は
「
も
し
か
す
る
と
、
マ
ラ
ソ
ン
で
い
け
る
の
か

な
」
と
思
え
て
き
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
す
。

　

１
回
や
２
回
だ
け
で
な
く
、
本
当
に
理
解
す
る

ま
で
根
気
よ
く
向
き
合
っ
て
く
れ
る
師
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
私
自
身
が
監
督
の
話
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
え
る
側
が
き

ち
ん
と
向
き
合
う
こ
と
、
そ
し
て
し
つ
こ
い
く
ら

い
に
伝
え
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
出
監
督
に
は

本
当
の
意
味
で
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
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德と
く

田だ 
行こ

う

延え
ん

西
武
文
理
大
学
　
学
長

　

４
月
１
日
付
で
德
田
行
延
サ
ー
ビ
ス
経

営
学
部
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

　

新
学
長
は
１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
明
治

大
学
卒
業
、
明
治
大
学
商
学
研
究
科
博
士

前
期
課
程
修
了
、
明
治
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学
。
森

川
八
洲
男
博
士
に
師
事
。
専
門
は
会
計
学
、

特
に
金
融
派
生
商
品
の
会
計
を
中
心
と
し

た
財
務
会
計
。
近
年
は
、
本
学
サ
ー
ビ
ス

経
営
学
部
が
対
象
と
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
会
計
論
の
う
ち
、
イ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
面
で
は
、
文
部
科
学
省
「
大
学
生

の
就
業
力
育
成
支
援
事
業
『
経
験
値
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
産
業
就
業
力
育
成
』

―
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン・

マ
イ
ン
ド
か
ら
エ
ン

ピ
リ
カ
ル・

バ
リ
ュ
ー
へ
」
の
取
組
担
当

者
を
務
め
、
そ
の
成
果
か
ら
、
本
学
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
の
一
つ
、
講
義
と
体

験
を
繰
り
返
し
て
学
ぶ
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

学
習
を
組
み
立
て
、
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型

の
体
験
学
習
の
開
発
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス

経
営
学
部
に
お
け
る
実
学
教
育
の
基
盤
を

現
代
的
に
再
形
成
し
た
。

　

新
学
長
は
本
学
の
教
育
の
特
徴
で
あ
る

実
学
教
育
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
の
も

と
、
学
習
者
の
学
習
権
を
尊
重
し
多
様
性

を
保
障
す
る
た
め
の
実
践
を
教
育
の
柱
と

し
て
い
る
。
学
習
者
が
主
体
的
、
協
調
的
、

そ
し
て
創
造
的
に
学
ぶ
べ
く
、
教
育・

研

究
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
学
生
の
起
業
支
援
や
地
域
連
携・

産

学
連
携
に
よ
る
大
学
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
創
出
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
て
い
る
点
も
期
待
さ
れ
る
。

新あ
ら

井い 

一は
じ
め

順
天
堂
大
学
　
学
長

　

木
南
英
紀
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
井
一
医
学
部
教
授
が
４
月
１
日
付
で
新

学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

　

新
井
新
学
長
は
１
９
５
５
年
東
京
都
生

ま
れ
。
１
９
７
９
年
順
天
堂
大
学
医
学
部

卒
業
。
順
天
堂
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科

に
入
局
後
、
助
手・

講
師・

助
教
授
を
経

て
２
０
０
２
年
に
同
大
学
医
学
部
教
授
に

就
任
。
２
０
０
８
年
順
天
堂
医
院
院
長
、

２
０
１
１
年
大
学
院
医
学
研
究
科
長・

医

学
部
長
を
歴
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　

専
攻
分
野
は
脳
神
経
外
科
学
。
小
児
脳

神
経
外
科
、
頭
蓋
底
外
科
、
脳
微
小
解
剖
、

水
頭
症
な
ど
を
専
門
と
し
、
新
た
な
手
術

法
の
開
発
な
ど
に
従
事
し
て
き
た
。
ま
た
、

水
頭
症
に
関
し
て
は
、
臨
床
の
み
な
ら
ず

基
礎
的
研
究
を
通
じ
て
、
難
治
性
疾
患
で

あ
る
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
の
病
態
解
明

に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

　

順
天
堂
大
学
は
、
本
年
で
創
立
１
７
８

年
を
迎
え
た
。
幕
末
、
全
国
各
地
よ
り
蘭

方
医
学
者
が
下
総
佐
倉
に
参
集
し
、「
日
新

の
医
学
、
佐
倉
の
林
中
よ
り
生
ず
」
と
今

も
語
り
継
が
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
医
学
研

究・

教
育
、
臨
床
医
学
の
実
践
の
場
と
し

て
出
発
し
た
。
学
是
「
仁
」
を
掲
げ
、「
不

断
前
進
」
の
理
念
の
も
と
、
今
日
ま
で
に

５
学
部
、
３
大
学
院
研
究
科
、
６
医
学
部

附
属
病
院
（
総
病
床
数
３
２
３
０
）
か
ら

な
る
健
康
総
合
大
学・

大
学
院
大
学
へ
と

発
展
し
た
。
教
育・

研
究・

医
療
を
通
じ

て
、
国
際
レ
ベ
ル
の
社
会
貢
献
と
人
材
育

成
を
進
め
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

文
理
佐
藤
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

順
天
堂
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中な
か

山や
ま 

洋ひ
ろ

司し
恵
泉
女
学
園
　
学
園
長

　

松
下
倶
子
前
学
園
長
退
任
の
後
を
受
け

て
、
４
月
１
日
付
で
中
山
洋
司
が
学
園
長

に
就
任
し
た
。

　

中
山
新
学
園
長
は
１
９
４
４
年
生
ま
れ
。

横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
し
、
聖
園
女
学
院

高
等
学
校
教
諭
と
し
て
勤
務
後
、
藤
沢
市

立
小
学
校
の
教
諭
と
し
て
10
年
勤
務
。
そ

の
後
、
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
（
現・

教
育
人
間
科
学
部
）
附
属
鎌
倉
小
学
校
教

官
、
藤
沢
市
教
育
委
員
会
、
神
奈
川
県
教

育
委
員
会
、
藤
沢
市
立
小
学
校
の
校
長
を

経
て
、
１
９
９
８
年
か
ら
平
和
学
園
小
学

校
長・

幼
稚
園
長
、
ア
レ
セ
イ
ア
湘
南
中

学
校
長
、
平
和
学
園
学
園
長
を
歴
任
。
ま

た
、
関
東
学
院
大
学
で
も
非
常
勤
講
師
を

務
め
、
幼
小
中
高
大
、
私
学・

公
立
（
市

県
国
）
の
各
教
育
機
関
勤
務
と
い
う
幅
広

い
教
育
経
験
を
持
つ
。

　

恵
泉
女
学
園
は
１
９
２
９
年
に
河
井
道

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
学
園
で
、
恵
泉
女

学
園
中
学・

高
等
学
校
、
１
９
８
８
年
に

開
学
し
た
恵
泉
女
学
園
大
学
を
擁
す
る
。

学
園
の
創
設
時
か
ら
「
聖
書
」「
国
際
」

「
園
芸
」
を
科
目
と
し
て
加
え
、
キ
リ
ス
ト

教
精
神
に
基
づ
き
、
平
和
の
た
め
に
貢
献

で
き
る
自
立
し
た
女
性
の
育
成
を
目
指
し

て
、
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

中
山
新
学
園
長
は
、
50
年
に
わ
た
る
教

育
経
験
か
ら「
人
間
と
し
て
自
立（
律
）す

る
に
は
学
力
と
人
間
力
を
兼
ね
備
え
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
。し
か
し
、学
生・

生
徒

が
自
分
の
力
だ
け
で
学
び
続
け
、自
立（
律
）

し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
教
育
は

そ
こ
に
支
援
の
手
を
差
し
出
し
自
立
（
律
）

を
促
す
こ
と
」
と
自
身
の
教
育
観
を
語
る
。

松ま
つ

原ば
ら 

康や
す

雄お
明
治
学
院
大
学
　
学
長

　

鵜
殿
博
喜
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
学
長
に
松
原
康
雄
社
会
学
部
教
授
が
選

出
さ
れ
、
本
学
院
チ
ャ
ペ
ル
で
の
就
任
式

を
経
て
４
月
１
日
に
就
任
し
た
。
任
期
は

２
０
２
０
年
ま
で
の
４
年
間
で
あ
る
。

　

松
原
新
学
長
は
１
９
５
１
年
東
京
都
生

ま
れ
。
１
９
７
５
年
日
本
社
会
事
業
大
学

卒
業
、
１
９
８
０
年
明
治
学
院
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
（
社
会
福
祉
学
専
攻
）

博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

　

本
学
に
は
、
１
９
７
９
年
に
社
会
学
部

助
手
と
し
て
着
任
し
、
専
任
講
師
、
助
教

授
を
経
て
１
９
９
３
年
に
教
授
。
こ
れ
ま

で
社
会
福
祉
学
科
主
任
、
入
試
セ
ン
タ
ー

長
、
社
会
学
部
長
、
副
学
長
を
歴
任
。

　

専
門
は
児
童
福
祉
論
で
あ
り
、
多
数
の

著
書
、
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
主
な
著

書
に
は
『
少
子
化
時
代
の
児
童
福
祉
』（
放

送
大
学
教
育
振
興
会
）、『
児
童
や
家
庭
に

対
す
る
支
援
と
子
ど
も
家
庭
福
祉
制
度
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
母
子
生
活
支
援
施

設

―
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
拠
点
』

（
エ
イ
デ
ル
研
究
所
）
な
ど
が
あ
る
。
子
ど

も
家
庭
福
祉
学
会
会
長
、
厚
生
労
働
省
の

審
議
会
専
門
部
会
委
員
長
を
務
め
、
児
童

福
祉
行
政
へ
の
貢
献
も
大
き
い
。

　

明
治
学
院
大
学
の
歴
史
は
、
宣
教
師
で

医
師
の
Ｊ・

Ｃ・

ヘ
ボ
ン
が
幕
末
に
創
設

し
た
ヘ
ボ
ン
塾
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

に
基
づ
く
人
格
教
育
を
建
学
の
精
神
と
し

て
、
１
５
３
年
目
を
迎
え
た
。
近
年
は
、

“D
o for O

thers”

を
合
言
葉
に
、
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
明

学
の
四
つ
目
の
半
世
紀
に
道
を
拓
く
新
学

長
に
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

恵
泉
女
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

明
治
学
院
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牧ま
き

野の 
丹に

奈な

子こ

桃
山
学
院
大
学
　
学
長

　

桃
山
学
院
大
学
で
は
、
初
の
女
性
学
長

と
し
て
牧
野
丹
奈
子
教
授
が
５
月
、
学
長

に
就
任
し
た
。
牧
野
学
長
は
１
９
６
１
年

東
京
都
生
ま
れ
。
１
９
８
４
年
大
阪
大
学

工
学
部
環
境
工
学
科
卒
業
、
１
９
８
６
年

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
前
期
課
程

修
了
（
環
境
工
学
専
攻
）。
１
９
８
６
年
株

式
会
社
東
洋
情
報
シ
ス
テ
ム
（
現
Ｔ
Ｉ
Ｓ

株
式
会
社
）
に
入
社
し
、
１
９
９
０
年
に

桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
助
手
、
１
９
９

１
年
専
任
講
師
、
１
９
９
７
年
助
教
授
、

２
０
０
３
年
教
授
に
就
任
。
２
０
０
４
年

大
阪
大
学
博
士
（
経
営
学
）
取
得
。
２
０

０
８
年
経
営
学
部
長
、
２
０
１
３
年
に
も

再
び
経
営
学
部
長
に
就
任
し
た
。

　

新
学
長
は
、
特
に
実
践
教
育
に
対
し
て

力
を
注
ぎ
、
学
生
の
積
極
性
を
引
き
出
す

こ
と
に
は
定
評
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
教

育
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
桃
山
学
院
大

学
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
「
地
域
で
、
世
界
で
、

人
を
支
え
る
」
の
実
現
に
向
け
て
、
既
に

複
数
の
具
体
策
の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。

　

主
な
著
書
は
『
経
営
の
自
己
組
織
化
論
』

（
日
本
評
論
社
）、『
現
場
視
点
の
経
営
学
』

（
晃
洋
書
房
）
な
ど
。

　

現
在
の
専
門
は
社
会
ビ
ジ
ネ
ス
。
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
社
会
性
と
事
業
性
の
両
立

に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
大
学
経
営
に

お
け
る
社
会
性
と
事
業
性
の
関
係
に
つ
い

て
も
持
論
が
あ
る
。

　

趣
味
は
学
生
と
語
ら
う
こ
と
。
土
日
や

夜
間
も
学
生
と
メ
ー
ル
を
や
り
と
り
す
る

こ
と
が
多
い
。
学
生
の
成
長
を
見
る
こ
と

が
一
番
の
楽
し
み
と
い
う
。

西に
し

本も
と 

照て
る

真ま武
蔵
野
大
学
　
学
長

　

武
蔵
野
大
学
の
西
本
照
真
学
長
は
、
２

０
１
６
年
４
月
に
学
長
に
就
任
し
た
。
武

蔵
野
大
学
附
属
幼
稚
園
長
、
学
校
法
人
武

蔵
野
大
学
理
事
、
武
蔵
野
大
学
人
間
科
学

部
長
、
同
大
学
院
仏
教
学
研
究
科
長
な
ど

を
歴
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　

新
学
長
は
１
９
６
２
年
広
島
県
生
ま
れ
。

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
印
度

哲
学
専
攻
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
。

博
士
（
文
学
、
東
京
大
学
）。H

arvard

、

U
C Berkeley

、
中
国
社
会
科
学
院
、
台

湾
師
範
大
学
な
ど
、
４
年
あ
ま
り
の
在
外

研
究
の
経
験
が
あ
る
。

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
東
ア
ジ
ア
仏

教
研
究
会
な
ど
に
所
属
し
、
中
国
仏
教
研

究
者
と
し
て
学
界
を
リ
ー
ド
。
中
国
仏
教

の
一
宗
派
で
あ
る
三
階
教
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
。
著
書
は
『
三
階
教
の
研
究
』

『「
華
厳
経
」
を
読
む
』
な
ど
多
数
。

　

武
蔵
野
大
学
は
、
本
年
４
月
開
設
の
グ

ロ
ー
バ
ル
学
部
を
含
む
９
学
部
16
学
科
、

学
生
数
８
０
０
０
人
を
超
え
る
総
合
大
学

と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
本

年
４
月
、
新
ブ
ラ
ン
ド
「
世
界
の
幸
せ
を

カ
タ
チ
に
す
る
。」（Creating Peace &

 
H

appiness for the W
orld

）
を
宣
言

し
、
２
０
２
４
年
の
創
立
百
周
年
に
向
け

て
、
幸
せ
響
創
大
学
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。

　

西
本
学
長
は
、
学
長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

強
化
し
改
革
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
る

た
め
、「
教
育
改
革
推
進
会
議
」
を
創
設

し
、
建
学
の
精
神
の
具
現
化
、
教
育
の
質

の
充
実
、
国
際
化
の
推
進
な
ど
を
意
欲
的

に
進
め
、
大
学
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

桃
山
学
院

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

武
蔵
野
大
学
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齊さ
い

藤と
う 

昇の
ぼ
る

立
正
大
学
　
学
長

　

山
﨑
和
海
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
の
任
期
で
、
第
34

代
文
学
部
長
の
齊
藤
昇
教
授
が
立
正
大
学

第
33
代
学
長
に
就
任
し
た
。

　

齊
藤
新
学
長
は
１
９
５
６
年
、
山
梨
県

生
ま
れ
。
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
英
文
学
専
攻
を
満
期
退
学

し
、
１
９
８
８
年
、
教
養
部
助
教
授
を
経

て
、
１
９
９
４
年
に
同
教
授
、
１
９
９
５

年
に
大
学
改
組
に
伴
い
文
学
部
教
授
と
な

り
、
現
在
に
至
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
は

文
学
部
長
を
務
め
た
。
学
位
は
博
士
（
文

学
）。

　

専
門
分
野
は
ア
メ
リ
カ
文
学
、
特
に
ワ

シ
ン
ト
ン・

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
や
О・

ヘ
ン

リ
ー
の
研
究
を
専
門
と
し
て
い
る
。『
ス

ケ
ッ
チ・

ブ
ッ
ク 

上・

下
』（
岩
波
文
庫
）

な
ど
の
翻
訳
書
を
は
じ
め
、『
郷
愁
の
世 

界

―
ワ
シ
ン
ト
ン・

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の

文
学
』（
旺
史
社
、
１
９
９
３
）、『「
最
後

の
一
葉
」
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た

― 
Ｏ・
ヘ
ン
リ
ー
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
』（
角

川
学
芸
ブ
ッ
ク
ス
、
２
０
０
５
）
な
ど
多

数
の
著
書
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
ソ
ロ
ー
学
会
な
ど
の
会
長
の
重
責
を
担

う
と
と
も
に
、
北
海
道
新
聞
書
評
委
員
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ジ
オ
講
師
な
ど
、

社
会
的
活
動
も
多
く
行
っ
て
き
た
。

　

齊
藤
学
長
は
、
立
正
大
学
の
歴
史
と
伝

統
へ
の
敬
意・

理
解
や
、
一
人
一
人
の
意

見
を
尊
重
す
る
懐
の
広
さ
を
持
ち
な
が
ら
、

新
た
な
挑
戦・

改
革
を
成
し
遂
げ
て
い
く

強
い
意
思
を
持
っ
て
お
り
、
未
来
に
向
け

た
立
正
大
学
の
理
想
の
姿
を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

田た

畑ば
た 

邦く
に

治は
る

白
百
合
女
子
大
学
　
学
長

　

山
内
宏
太
朗
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
４
月
１
日
付
で
就
任
。
田
畑
学
長
は

１
９
４
７
年
北
海
道
函
館
市
生
ま
れ
。
上

智
大
学
大
学
院
哲
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）

修
了
。
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
職
員
、

筑
波
大
学
非
常
勤
講
師
な
ど
を
経
て
、
１

９
７
６
年
聖
母
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
、

１
９
９
０
年
同
教
授
、
２
０
０
０
年
白
百

合
女
子
大
学
文
学
部
宗
教
科
教
授
。
２
０

０
３
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

生
と
死
を
考
え

る
会
理
事
長
。
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１

３
年
ま
で
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
学
会

会
長
。
専
門
は
倫
理
学
、
宗
教
哲
学
、
特

に
日
本
人
の
死
生
観
。

　

本
学
の
設
立
母
体
で
あ
る
シ
ャ
ル
ト
ル

の
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
は
17
世
紀
に
フ
ラ

ン
ス
に
誕
生
し
、
現
在
で
は
世
界
各
国
で

教
育・

福
祉
を
中
心
に
献
身
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
基
本
精
神
は
、
聖
パ

ウ
ロ
の
言
葉
「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
す

べ
て
と
な
る
」（
新
約
聖
書
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
の

手
紙
、
９・

21
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ

て
の
人
を
兄
弟
姉
妹
と
し
て
尊
重
し
、
そ

の
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を

目
指
す
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
遍
的
な
精
神

を
表
す
も
の
で
、
新
学
長
も
こ
の
精
神
の

今
日
的
な
意
義
を
痛
感
し
て
、
教
育・

研

究・

経
営
の
場
面
に
生
か
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

　

主
な
著
書
は
『
出
会
い
の
看
護
論

―

人
間
の
尊
厳
と
他
者
の
発
見
』、『
新
訂 

ケ

ア
の
時
代
を
生
き
る
』、『
悲
し
み
を
支
え

る
言
葉

―
古
事
記
か
ら
芭
蕉
ま
で
』。
最

近
著
『「
心
豊
か
」
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
は
古

典
に
あ
り
。』。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

立
正
大
学
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

白
百
合
学
園
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永な
が

尾お 
教の

り

昭あ
き

天
理
大
学
　
学
長

　

飯
降
政
彦
前
学
長
の
退
任
に
伴
い
、
３

月
26
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。

　

永
尾
新
学
長
は
、
１
９
５
６
年
京
都
市

生
ま
れ
。
天
理
大
学
外
国
語
学
部
フ
ラ
ン

ス
学
科
卒
後
、
１
９
８
４
年
か
ら
天
理
教

の
海
外
伝
道
拠
点
「
天
理
教
パ
リ
出
張
所

（
現・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張
所
）」
お
よ
び
日

本
文
化
普
及
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関

「
天
理
日
仏
文
化
協
会
」
の
運
営
に
携
わ
っ

た
。
１
９
９
５
年
同
所
長
に
就
任
。
そ
の

後
、
２
０
０
９
年
の
帰
国
ま
で
、
東
西
ド

イ
ツ
統
合
、
Ｅ
Ｕ
設
立
な
ど
激
動
の
欧
州

に
身
を
置
い
た
。
所
長
在
任
中
に
推
進
し

た
天
理
大
学
と
天
理
日
仏
文
化
協
会
と
の

提
携
に
よ
り
、
２
０
１
０
年
両
者
間
に
学

術
交
流
協
定
が
調
印
さ
れ
、
天
理
大
学
パ

リ
分
校
が
誕
生
す
る
に
至
っ
た
。

　

ま
た
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
や
在
家
信
者
団

体
が
主
催
す
る
諸
宗
教
対
話
に
天
理
教
代

表
団
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
相
互
理
解

の
た
め
の
宗
教
間
対
話
に
尽
力
し
た
。

　

さ
ら
に
、
柔
道
大
国
フ
ラ
ン
ス
と
、
同

じ
く
柔
道
が
盛
ん
な
天
理
市
と
の
親
善
に

も
力
を
注
ぎ
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
柔
道

家
を
天
理
市
に
送
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
を

訪
れ
た
日
本
の
柔
道
家
や
選
手
ら
の
世
話

を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
交
流
史
に
つ
い
て
は
、

近
著
『
雪
に
耐
え
て
梅
花
潔
し
』（
天
理
教

道
友
社
、
２
０
１
５
年
）
に
詳
し
い
。

　

永
尾
新
学
長
は
、
第
10
代
学
長
に
し
て

初
め
て
の
天
理
大
学
卒
の
学
長
で
あ
る
。

在
欧
25
年
の
国
際
感
覚
と
キ
ャ
リ
ア
を
フ

ル
に
発
揮
し
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
２
０
２
６
年
の

創
立
百
周
年
に
向
け
た
飛
躍
を
目
指
す
。

尾お

池い
け 

守ま
も
る石

巻
専
修
大
学
　
学
長

　

坂
田
隆
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
尾
池
守
理
工
学
部
教
授
が

第
５
代
学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

尾
池
新
学
長
は
１
９
５
４
年
群
馬
県
生

ま
れ
。
１
９
８
２
年
東
京
工
業
大
学
大
学

院
理
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

工
学
博
士
。
同
年
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所

（
現・
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
研
究

員
。
Ｈ
―
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
の
開
発
研
究
に
従
事
し
た
後
、
１

９
９
７
年
東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所
助

教
授
。
２
０
０
２
年
石
巻
専
修
大
学
理
工

学
部
教
授
、
２
０
１
５
年
同
大
学
院
理
工

学
研
究
科
長
に
選
出
さ
れ
、
１
年
間
務
め

る
。
専
門
は
流
体
力
学
、
航
空
宇
宙
工
学
、

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
。

　

石
巻
専
修
大
学
は
、
１
９
８
９
年
に
理

工
学
部
と
経
営
学
部
の
２
学
部
５
学
科
で

開
学
。
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
は
学
内
の
人
的・

物
的
被
害
が

少
な
く
、
地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
、

ま
た
１
０
０
０
人
以
上
が
集
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
復
旧・

復
興
に

貢
献
し
た
。
２
０
１
３
年
に
は
、
復
興
を

担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
人
間
学
部

を
新
設
。
２
０
１
８
年
に
創
立
30
年
を
迎

え
る
。

　

建
学
の
精
神
「
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉

仕
」
と
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の

開
発
」
を
ふ
ま
え
、
輩
出
し
た
い
人
物
像

と
し
て
「
社
会
の
諸
問
題
に
、
自
分
の
役

割
を
自
覚
し
て
取
り
組
む
た
め
に
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
」
を
設
定
し
、
教
育・

研
究
の
強
化
を

進
め
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

天
理
大
学

新
学
長
紹
介

石
巻
専
修
大
学

1282016.7　大学時報



坂さ
か

井い

東と

洋よ

男お

追
手
門
学
院
大
学
学
長
。
京
都
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
文
学
修
士
。
京
都
産
業
大
学
学

長
、
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
評
議
員
、
理
事
な
ど

を
歴
任
。
専
門
は
中
国
近
現
代
文
学
。

川か
わ

名な

明あ
き

夫お

拓
殖
大
学
学
長
。
’71
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
工
学
博
士
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
に
入
社
後
、
’99
よ
り
拓
殖
大
学
教
授
。
’11
同
大
学

副
学
長
、
’15
よ
り
現
職
。

岡お
か

崎ざ
き

仁ひ
と

昭あ
き

自
治
医
科
大
学
医
学
部
医
学
教
育
セ
ン

タ
ー
長
、
教
授
。
’84
自
治
医
科
大
学
医
学
部
卒
。
’92

同
大
学
医
学
研
究
科
修
了
、
医
学
博
士
。
’93
か
ら
同

大
学
内
科
学
講
座
勤
務
。
’08
よ
り
現
職
。

高た
か

木ぎ

　
康や

す
し

昭
和
大
学
学
長
補
佐
、
医
学
部
医
学
教

育
学
教
授
、
医
学
部
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
。
’76

昭
和
大
学
医
学
部
卒
。
’80
同
大
学
医
学
部
大
学
院
修

了
、
医
学
博
士
。
’02
か
ら
現
職
。

高た
か

松ま
つ

　
研け

ん

東
邦
大
学
医
学
部
長
、
教
授
。
’82
慶
應

義
塾
大
学
医
学
研
究
科
修
了
、
医
学
博
士
。
’88
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学
部
助
手
、
’91
東
邦
大
学
医
学

部
助
教
授
を
経
て
現
職
。

吉よ
し
岡お

か
俊と

し
正ま

さ

東
京
女
子
医
科
大
学
理
事
長
、
学
長
。
’79

北
里
大
学
医
学
部
卒
。バ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学
小
児
科
助

教
、
女
子
医
大
医
学
教
育
学
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。

西
太
平
洋
地
区
医
学
教
育
連
盟
会
長
な
ど
を
歴
任
。

吉よ
し

田だ

栄え
い

司じ

関
西
大
学
副
学
長
、
法
学
部
教
授
。
’84

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。
京

都
大
学
助
手
、
新
潟
大
学
講
師
を
経
て
関
西
大
学
に

着
任
。主
著『
憲
法
的
責
任
追
及
制
論
Ⅰ
、Ⅱ
』な
ど
。

木こ

暮ぐ
れ

健け
ん

太た

郎ろ
う

杏
林
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授
。

東
海
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
満

期
退
学
。
三
鷹
市
、
八
王
子
市
、
羽
村
市
を
中
心
に
、

選
挙
啓
発
や
地
域
活
性
化
の
活
動
に
関
わ
る
。

井い

田だ

正ま
さ

道み
ち

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
。
専
門

は
政
治
学
（
政
治
意
識
論
）。
著
書
は
『
世
論
調
査
を

読
む

―
Ｑ
＆
Ａ
か
ら
見
る
日
本
人
の
〈
意
識
〉』

（
明
治
大
学
出
版
会
）
な
ど
。

岡お
か

田だ

　
隆た

か
し

学
校
法
人
松
山
大
学
理
事
、
評
議
員
、

総
務
部
長
。
松
山
商
科
大
学
（
現
松
山
大
学
）
人
文

学
部
英
語
英
米
文
学
科
卒
。

梅う
め

村む
ら

浩ひ
ろ

明あ
き

豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

長
。

槍う
つ

田だ

松し
ょ
う

瑩え
い

国
際
大
学
理
事
長
。
東
京
大
学
工
学
部

卒
。
’67
三
井
物
産
株
式
会
社
入
社
。
同
社
代
表
取
締

役
社
長
、
取
締
役
会
長
を
経
て
、
’15
か
ら
顧
問
。
経

団
連
副
会
長
、
日
銀
参
与
な
ど
を
歴
任
。

大お
お
場ば

　
淳じ

ゅ
ん

広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長・

准
教
授
。専
門
は
高
等
教
育
論
。『
組

織
と
し
て
の
大
学
：
役
割
や
機
能
を
ど
う
み
る
か
』

（
共
著
、岩
波
書
店
、２
０
１
３
年
）な
ど
著
書
多
数
。

髙こ
う

祖そ

敏と
し

明あ
き

上
智
学
院
理
事
長
。
’76
上
智
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
博
士
課
程
満
期
退
学
。

教
育
学
専
攻
。
文
学
部
長
な
ど
を
経
て
’99
よ
り
現
職
。

共
著
『
教
会
と
学
校
で
の
宗
教
教
育
再
考
』
ほ
か
。

杉す
ぎ

本も
と

和か
ず

弘ひ
ろ

東
北
大
学
高
度
教
養
教
育・

学
生
支
援

機
構
教
授
、
教
育
評
価
分
析
セ
ン
タ
ー
長
。
’99
名
古

屋
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。

佐さ

野の

浩こ
う

一い
ち

学
校
法
人
大
阪
医
科
薬
科
大
学
常
務
理

事
、
大
阪
医
科
大
学
医
学
部
教
授
。
’84
大
阪
医
科
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
単
位
修
得
退
学
。
医
学
博

士
。
’03
理
事
、
’05
看
護
専
門
学
校
長
。
’13
か
ら
現
職
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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岡お
か

本も
と

史し

紀き

芝
浦
工
業
大
学
名
誉
教
授
。
’68
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
卒
。
工
学
博
士
。
同
大
学
常
務
理
事
、

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
長
な
ど
を
歴
任
。
著
書
『
私
学
の

再
生
経
営
』
ほ
か
。

今い
ま

井い

福ふ
く

司じ

白
百
合
女
子
大
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー

准
教
授
。
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）
東
京
大
学
。

主
著
に
『
日
本
占
領
期
の
学
校
図
書
館
』
が
あ
る
。

末す
え

廣ひ
ろ

　
昭あ

き
ら

学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
教
授
。

経
済
学
博
士
（
東
京
大
学
）。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
を
へ
て
、
’16
よ
り
現
職
。

主
著
『
新
興
ア
ジ
ア
経
済
論
』
な
ど
。

原は
ら

田だ

規き

梭さ

子こ

東
洋
学
園
大
学
学
長
。
’69
明
治
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
’02
東
洋
学
園

大
学
現
代
経
営
学
部
教
授
。
東
洋
女
子
短
期
大
学
学

長
、
東
洋
学
園
大
学
副
学
長
を
経
て
’14
よ
り
現
職
。

桜さ
く
ら

間ま

裕ゆ
う

子こ

順
天
堂
大
学
女
性
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
局
。
’95
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
卒
。
福

島
県
立
湯
本
高
校
教
諭
、
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
な
ど
を
経
て
、
’11
よ
り
現
職
。

朴ぱ
く

　
大て

栄よ
ん

桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
。
’78
神

戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
広
島
経
済
大
学
を
経
て
、’90
か
ら
現
職
。
主
編

著『
監
査
法
人
の
独
立
性
と
組
織
ガ
バ
ナ
ン
ス
』な
ど
。

淺あ
さ

野の

昭あ
き

人と

立
命
館
大
学
学
生
部
次
長
。
立
命
館
大

学
政
策
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
’89
立
命

館
に
入
職
。
教
学
部
次
長
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
次

長
な
ど
を
経
て
現
職
。

高た
か

橋は
し

尚な
お

子こ

中
学
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
、
大
阪
学

院
大
学
卒
業
後
に
実
業
団
へ
。
’00
シ
ド
ニ
ー
五
輪
女

子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル
、
国
民
栄
誉
賞
受
賞
。
’01
ベ

ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
世
界
記
録
（
当
時
）
を
樹
立
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
理
事
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
理
事
、
公
益
財

団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
組
織
委
員
会
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
会
委
員
長
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
と
し
て

活
躍
中
。

山や
ま

岡お
か

三み
つ

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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一般社団法人日本私立大学連盟
新役員選出される

　役員の任期満了に伴い、平成28年度第１回定時総会（2016年６月21
日開催）において理事、監事の後任者の選考が行われ、新たな理事、
監事が選出されました。
　その後、理事会において会長、副会長および常務理事をそれぞれ決
定し、会長には、鎌田 薫（早稲田大学 ・ 総長）が、副会長には、�
村田 治（関西学院 ・ 大学長）ならびに吉岡知哉（立教学院 ・ 大学総
長）が選出されました。

《
会
　
　
長
》

鎌
田　
　

薫　

早
稲
田
大
学　

総
長

《
副 

会 

長
》

村
田　
　

治　

関
西
学
院　

大
学
長

吉
岡　

知
哉　

立
教
学
院　

大
学
総
長

《
常
務
理
事
》

三
木　

義
一　

青
山
学
院　

大
学
長

酒
井
正
三
郎　

中
央
大
学　

総
長・

大
学
長

松
岡　
　

敬　

同
志
社　

大
学
長

田
中　

優
子　

法
政
大
学　

総
長

早
下　

隆
士　

上
智
学
院　

大
学
長

楠
見　

晴
重　

関
西
大
学　

大
学
長

清
家　
　

篤　

慶
應
義
塾　

塾
長

日
比
谷
潤
子　

国
際
基
督
教
大
学　

大
学
長

土
屋
恵
一
郎　

明
治
大
学　

大
学
長

大
塚
𠮷
兵
衛　

日
本
大
学　

大
学
長

佐
藤　

和
人　

日
本
女
子
大
学　

理
事
長・

大
学
長

吉
田
美
喜
夫　

立
命
館　

総
長・

大
学
長

小
野　

祥
子　

東
京
女
子
大
学　

大
学
長

髙
橋　

裕
子　

津
田
塾
大
学　

大
学
長

《
理
　
　
事
》

川
井　

伸
一　

愛
知
大
学　

理
事
長・

大
学
長

栗
田　

充
治　

亜
細
亜
学
園　

大
学
長

山
口　

政
俊　

福
岡
大
学　

大
学
長

井
上　

寿
一　

学
習
院　

大
学
長

湊　
　

晶
子　

広
島
女
学
院　

院
長・

大
学
長

吉
沢　

英
成　

甲
南
学
園　

理
事
長

赤
坂　
　

博　

京
都
精
華
大
学　

理
事
長

村
上　

宏
之　

松
山
大
学　

理
事
長・

大
学
長

ミ
カ
エ
ル・

カ
ル
マ
ノ　

南
山
学
園　

大
学
長

植
木　
　

實　

大
阪
医
科
薬
科
大
学　

理
事
長

戸
部　

順
一　

成
城
学
園　

大
学
長

Ｋ・

Ｊ・

シ
ャ
フ
ナ
ー　

西
南
学
院　

大
学
長

岡
崎　

淑
子　

聖
心
女
子
学
院　

大
学
長

日
髙　

義
博　

専
修
大
学　

理
事
長

松
本　

宣
郎　

東
北
学
院　

理
事
長・

大
学
長

松
前　

義
昭　

東
海
大
学　

理
事
長

岩
本　
　

繁　

東
京
経
済
大
学　

理
事
長

榊　
　

裕
之　

ト
ヨ
タ
学
園　

大
学
長

《
監
　
　
事
》

松
原　

康
雄　

明
治
学
院　

大
学
長

赤
松　

徹
眞　

龍
谷
大
学　

大
学
長

市
川　

太
一　

修
道
学
園　

大
学
長

《
参
　
　
与
》

天
野　

紀
明　

早
稲
田
大
学　

総
長
室
副
室
長

�（
任
期
は
２
０
１
８
年
６
月
定
時
総
会
終
結
時
ま
で
）

連盟ニュース
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●
５
月
10
日
㈫

　

第
２
回
理
事
会
に
出
席

●
５
月
20
日
㈮

　

全
私
学
連
合
代
表
者
会
議
、「
私
学
振
興
協
議

会
」
に
出
席

　
「
私
学
振
興
協
議
会
」
で
は
、
清
家
篤
全
私
学

連
合
代
表
（
当
連
盟
会
長
）
か
ら
、
余
震
が
続

く
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
つ
い
て
、「
学
生
、
生

徒
の
生
命
や
安
全
に
関
し
て
は
国
公
私
立
間
の

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」、
お
よ
び

「
私
立
学
校
の
耐
震
化
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
以
上

の
支
援
」、「
今
回
の
震
災
で
子
ど
も
た
ち
が
進

学
の
機
会
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
の
配
慮
」
を
求

め
る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
上
で
、
私
立
大
学
に
共
通
す
る
当
面
の

課
題
と
し
て
、
主
に
①
私
立
学
校
施
設
耐
震
化

支
援
の
大
幅
な
拡
充
、
②
私
学
助
成
の
さ
ら
な

る
拡
充
、
③
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
会
長

の
立
場
か
ら
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換
の
た
め

の
基
盤
的
経
費
の
確
実
な
措
置・

拡
充
、
④
学

生
の
修
学
上
の
経
済
的
負
担
に
対
す
る
支
援
（
授

業
料
減
免
や
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
な
ど
）
の

４
点
を
要
請
し
た
。

●
５
月
31
日
㈫

　

第
２
回
常
務
理
事
会
、
第
３
回
理
事
会
出
席

●
６
月
21
日
㈫

　

第
４
回
理
事
会
、
第
１
回
定
時
総
会
出
席

　

会
長
に
鎌
田
薫
（
早
稲
田
大
学
総
長
）
が
選

出
さ
れ
た
。

●
６
月
29
日
㈬

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会・

役
員
会
、
総

会
に
出
席

開
催
報
告

◉
２
０
１
６
年
６
月
18
日
㈯

「
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
専
任
教
職
員
向

け
】」
開
催

　
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
～
協
働

を
軸
と
す
る
Ｆ
Ｄ
の
新
た
な
潮
流
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
開
催
。
35
大

学
か
ら
58
名
の
教
職
員
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
２
０
１
６
年
７
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

「
第
１
回
学
長
会
議
」
開
催

　
「
多
様
な
私
立
大
学
と
そ
の
教
育
の
質
保
証
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
神
戸
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
に
て
開
催
。
63
大

学
65
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

私
大
連
盟 

公
式Facebook

ペ
ー
ジ

　

公
式Facebook

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

facebook.com
/shidairen

）
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

次
号
『
大
学
時
報
』
の
進
捗
報
告
や
『
私
立

大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
な
ど
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
に

関
す
る
ご
案
内
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な

い
情
報
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
６
年

５
月
▼
６
月

【
全
私
学
連
合
（
全
私
連
）】

　

私
学
団
体
相
互
の
提
携
協
力
に
よ
っ
て
私
学

の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
文
化
の
昂
揚
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
１
９
５
５
年
６
月
に
設
立
。

　

私
立
大
学
団
体
連
合
会
、
日
本
私
立
短
期
大

学
協
会
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
、

日
本
私
立
小
学
校
連
合
会
、
全
日
本
幼
稚
園
連

合
会
の
５
団
体
に
よ
り
構
成
。

【
私
学
振
興
協
議
会
】

　

全
私
学
連
合
構
成
５
団
体
の
代
表
と
自
由
民

主
党
の
文
教
関
係
議
員
（
文
部
科
学
大
臣
関
係

者・

部
会
長
経
験
者
）
が
、
今
後
の
私
学
振
興

策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
２

０
１
３
年
に
発
足
。

【
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
私
大
団
連
）】

　

私
立
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
振
興
発
展

へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
、
１
９
８
４
年
４
月

に
設
立
。
一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟

お
よ
び
私
立
大
学
協
会
に
よ
り
構
成
。

連盟ニュース
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第１回（東京）　起業家精神と日本の教育～教育改革の一つの視点～
9月8日（木）18：00　明治大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 野田　一夫氏	 一般財団法人日本総合研究所名誉会長
小杉　俊哉氏	 慶應義塾大学大学院　理工学研究科特任教授、	
	 立命館大学大学院テクノロジー ・マネジメント研究科客員教授

コーディネータ 池本　正純氏	 専修大学経営学部教授

第２回（仙台）　政治なき教養は空虚であり、教養なき政治は盲目である
10月1日（土）13：00　東北学院大学

※無料、定員予約制（200名）
意見発表 村田　晃嗣氏	 同志社大学法学部教授

渡部　　純氏	 明治学院大学法学部教授
小泉　良幸氏	 関西大学法学部教授

コーディネータ 西村　枝美氏	 関西大学法学部教授

第３回（大阪）　学問するよろこび
11月5日（土）13：00　関西大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 千　　宗守氏	 茶道武者小路千家第14代家元
大島　まり氏	 東京大学大学院情報学環教授

コーディネータ 本田　知宏氏	 福岡大学工学部教授
渡部　直樹氏	 慶應義塾常任理事

第４回（福岡）　大学入試～私立大学の改革～
12月10日（土）13：00　福岡大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 沖　　清豪氏	 早稲田大学入試開発オフィス長、文学学術院教授
伊東　辰彦氏	 国際基督教大学教養学部長
黒瀬　秀樹氏	 福岡大学副学長

コーディネータ 松本　亮三氏	 東海大学観光学部教授

お申し込みはこちら
※またはＷＥＢで「私大フォーラム」と検索ください。

日本私立大学連盟では、当法人の活動、私立大学の教育
研究、管理運営などにかかるさまざまな情報および国の
高等教育政策にかかる動向などの社会への発信ととも
に、情報共有の推進を主目的として、今年度も「私立大
学フォーラム（全４回）」を開催します。

※2016年6月24日現在

教育の明日を探る
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◆
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
を
、
と
い

う
大
き
な
方
針
が
動
き
始
め
て
い

る
。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
や
絶
え
間
の
な
い
テ
ロ
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
動
と
も
い

え
る
よ
う
な
状
況
が
世
界
に
広

が
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
今
何
が
起
き
て

い
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
た
人
々

に
役
立
つ
処
方
箋
を
導
き
出
す
た

め
に
も
、
ロ
ー
カ
ル
に
と
ど
ま
っ

た
教
育
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
う

よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。

　

18
歳
選
挙
権
も
同
じ
こ
と
で
、

主
権
者
教
育
と
い
う
の
は
、
た
だ

投
票
に
行
こ
う
と
促
す
だ
け
で
は

な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

選
挙
権
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、

同
時
に
自
分
の
国
の
未
来
に
責
任

を
持
つ
こ
と
で
も
あ
る
。
大
学
は

そ
の
責
任
の
持
ち
方
、
そ
の
た
め

の
「
世
界
の
見
方
」
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
た
。

　

世
界
は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
る
。

そ
れ
は
政
治
や
経
済
だ
け
で
な
く
、

文
化
や
芸
術
の
領
域
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
い
や
、
む
し
ろ
そ
の
領

域
が
複
雑
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

政
治
経
済
が
よ
り
混
沌
と
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
「
世

界
の
見
方
」
を
提
供
す
る
大
学
の

使
命
も
ま
た
大
き
い
。（
広
報・

情

報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授　

兼

高 

聖
雄
）

◆
こ
の
３
月
に
大
学
設
置
基
準
が

改
正
さ
れ
、
来
年
４
月
か
ら
Ｓ
Ｄ

が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
２
０
１
５
年
４
月
施
行

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
学
校
教
育

法
改
正
）
か
ら
考
え
る
と
、
矢
継

ぎ
早
の
動
き
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、

大
学
を
め
ぐ
る
環
境
の
厳
し
さ
と

期
待
の
現
れ
と
も
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

大
学
改
革
は
、
一
人
の
リ
ー

ダ
ー
の
力
だ
け
で
は
な
し
え
な
い
。

し
か
し
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
け
れ
ば

な
し
え
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
に

よ
っ
て
教
員
を
含
め
た
職
員
の
能

力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
得
る
人
材
の
育
成
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く

私
大
が
抱
え
る
課
題
で
あ
る
。

　

小
特
集
で
は
、
今
回
の
大
学
設

置
基
準
改
正
が
わ
れ
わ
れ
に
何
を

求
め
、
期
待
し
て
い
る
の
か
を
正

し
く
理
解
し
、
各
大
学
が
取
り
組

む
際
の
指
針
に
な
れ
ば
と
考
え
、

企
画
し
た
。
４
人
の
先
生
に
は
、

ご
多
忙
の
中
を
無
理
を
お
願
い
し
、

原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
と

に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
回
の
企
画
に
よ
り
、
本
連
盟

加
盟
大
学
の
Ｓ
Ｄ
が
活
性
化
さ
れ
、

大
学
改
革
が
進
み
、
各
大
学
が
魅

力
あ
る
大
学
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会

議
（
大
学
時
報
）
委
員・

大
正
大

学
事
務
局
長　

平
盛 

聖
樹
）

◆
２
０
１
６
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が
８
月

５
日
に
迫
る
。

　

私
立
大
学
在
学
生・

卒
業
生
の

参
加
も
も
ち
ろ
ん
多
く
、
大
学
で

は
壮
行
会
も
開
か
れ
る
。
読
者
の

皆
さ
ん
が
注
目
し
て
い
る
選
手
や

競
技
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

折
し
も
、
本
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
同
じ
南
半
球
で
２
０
０
０
年

に
開
催
さ
れ
た
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん
。

　

座
右
の
銘
、
当
時
の
レ
ー
ス
展

開
の
お
話
、
マ
ラ
ソ
ン
を
起
点
と

し
た
現
在
の
活
動
な
ど
、
ど
れ
も

大
変
興
味
深
い
。も
ち
ろ
ん
、こ
う

し
た
ご
活
躍
の
背
景
に
は
、
現
役

時
代
か
ら
の
日
々
の
目
標
達
成
に

向
け
た
努
力
、
乗
り
越
え
た
試
練

の
数
々
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」
と
い
う
２
０
２

０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定

の
瞬
間
も
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

４
年
後
に
は
、
自
国
開
催
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
ま
た
と
な
い
機

会
が
や
っ
て
く
る
。
今
の
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
と
い
っ
た
若
い

選
手
た
ち
の
活
躍
も
楽
し
み
だ
。

（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局　

権

藤 

和
代
）

次号
（9月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「発達障害学生の理解と支援」
特　集	「大学における障害者受け入れ」
小特集	「大学のIR活動における取り組み」
表紙 ・大学点描 同志社女子大学　　だいがくのたから 京都精華大学
クローズアップインタビュー：「杉本 健爾さん（書道家、美文字トレーナー）」

編
集
後
記


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2016
7月号

小　林　直　毅（法政大学社会学部教授）
中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター入試課長）
赤　木　完　爾（慶應義塾大学法学部教授）
宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
奥　村　信　幸（武蔵大学社会学部教授）
三　浦　英　俊（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
片　岡　達　彦（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
芹　澤　　　剛（園田学園女子大学人間教育学部教授）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　　　勉（早稲田大学広報室副室長）
齋　藤　　　淳（日本私立大学連盟事務局）
権　藤　和　代（日本私立大学連盟事務局）
阿　部　淑　恵（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）

発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）

発 行 所　一般社団法人	日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
	 私学会館別館	
	 電話	03－3262－4362　　FAX	03－3262－4363	
	 http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進	研	アド
	 〒530-0003　大 阪 市 北 区 堂 島 ２ － ４ － 27 	
	 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫
	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫
	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫
	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫
	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫
	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫
	 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫
	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫
	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学

聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫
	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫
	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 女 子 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫
	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫
	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順
 ｝は同一学校法人	）

（122大学　平成28年 7 月20日現在）

第65巻369号（通巻383号）
平成28年 7 月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・ 乱丁本はお取り替えいたします。
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